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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告書第402集として、日本

道路公団の千葉東金道路(二期)建設事業に伴って実施した松尾町・

横芝町四ツ塚遺跡、-松尾町千神塚群の発掘調査報告書を刊行する運

びとなりました。

この調査では、大規模な旧石器時代の環状ブロックの存在が明ら

かとなり、この地域の旧石器時代の生活の様子を知る上で貴重な成

果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成13年3月30日

財団法人千葉県文化財センター

理事長 中村好成



凡例

1 本書は、日本道路公団による千葉東金道路(二期)建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書の第 7冊

目である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県山武郡松尾町谷津字四ツ塚141-1他に所在する四ツ塚遺跡及び千神塚

群(遺跡コード407-009)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、日本道路公団の委託を受け、財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は、第 2章第 2節を主席研究員 宮 重行が、第 3章を上席研究員 鈴木弘幸が担当し、

その他は室長西口徹が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、山武町教育委員会、日本道

路公団の御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は以下のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/50，000地形図「東金J(N-54-19-11) 

国土地理院発行 1/50，000地形図「成田J(N・54・19-10)

第2図成田都市計画図 1/2，500 36・39

8 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

9 本書で使用した遺構番号は、編集の都合上、調査時の番号と異なる。

10 旧石器時代の出土遺物記号凡例は本文中に示しである。
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

日本道路公団は、首都圏の道路交通渋滞の緩和解消、並びに東京地域への不必要な自動車の流入対策と

して、首都圏中央連絡自動車道(略称一圏央道)を建設することとなった。その一環として千葉東金道路

の終点である東金市から北東に延伸を計画し、松尾町谷津まで、の約16.lkmの千葉東金道路(二期)の建築

を決定した。この道路建設に際して、日本道路公団は周辺の自然・文化環境保護に最も注意を払い、事業

地内に所在する埋蔵文化財の所在の有無が千葉県教育委員会に照会された。これに対し千葉県教育委員会

は、区域内には39か所の遺跡がある旨回答した。協議の結果、その取り扱いについては事業の変更が困難

なため、現状保存は不可能で、あり、事業地内に所在する埋蔵文化財は記録保存の措置を講ずることとなっ

た。

これにより、千葉県教育委員会の指示により、発掘調査機関は財団法人千葉県文化財センターが指名さ

れ、日本道路公団と財団法人千葉県文化財センターとの間で委託契約が締結された。ここに平成 4年度か

ら発掘調査が実施されることとなり、平成 5年1月から山武郡山武町の栗焼棒遺跡の発掘調査が開始され

た。以後平成 9年度までの計 6年度にわたる発掘調査が行われた。

四ツ塚遺跡、の発掘調査は、平成 7年4月から開始され、平成 8年 2月までに調査対象面積33.570ぱの調

査を終了した。調査の結果、旧石器時代の石器集中地点38か所、縄文時代の陥穴 3基、士坑 4基、縄文時

代晩期土器の集中地点 2か所、古墳時代後期土器集中地点 1か所、近世の塚15基等の遺構・遺物が検出す

ることができた。特に、旧石器時代については、 2つの環状ブロックを含む38の石器集中地点が検出され、

質量とも県内有数の石器群であり、貴重な資料を得ることができた。

整理作業は平成 9年度から開始されて、平成12年度をもって報告書の刊行の運びとなった。

発掘調査及び整理作業に係わる各年度の組織、担当職員及び作業内容は、下記のとおりである。

平成7年度

期 間 平成 7年4月 1日~平成 8年2月28日

組 織 調査部長西山太郎、 成田調査事務所長石田鹿美

担当職員研究員平松長寿

内 容 発掘調査確認調査上層3.360m' 下層1.668m'

下層3.284m'本調査 上層 900ぱ

平成9年度

期 間 平成 9年4月 1日~平成10年3月31日

組 織 調査部長西山太郎、 東部調査事務所長石田慶美

担当職員 矢本節朗

内 ，廿，_ 記録整理から実測の一部まで

平成10年度

期 間 平成10年4月 1日~平成11年3月31日

組 織 調査部長沼津豊、 東部調査事務所長 二浦和信

1 



担当職員 矢本節朗

内 容 実測の一部

平成11年度

期 間 平成11年度4月 1日-3月31日

組 織 調査部長沼津豊、 東部調査事務所長 三浦和信

担当 職 員 西 口 徹

内 容 実測の一部から原稿の一部まで

平成12年度

期 間 平成12年度4月1日-5月31日

組 織 調査部長沼津豊、 東部調査事務所長折原繁

担当職員 鈴木弘幸

内 n廿... 原稿の一部から刊行まで

第2節調査の方法

発掘区は、国土地理院国家座標を基準とし、 40mx40mの方眼の大グリッドを東西12区画、南北13区画

設定し、西から東に向かつて 1・2・3…、北から南に向かつてA・B・C…とし、 1A、 2Bと呼称し

た。さらに、大グリッド内を 4m方眼の小グリッドに分割し、西から東へ00・01・02…、北から南へ00・

10・20…とした。したがって、各々の小グリッドは 2C -50、 3G -99となる。

上層の確認調査は、ほほ南北に幅 2mのトレンチを10%の割合で設定し、傾斜部については、高位~低

位に設定した。遺構は、縄文時代の土坑 1基が検出された。遺物は、縄文時代後晩期の土器の集中地点が

2か所から検出された。また古墳時代後期の土器・土錘等の遺物集中地点が 1か所検出された。その結果、

縄文時代晩期の包含層として 2か所、古墳時代の祭杷遺跡の可能性から 1か所の本調査が実施された。ま

た塚は、調査区内にある15基について調査を実施した。

下層の確認調査は、調査区域全域に 2mx2mのグリッドを均等に調査対象面積の 4%に設定して行っ

た。その結果、 25か所のグリッドから石器が98点出土し、さらにその周辺にグリッドを増やした結果、石

器の出土総点数は224点となり、調査確認面積も調査対象面積の 5%となった。

確認調査の結果をうけて、上層900ni、下層3.284niの本調査を行うこととなった。

第3節遺跡の位置と環境

四ツ塚遺跡は、千葉県山武郡松尾町谷津字四ツ塚141-1と山武郡横芝町遠山字胡麻作278-6にまたが

り所在する。太平洋に流入する木戸川流域左岸の標高40-44mの台地上に位置し、同川の開析谷に突出す

る舌状台地の付け根部分に広がっている。

ここでは、木戸川流域で本遺跡に関する主な時期の周辺遺跡を概観しておきたい。

旧石器時代の主な遺跡としては、 VH層段階の模形石器を多量に出土した横芝町遠山天ノ作遺跡や町層下

層・ V層段階のブロックが多数検出された横芝町上仁羅台遺跡、西長山遺跡 1)が知られている。また千葉

東金道路(二期)路線内の遺跡である栗焼棒遺跡・久保谷遺跡・一本松遺跡・赤羽根遺跡において、石器

集中地点が検出されている。特に山武郡山武町栗焼棒遺跡では、 VH層下部~医層上部を中心に石器集中が

- 2 -



1.四ツ塚遺跡

7.榎谷遺跡

13.里守遺跡

19. .原山遺跡

25.酒蔵城遺跡

31.万才楽遺跡

37.前畑遺跡

2.千神塚遺跡

8.一本松遺跡

14.上人塚遺跡

20.小岡山遺跡

26.池谷 (2)遺跡

32.板橋遺跡
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第 1図 千葉東金道路二期路線図
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4地点で検出され、模形石器、ナイフ形石器、彫刻万形石器などが出土している。 2)また赤羽遺跡でも低

位河岸段E上の緩斜面の第 2黒色帯上層から総遺物量が8.000点以上の数で検出されている。赤羽遺跡の

石器群は、模形石器の素材となる小楕円離を主体とする石器群で構成されている。

縄文時代では、本遺跡から縄文時代晩期の時期の土器の集中地点が2か所で検出されており、貴重な資

料といえよう。なお、周辺の縄文時代晩期の遺跡としては、同松尾町では本遺跡より 300mの東金道路二

期路線上の大谷遺跡から安行・姥山・千網式4)が、南へ 2kmの名城遺跡から荒海式に比定される土器群が

出土している。 5)また横芝町山武姥山員塚から安行・千網・荒海式などの他、標識遺跡として著名なよう

に姥山式の土器群が見られる。 6)同町の鯉ヶ窪遺跡では安行・姥山式の土器群が見られる。 7) 

中・近世の木戸川水系の塚群としては、松尾町金尾古墳群に 6基の塚群、松尾町大蔵古墳群に 8基の塚

群、松尾町下大蔵古墳群に 5基の塚群、松尾町小川塚群に19基の塚群、松尾町馬場A遺跡に 3基の塚群な

どが存在する。

このように四ツ塚遺跡周辺では各時代にわたり遺跡が存在する。特に今回報告する四ツ塚遺跡では旧石

器時代四~医層にかけて 2つの大規模な環状プロックが検出されており、周辺地域での当該時期の遺跡の

内容の解明だけでなく環状ブロック形成の過程の解明からも重要な遺跡になると思われる。

注

1 )財団法人千葉県文化財センター 1992 r上仁羅台遺跡・西長山野遺跡・東長山野遺跡一横芝工業団地埋蔵文化財調

査報告書一』

2)財団法人千葉県文化財センター 1998 r千葉東金道路(二期)埋蔵文化財調査報告書 1一山武郡栗焼棒遺跡一』

3)財団法人千葉県文化財センター 1996 r千葉県文化財センタ一年報 Nu2U 

4 )財団法人千葉県文化財センター 1998 r千葉東金道路(二期)埋蔵文化財調査報告書 2一東金市大谷台遺跡他国遺

跡』

5)財団法人千葉県文化財センター 1998 r主要地方道成田松尾線珊一松尾町名城遺跡一』

6)財団法人千葉県文化財センター 1990 r横芝町山武姥山貝塚確認調査報告書』

7 )財団法人千葉県文化財センター 1986 r主要地方道成田松尾線III.l
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第 2章四ツ塚遺跡

第 1節旧石器時代

( 1 )概要(第 3、第 5-13図)

旧石器時代のブロックはおか所検出された(第 6図)。また、確認調査時にはこの他に数カ所での単独

出土の遺物が検出されている。これらのブロックは遺跡北側からの小支谷が西方向にノッチ状に入り込む

谷頭を取り囲むように分布している。これらは刊層~医層に帰属する石器を主体とする石器群によって大

半をしめる。全体での出土石器の総点数は約2，200点を数える。その主要な部分は、第 2黒色帯下部にな

る。なかでも注目に値するのは、医層-x層を中心に各ブロックが環状に展開する、いわゆる環状ブロッ

クを形成することである。しかも同一台地上に規模の違いはあるものの、隣接して環状ブロックが検出さ

れた。
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立川ロームの基本層序は北側の台地平坦部分に位置する部分を掲載した。(第 5図)
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第4図 上層調査状況・遺構等配置図
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は分層が困難なほど水漬け (茶色化) ローム化が進行している。 医層~X層は立川ローム最下部に相当 し、

第 2黒色帯下部にあたる。北側部分では分層は比較的容易で、あるが、四層同様に遺跡南側では場所によ っ

て水漬けローム化が進行して分層は不可能で、ある。
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( 2 )遺構・遺物

(第14-第16図 1-18、写真図版3、第 1、39表)第 1プロック

四層6 G -57の南側から 6G -67グリッドを中心に分布している。垂直分布は、石器は、布分

-1X層を主体としてまとまっている。平面は、東西約 4m、南北約 4mの範囲に比較的まとまりよく分布

している。

ホルンフェルス10点、安山岩B9点、砂岩8点、安山岩A7点、流紋岩 2チャート12点、材石

点、凝灰岩 2点、珪質頁岩 1点で構成される。チャート及び安山岩Aに接合資料が見られる。

u.剥片 2点、石核 1点、剥片33点、砕片 7点、喋 6点の合計51点出土し台形石器2点、

2) 1は安山岩A(風化面が濃緑色を呈する)の縦長剥片の両側縁部を比較的丁

寧に仕上げてある。右側側縁部は一部自然面を残す。 2は安山岩Aのやや不整形な剥片を横方向に使って

種

ている。

台形石器(第15図 1、

器

比較的粗い調整で仕上げてある。先端部分はやや破損している。

3はチャートの縦長剥片の側縁部から先端部分にかけて細かな剥離が見られ4 ) u.剥片(第15図3、

4はチャートの剥片の縁辺部分に細かな剥離が見られる。かなり自然面を残し

- 16-

る。一部に自然面を残す。

ている。
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第14図 第1ブロック出土状況図 (sca!e1/100) 

石核(第15図5) 5は安山岩B (風化面が灰色を呈し、ざらざらした感じがする)の石核である。円喋

を半割した際の面を打面として 2 回~3 囲の剥片剥離を試みているようである。かなりの部分に自然面を

残す。

剥片(第15、16図7~18) 多様な石材で構成された剥片で 7 、 8 、 16、 17のように比較的縦長を呈する

一群と 9、10、12、13に見られる横長の剥片が見られる。それらの殆どが自然面を有しており、小円疎か

ら剥がされたものが多いことを想起させる。 16と17は安山岩Aの縦長剥片岡士が接合した資料である。ブ

ロック内の接合であるが比較的離れた位置で接合している。 18は18aと18bで接合した資料である。近い

位置で接合しているので剥離作業中に折れたものと推測される。

17 
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第 2 ブロック(第17、 19図 1~4 、写真図版 3 、第 2 、 40表)

分布 石器は、 6G -69~ 7 G -70グリッドにかけて分布している。垂直分布は、四層~医層に

かけてまとまっている。平面は、東西 2m、南北4mの範囲に希薄に分布している。

石材 珪質頁岩 3点、ホルンフェルス 1点、砂岩 1点で構成される。接合資料は見られない。

器種 模形石器 2点、石核 1点、剥片 2点の合計 5点で出土している。

模形石器(第19図 1、 2) 1は珪質頁岩の模形石器である。上下両端から複数条の剥離が観察される。

2はホルンフェルスの小剥片の上下両端に加撃による剥離痕がみられる。

石核(第19図4) 4は珪質頁岩の石核である。剥離面を打撃面にした後、多方位からの剥離が行われて

いる。

剥片(第19図 3)3はホルンフェルスの剥片である。背面は複数の上方向からの剥離で構成されている。
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第17図 第2ブロック出土状況図 (scale1/100) 

第 3 ブロック(第18~23図 1 ~23、写真図版 3 、第 3 、 41表)

分布 石器は、 7G -70~ 7 G -80グリッドを中心に分布している。垂直分布は、 VII層~医層を

中心として分布している。平面は、東西 2m、南北 5mの範囲に中心部分は密に、周辺部分は粗く分布し

ている。

石材 チャート 8点、砂岩 7点、安山岩A5点、凝灰岩 4点、珪質頁岩 2点、メノウ 2点、ホル

ンフェルス 1点、安山岩B1点の多様な石材で構成される。チャート、凝灰岩、砂岩、メノウの接合資料

が見られる。

器種 模形石器10点、石核 5点、 R ・剥片 2点、剥片10点、砕片 1点、喋 2点の合計30点で構成

される。

模形石器(第19図 1~ 4) 1はチャートの模形石器である。背面は蝶面に覆われている。 2はチャート

の模形石器である。下端部には打撃痕が見られあるいは、石核にした方が良いかもしれない。 3は砂岩の

- 20 
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第18図 第3ブロック出土状況図 (scale1/100) 

模形石器である。 4はチャートの模形石器である。右側辺部分は折断されている。左側辺部分は使用痕の

ような細かな刃こぼれが見られる。背面は喋面で覆われている。

R.剥片(第19図5、6) 5はホルンフェルスのR ・剥片である。左側辺部分に大きな剥離が見られる。

6は安山岩AのR・剥片である。背面は 2面の剥離面と疎面で覆われている。先端部分と側辺部分に剥離

痕が見られる。

剥片(第19図7) 7は凝灰岩の剥片である。背面は上方向からの剥離が三面と喋面で構成される。

石核(第20図8) 8はチャートの石核である。比較的扇平の礁を使用して片側から複数回の剥離を試み

ている。裏は喋面で覆われている。

接合資料(第20~23図 9~23) 9~1lは砂岩の接合資料である。扇平な礁を使用した模形石器で、この

ブロックで割れたことがうかがわれる。当初は磨石斧の破損した剥片とも考えたが、上半分が見つからな

いためそのことに関しては不明で、ある。

12~13は凝灰岩の接合資料である。 12は 13以外に小さな剥片を一枚以上剥がした面が、観察される石核

である。 13は12の石核から剥がされた剥片である。接合状態から剥離された状態から二次的に移動はして

いないと考えられる。接合された状態から数cmの比較的厚みのある楕円蝶を使用されたものである。

14~15は安山岩Aの接合資料である。 14は石核、 15は剥片である。接合状態から特に打面を作ることを

行わずに平らの喋面を使って数回幅広の小さい剥片を剥いだと考えられる。

- 21 -
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第20図 第3ブロック出土遺物実測図 (2)
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第21図 第3ブロック出土遺物実測図 (3)

16~17は砂岩の接合資料である。非常に近い位置での接合であるため、剥がされた状態ですぐに廃棄さ

れたものと考えられる。
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18-19はメノウの接合資料である。接合した状態で石核と考えられる。小さな円礁のため小剥片しか作

出できなかったと考えられる。
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20-21はチャートの接合資料である。 20は剥片、 21は模形石器とした(あるいは石核とすべきかもしれ

ない)。上下両端に加撃痕がある。

22-23はチャートの接合資料である。両者ともに上下両端に加撃痕が見られる。
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第4ブロック(第24-第29図 1-43、写真図版 5、6、第 4、42表)

分布 石器は、 7H -20グリッドを中心に南北 4m、東西 6mの範囲に分布する。垂直分布は、

四層~医層にかけて見られる。平面は、ブロックの中心で密な状態、周辺部分で散漫に分布している。

石材 チャート34点、ホルンフェルス10点、凝灰岩 7点、流紋岩 5点、珪質頁岩 4点、安山岩A

4点、砂岩 3点、メノウ 1点、石英 1点、黒曜石 1点、結晶片岩 1点で、チャートを主体とした多様な石

材で構成される。

器種 ナイフ形石器 1点、台形石器 3点、模形石器20点、敵石 2点、石核 4点、 U ・剥片 1点、

剥片30点、砕片 5点、喋 5点の合計71点で構成される。

ナイフ形石器(第25図 1) 1はホルンフェルスのナイフ形石器である。横長の剥片を使って基部から先

端部にかけて左側辺は全面、右側辺は中程まで刃つぶし調整を行っている。先端部より全体の 1/4程度

の欠損がみられる。

④ 

長事V

2苅逗三附~Q

雪宵《匂可、:?¥7:

i悩一 IfれにゆS錦参 司: 一 2訂7¥ ¥ l! l /¥! / I 

里町二 ~ ~~明; :: 1叶 7J: 出fjbgd倍
。額。③

頃三重コ

0'， 

竜三ラ

。
ゆ
一
惨

¥
¥
¥
ハ
U

@
m
u
 

↓
川
島
一

(
防
白
命、j

G

川
崎

Uτ…
叩

J

|

寸

ぬ

川

)

出

「む

J
3
/を

/
/
〆
駒
山

1
0
5

〆

め

町

|

ト

川

下

i
l
L
+

伊
万
一
θ

川一

一必一日

43 . 

~(ì 0~~島i q20P31 

41.00m一一一一

40.50m 

しロ_~ '¥Ii‘ . 'i..!_ ft' 0"" • ‘v __ .._・・晶・，_-.vv....K.・e‘..， . 
OV V可、..，r.，f. '"・ e • 

- 一一 41∞m. 
40.50m 

40.00m 
第24図 第4ブロック出土状況図 Cscale1/100) 

40.00m 

~ 27 ~ 



台形石器(第25-26図2、19-20) 2はチャートの台形石器である。基部から片側のみ調整を加えてあ

る。 19は凝灰岩の台形石器である。剥片の両側辺から基部にかけて比較的大きめの剥離を施し仕上げてあ

る。 20はチャートの台形石器である。薄い剥片の両側辺と基部にかけて細かい剥離を施し仕上げてある。

模形石器(第25-26、29図 5-8、11-18、21-24、43) 5はチャートの模形石器である。剥片の上下

両端に細かな剥離がある。左側辺部は喋面を残す。 6はチャートの模形石器である。小剥片の上下両端に

細かな剥離がある。背部は喋面で覆われる。 7は石英の模形石器である。小剥片の上下両端に剥離がある。

背部はかなり喋面に覆われている。 8はチャートの模形石器である。小剥片の上下両端に剥離がある。一

部礁面を有する。 11は珪質頁岩の模形石器である。小剥片の上下両端に打撃による剥離がある。左側側辺

部分に蝶面を有する。 12はホルンフェルスの模形石器である。小剥片の上下両端に打撃による剥離がある。

13はチャートの模形石器である。剥片の上下両端に打撃による剥離がある。 14は珪質頁岩の模形石器であ

る。台形の剥片の上下両端に打撃による剥離がある。 15はチャートの模形石器である。上下両端に打撃に

よる微細な剥離が見られる。 16は珪質頁岩の模形石器である。上下両端に比較的大きな打撃による剥離が

見られる。 17はチャートの模形石器である。上下両端に比較的大きな打撃による剥離が見られる。背面は

喋面で覆われる。 18はチャートの模形石器である。打撃により上下裏表で大きく剥離している。 21はチャ

ートの模形石器である。小剥片の上下両端に打撃による細かな剥離が見られる。 22はチャートの模形石器

である。厚手の横長剥片で上下両端に打撃による細かな剥離が見られる。 23はチャートの模形石器である。

上下両端に打撃による細かな剥離が見られる。 24は凝灰岩の模形石器である。打撃による衝撃で上端が大

きく剥離している。 43は砂岩の模形石器である。比較的厚みのある縦長の剥片の上下両端に大きな剥離が

見られる。かなりの範囲に喋面を残す。

融石(第25-27図3、30) 3は結晶片岩の敵石である。下端部に集中的に打撃痕が見られる。 30は砂岩

の敵石である。比較的大きな扇平の楕円喋の厚みのある下端部分に打撃痕が集中して見られる。

u.剥片(第25図4) 4はチャートのU・剥片である。右側辺部分に連続的な細かな剥離が見られる。

石核(第25-27図9-10、25-28) 9は黒曜石の石核である。多方位から小剥片が剥がされたもので一

部に喋面が残る。 10は砂岩の石核である。礁の一部を打ち欠いたばかりのもので喋面が全面を覆っている。

25は安山岩Aの石核である。比較的扇平な楕円礁の頭部を一回割っただけの状態で廃棄されたものと考え

られる。殆ど原礁に近い状態の資料である。 26はメノウの原喋(石核として使用される可能性がある)で

ある。比較的厚みのある楕円礁で石核として使用されるために持ち込まれたものと考えられる。 27はチャ

ートの石核である。楕円礁の長軸方向に剥離して長めの剥片を剥いでいる。一回だけ剥離している。 28は

流紋岩の原喋(石核として使用される可能性がある)である。扇平ぎみの円礁である。

剥片(第27図29、31、32)29はホルンフェルスの剥片である。小さめの石核から剥がされた典型的な幅

広の剥片である。 31はチャートの剥片である。台形状を呈する。 32は凝灰岩の縦長剥片である。背部はほ

ぼ全面、喋面に覆われる。左側頭部に近いところに刃こぼれが見られる。

接合資料(第28、29図33-42)33-35は流紋岩の接合資料である。 33-35は模形石器である。接合した

状態から見ると一度の打撃により剥離したことが考えられる。 36-39はチャートの接合資料である。 36は

模形石器、 37は剥片、 38は砕片、 39は剥片である。楕円礁を半割したものが素材となっている。 40-42は

チャートの接合資料である。 40は模形石器で上下両端に打撃痕を持ち、背部は蝶面で覆われている。 41は

模形石器で打撃した際に40、42が同時に剥離した可能性がある。 42は剥片である。
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第5ブロック(第30、31図 1~ 5、写真図版6、第 5、43表)

分布 石器は、 6H -29から 6H -39グリッドを中心に分布している。垂直分布は、四層~医層

を主体にして広がる。平面は、東西 4m、南北 8m程度に長く散漫に分布している。
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第30図 第5ブロック出土状況図 (scale1/100) 

石材 珪質頁岩 4点、安山岩A3点、チャート 2点、凝灰岩 1点、流紋岩 1点で構成される。

器種 融石 1点、模形石器 1点、 U ・剥片 1点、石核 1点、剥片 6点、砕片 1点の合計11点で構

成される。

敵石(第31図1) 1は流紋岩の敵打器である。大きな楕円礁の縁辺部分を使用して、かなりの頻度で使

用したことが伺われる程度に打痕が認められる。

模形石器(第31図4) 4は安山岩Aの模形石器である。上下両端に逆方向からの剥離が認められる。打

面背部に喋面を残す。
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u.剥片(第31図5) 5は珪質頁岩のU・剥片である。横長の剥片の両側辺に使用痕とおぼしき微細な

刃こぼれが見られる。背部は大部分離面で覆われる。

石核(第31図3) 3は凝灰岩の石核である。厚みの比較的ある楕円礁を使って縁辺の一方向から剥離面

を打面にして数回剥片剥離をしている。

剥片(第31図 2) 2は珪質頁岩の剥片である。背部は全て磯面で覆われている。
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第6ブロック(第32-第35図 1-16、写真図版6、7、第 6、44表)

分布 石器は、 7G -93グリッドを中心にして分布している。垂直分布は、四層~医層を主体に

して広がる。平面は、東西 6m、南北 6mの範囲にやや散漫に分布している。

石材 珪質頁岩15点、安山岩A6点、安山岩B2点、ホルンフェルス 2点、流紋岩 2点、チャー

ト2点、黒曜石 2点、蛇紋岩 l点で構成される。

器種 磨製石斧 l点、 U・剥片 5点、石核 2点、剥片18点、砕片 3点、蝶 3点の合計32点で構成

される。

磨製石斧(第33図 1) 1は蛇紋岩の磨製石斧である。扇平な楕円離を使用して作られている。基部をや

や欠損している。

u.剥片(第33図2-4・6) 2は珪質頁岩のU・剥片である。先端部と左側縁部分に使用痕とおぼし

き小剥離が認められる。背部は半分くらい礁面が覆う。3は珪質頁岩のU・剥片である。縁辺部分には連

続的な小剥離が認められる。4は珪質頁岩のu.剥片である。先端部に近い縁辺部分には微細な剥離が見
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られる。 6は珪質頁岩のU・剥片である。左側縁部分に微細な剥離が見られる。背部は主剥離面に対して

右方向の剥離面が見られる。

剥片(第33図5・7-11) 5は安山岩Aの剥片である。背部はほとんど喋面で覆われる。 7は珪質頁岩

の剥片である。背部は多方位の剥離が認められる。 8は珪質頁岩の剥片である。背部は複数回の剥離が見

られるが、主剥離面と同じ方向の剥離のみである。 9はホルンフェルスの剥片である。背部は喋面で覆わ

れている。 10は珪質頁岩の剥片である。背部は多方位からの剥離が見られる。 11は安山岩Aの大形の剥片

である。石核の原喋面を背部に残している。

接合資料(第34、35図12-16)12は珪質頁岩の石核である。もとは背部に喋面を持つ大形の剥片を石核

に転用したものと考えられる。 124(34プロック)は接合した状態から考えると大きな剥片の先端をなす

剥片の一部であることがわかる。 13、14は珪質頁岩の接合資料である。 13は、先端部分に微細な刃こぼれ

が見られる U・剥片である。 14は剥離面を打面にして小剥片を剥離している石核である。 15aと15bの石

材は安山岩Bである。この資料は接合した状態で 1個の剥片の呈をなす。 16は、流紋岩の縦長の剥片で27

(22ブロック)の石核を中心として一番外側に接合する資料である。剥片自体は刃こぼれがあり、使用痕

であるかもしれない。 6、15、22、23、26ブロックを移動した接合資料であり注目される。

第7ブロック(第36、37図1-5、写真図版7、第 7、45表)

分布 石器は、 7G -94から 7H -04グリッドにかけて分布している。垂直分布は、医層-x層

に分布の主体を占める。平面は、東西 4m、南北 6mに幅広く粗く分布している。

石材 ホルンフェルス 5点、安山岩A4点、珪質頁岩4点、流紋岩 3点、チャート 3点、砂岩 2

点、蛇紋岩 1点で点数22点と少ない割には多様な石材で構成される。

器種 局部磨製石斧 1点、磨製喋(斧) 1点、喋7点、 R・剥片 2点、剥片10点、砕片 1点の合

計22点で構成される。

局部磨製石斧(第37図 1)蛇紋岩の局部磨製石斧である。全体的には周辺部分から丁寧に仕上げてある

印象であるが、片側右半分は喋面を残す。刃部については細かな剥離が多く見られ、再生された可能性が

ある。

磨製喋(斧) (第37図2)安山岩Aの扇平の楕円様である。縁辺部分は、摩滅した状態が観察できる。

先端部分は打撃による剥離が見られる。石核ともなりうるが、形状から斧として利用した可能性もある。

R・剥片(第37図3-4) 3は安山岩AのR・剥片である。右側辺部分に比較的大きめの剥離で調整さ

れている。背面は喋面で覆われている。 4は珪質頁岩のR ・剥片である。 3と同様に右側側辺部分に大き

めの調整が行われている。

剥片(第37図5) 5は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離が見られる。第 8ブロッ

クの10及び11と接合する。第 7ブロックから 8ブロックへの石材の移動が認められる。
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第8ブロック(第38-40図1-11、写真図版7、8、第8、46表)

分布 石器は、 7H -04の南から 7H -14グリッドの北側にかけて分布している。垂直分布は、

医層-x層に分布の主体を占める。平面は、東西 3m、南北 4mほどの範囲にやや粗く分布している。

石材 安山岩A7点、流紋岩4点、凝灰岩 1点、珪質頁岩10点で構成される。

器種 R・剥片 1点、石核 2点、敵石 1点、剥片13点、砕片 1点、喋4点の合計22点で構成され

る。

R.剥片(第39図1)珪質頁岩のR・剥片である。左縁辺部に沿って複数の剥離痕がある。右下部分は

折れた可能性がある。

敵石(第39図3)凝灰岩の敵石である。下端部に集中的に打痕が見られる。

剥片(第39図2・4-9) 2は安山岩Aの剥片である。背面はおおむね上方向から複数回の剥離が見ら

れる。 4-7は珪質頁岩の剥片である。背面はやや左方向からの剥離が 1固と打面調整の細かな調整が認

められる。 5は背面に上下方向から 1条づっの剥離が認められる。 6は剥離されたあとより小さな剥片を

剥いだ可能性があり、あるいは石核転用された資料とすべきかもしれない。背面に一部原喋面を残す。 7

は背面に左方向からの剥離面と原喋面を残す。左側縁部分は薄いので刃こぼれが認められ、あるいはU ・

剥片とすべきかもしれない。 8、9は安山岩Aの剥片である。両者とも調整のための剥離が認められ、細

かな分類では石核調整剥片とすべき資料である。両者とも原喋面を有する.。
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石核及び接合資料(第40図10・11)10及び11は珪質頁岩の石核である。併せて 5(7ブロック)との 3

点で接合する。薄い青灰色の珪質頁岩で当該ブロックの主体を占める石材である。

Fも

て二ア 17H-14-0002 

G三ち 3 7H-14-00l0 

Zミ〉

くご〉

ζ〉

くミヲ

5 7H-04-0002 

くこ~ 7 7H-04一∞03

C三b

2 7H-14-0003 

εミ〉

く二二>4 7H-14 ∞04 

6 7H-04-0005 

り 9一一0008

o 5cm 

8 7H-14-0005 

第39図 第8ブロック出土遺物実測図 (1)
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第40図 第8ブロック出土遺物実測図 (2)
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第9ブロック (第41~47図 1 ~33、写真図版 8 、 9 、第 9 、 47表)

分布 石器は、 7H -13~ 7 H -23グリッドにかけてやや濃密に分布している。垂直分布は、四

層~医層にかけて分布している。平面は、東西 5m、南北 4mほどの範囲に広がりを見せる。

石 材 チャート 9点、安山岩23点(内安山岩A22点、残り 1点はトロトロ石 1点)、砂岩 6点、

流紋岩 3点、凝灰岩4点、珪質頁岩29点、メノウ 3点、石英 3点である。石材の種類は多いが、特定の石

材が多用されているのが特徴と思われる。

器種 模形石器 1点、台形石器 1点、削器 1点、 R・剥片 1点、 U・剥片 2点、石核 7点、剥片

46点、砕片16点、喋 5点の合計80点で構成される。

台形石器(第42図 1)安山岩Aの台形石器である。横長の剥片を横位に使用して両側縁を丁寧に加工し

て仕上げてある。石器自体の下半部分はやや厚みがあり、原喋面も残す。

削器(第42図2)珪質頁岩の削器である。やや不整な縦長の剥片の右側縁部分の縁辺の出っ張った部分

にやや大きな剥離が施されている。
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第41図 第9ブロック出土状況図 (scale1/100) 

46 

41凹 m

40.50m 



biVJdv 
。。。 1 7H -14 -0016 

にとb

~設

R く二〉 2 7H-14-0014 

巴38

グ

ヮ“つdA
りnu 

qo 
ヮ“H

 

弓

i
F
h
1
u
 c

 

ぷここ:::::;0 4 7H-24 

3 7H -14-0012 

出 d!.!iP

〈コ 6ー-∞09

~~Ô~~ 
e::::> 8 7H -23 -

。 5cm 

第42図 第9ブロック出土遺物実測図(1)

- 47-



u.剥片(第42、45図5、22) 5は珪質頁岩のU・剥片である。縦長の剥片の先端に近い部分に細かな

剥離が見られる。背面には一部喋面を残す。 22は凝灰岩の横長の剥片である。縁辺部分には細かな剥離が

見られる。背面は喋面で覆われている。

R.剥片(第46図28)28は安山岩AのR・剥片である。先端部分が加工されている。背面は喋面で覆わ

れている。

石核(第42、43、45図7、13、15、25) 7は安山岩Aの石核である。比較的大きな剥片を利用して石核

にしたものである。 13は流紋岩の石核である。扇平の円礁の上端部分に剥片剥離を行った剥離痕が見られ

る。その際下端部に衝撃のための痕跡を残す。 15はメノウの石核である。 13と同様に扇平の円喋の上端部

分に剥片剥離を行っている。 25は安山岩Aの石核である。扇平な楕円礁の縁辺部分から中央に向かつて剥

片剥離を行っている様子の分かる資料である。

剥片(第42、43、46図3、4、6、8-12、14、29、30) 3はチャートの横長の大形剥片である。比較

的縁辺部分は薄く、刃器として使用した可能性が考えられる。 4は安山岩Aの小型の剥片である。小円礁

を使用して剥がされた剥片で、一部に喋面を残している。 6は珪質頁岩の縦長の剥片である。胴部はやや

厚いが、先端部は薄くなる。 8は珪質頁岩の小剥片である。頭部調整された剥片である。 9は珪質頁岩の

大形剥片である。厚手の大形剥片で一部に原磯面を残す。 10は安山岩Aの剥片である。比較的厚みのある

剥片で背面に喋面を残す。 11は安山岩Aの剥片である。薄い幅広の剥片で背面が疎面で覆われている。 12

は安山岩Bの剥片で11と同様背面が喋面で覆われている。 14は安山岩Aの剥片である。石核を調整するた

め大きく剥がされた調整剥片であろう。背面は大部分喋面で覆われる。 29は珪質頁岩のやや不整な剥片で

ある。背面に多方位の剥離が認められる。 30は凝灰岩の横広の剥片である。確認調査時の資料のため出土地

点層位とも不明であるが、共通石材等が見られることから当ブロックに所属する資料であると考えられる。

接合資料(第44-47図16-24、26、27、32、33)16はチャートの石核である。 17はチャートの剥片であ

る。扇平な楕円礁の一方向から剥片剥離を行い始めるという典型的な資料である。 18と19は珪質頁岩の剥

片と砕片が接合した資料である。おそらく剥離作業の段階で同時に剥離したものと思われる。 20と21は珪

質頁岩の接合資料である。剥片の背面は風化した節理面で覆われている。主剥離面の形態から剥片剥離時

に同時に剥離して割れたものと思われる。 23と24はチャートの接合資料である。楕円喋の石核部分が欠落

している資料である。 26と27はメノウの接合資料である。 26は模形石器である。縁辺部に細かな剥離が施

されている。 27は剥片で26とは表裏で接合する資料でもともとそれほど大きくない小楕円礁を使用したも

のである。 32と33は石英の接合資料である。 32は扇平な楕円礁の片側から剥離作業を行い始めた段階の資

料とその際に剥離された小剥片である。このブロックで見られる楕円礁を利用した小剥片を剥離する技術

は非常に共通するものがうかがわれるが、そのほとんどが初期の剥離段階で放棄していることにはやや問

題が残る。
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第10ブロック (第48、49図 1-5、写真図版10、第10、48表)

分布 石器は、 7H -23-7 H -33グリッドにかけて細長くやや希薄に分布している。垂直分布

は四層~医層にかけて分布している。平面は、東西 2m、南北 5mほどの範囲に細長く広がる。

石材 チャート 1点、安山岩A1点、砂岩3点、流紋岩4点、凝灰岩 3点、珪質頁岩 3点、メノ

ウ 1点で構成される。

器種 模形石器 1点、ナイフ形石器 1点、削器 1点、 U・剥片 1点、剥片 4点、砕片 2点、喋 6

点の合計17点で構成される。点数の少ない割に器種構成並びに石材の多様d性が注目されるブロックである。

模形石器(第49図4) 4は砂岩の模形石器である。扇平な小円喋の上端、下端に打撃による剥離痕が顕

著に認められる。
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第48図 第10ブロック出土状況図 (scale1/100) 

削器(第49図3) 3は珪質頁岩の削器である。剥片の先端部分に複数の小剥離による加工が見られる。

ナイフ形石器(第49図2) 2は珪質頁岩のナイフ形石器である。左側縁部分には刃つぶしの加工が施さ

れている。また、右側縁部には細かな刃こぼれが見られる。

石核(第49図 1) 1は珪質頁岩の石核である。大形の剥片を利用してより小さな剥片を多方位から剥離

した石核である。片側は半分以上原喋面が覆う。

u.剥片(第49図5) 5はチャートのU・剥片である。チャートの原喋を打ち欠いて作り出した剥片で

背面は原礁面で覆われる。縁辺部分に細かな刃こぼれが見られる。
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第11ブロック (第50~52図 1 ~17、写真図版10、第11 、 49表)

3 7H -23 -0029 

5 7H-22-0007 

5cm 

分布 石器は、 7H -12グリッドを中心にややまとまりながら分布している。垂直分布は四層~

E層にかけて分布している。平面は、東西 4m、南北 4mほどの範囲にほぼ円形に広がる。

石 材 チャート 3点、安山岩 5点、砂岩 1点、流紋岩 1点、凝灰岩 3点、珪質頁岩16点、メノウ

3点、黒曜石 1点、蛇紋岩 1点で構成される。
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器種 模形石器 1点、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、 R・剥片 1点、 U・剥片 1点、剥片22

点、砕片 5点、磯 3点の合計35点で構成される。点数の割に器種構成が多様な点と、剥片の比率が高いの

が特徴である。

模形石器(第51図3) 3はチャートの模形石器である。剥片の頭部及び先端部に打痕が大きく残る。背

面はほぼ喋面で構成される。

ナイフ形石器(第51図 1) 1は珪質頁岩のナイフ形石器である。薄い横剥ぎの剥片を利用した切り出し

ナイフの形をしたナイフ形石器である。刃部を除く両側縁部分、特に基部を丁寧に加工して仕上げてある。

台形石器(第52図17)17は珪質頁岩の台形石器である。薄い剥片の上下両端に細かな調整をして仕上げ

である。なお、 17と18の剥片は接合資料である。

Ro剥片(第51図9) 9は黒曜石のR・剥片である。片側側縁部に加工痕が見られる。透明度の強い黒

曜石を使用して作られている。

Uo剥片(第51図 5) 5は凝灰岩のU・剥片である。横剥ぎの薄い剥片で先端部分に細かな不規則な刃

こぼれが多く見られる。

剥片(第51、52図 2、4、6-8、10-15) 2は珪質頁岩の剥片である。厚みのある剥片で下半分は喋

面に覆われる。 4は同様に珪質頁岩の剥片である。比較的厚めの縦長剥片で左側辺部分は磯面で覆われる。

6は珪質頁岩の剥片である。調整打面を背面に有する剥片である。 7はメノウの縦長剥片である。出土地
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点は不明であるもののグリッド位置等から当該ブロックに帰属するものと考えられる。分厚いが、縁辺部

分は鋭い。背部は、左半分喋面で覆われる。 8は珪質頁岩の剥片である。縦長剥片で先端にかけて湾曲し

ている。 10は珪質頁岩の小剥片である。小さな割に厚みのある剥片である。 11は安山岩Aの剥片である。

片側が脚状になる不整形な剥片である。薄手の剥片で先端部に一部喋面を残す。 12は凝灰岩の剥片で、背

面に主剥離面と同方向の剥離面を 1面をもつものの大部分は磯面で覆われている。13は安山岩Aの剥片で、

主剥離面に直交する 2面の剥離面を背面にもつO また、礁面が背面の半分近くを覆う。縁辺部分は薄くて

鋭い。 14及び15は珪質頁岩の剥片である。いずれも縁辺部分は薄く鋭い。背面には幾つかの小さな剥離面

が存在する。

接合資料(第52図16、17)珪質頁岩の接合資料である。 16は台形石器、 17は剥片である。当該ブロック

のなかでは点数的にほぼ半数近くをしめる珪質頁岩という接合資料である。かなり小さな段階の剥片まで

利用していたことが分かる良好な資料である。
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第12ブロック (第53~55図 1~8 、写真図版11、第12、 50表)

分布 石器は、 7H -02グリッドの南東 1mを中心にほぼ径 2mの円形の範囲にまとまりながら

分布している。垂直分布は四層~医層にかけて分布している。平面は、東西 2m、南北 2mほどの範囲に

ほぼ円形に広がる。
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第53図 第12ブロック出土状況図 (sca!e1/100) 

石材 チャート 1点、安山岩 5点、凝灰岩 3点、珪質頁岩 6点、蛇紋岩 1点で構成される。

器種 石核 1点、剥片15点の合計16点で構成される。点数も少なく剥片が大半をしめる単純な構

成のブロックである。

石核(第55図6)凝灰岩の石核である。接合資料でもある。⑬-13ブロックの石核とも接合し、隣接ブ

ロック同士の関連性がうかがえる。喋全体の80%以上を復元した資料であるが、石核の剥離の規則性等は

認められず、打割されて大形の剥片を剥ぎ取ったという印象しかうかがえない資料である。

u.剥片(第54図2) 2は珪質頁岩のU・剥片である。縦長剥片で右側辺部分に不規則な剥離が複数認

められる。背面は左方向の剥離で大部分を覆う。残り一部分を際面が覆う。

剥片(第54~55図 1 、 3~5 、 7、8) 1は珪質頁岩の剥片である。三角形に近い形状をしめす。背面

には多方向からの剥離が認められ、そうした任意の方向から剥片剥離した石核の存在をしめす資料である。

断面の形状から打面側が極端に分厚く、先端部にかけて極端に薄くなる様子がうかがわれる。 3は安山岩
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第55図 第12ブロック出土遺物実測図 (2)
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Aの剥片である。す詰まりの五角形に近い形の剥片で、背面構成は右横方向からの剥離と喋面で覆われる。

先端部分に近い部分が厚みをます。 4は安山岩Bの小剥片である。背面に一部喋面が残る。 5は蛇紋岩の

小剥片である。際面に平滑な部分が認められる。あるいは他ブロックの磨製石斧の再生剥片の一部である

かもしれない。 7、 8は凝灰岩の剥片である。両者とも接合資料の一部で、背面は牒面で覆われる。

接合資料(第54~55図 6~8 、⑬ -13ブロック)凝灰岩の接合資料で石核と大形剥片で接合し、ほほ元

礁の状態まで復元できる資料である。見つかっていない部分から遠くまで移動した可能性もあるが、現状

では比較的狭い範囲(隣接するブロック)で移動したものと考えられる。また分布状態からも短期間の作

業のうちに消費された可能性の高い資料と思われる。

第13ブロック (第56~59図 1 ~13、写真図版11、第13、 51表)

分布 石器は、 7H -03グリッドのほぼ中心から径 2mの円形の範囲に分布している。垂直分布

は四層~医層にかけて分布している。平面分布は、東西 2m、南北 2mほどの範囲にほぼ円形に広がる。
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石材 チャート 3点、安山岩 4点、砂岩 2点、流紋岩 1点、凝灰岩 1点、珪質頁岩13点で構成さ

れる。

器種 台形石器 1点、 R・剥片 1点、石核 1点、剥片19点、喋 1点の合計24点で構成される。点

数も少なく剥片が大半をしめる比較的単純な構成のブロックである。

台形石器(第57図 1) 1は珪質頁岩の台形石器である。台形状の小剥片の両側辺部分に調整を加えてあ

る。

R.剥片(第58図9)チャートのR・剥片である。 10と11と接合する。片側側縁部には大きな剥離が見

られる。

石核(第58図12)珪質頁岩の石核である。小楕円礁の両側多方向より小さな剥片を作出した様子がうか

がえる資料である。裏側は喋面が半分ほど残る。

剥片(第57図2-8) 2は珪質頁岩の剥片である。摂理面を一部背面に残す縦長の剥片である。 3は珪

質頁岩の剥片である。横広の剥片で打面に調整痕が見られる。 4は珪質頁岩の大形剥片である。背面は主

剥離面と同方向の剥離面を 1面もつものの大半は喋面に覆われる。 5は流紋岩の大形剥片で 4と同様に背

面に剥離面を 1面もち、残りを喋面で覆われている。 6は珪質頁岩の剥片である。側辺部分には剥離前の

調整痕が見られる。背面は殆ど喋面で覆われる。 7は珪質頁岩の剥片である。不整形の剥片で多方位から

の剥離痕が見られる。 8は珪質頁岩の大形剥片である。横剥ぎの大形剥片で比較的薄手のもので、縁辺部

分にかけても鋭い。ほんの一部分に喋面が残る。

接合資料(第58-59図9-11、13) 9 -13はチャートの接合資料である。扇平な楕円礁の形態に接合し

た資料である。欠落した部分は当該ブロック群外に持ち出された可能性もある。 13は第12ブロックへ移動

した接合資料の一部である。喋を荒割にしたような資料で、背面は疎面が大きく覆う。 12ブロックと 13ブ

ロックの関係をうかがわせる資料である。
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第59図 第13ブロック出土遺物実測図 (3)
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第14ブロック (第6O~63図 1 ~15、写真図版12、第14、 52表)

分布 石器は、 7G -99グリッド~ 7 H -09にかけて細長く分布している。垂直分布は刊層~医

層にかけて分布している。平面分布は、東西 2m、南北 8mほどの範囲に細長く広がる。
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第62図 第14ブロック出土遺物実測図 (2)

石材 チャート 6点、ホルンフェルス 5点、安山岩 4点、砂岩 1点、凝灰岩 1点、珪質頁岩 2点、

メノウ 2点、黒曜石 1点、珪質凝灰岩 2点、石英 1点で構成される。

器種 模形石器 3点、ナイフ形石器 2点、 U・剥片 2点、石核 2点、剥片15点、砕片 1点の合計

25点で構成される。石材、器種構成とも点数の割に多様性に富む。

模形石器(第61図1、5、 6) 1は99-23ブロックと接合する。砂岩の模形石器である。横方向からの

打撃で 2分割された後、 99-23ブロックの資料のみ摩滅した跡がうかがわれる。この資料は磨石である。

1についても磨石の可能性はある。 5はチャートの模形石器である。小さな剥片を剥ぎ取った後の石核を

再利用して模形石器としたものである。片面は喋面で覆われている。 6は石英の模形石器である。 5とは

逆に剥ぎ取られた剥片を使用して模形石器とした例である。背面は喋面で覆われているところから小さな

喋から作出された剥片であろう。

ナイフ形石器(第61図2、 3) 2は珪質凝灰岩のナイフ形石器である。縦長の剥片の基部調整のみで、

素材の形状は変更されていないものである。 3は黒曜石のナイフ形石器である。縦長の刃器状の剥片を使
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用して、刃部以外の縁辺部分に調整加工が施され、柳葉形に仕上げてあるナイフ形石器である。先端部分

はやや破損している。

u.剥片(第61図4、7) 4は珪質頁岩のu.剥片である。やや不整な三角の形状の剥片で打面部分は、

調整されている。左側縁辺部分に細かな刃こぼれが見られる。 7はチャートの楕円形の剥片である。先端

部分は細かな刃こぼれが見られる。背面は喋面で覆われる。

石核(第62、63図9、15) 9はチャートの石核である。チャートの小楕円礁の片側から小剥片を数枚剥

ぎ取った状態の石核である。 15は77-23ブロックと接合する資料である。接合した状態から一個の小楕円

喋になる。縁辺部分に打撃痕もかなり見られ、蔽石あるいは模形石器の可能性も考えられる。あるいは二

分割した段階で石核に転用したのかもしれない。

剥片(第61、62図8、10-14) 8はホルンフェルスの剥片である。やや台形に近い横広の剥片である。

背面はほぼ喋面で覆われる。 10はメノウの剥片である。剥離時に片側が折れた形態をしている。 11は凝灰

岩の剥片である。横広の大形剥片で背面は、主剥離面と同方向の 2面の剥離面と蝶面とで構成される。 12

はメノウの比較的小さな縦長の剥片で縁辺部分は、細かな刃こぼれが見られる。 13はホルンフェルスの剥

片である。横広の不整形な剥片で打面部分は調整が見られる。 14は安山岩Aの剥片である。背面は多方位

の剥離面で構成される。縁辺部分は薄く鋭い。

接合資料(第63図15)15はチャートの石核で、 77-23ブロックの蔽石と接合する。再利用の形態を含め

問題を提起する資料である。
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第63図 第14ブロック出土遺物実測図 (3)
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第15ブロック (第64-72図1-43、写真図版12-14、第15、53表)

分布 石器は、 8H -00グリッドを中心に比較的密度の濃い状態で分布している。垂直分布は四

層~医層にかけて分布している。平面分布は、東西 5m、南北 6mほどの範囲に広がる。
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第64図 第15ブロック出土状況図 (scale1/100) 
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石材 チャート 8点、ホルンフェルス 2点、安山岩36点、砂岩 3点、流紋岩 2点、凝灰岩 5点、

珪質頁岩31点、メノウ 6点、蛇紋岩 1点、石英 5点で構成される。

器種 局部磨製石斧 1点、模形石器 1点、敵石 1点、台石 1点、 R・剥片 3点、石核15点、剥片

66点、砕片 9点、磯 2点の合計99点で構成される。器種構成の上では石核及び剥片のしめる割合が高いの

が特徴である。

局部磨製石斧(第65図 1) 1は蛇紋岩の局部磨製石斧である。頭部に打痕があり、敵石として使われて

いた可能性もある。刃部は剥離により形成されているが、やや斜刃である。胴部にかけては磨痕が認めら

れる。

模形石器(第65図5) 5は安山岩Aの模形石器である。頭部と先端部に著しい打痕が見られる。背面は

約半分喋面で覆われる。

敵石(第68図30)30は砂岩の敵石である。先端部と側面の一部に著しい打痕が見られる。約 3分の 1は

欠損している。

台石(第71図41)41は砂岩の台石である。 42の砕片と接合する。位置関係から作業中に剥がされたもの

と思われる。台石の表面と裏側のほぼ同じ位置に打痕が見られるのも台石として使用されたことを証明し

ている。

R'剥片(第65-66図3、4、12) 3はチャートのR・剥片である。打面側に 2次調整が施されている。

背面は主剥離面と同方向の剥離面が、 1面と喋面で覆われている。 4は安山岩AのR・剥片である。打面

側に 2次調整が施されている。背面は磯面で覆われている。 12は珪質頁岩のR・剥片である。小楕円礁の

一部を欠いた様な形態をしている。背面はほぼ喋面で覆われている。打面部位に調整加工が見られる。

石核(第65-70図2、 6、 8-10、13-16、20、31、32、36、37、40) 2は珪質頁岩の石核である。扇

平な小円喋の片側から剥片剥離し、ほほ4分の 1残存する。 6は安山岩Aの石核である。小長楕円喋から

小さな剥片を作出したことがうかがわれる。 8はメノウの石核である。肩平な楕円礁の一方向から剥離し

て廃棄されたものである。あるいは予備的に貯蔵されたものかもしれない。 9は安山岩Aの石核である。

細かな剥片を作出した後、サイコロ状の形態をしたものとなったと考えられる。一部に喋面が残る。 10は

珪質頁岩の石核である。元々片側に喋面を持つ大形剥片の片面を利用したと思われる石核である。主剥離

面を多方向から剥離して小さな剥片を作出したものと思われる。 13は安山岩Aの石核である。片側喋面を

残すものである。喋面倒よりの剥離で小さな剥片を作出していたと思われる。 14は安山岩Aの石核である。

小円醸の両端を剥離した後、片側より何枚か小剥片を剥離したと思われるものである。 15は珪質頁岩の石

核である。楕円礁の上下両端より何面か剥離し始めた後、廃棄もしくは貯蔵されていたと思われる。 16は

石英の石核である。打面調整なされないまま剥離面を打面として片側から任意に剥片を作出したものと考

えられる。礁の縁辺部分には剥離時の打撃に伴う打痕が多く見られる。あるいは敵石として使用していた

かもしれない。 20は珪質頁岩の石核である。扇平な円喋の片側より任意に剥片を剥ぎ取っている。喋面を

打面にしており、幅広ですの短い剥片を作出している。 31はチャートの石核である。厚みのある楕円喋の

片側から剥離しており、打面は喋面を使用して調整は特に行っていない。 32は凝灰岩の石核である。 33-

35までの剥片等と接合する。扇平な楕円礁の片側から小さな剥片を作出した石核であることがわかる。 36

は珪質頁岩の石核である。比較的厚みのある楕円礁の片側から横広の剥片を作出している。周辺の 3分の

2に及ぶ位に剥片剥離されている。 37は単独の形態から小剥片を何面か剥離したものと考えていたが、
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22-16プロックと接合することから二分割された状態で廃棄されたものと思われる。 40は珪質頁岩の石核

である。 41-28ブロックと接合する。接合された状態から推測すると剥片はそれほど剥がされたものとは

考えられない。

剥片(第65-68図7、11、17、19、21、25-28) 7はメノウの剥片である。主剥離面と同方向の剥離を

背面に複数持つ。一部は喋面で覆われている。 11は安山岩Aの剥片である。背面は磯面で覆われる。 17は

珪質頁岩の剥片である。背面は同方向からの複数回の剥離面が残っており、当該ブロックから出土した石

核から作出された剥片と共通する特徴を持つ。 18は安山岩Aの剥片である。背面は喋面で覆われる。 19は

ホルンフェルスの剥片である。打面は剥離面を利用している。背面も同方向の剥離面が2面、右からの剥

離面 1面で構成される。 21はメノウの剥片である。打面に近い背面側に多数の打痕が見られる。背面は喋

面で覆われている。 22はメノウの剥片である。比較的薄く剥がされた剥片である。背面は喋面で覆われて

いる。 23は安山岩Aの剥片である。背面は左斜めに剥離した剥片で、右側縁部分は逆方向からの剥離が見

られる。 24は安山岩Aの剥片である。打面は調整面がある。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左側辺

部分に喋面が多少見られる。 25は安山岩Aの剥片である。打面は横方向の打面調整が施されている。背面

は多方位の剥離面が見られるが、中央部分は喋面で覆われているところから比較的大きめの楕円礁から作

出された剥片と考えられる。 26は珪質頁岩の縦長で末広な剥片である。背面は多方位の剥離面と喋面が一

部見られる。 27は珪質頁岩の横広の剥片である。背面は不規則な多方位の剥離面で覆われている。若干の

喋面も見られる。 28はチャートの剥片である。打面は横方向の調整が見られる。一部剥離剥離面が見られ

るがかなりの部分醸面に覆われる。 29は石英の剥片である。背面はほぼ諜面で覆われる。縁辺部分に細か

な刃こぼれも見られる。

接合資料(第69-72図32-35、37、38-39、40、41-42、43)32-33は凝灰岩の接合資料である。 32は

石核である。 33及び35は小剥片もしくは砕片である。 34は剥片である。接合状態から比較的扇平な楕円礁

を縦方向に使用して剥ぎ取った様子がうかがえる資料である。 37はチャートの石核である。 16ブロックか

ら搬入もしくは搬出した資料の荒割された一方の資料である。 38及び39は石英の接合資料である。いずれ

も剥片と分類したが、喋の荒割した状態を表した資料と思われる。 40は珪質頁岩の石核で41-28ブロック

の剥片と接合する。石核のところでも説明したが、喋を荒割した様子がうかがわれる資料と思われる。 41

と42は砂岩の台石とその砕片の接合資料である。 43は流紋岩の縦長剥片である。 22ブロックの石核及び第

6プロック、 23プロック、 26ブロックの剥片等と接合する。背面下部に喋面を残す。接合した状態で剥片

剥離方法が良好にわかる資料である。
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第16ブロック (第73~83図 1 ~35、写真図版14~16、第16、 54表)

分布 石器は、 8H -12グリッドを中心に分布している。垂直分布は、四層~IX層を主体として

まとまっている。平面は、北西部分と南東部分の 2カ所に比較的密度の濃い場所が認められる。全体では、

約 6mの範囲に分布している。
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石材 チャート 16点、ホルンフェルス 4点、安山岩16点、砂岩 2点、流紋岩 3点、凝灰岩 3点、

珪質頁岩 8点、メノウ 2点、石灰岩 1点で構成される。安山岩の打製石斧が第27ブロックの剥片と接合し、

石斧の製作工程を知る上で貴重な資料となるものと思われる。

器種 打製石斧 1点、模形石器 1点、台形石器 1点、石刃 2点、 R・剥片 5点、石核10点、剥片

25点、砕片 5点、敵石 2点、喋 3点の合計55点出土している。

打製石斧(第80図34)安山岩の比較的厚みのある大形の惰円礁を使って作られた打製の石斧である。刃

部から両側辺にかけて大形の剥片を剥ぐような形で調整されている。接合された状態からもそうしたこと

が伺われる。基部から中程にかけては両面とも喋面を残し、素材である楕円礁の形状をそのまま生かして

いる。

模形石器(第74図5)チャートの大形剥片を利用した模形石器である。楕円礁の打割された剥片で上下

両端に打撃痕を有する。背面は喋面にほぼ覆われる。

台形石器(第74図3)珪質頁岩の台形石器である。小形の剥片を横位に使用して、両側縁に細かな調整

を施しである。比較的厚みのある剥片である。

石刃(第74図 1、2) 1は安山岩Aの石刃である。背面に主剥離面と同方向の剥離面が2条あり、いわ

ゆる石刃技法から作り出された可能性もあるが、石核に該当する資料は認められない。縁辺部に微細な使

用痕および基部調整のような加工も認められ、ナイフ形石器として考えてもよいかもしれない。先端部分

の刃部に近い部分は自然面か摂理面のようにざらついた状態が認められる。 2はメノウの石刃である。背

面は主剥離面と同方向の剥離面が3条以上認められる。また逆方向の剥離面も 1条見られる。両側縁部分

には細かな連続的な剥離が見られる。

u.剥片(第75、78図10、26)10は流紋岩の縦長剥片である。打面部は折れている。先端部から右側縁

部にかけて細かな刃こぼれが見られる。 26はチャートの小剥片の縁辺部分に細かな刃こぼれの見られるも

のである。

R.剥片(第74図4、6、7) 4は凝灰岩の小剥片を使用したR・剥片である。先端部から側縁部分に

かけて細かな調整が施されている。 6は安山岩Aの小剥片を使用したR・剥片である。背面は喋面で覆わ

れている。右側縁部分に比較的大きめの剥離で調整が施されている。 7は安山岩Aの剥片を使用したR'

剥片である。背面の左半分はほぼ磯面で覆われている。右側縁部に比較的大きな剥離で調整されている。

石核(第74、 75図 8 、 9 、 15~17) 8は安山岩Aの石核である。片面はほぼ喋面で覆われる。一方の面

には上下左右から多方位の剥離面が見られる。小円礁から小きめの剥片を剥ぎ取った残核というべきであ

ろう。 9はチャートの石核である。剥離面を打面として複数回小剥片を同方向へ剥ぎ取った結果残された

残核というべきものであろう。 15はチャートの石核である。比較的厚みのあるチャートの剥片を石核に再

利用したものと考えられ、片側はほぼ喋面で覆われる。 16は珪質頁岩の石核である。扇平な円礁を使って

片側より縁辺部分から直接打撃して小剥片を剥ぎ取っている。 17はチャートの石核である。円離を大きく

打割した剥片を素材として使用した石核と思われる。任意の方向に小剥片は剥き命取っている。

蔽石(第75図11、14)11はメノウの敵石である。比較的厚みのある小円喋である。先端部分に著しい打

撃痕が認められる。 14は砂岩の蔽石である。大きめの楕円礁を使用している。両端の先端部分に集中的に

著しい打撃痕が見られる。胴部の平らな部分にも一部打痕が認められる。台石として使用された可能性も

ある。
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剥片(第75、76、77、79図12、13、18、21、22、28、29)12は流紋岩の剥片である。 13はチャートの剥

片である。両者とも小剥片で台形石器の素材することが可能な小剥片である。 18は安山岩Aの剥片である。

石核として転用したとも考えられる。一部に喋面を残す。 21は石灰岩の剥片である。背面に主剥離面と同

方向の剥離面が2面見られる。 22は安山岩Aの剥片である。背面には主剥離面と同方向の剥離面 1面と礁

面が一部見られる。 28は安山岩Aの剥片である。比較的大きな剥片で主剥離面と逆方向の剥離が背面に多

く見られる。先端部分に 2次的な剥離が見られる。 29は安山岩Aの剥片である。主剥離面と同方向の剥離

面2条が背面に見られる。
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接合資料(第76-83図19-21、22、23-27、32-33、34、35)19-21はホルンフエルスの接合資料であ

る。 21は石核として認められていたが、 19、20ともに割れ口以外喋面で覆われていたため礁、喋片として

考えていた。しかしながら接合した状態で観察したところ、石斧状に加工していた未製品の可能性も考え

られる。要再検討の資料であろう。 22はチャートで37-15ブロックの資料と接合する。互いに石核の原型
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第77図 第16ブロック出土遺物実測図 (4)
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を大きく残しており、半割されたあとそれほど使用されたとは考えられない。 23~27はチャートの接合で

ある。 23、 27はチャートの石核である。接合した状態でみると多方位の剥離面が見られる。 24~26はチャ

ートの剥片である。 24は喋面を大きく残す。 25は縁辺部分の鋭い刃器にもなりうる剥片である。 26は縁辺
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部に細かな刃こぼれが見られる U ・剥片である。 32~33はチャートの接合資料である。 32はチャートの石

核である。剥離面は周辺部分から中程に向かつて剥離していた様子がうかがわれる。 33はチャートの小剥

どちらも喋面を多く残す。 34は石斧と片である。接合した様子から打面調整したときの剥片と思われる。

して当該ブロックへ持ち込まれた資料で第27ブロックで製作された石器と思われる。 35は67-17ブロック

の資料と接合する砂岩の剥片である。接合状態から推測すると大きく打割されたと考えられる。
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第17ブロック (第84~106図 1 ~99、写真図版16~20、第17、 55表)

分布 石器は、 8H -23グリッドを中心に分布している。垂直分布は、 VII層~医層を主体として

まとまっている。平面は、中央部分に非常に密度の濃い場所が認められる。全体では、径約 5mの範囲に

分布している。

石材 チャート 117点、ホルンフェルス 6点、安山岩30点、砂岩 9点、流紋岩崎点、凝灰岩 6点、

珪質頁岩29点、メノウ24点、珪質凝灰岩 1点、蛇紋岩 2点、石英 1点、石灰岩 1点で構成される。出土点

数が多いので石材は上記の通り多様性に富む。しかしその中でもチャートの点数が半数近くを占めるとい
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う特徴が見られる。

器種 局部磨製石斧 3点、模形石器 5点、 R・剥片 5点、石核44点、剥片124点、砕片53点、敵

石2点、喋 4点の合計240点で構成される。石核、剥片、砕片の多さからこの場で石器の素材のとなる剥

片剥離作業を重点的に行ったことが考えられる。

石斧類(第88、89図1、2、6) 1は蛇紋岩の局部磨製石斧である。大形の薄目の長楕円礁を素材にし

て周辺部分を比較的細かく調整して形状を整えている。背面の胴部、裏面の刃部については磨くことで仕

上げてある。 2は蛇紋岩の局部磨製石斧である。胴部より上半分については破損もしくは剥離によって欠

損している。剥離面の状況から判断すると石核として再利用した可能性が高い。楕円礁を素材として作ら

れていたと思われる。また、刃部は両面ともに磨きによって鋭く仕上げられていたことが分かる。 6は砂

岩の局部磨製石斧あるいは未製品というべきものであろう。刃部から周辺部にかけては打撃によって形状

を整えている。表面および裏面の胴部付近には磨きによる線状痕が見られる。刃部等の仕上げに明確さを
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第86図 第17ブロック出土状況図 (3) (scale 1/100) 

欠くため未製品の可能性も考えられる。

模形石器(第89~91図 7 、 13、 16、 17、 28) 7はチャートの模形石器である。剥片の上下には打撃によ

る剥離が見られる。打面は蝶面で覆われているため小円喋より剥離されたものと思われる。 13はメノウの

模形石器である。剥片の上下には打撃による剥離が見られる。背面に一部蝶面を残す。小円礁を素材とし

て剥離されたものと思われる。 16はチャートの模形石器である。上下に打撃による細かな剥離が見られる。

背面中央部分は喋面で覆われ素材として使用された礁の大きさが比較的小さいものだ、ったことがうかがわ

れる。 17は珪質頁岩の模形石器である。剥片を横位に用いている。上下に打撃痕が見られる。背面は風化

面で平滑な状態である。 28は珪質頁岩の模形石器である。もともとは調整剥片のようなものを再利用した

と考えられる。上下両端に打撃による剥離が見られる。背面は喋面で覆われている。
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u.剥片(第89、90、97図8、15、66) 8は流紋岩のU ・剥片である。背面は喋面で覆われている。背

面側からむかつて右側周辺部分に細かな刃こぼれが見られる。 15はメノウのU・剥片である。背面は喋面

で覆われている。縁辺部分は鋭く細かな刃こぼれが見られる。 66は流紋岩のU・剥片である。縁辺部分に

刃こぼれが見られる。 65の石核と接合する。背面は一面の剥離面と喋面で覆われている。

R.剥片(第90、91図19、33)19はチャートのR・剥片である。剥片の打面側周辺部と先端部分に比較

的大きめの剥離で調整加工されている。背面はほぼ磯面で覆われている。 33は流紋岩のR・剥片である。

横広の剥片で背面はほぼ喋面で覆われている。周辺部の右側から打面部分にかけて細かな調整が施されて

いる。

石核(第89-94図10、12、14、18、20、21、24-26、30、35、37-39、41、42、45-48、52)10はチャ
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ートの石核である。楕円礁の長軸方向に近い周辺部分を打面にして、中央方向へ剥離している。剥片剥離

した際の台石側の打痕が先端方向に見られる。 12はメノウの石核である。円礁の上下に打面を形成して上

下両方から数回剥離したものと思われる。剥離面を観察する限り比較的縦長の剥片を剥がしたものと思わ

れる。裏面は喋面で覆われている。 14は珪質頁岩の石核である。形状を見る限り小剥片を任意の方向から

剥離したものと思われる。礁から剥離された大形剥片を素材とした石核と考えられる。 18はチャートの石

核である。楕円礁の周辺部分から多方位に剥離した後、半割されたように考えられる。 20はチャートの石

核である。小円礁の中央から剥離した面を打面にした後、上方向から剥離を進めている。 21は砂岩の石核

である。 20と同様な剥片剥離をしたと思われる。どちらも小剥片の剥離を目的とした石核と思われる。 24

はチャートの石核である。背面側には多方位の小剥片を剥離した面が残されている。主剥離面は摂理面と

思われ、打撃の際の剥がれたものと考えられる。 25はチャートの石核である。礁の周辺部分を打面として

剥離されたものと思われる。 26はチャートの石核である。多方位から小剥片を剥離したものと思われる。

30は珪質頁岩の石核である。背面が蝶面で覆われている大形剥片を石核素材に使用している。 35は流紋岩

の石核である。扇平な楕円醸の長軸方向の縁辺部分を打撃面として中央部分に向かつて剥離している。数

枚小剥片を剥離した後、廃棄している。 37はチャートの石核である。礁の片側から剥離面を打面にして任

意の方向に剥離している。 38は安山岩Aの石核である。小楕円礁の長軸方向から中央部分に向かつて 1面

剥離した後、廃棄されている。ほとんど原石(磯状態)のままといっても過言ではない。 39はチャートの

石核である。打面を転移しながら比較的同じ方向から剥離を進めている。喋面をかなり残す。 41はホルン

フェルスの石核である。礁の周辺部分から中央部分に向かつて複数回剥離した後、廃棄されている。 42は

珪質頁岩の石核である。大形剥片を転用して任意の方向から小剥片を剥離している。 45は珪質頁岩の石核

である。ある程度剥片剥離した後、分割した石核を利用して小さな剥片を周辺部より剥離している。 46は

安山岩Bの石核である。小円礁を使って任意な方向から剥離して、小剥片を剥離している。 47は安山岩B

の石核である。小円礁の片側から剥離を進めている。かなり喋面を残している。 48はチャートの石核であ

る諜面の周辺部分から中央部分に向かつて比較的幅広の剥片を剥離している嘉はほぼ喋面を残している。

蔽石(第93、97図44、64)44はチャートの敵石である。周辺部分と中央部分に所々に集中的に打痕が見

られる。 64はチャートの敵石である。 34-18ブロックと接合する。分割されて当該ブロックで使用された

可能性はある。 52はメノウの原石(現喋)である。石核の素材として使われる可能性がある。

剥片(第88、 89、 91~93、 103図 3~5 、 9 、 11 、 23、 27、 29、 31 、 32、 34、 36、 40、 43、 49、 88) 3 

は流紋岩の大形剥片である。背面はほぼ疎面で覆われている。 4は珪質頁岩の小石刃状の剥片である。背

面には主剥離面と同方向の剥離面が 2条ある。 5は安山岩Aの剥片である。蝶面を打面として剥がされた

ものと思われる。背面は右方向の剥離面と喋面で構成される。 9は珪質頁岩の剥片である。背面は上方向

の剥離面と磯面で構成される。 11は珪質頁岩の剥片である。背面には主剥離面と逆方向からの剥離が見ら

れる。 23はチャートの剥片である。背面は喋面で覆われる。石核転用が行われた剥片と思われる。 27はメ

ノウの縦長剥片である。先端部は折断状態である。 29はチャートの剥片である。背面はほぼ喋面で覆われ

ている。 31は珪質頁岩の剥片である。背面は左横方向からの剥離面を 2面と磯面で構成される。 32はホル

ンフェルスの剥片である。背面は逆方向と左方向からの剥離で構成される。 34はメノウの剥片である。小

形であるが、刃部は鋭い。 36はメノウの剥片である。幅広の剥片で下半分は喋面によって覆われている。

先端部は折れている。 40は安山岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面から構成されて
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いる。 43はチャートの剥片である。先端部分は喋面に覆われている。 49は珪質凝灰岩の剥片である。背面

は左横方向からの剥離面と蝶面で構成される。 88は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥

離面と礁面で構成される。

接合資料(第94-104図50-51、53-54、55-58、59-61、62-63、64、65-66、67、68-69、70-72、

73-75、76-77、78-79、80-81、82-84、85-86、87-88、90-91)50-51は砂岩の接合資料である。

50は石核、 51は剥片剥離された際に剥がれた砕片と思われる。礁の長軸方向を縁辺部分から中央部分にむ

かつて剥離した典型的な石核および砕片の接合資料である。 53-54はチャートの剥片岡士の接合資料であ

る。原蝶を荒割した段階で大きく割れたようにも思える。 55-58はチャートの接合資料である。 55-57は

剥片、 58は石核である。最初の剥離で比較的薄い剥片(推定)が剥離された後は荒割されたごとくに厚み

のある剥片が剥がされているようである。 59-61はチャートの接合資料である。 59は石核、 61、62は剥片

である。 61、62を連続して剥がす前に左方向からの剥離をおこなった剥離面が残っており、打面転移をし

ながら剥片剥離を行う様子がうかがわれる。 62-63はメノウの接合資料である。 62は石核、 63は剥片であ

る。接合状態で典型的に楕円礁を使用して周辺から剥離して剥片を作り出しているものである。 63を剥が

す段階では剥離面を打面にして裏面に向かつて剥がし始めた段階なのがわかる。 64はチャートの敵石であ

る。 34-18ブロックのチャートの剥片と接合する。剥がされた後、敵石として使われていた可能性が高い。

65-66は流紋岩の接合資料である。 65は石核、 66はU・剥片である。比較的厚みがあり、細長い楕円礁の

周辺に沿って両側から剥片を剥いで、いる。剥片剥離の様子のよくわかる資料である。 67は砂岩の石核であ

る。 35-16ブロックと接合する。周辺部というより任意の方向より剥離している様子がうかがわれる。 68

-69はチャートの接合資料である。 68は石核、 69は剥片である。 69は形態から打面を形成するための剥片

かもしれない。 70-72はチャートの剥片岡士の接合資料である。いづれも模形石器等の素材となりうる剥

片である。 73-75はチャートの接合資料である。 73および75は石核、 74は剥片である。楕円礁からある程

度剥片剥離を行った後、分割して再利用しようと考えていたのかもしれない。 76-77はチャートの接合資

料である。 76は石核で、 77は剥片である。円礁の片側から順次中央部分に向かつて剥離していく様子がう

かがわれる。 78-79はチャートの接合資料である。 78は石核で、 79は剥片である。楕円醸の片側より剥離

を行っていく形のもので、 76や82の石核とも共通する技法と思われる。 80-81は安山岩Aの接合資料であ

る。 80は剥片、 81は石核である。小さな剥片を取るための石核であったと考えられる。 82-84はチャート

の接合資料である。 82は石核、 83、84は剥片である。 85-86はチャートの接合資料である。 85は石核、 86

は剥片である。接合した状態から明らかに両極打法の存在がうかがえる資料である。 87-88は凝灰岩の接

合資料である。 87は石核、 88は剥片である。比較的小さな円喋を使用した石核で、周辺部より中央部分に

向かつて小剥片を剥がしていった様子がうかがえる。 90-91は⑨-25ブロック、 21-26ブロック

の剥片と接合するメノウの資料である。他のブロックに残された剥片をみるかぎり、比較的大きめの剥片

を剥ぎ取り移動先で廃棄されたことが考えられる。 92-95はチャートの接合資料である。 95は石核、 92-

94は剥片類である。接合資料の分布範囲から一時期の剥がされたことが考えられる資料である。 96-99は

チャートの接合資料である。 99は石核、 96-98は剥片類である。上方向からの剥離と左方向からの剥離が

見られ周辺剥離工程の一端がうかがわれる資料であると思われる。
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第18ブロック (第107-113図 1-35、写真図版20-22、第四、 56表)

分布 石器は、 8H -33グリッドを中心に分布している。垂直分布は、刊層~医層を主体として

まとまっている。平面は、中央部分に密度の濃い場所が認められる。周辺にばらついて数点見られるが全

体では、径約 5mの範囲に分布している。

石材 チャート 18点、ホルンフェルス 4点、安山岩34点、砂岩16点、凝灰岩 1点、珪質頁岩 2点、

メノウ 1点で構成される。安山岩が半数近くを占めるのが特徴である。

器種 模形石器2点、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、 R・剥片 1点、 U・剥片 1点、石核 9

点、剥片52点、砕片 5点、磯4点の合計76点で構成される。比較的石核の点数は多い上、剥片の多さから

この場で石器の素材のとなる剥片剥離作業を重点的に行ったことが考えられる。

- 117 -



41.00m .. -・.， .‘・
ロ.. . . ..;.... '-:-.:. .・》・.-.ザ・町・..---c・.40.50m 

凡例 A ナイフ形イi器

41.00m 

ロ
4O.50m 

.イ1岐 一一一 一一一-4O.00m 。U回訓1'，、 R.剥1'，
• "'11¥ 
・砕J'，

v 拠形イ i~.

第107図 第18ブロック出土状況図 (scale1/100) 

- 118 -



ナイフ形石器(第108図4)チャートのナイフ形石器である。縦長剥片の片側の縁辺部分に刃つぶし加

工を施しである。基部については加工されていない。先端部分は際面が一部残る。

台形石器(第108図7)珪質頁岩の台形石器である。基部の側縁部を中心に加工されている。先端部片

側にも若干調整が見られる。

模形石器(第108図5、 6) 5は安山岩Aの模形石器である。打面と先端部分に打撃痕が見られる。 6

は安山岩Aの模形石器である。打面と先端部分に打撃痕が見られる。先端部分に礁面が一部残る。

R.剥片(第108図3)メノウのR・剥片である。縦長剥片の片側縁辺部分と先端部分に比較的大きな

調整が加えられている。

u.剥片(第108図2)チャートのU・剥片である。両側縁部には細かな刃こぼれが多く見られる。

石核(第108、109図1、8、12、14、17) 1は安山岩の石核である。周辺部分を約半周近く剥離してい

る。打面調整は特にいていない模様である。 8はチャートの石核である。礁の片側から数回剥離して廃棄

したものと考えられる。 12は安山岩の石核である。打撃によって剥片を 1枚(1面の剥離面)剥いだのみ

で廃棄している。 14はチャートの原石である。頭の部分に打撃痕が見られるので石核として使用しようと

していたと思われる。 17は砂岩の石核である。大形の剥片の側縁部に小剥片を剥いだ剥離面が複数見られ

る。また右側縁部には敵石に転用した可能性もある打撃痕が見られる。

剥片(第108~110図 9~11 、 13、 15、 16、 18~22) 9は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方

向の剥離と右方向の剥離 2面を残す。主剥離面に近い方に喋面を残す。 10は安山岩Aの剥片である。背面

には複数の多方位の剥離が見られる。蝶面も大きく残すところから比較的小さな礁を使って剥がされたも

のと思われる。 11は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離が複数および喋面によって構

成される。 13は安山岩Aの剥片である。背面は喋面で覆われているため礁から最初の段階で剥がされた剥

片である可能性が高い。 15は安山岩Aの剥片である。背面は喋面で覆われているため13と同様に最初の段

階で剥がされた剥片と思われる。 16は安山岩Aの剥片である。背面には上下両方向からの剥離面が見られ

る。横長の剥片である。 18は砂岩の剥片である。背面は、主剥離面と同方向の剥離面と左斜め方向からの

2面と先端部側が喋面で構成されている。 19はホルンフェルスの剥片である。周辺部からの剥離面の一部

を背面に残している。 20はチャートの剥片である。先端部には細かな刃こぼれのようなものが多く見られ

る。 21はホルンフェルスの剥片である。周辺部分からの剥離の一部を背面の残している大形の剥片である。

22は安山岩Aの剥片である。背面は喋面で覆われる。 23は安山岩Aの剥片である。背面は右半分蝶面で覆

われているため小さな礁から剥がされたと思われる。

接合資料(第110~113図24~25、 26~27、 28~29、 30~31 、 32~33、 34、 35) 24~25はチャートの接合

資料である。 24は剥片、 25は石核である。接合した状態で見ると、荒割された段階で廃棄されたものと思

われる。 26~27は砂岩の接合資料である。 26は剥片、 27は石核である。接合した状態で観察する限り任意

に荒割したように思われる。 28~29はチャートの接合資料である。 29は当初剥片として認識していたが、

28と接合する状態から見る限り石核とする方が妥当で、あろう。いづれにしろ小さな礁を使用していたこと

がわかる。 30~31は安山岩Aの接合資料である。 30は剥片、 31は石核である。小円礁を使用した剥片剥離

の初期段階で廃棄されたものと思われる。 32~33はチャートの接合資料である。 32は小剥片、 33は石核で

ある。小円礁ではあるが、周辺から剥離していく工程をよく理解できる資料と思われる。 34は64-17ブロ

ックと接合するチャートの蝶片である。 35は40-28ブロックと接合する剥片である。
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(第114~ 133図 1~旬、写真図版22~25、第四、 57表)第四ブロック

四層~医層を主体として8 H -43グリッドを中心に分布している。垂直分布は、石器は、布分

まとまっている。平面は、中央部分に非常に密度の濃い場所が認められる。東側にややぱらついて数点見
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第四ブロック出土状況図 (1) (scale 1/100) 第114図

ホルンフェルス31点、安山岩33点、砂岩20点、流紋岩 2点、凝灰岩12点、チャート38点、材石

メノウ 4点、泥岩 1点、頁岩 1点、石英 3点で構成される。点数的には特に突出した石材珪質頁岩17点、

はなく、チャートとホルンフェルスと安山岩が多数を占める。

石斧 1点、模形石器 5点、ナイフ形石器 3点、台形石器 2点、 R'剥片 4点、

点、石核29点、剥片96点、砕片19点、蔽石 1点の合計162点で構成される。点数が多く、製品も比較的多

いのが特徴である。また石核の点数は多い上、剥片の多さからこの場で石器の素材のとなる剥片剥離作業

u.剥片 2種器

を重点的に行ったことが考えられる。

石斧(第130図67)砂岩の石斧とした資料である。周辺部分の調整をみる限り、小形の石斧のできそこ

ないのようにも考えられる。喋面が残る表面、裏面とも磨き痕が見られその可能性は高い。ただし接合資
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料としてみた場合、石核として考えてもよいと思われる。

ナイフ形石器(第122図22、25、26)22はホルンフェルスの横剥ぎの剥片を利用して基部調整してナイ

フ形石器にしている。 25は流紋岩の縦長剥片を素材として基部調整を主体に加工しているナイフ形石器で

ある。先端部分は折れたか、あらかじめ折り取ったかしている。 26は流紋岩の剥片を基部調整してナイフ

形石器にしている。

台形石器(第122図23、28)23はホルンフェルスの台形石器である。横剥ぎの剥片の右側縁部分の細か

な調整が施されている。 28は安山岩Aの台形石器である。剥片の両側縁部分に調整が施されている。

模形石器(第122図27、31)27は安山岩Aの模形石器である。小剥片を用いている。 31は泥岩の模形石

器である。石核を再利用したと思われる。

R.剥片(第119、125図4、46) 4はチャートのR・剥片である。先端部に調整と思われる剥離が見ら

れる。 46はチャートのR・剥片である。打面部から右側縁部にかけて比較的丁寧な調整が施されている。

また先端部分には細かな刃こぼれも見られる。
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u.剥片(第122図32、33)32は珪質頁岩のU・剥片である。右側縁部に細かな刃こぼれが見られる。

33は珪質頁岩のU ・剥片である。左側縁部に細かな刃こぼれが見られる。

石核(第119-121、125図1、6-8、11、12、14、16-19、21、47、48) 1はホルンフェルスの石核

である。大形の剥片の主剥離面にむかつて任意に剥離して比較的大きめの剥片を剥いで、いる。打面調整は

意識的に行われているふしはうかがわれない。背面はほぼ際面で覆われている。 6はチャートの石核であ

る。小さな礁の周辺を一部剥ぎ取った後、その面を打面として小さな剥片を数回剥ぎ取っている。 7は珪

質頁岩の石核である。打面調整した際に分割され廃棄された可能性が高い。 8は安山岩Aの石核である。

円礁を使って、多方位から任意に小剥片を剥ぎ取った石核で一部に喋面を残す。 11は安山岩Aの石核であ

る。周辺部から剥片を剥いで、いった様子がよくわかる資料である。 12は安山岩Aの石核である。上下の剥

離面を打面として剥片剥離を行ったものと思われる。 14は安山岩Bの石核である。左右からの剥離が主体

を占めている。 16は石英の石核である。楕円礁を使用して周辺部分から剥離されている。背面の中央部の

一部と裏面全体が喋面で、覆われている。 17はチャートの石核である。礁の周辺部分から剥離を進め、さら

に剥離面を打面として垂直方向へ剥離して形が正方形に近い状態になったと思われる。 18は珪質頁岩の石

核である。醸の周辺部の片側から剥離作業を進めたものと思われる。 19は凝灰岩の石核である。喋面に磨
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痕が見られること、あるいは縁辺部の一部が細かい調整を施しているように見えることから石斧の転用さ

れた石核である可能性が高い。 21は安山岩Aの剥片である。離を素材として多方位から任意に小剥片を剥

ぎ取っている。 47はチャートの石核(原石=喋)である。小楕円醸の一部を打ち欠いただけで廃棄されて

いる。 48はチャートの石核(原石=喋)である。この場に持ち込まれた石核素材である。

敵石(第125図44)44は砂岩の厳石である。先端部分の縁辺を中心に打撃痕が見られる。

剥片(第119~122、125図2、3、5、9、10、13、15、20、29、34、45、49、50) 2はホルンフェル

スの剥片である。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離と右半分の喋面とで構成されている。 3は安山岩

Bの剥片である。背面には上下方向の剥離面が見られる。 5は安山岩Bの剥片である。背面は主剥離面と

同方向の剥離面 2面と喋面が一部見られる。 9は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離

が見られる。 10は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面と喋面で構成される。 13は安

山岩Bの剥片である。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面から構成される。 15は砂岩の大形剥片であ

る。背面は喋面で覆われている。 20はホルンフェルスの剥片である。剥がされた後、幾っか小剥片が剥が

されたようでもあり、そういう意味では石核というべき資料かもしれない。 29は確認調査時にこの付近で

検出された珪質頁岩の剥片である。 34は珪質頁岩の剥片である。先端部分に若干調整のようなものが見ら

れるので台形石器としてもよいかもしれない。 45はホルンフェルスの剥片である。背面は喋面で覆われて

67+68+69+70+71 +72+ 73+ 74+ 75+76+77 、、、、 67

78+79九一42 二千二-lF市川 サ

一片H-52

f 、.
aQD 1..: 
<:::J 75 

。り
a‘ . . . . 

OVI 
-→一一 77 

18H-53 ~ぅ。

〈フ 70

凡例 企ナイフ形イ t務、台形イi~品

41削m一一一

40.50m一一一

40曲m

マ模形イI器

。U.J!jJ¥、 R.J!JI¥ 
*イ1芹
・イ川主・4削IJI¥
.砕1¥

J剣娘割前怜・仏・

第117図 第四ブロック出士状況図 (4) (scale 1/100) 

- 128 -

日 +66七…

一ーー-41.00m 

一一-40.50m 

一一一-40.00m 



~~ 
④ 

ζと二::> 87 

~.~<D ~øむ ð~も
、亡と〉剖 〈二コ:田 て:> 81 

〈こ~ 85 00 

83三至。 九 45七日~42 .~ ~ D --trH~ 

OwO~; 田島~O

一
戸
)

¥市
Uへい¥。

¥
¥
|
布

U

入
ん
¥
企
ぷ
じ
一

J
u
-
-
b
 

〈

υ

ケ
|
五
-
同
引
句
。

ιも

L

刻

家

宮

一
句
斜
、
/

/

/

A

剛
劇
)

ヤぬ
1
1

州
内
附
U
M
M
同

--tsH~5 

rL例 ...ナイフ形イ i~ii ， f?形イ î?;~
マクサピ形イ i~，品

-イI校

。U'"'1円、 R."']1'， 
・剥1¥
・砕)'，

4 LOOm 

J剣幼若鳥い-
. 
丸九・

一一一-4LOOm 

40.50m ーー一-40.50m 

40∞m一一一 一一一-40.00m 

第118図 第19ブロック出土状況図 (5) (scale 1/100) 

いる。 49は珪質頁岩の剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。 50はチャートの剥片である。背面に

は若干の剥離面はあるがほぼ喋面で覆われている。

接合資料(第123-133図35-36、37-40、41-43、51、52-53、54-55、56-57、58-59、60-63、64

-66、67-79、80-90、91-94、95)35-36はチャートの接合資料である。 35は石核、 36は剥片である。

接合した段階から剥離面を打面にして石核を分割している。 37-40は珪質頁岩の接合資料である。 40は石

核、 37-39は剥片、砕片類である。これらは縁辺部を打面として一撃で割れた剥片類である。 41-43はチ

ャートの接合資料である。 41は石核、 42、43は剥片である。楕円喋を荒割した段階で廃棄されたのかもし

れない。 51は凝灰岩の接合資料である。楕円喋を荒割した段階で廃棄されたものと思われる。 52-53は凝

灰岩の接合資料である。 52は石核、 53は剥片である。礁の周辺部より剥離していく工程の途中で廃棄され

た資料と考えられる。 54-55はチャートの剥片岡士で接合したものである。状態から判断すると剥離され

たときに割れたようにも思われる。 56-57は珪質頁岩の接合資料である。 56はR'剥片である。右側に調

整が見られる。背面はほとんど喋面で覆われている。 57は石核である。打割された剥離面を打面にして片

方向から複数回剥離されている。 58-59はチャートの接合資料である。 58は剥片、 59は石核である。楕円

礁から一枚剥片を剥いだ状態で廃棄されている。 60-63はチャートの接合資料である。 60-62は剥片、 63

は石核である。楕円礁を大きく剥離して比較的大きな剥片を得ることで石器の素材をとしているのではな

いかと思われる。 64-66は砂岩の接合資料である。大形の礁を荒割して石核素材として再利用しているの
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ではないかと思われる。 67~79は砂岩の接合資料である。 67は石斧(ここでは石核)である。 68~77、 79

は剥片、砕片類である。 78は台形石器である。楕円礁から剥片剥離されていく過程、もしくは石斧を製作

131 -



ebC2み 16 8H-43-0011 

でF弐ゆ 4逗多b 18 8H-43-0162 

円

iヮ“
司
E
A

A
U
 

つds斗
AH

 

0
0
 

ヴ，，
'
E
A
 

一
対

ミ三塁ラ

倫明吋

一
角

M
v

m
h
M
w
w
 

⑧

舎A
但
wv

19 8H-43-0063 

第121図 第四ブロック出土遺物実測図 (3)

132 -



する工程が把握できる資料として興味深い。 80~90はホルンフェルスの接合資料である。 80は石核、 81~

90は剥片、砕片類である。前の資料と同様に礁から小形の石器の素材である小剥片を生産する工程を再現
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している資料として興味深い。 91-94はチャートの接合資料である。 93は石核、 91、92、94は剥片である。

横に大きく打割するようにして比較的大きな剥片を得ている。同様な例は何例か見られるようである。 95

はチャートの接合資料で27-29-20プロックの資料と接合する。この場の持ち出された資料かもしくは廃
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棄されたものかのどちらかである可能性が高い。
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(第134~ 141図 1 ~36、写真図版26、 27、 第20、 58表)第20ブロック

四層~ IX層を8 H -52~ 8 H -53グリッドを中心に分布している。垂直分布は、石器は、布分
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石材 チャート 13点、ホルンフェルス12点、安山岩42点、砂岩 3点、流紋岩 3点、凝灰岩 5点、

珪質頁岩4点、メノウ 2点、蛇紋岩 2点、黒曜石 1点、石英斑岩 1点で構成される。安山岩が約半数近く

を占めるのが特徴といえる。

器種 磨製石斧 2点(1点に接合)、模形石器3点、台形石器 1点、 R・剥片 1点、 U・剥片 1

点、石核12点、剥片48点、砕片16点、敵石 3点の合計88点で構成される。点数の割に、製品も比較的多い

のが特徴である。また石核の点数は多く、砕片の点数も多いことからこの場で石器の素材のとなる剥片剥

離作業を重点的に行ったことが考えられる。

磨製石斧(第135図 1) 1は蛇紋岩の磨製石斧である。 39-27ブロックの上部と接合して 1点の磨製石

斧として機能する。 1aと1bと接合した段階で再生して石斧としていた形跡はうかがわれない。刃部も

丁寧に磨かれており周辺の調整も比較的丁寧に仕上げている。

台形石器(第141図33)33は安山岩Aの台形石器である。背面はほぼ喋面で覆われている。両側縁は丁

寧に調整されている。

模形石器(第137、138図12、19)12はチャートの模形石器である。剥片の上下に打撃による剥離が見ら

れる。 19は安山岩Aの模形石器である。上下に打撃面を有する。背面はほぼ喋面で覆われている。

R'剥片(第138図20)20はホルンフェルスのR・剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。左側

面から先端部にかけて規則的な剥離で調整されている。

u.剥片(第137、138図13、18)13は安山岩AのU・剥片である。左下縁辺部分に刃こぼれと思われる

剥離が見られる。 18はメノウのU・剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離と右からの剥離の 2面で

構成される。

石核(第136-138、141図5-9、14-17、25、32) 5はホルンフェルスの石核である。片側に磨痕が

ある喋面を残す。周辺を取り巻くように剥離されており、やや厚みはあるものの石斧の未製品のような形

態である。 6は安山岩Aの石核である。片面は磯面が残っている。小剥片を何面か剥がしている。 7は安

山岩Aの小円礁を利用した石核である。周辺から小剥片を剥がしているのがわかる。 8は安山岩Aの石核

である。長めの楕円礁の周辺部から中央部分にむかつて剥離を進めている。両面にかなり喋面を残してい

る。 9は珪質頁岩の石核である。円醸の片側から剥離している。 14は安山岩Aの石核である。小円礁の周

辺から小剥片を剥離している。片面はかなり喋面を残す。 15は砂岩の石核である。大きな剥離面を打面と

して上下より剥離しているのがわかる。また片側の細くなった側を敵石として利用していたと思われる。

16はホルンフェルスの石核である。上下に打面形成した後、両方向から剥離している。かなり喋面を残す。

17はチャートの石核である。多方位からの剥離面を残している。 25はチャートの石核である。剥片を利用

して多方位から小剥片を剥離している。 32はホルンフェルスの石核である。大形の剥片を再利用したもの

でかなり喋面で覆われる。

敵石(第135、137図4、11) 4は安山岩の敵石である。打割された石核を再利用したものと思われる。

先端部分にかなりの打撃痕が見られる。 11は石英斑岩の敵石である。楕円礁の先端部分に打撃痕が見られ

る。

剥片(第135、136-138図2、3、10、13、21-24、26) 2は凝灰岩の剥片である。背面に調整時に残

された剥離面が多数残っている。 3は安山岩Aの剥片である。背面はほぼ磯面で覆われる。 10は安山岩A

の剥片である。背面は多方位の剥離面と喋面で構成されている。 21はチャートの剥片である。背面は主剥
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離面と同方向の剥離面と先端部分の若干の喋面とで構成される。 22は安山岩Bの剥片である。背面は主剥

離面に対して左側よりの剥離 1面で構成されている。 23は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方

向の剥離 1面である。 24は黒曜石の剥片である。薄くて縁辺部は鋭い。 26は流紋岩の剥片である。背面は

主剥離面と同方向の剥離が 2条残っている。

接合資料(第139-141図27-29、30-31、35-36)27-29はチャートの接合資料である。また94-19ブ

ロックの剥片と接合する。 27、28は剥片、 29は石核である。 4点が接合することによってほぼ原礁の状態

まで復元できる資料である。 30-31はホルンフェルスの剥片岡士の接合資料である。接合した状態から判

断すると打面転移したことがわかる。背面はほぼ磯面に覆われる。 35-36は流紋岩の接合資料である。 35

は縦長の剥片である。背面はかなり喋面で覆われる。 36は石核である。平坦面を形成した後、周辺に沿っ

た形で剥離を進めたと思われる。また打撃時に下端部分に打撃痕が残ったものと思われるが、あるいは敵

石として再利用した可能性も捨てきれない。
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第21ブロック (第142-150図 1-33、写真図版27、28、第21、59表)

分布 石器は、 8H -60、70-8 H -61グリッドを中心に分布している。垂直分布は、困層~医

層を主体としてまとまっている。平面は、南西から北東に斜めに長く径 7mくらいの範囲に広く分布して
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第142図 第21ブロック出土状況図 (scale1/100) 

石材 チャート 2点、ホルンフェルス 3点、安山岩18点、砂岩 5点、流紋岩 3点、珪質頁岩10点、

メノウ11点、石英8点で構成される。安山岩18点で多いのが特徴であるが、石英も他のブロックからみる

と比率が高い。

器 種 R・剥片 3点、 U・剥片 1点、石核13点、剥片43点、砕片 1点、磯 2点の合計60点で構成

される。石核と剥片の比率が高く剥片剥離が行われたことが考えられる。

u.剥片(第144図15)15は珪質頁岩のU・剥片である。右側縁辺部分に不連続な刃こぼれらしきもの

が見られる。背面は主剥離面と同方向の剥離面が 1面と喋面とで構成されている。

石核(第143-145図1、8、11、14、18、19) 1は砂岩の石核である。礁の先端を除く周辺部分を両面
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に向かつて両側から剥離している。 8は珪質頁岩の石核である。円礁の片側を使って周辺部から中程に向

かつて剥離している。 11はメノウの石核である。際面側に打撃痕が見られることからも何回か打面転移を

行ったことのわかるものである。 14は安山岩Aの石核である。小剥片を任意の方向から剥がしたものと思

われる。 18は石英の石核である。比較的大きな円礁を使って周辺部分から中央部に向かつて剥離を進めて

いる。片側はかなりの部分、喋面を残している。 19は安山岩の石核である。片側は周辺部分からの剥離、

反対側は片側から大きめの剥片を一方向から剥離している様子がうかがわれる。

剥片(第143~145図 2~7 、 9 、 10、 12、 13、 16、 17、 20) 2は流紋岩の剥片である。縦長で縁辺部分

の鋭い剥片である。 3は流紋岩の剥片である。背面はほぼ喋面で覆われる。 4は珪質頁岩の剥片である。

主剥離面に対して左方向の剥離面によって大きく占められている。 5は珪質頁岩の剥片である。背面は 4

面以上の主剥離面と同じ方向からの剥離で構成されている。 6は石英の剥片である。背面は主剥離面に対
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第145図 第21ブロック出土遺物実測図 (3)
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して左側よりの剥離が 1面と半分以上の喋面とで構成されている。 7は石英の剥片である。背面は主剥離

面と同じ方向の剥離面 1面と 2/3を占める磯面とで構成されている。 9は珪質頁岩の剥片である。背面

は若干の剥離面はみられるものの、ほぼ蝶面によって構成される。 10は安山岩Aの剥片である。縦長の剥

片で背面は主剥離面と同じ方向の剥離面 3面で構成される。 12はメノウの剥片である。背面はほぼ喋面で

覆われている。 13は石英の剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。 16は珪質頁岩の剥片である。背

面は喋面で覆われている。 17は石英の剥片である。背面は、主剥離面と同方向の 2面の剥離と先端部の方

が喋面という構成である。 20は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面と礁面とで構成

されている。

接合資料(第146~150図21~24、 25~27、 28~29、 30~31 、 32~33) 21 ~24は安山岩の接合資料である。

21~23は剥片で、 24は石核である。 21を剥ぐことによって打面を形成して順次長軸方向に後退しながら剥

ぎ取っていく工程の理解できるものである。 25~27はメノウの接合資料である。 25、 26は剥片、 27は石核

である。片側から一度に打ち欠いたような剥片類と思われる。 28~29は安山岩Aの接合資料である。 28は
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石核、 29は剥片である。 29の剥片を剥ぎその面を打面として剥片を剥いでる様子がわかる。多方向からの

剥離面も見られる。 30~31は安山岩Aの接合資料である。大きく荒割した段階で廃棄されている。 32~33

はホルンフェルスの接合資料である。 43-28ブロックの剥片とも接合する。 28ブロックで剥離された後に

21ブロックに移動してきて周辺部分から剥離されている様子がうかがわれる。
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第150図 第21ブロック出土遺物実測図 (8)
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第22ブロック (第151-159図 1-28、写真図版28、29、第22、60表)

分布 石器は、 7H -69-8 H -50グリッドを中心に分布している。垂直分布は、四層~医層を

主体としてまとまっている。平面は、南西から北東に斜めに長く径 7mくらいの範囲に広く分布している。
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第151図 第22ブロック出土状況図 (scale1/100) 
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石材 チャート 9点、ホルンフェルス 6点、安山岩25点、砂岩 6点、流紋岩8点、珪質頁岩 3点、

メノウ 1点で構成される。安山岩25点で多いのが特徴である。

器種 模形石器4点、ナイフ形石器 1点、 R・剥片 3点、石核12点、剥片35点、砕片 2点、喋 2

点の合計59点で構成される。石核と剥片の比率が高く剥片剥離が行われたことが考えられる。

ナイフ形石器(第152図3) 3は珪質頁岩のナイフ形石器である。縦長剥片を素材として基部調整丁寧

行っており、少し扶り気味である。左側縁辺部分にも刃つぶし気味の調整がおこなわれている。先端部分

は折れているようである。
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模形石器(第152図7) 7は安山岩Aの模形石器である。片面に喋面を残す。

R.剥片(第152、154図4、18) 4はメノウのR・剥片である。打面部分を中心に大きな剥離で調整さ

れている。また先端部に近い縁辺部分に連続的な刃こぼれがみられる。 18は安山岩AのR・剥片である。

背面は主剥離面で覆われている。主剥離面側の右側縁部分に大きな複数の剥離面が見られる。

石核(第152-154図1、2、5、6、8、10、12、13、15、20) 1は珪質頁岩の石核である。楕円礁を

任意な方向から剥離して剥片を作り出している。かなりの部分喋面を残している。 2は安山岩Aの石核で
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第154図 第22ブロック出土遺物実測図 (3)
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ある。剥片を再利用して小剥片を剥離している。 5は安山岩Aの石核である。細長い礁を使用しているた

め、上下両方向からの剥離が主体の石核である。 6は安山岩Aの石核である。任意な方向から小剥片を剥

離している。喋面を一部残している。 8は安山岩の石核である。比較的薄い礁を使用して任意に剥片を剥

ぎ取っている。 10は安山岩Aの石核である。剥離面を打面にして数枚剥離している。 12はチャートの石核

である。礁の周辺から剥離を行っている。かなり喋面を残している。 13は安山岩の石核である。礁の周辺

部分から剥離されている。 15は珪質頁岩の石核である。喋を使用して任意な方向から小剥片を剥離してい

る。喋面をかなり残している。 20は砂岩の石核である。扇平の楕円礁の縁辺部分の片方向から数回剥離し

たものと思われる。片面側には短軸方向に摩滅痕が見られる。

剥片(第153、154図9、14、16、17、19) 9はチャートの剥片である。背面は主剥離面に対して左方向

と下方向からの 2面および喋面とで構成される。 14は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の

句浮シブク

ゼ言、 22 8H -50 -0004 

くこ〉

ぐも、注註 23 8H-60-0013 

。 5cm 

第156図 第22ブロック出土遺物実測図 (5)
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剥離と喋面とで構成されている。 16は安山岩の剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離面 1面と礁面

で覆われている。 17は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 1面と喋面とで構成され

る。 19は安山岩Aの剥片である。背面は剥離時の打撃による剥離痕を除くと喋面で覆われている。右側縁

部分に刃こぼれのようなものが見られる。

接合資料(第155-159図21-23、24-26、27、28)21-23はホルンフェルスの接合資料である。 21は剥

片、 22は石核、 23はR・剥片である。 23は特に色調的にやや灰色が強く別の母岩ではないかと思われたが

接合した。 22、23とも縁辺部分が鋸歯状であるため二次的加工が行われていたと思われる。 24-26はチャ

ートの接合資料である。 24-26はいずれも模形石器である。 27は流紋岩の接合資料のうちの石核である。

剥片の形態も非常によく、剥片剥離の工程をよく表している資料といえる。 28はホルンフェルスの接合資

料の一部である。 95-96-23ブロックの剥片と接合し、喋から荒割されていく剥片剥離の様子をよく表し

ていると思われる。

ふヲ ~ 

24 7H -69 -0035 

毎ぅ 24+25+26 25+26接合

7H -69 -0003+7H -69 -0027 

。 5cm 

第157図 第22ブロック出土遺物実測図 (6)
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27 8H -50 -0005 

~ 
⑫一26ブロック 7H -07-0008 

ζご〉 ⑩ 23ブロァク 7H 

4奇砂

ζ二三〉⑩日ブロァク 8H -10-0003 

くこご〉⑩一6ブロック 7G-93一0015

⑬-6ブロック

⑬-15ブロック

。 5cm 

第158図 第22ブロック出土遺物実測図 (7)
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⑩ 23ブロック+⑩ 23ブロック+28接合

〆
J

28 7H -59 -0005 

グミ題、
⑩ 23ブロァク 7H -48-0057 

{]  @-~ブロク市 58-001

。 5cm 

第159図 第22ブロック出土遺物実測図 (8)
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第23ブロック (第160~182図 1 ~100、写真図版30~32、第23、 61表)

分布 石器は、 7H -48~ 8 H -49グリッドを中心に分布している。垂直分布は、四層~医層を

主体としてまとまっている。平面は、西側と東側 2カ所に濃密な部分が認められる。全体的には径 8mく

らいの範囲に広く分布している。
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第160図 第23ブロック出土状況図(1) (sca!e 1/100) 

石材 チャート57点、ホルンフェルス17点、安山岩30点、砂岩25点、流紋岩 4点、珪質頁岩13点、

メノウ 8点、結晶片岩 8点、蛇紋岩 2点、石英4点で構成される。チャートが多用されているのが特徴的

なブロックである。
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器種 模形石器4点、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、 R・剥片13点、石核36点、剥片105点、

砕片 9点、敵石 1点、磨石 1点、喋 3点の合計174点で構成される。 u.剥片、 R・剥片の比率と石核の

比率の高いのが特徴的なブロックである。

ナイフ形石器(第164図 1) 1は珪質頁岩のナイフ形石器である。縦長の刃器状剥片を素材として基部

調整および先端部分の若干の調整とで仕上げてある。先端部は折れていると思われる。

台形石器(第164図12)12はメノウの台形石器である。両側縁部分から基部にかけて調整が施されてい

る。基部は礁面で覆われている。

模形石器(第164図13)13はチャートの模形石器である。背面はほぼ喋面で覆われている。打面部と先

端部分には打撃による剥離が見られる。

R. 剥片(第164図 2~7 、 9 ~ 11) 2はホルンフェルスのR・剥片である。両側縁部分に細かな調整

を施している。背面は喋面で覆われている。 3は安山岩のR ・剥片である。打面部および先端部分を中心

に細かな調整が見られる。 4は珪質頁岩のR ・剥片である。打面部分に近い右側側縁部分に調整、および
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先端部分に近い両側縁部分に細かな刃こぼれ状の剥離が見られる。あるいは 1と同様に基部調整のナイフ

形石器としたほうがよいかもしれない。 5は安山岩AのR・剥片である。背面が磯面で覆われる不正形な

剥片である。主剥離面の右側側縁部分に複数の調整による剥離が見られる。 6はホルンフェルスのR・剥

片である。打面部を中心に複数の調整による剥離が見られる。 7はホルンフェルスのR・剥片である。剥l

片を横位に用いて基部を中心に荒い調整を施している。形態的に切り出し形の石器と考えても良さそうな

ものである。 9はチャートのR・剥片である。縁辺部分の片側に細かな調整が見られる。 10は安山岩Aの

R.剥片である。先端部分に細かな調整が見られる。背面は一部喋面で覆われている。 11はチャートの

R.剥片である。基部の一部と縁辺の一部に調整が見られる。台形石器としてもよいかもしれない。

u.剥片(第172図62、63)62はチャートのU・剥片である。左側側縁部分に細かな刃こぼれが見られ

る。 63はチャートのU ・剥片である。縁辺部分から先端部分にかけて細かな刃こぼれが見られる。背面は

喋面で覆われている。
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敵石(第173図69)69は砂岩の敵石である。周辺部分を中心に打痕が残されている。平面の片側にも打

痕が多く見られる場所があり、台石として機能した可能性も考えられる。

石核(第167-172図37-60、64)37は石英の石核である。疎から剥がされた剥片を素材にして複数回剥
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離している。 38はチャートの石核である。礁から剥がされた剥片を素材にしている。 39は安山岩Aの石核

である。礁から剥離された剥片を素材として小剥片を剥離している。背面は喋面に覆われている。 40はチ

ャートの石核である。礁の周辺部分から約半周剥離を行っている。 41は砂岩の石核である。扇平な円礁の

周辺部から剥離している。石核の周辺部分には剥離時に台石に当たった打撃痕が残っている。 42はホルン

フェルスの石核である。礁から剥がされた大形の剥片を素材にして周辺部分に任意な方向で剥離している。

喋面を一部残している。 43は珪質頁岩の石核である。やや扇平な円礁の周辺を打面として 2面剥離してい

る。右横に打撃された痕があり、敵石としての可能性もある。 44はメノウの石核である。礁から剥がされ

た剥片を素材にしてより小さな剥片を剥離していたと思われる。かなり喋面を残している。 45は砂岩の石

核である。円礁の周辺部より 1回剥離している。周辺部分にはところどころ打痕が見られる。 46はホルン

フェルスの石核である。大形の剥片を素材として多方位から任意に剥片剥離を行っている。喋面をかなり

残している。 47はチャートの石核である。 剥片を素材にして周辺より小さな剥片を任意な方向から剥離し

ている。喋面を一部残している。 48は安山岩Aの石核である。剥片を素材にして小剥片を剥離している。

49はチャートの石核である。醸の片側側縁部分から剥離を行い、その剥離面を打面として回るように剥離

している。際面をかなり残している。 50は珪質頁岩の石核である。剥片を素材にして主剥離面に対して左

方向から複数回剥離を行っている。 51は珪質頁岩の石核である。喋を素材にして任意の方向から剥離して

いる。際面をかなり残している。 52はチャートの石核である。 剥片を素材にして小剥片の剥離を行ってい

る。一部に磯面を残している。 53は安山岩Bの石核である。楕円礁の片側側縁部分から複数回の剥離が行

われている。 54はメノウの石核である。長楕円礁の縁辺部分から 1面剥離しただけでほぼ原石の形態を残

しているものである。 55はチャートの石核である。礁の周辺部分から中程に向かつて細かな剥離が表裏と

も行われている。一部に喋面を残している。 56はチャートの石核である。礁の最初の剥離面を打面として

複数回剥離しているのがわかる。かなりの部分礁面を残している。 57はホルンフェルスの石核である。背

面が蝶面で覆われている剥片を素材にして、小剥片を剥いで、いる。 58はチャートの石核である。剥片の上

下方向から小剥片を数回剥離してる。 59はチャートの石核である。小円礁を荒割した剥片を素材として、

割られた面を打面にして小剥片を剥ぎ取っている。 60は安山岩Aの石核である。片側を両側縁部から剥ぎ

取っており、尖頭器状の形態を呈する。片面は喋面で覆われている。 64は安山岩Bの原石に近い石核であ

る。側縁部分からの打撃で 1面剥離しているもののほぼ喋面に覆われている。 65は安山岩Bの原石である。

打撃された痕は認められるもののほぼ原蝶状態といって過言ではない。 66はメノウの原石である。打撃さ

れたあとは認められない。 67はメノウの原石である。側縁部分に打撃痕は認められる。 64~67に見られる

ようにこうした大きさの楕円離が石核素材として多用された可能性は非常に高いと思われる。

剥片(第164~166、 172図 8 、 14~35、 61 、 68) 8はチャートの剥片である。背面はほぼ喋面で覆われ

ている。右側側縁部分に若干の刃こぼれが見られる。 14は砂岩の剥片である。背面は主剥離面と逆方向の

剥離面 2面と同方向の剥離面 1面、および礁面によって構成されている。 15はチャートの剥片である。背

面は主剥離面と同方向の剥離面 2面と右方向の剥離面 1面とで構成されている。 16はチャートの剥片であ

る。背面は主剥離面と同方向の剥離面 3面と先端部分の磯面によって構成されている。 17は珪質頁岩の剥

片である。員殻状の形をした横剥ぎの剥片で主剥離面に対して右側からの剥離が 1面みられるものの、ほ

ほ喋面でおおわれている。 18は砂岩の剥片である。横剥ぎの剥片で背面は喋面によって覆われている。 19

は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 2面と逆方向の剥離面 1面、および先端部分
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の蝶面によって構成される。 20は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 4面と際面と

で構成されていて、原礁の形状の一部を残しているため比較的厚みのある剥片である。 21はホルンフェル

スの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 2面と右方向からの剥離面 1面によって構成されてい

る。 22はホルンフェルスの剥片である。横剥ぎの剥片で背面は主剥離面に対して左方向からの複数の剥離

と喋面によって構成されている。 23は砂岩の剥片である。比較的薄い剥片で背面は喋面で覆われている。

24はチャートの剥片で断面は三角形を呈する。背面は主剥離面と同方向の剥離面 1面と左側辺部分を疎面

によって構成している。 25は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向からの複数の剥離面と右方

向からの剥離面 1面とで構成されている。 26は砂岩の剥片である。背面は喋面で覆われている。 27はホル

ンフェルスの剥片である。背面は主剥離面に対して左方向からの剥離面 2面によって構成されている。 28

はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 3面と逆方向からの剥離面 1面によっ

て構成されている。 29はチャートの剥片である。背面は喋面で覆われている。礁の周辺部分からの剥離を

したのち大きく剥がされたと思われる。 30はチャートの剥片である。背面は打撃に伴って剥離した面を除

いでほぼ喋面に覆われている。 31はチャートの剥片である。打撃による上下方向の小剥離がみられる。模

形石器としてもよいものかもしれない。 32はチャートの剥片である。背面は主剥離面に対して右方向から

の剥離で構成されている。 33は石英の剥片である。背面は主剥離面に対して左方向からの剥離で構成され

ている。 34はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 3面と右方向の剥離面 1面、

および先端部分の喋面によって構成されている。 35は砂岩の剥片である。背面は礁面で覆われている。 36

はチャートの剥片である。背面は喋面で覆われている。 61はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離

面と同方向の複数回の剥離と蝶面によって構成される。 68はチャートの剥片である。背面は主剥離面と同

方向の複数の剥離面と左側に沿った蝶面とで構成されている。

接合資料(第173-179図70-71、72-74、75-76、77、78-79、80-81、82-83、84-87、88-93、94

-95) 70-71は珪質頁岩の接合資料である。 70は剥片、 71は石核である。剥離面を打面にした後、片側よ

り比較的整った剥片を剥ぎ取っている様子がわかる資料である。 72-74はチャートの接合資料である。 72

は背面がほぼ喋面に覆われている縦長の剥片である。 73および74はいずれも石核としたものである。任意

な方向から剥離しておりその剥離面を見る限り、 73の縦長剥片の剥離は意図されて剥がされたものとは言

い難い。 75-76はチャートの接合資料である。 75は模形石器、 76はU ・剥片である。 75は先端部分に細か

な剥離が見られる。 76は右側側縁部分に細かな刃こぼれが見られる。接合した状態から見る限り一度の剥

離で剥がされたものと思われる。背面は喋面で覆われている。 77は15-14ブロックと接合するチャートの

接合資料である。 77は模形石器で上下両端に打撃痕が見られる。他の縁辺部分にも多くの打痕が見られる。

78-79はチャートの接合資料である。 78は模形石器である。上下両端および左右にも打撃による剥離痕が

見られる。背面はほぼ喋面で覆われている。 79はチャートの石核である。礁の周辺部分から剥ぎ始めた石

核と思われる。 80-81はチャートの接合資料である。 80、81ともに喋面を一部残す剥片である。 82-83は

チャートの接合資料である。 82は石核で片面は周囲から剥片を剥ぎ取っている。もう片面は周辺から何面

か剥ぎ取っているものの礁面がかなり残っている。接合した83の剥片は剥ぎ取られた剥片のなかでは大き

い方の剥片と思われ、背面はかなり蝶面で覆われている。 84-87は珪質頁岩の接合資料である。 84は石核

である。 85-87は剥片である。接合状況から判断すると楕円礁の上下両端に打面を形成した後、上方向か

ら剥離作業をおこなっていることがわかる。 88-93は砂岩の接合資料である。接合した状況からは主に左
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右両方向からの剥離が行われていたことがわかる。 94~95はチャートの接合資料である。 94は石核、 95は

剥片である。楕円喋の周辺部分からの剥離が行われていたことがわかる資料である。 96~97は28-22ブロ
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ックの剥片と接合する資料である。礁を荒割して石核の素材することを表している資料かもしれない。

98は24-24ブロックと25-24ブロックの剥片と接合する砂岩の資料である。接合した状況から比較的大

きな礁から剥がされた剥片と思われる。 99は流紋岩の剥片で27-22ブロックの石核、 16-6ブロックの剥

片、 43-16ブロックの剥片、 20-26ブロックの剥片と接合する資料である。一部喋面を有するものの刃器

状の剥片としてもよい資料である。 100は砂岩の磨石で 1-14ブロックと接合する資料である。分割され

た後も磨石として使用されていたと考えられる。
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第24ブロック (第183~193図 1 ~37、写真図版33、 34、第24、 62表)

分布 石器は、 7H -38グリッドを中心に集中して分布している。垂直分布は、四層~医層を主

体としてまとまっている。平面は、径 4mほどの範囲にまとまって分布している。

34 + 35 + '，~7、- 25プロァク+虻 25プロァク

41.50m 一一ー

41∞m 一一

40.50m一一一
凡例 。u.剥)'，
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ロ傑
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:.即.1 • 
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一一一.41.00m 

一一一-40.50m 

第183図 第24ブロック出土状況図 (scale1/100) 

26プロ yクへ

く二コ

石材 チャート 8点、ホルンフェルス13点、安山岩28点、砂岩12点、流紋岩18点、凝灰岩 1点、

珪質頁岩 2点、蛇紋岩 2点で構成される。比較的安山岩が多用されているのが特徴的なブロックである。

器種 模形石器 1点、 U・剥片 2点、石核14点、剥片51点、砕片14点、喋 2点の合計84点で構成

される。石核と剥片の比率が高いのが特徴的なブロックである。

模形石器(第185図12)12は安山岩Bの模形石器である。石核状の剥片で上下両端に打撃痕が見られる。

U・剥片(第184、187図7、22) 7はチャートのu.剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 1
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面で構成されている。右側縁辺部分に細かな刃こぼれが見られる。 22は安山岩AのU・剥片である。片側

側縁部分に細かな刃こぼれが見られる。

石核(第184~186図 3 、 9~11 、 13~15) 3は安山岩Aの石核である。小剥片を任意の方向から剥離し

ている。喋面を一部残している。 9はチャートの石核である。比較的厚みのある大形の楕円礁の一方の先

端部から両面剥離している。 10は安山岩Bの石核である。大形の剥片を素材として小剥片を剥いでいる。

一部に疎面を残している。 11は安山岩Bの石核である。小醸の片面を使って上下両端から小剥片を剥ぎ取

っているのがわかる。片面は喋面で覆われている。 13は安山岩Aの石核である。楕円礁の縁辺に沿った形

で剥離されている。表裏ともかなり喋面を残している。 14は流紋岩の石核である。大形の楕円礁で下端部

分と上端部分の一部に剥離しようとした痕が見られる。原石に近い状態の石核である。 15は安山岩の石核

である。円醸の平坦面を打面にして縁辺部分から反対側に向かつて剥離している。打撃面と無関係の縁辺

部分の打撃痕の存在は蔽石として使用していたためかもしれない。

剥片(第184、 187図 1 、 2 、 4~6 、 8 、 16~21 、 23) 1は砂岩の大形の剥片である。背面は喋面で覆

われている。 2は安山岩Aの縦長の剥片である。背面はほぼ喋面で覆われており、先端部分が厚みのある

剥片である。 4は安山岩Aの剥片である。剥離された面しか残っておらずどちらかといえば石核とすべき

かもしれない。反対の面は礁面で覆われている。 5はホルンフェルスの剥片である。背面は打面部分に一

部剥離面が見えるもののほぼ喋面で構成される。接合資料の一部である。 6は砂岩の大形剥片である。背

面は喋面で覆われている。 8は安山岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面と比較的大

きめの磯面とで構成されている。 16~20および23は26の石核と接合するかもしくは同一母岩の凝灰岩の剥

片類である。いずれも背面に一部喋面を残している。 21は砂岩の剥片である。縦長の細長い剥片で縁辺部

分は鋭い。

接合資料(第187~193図24~25、 26、 20、 19 、 23、 16、 8 、 27~30、 31~32、 33、 5 、 18、 34~35、 37

~38) 24~25は98-23ブロックの剥片と接合する砂岩の資料である。上方向から剥離された様子がわかる。

25については aとbに分かれるものの剥離された段階で割れた可能性がある。 26、20、19、23、16は凝灰

岩の接合資料である。 8の剥片はこれらの資料と同一母岩の剥片である。 26は石核である。接合状態から

すると楕円礁の上下両方向から中心に向かつて小剥片を剥ぎ取っていく工程が理解できる。 27~30はホル

ンフェルスの接合資料である。 19-26ブロックの石核と接合関係にある。礁の上方向からの剥離が行われ

ていることがわかる資料である。 31~32は流紋岩の接合資料である。 31は石核、 32は剥片である。喋を荒

割した剥片を素材にして周辺部分から剥離しているのがわかる資料である。 33、 5、18はホルンフェルス

の接合資料である。 33は石核、 5、18は剥片である。楕円礁の周辺から剥離していく様子がわかる資料で

ある。 34~35はホルンフェルスの接合資料で 7 -25ブロック、 8-25ブロックの剥片と接合する。接合状

況から礁の周辺から剥離していったことがわかる。

36~37は緑色凝灰岩の接合資料で12-26ブロッ夕、 13-26ブロックの石斧片と接合し 4 点でほぼ 1 点の石

斧となる。
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第25ブロック (第194~197図 1~9 、写真図版34、第25、 63表)

分布 石器は、 7H -27グリッドを中心に集中して分布している。垂直分布は、四層~医層を主

体としてまとまっている。平面は、径 3mほどの範囲にまとまって分布している。
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第194図 第25ブロック出土状況図 (sca!e1/100) 

石材 チャート 7点、ホルンフェルス 3点、安山岩 5点、砂岩 2点、流紋岩 2点、凝灰岩 2点、

珪質頁岩 5点、メノウ 1点で構成される。点数が少ない割に石材は多様性に富むのが特徴的なブロックで

ある。

器種 台形石器 1点、 R・剥片 1点、 U・剥片 2点、剥片19点、砕片 4点の合計27点で構成され

る。石核が全く見られないことと剥片の比率が高いのが特徴的なブロックである。

台形石器(第195図 1)珪質頁岩の台形石器である。片側側縁部分と基部に細かな調整を施している。

R.剥片(第195図 2) 2は珪質頁岩のR・剥片である。上端部分と下端部分に細かな調整を施してい

る。背面は左方向からの剥離 1面と磯面によって構成されている。

u.剥片(第195図3、 4) 3は安山岩AのU・剥片である。剥片の左側縁部分に細かな刃こぼれが見

られる。 4は珪質頁岩のU ・剥片である。右側側縁部分を中心に細かな刃こぼれが見られる。

剥片(第195図5、 6) 5はチャートの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と右方向の剥

離 1面および喋面によって構成されている。 6は流紋岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1

面と先端部の若干の牒面とで構成されている。
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接合資料(第196、197図7-8、9)ホルンフェルスの接合資料で34-24ブロックの石核、 35-24ブロ

ックの剥片と接合する。 9はチャートの剥片で背面に礁面と主剥離面と同方向の剥離 1面をもっo 21-26 

ブロック、 90-17ブロック、 91-17ブロックの石核や剥片類と接合する。礁を石核として剥片剥離をする

工程を復元できる資料である。またブロック聞の接合関係からある程度同時期に形成されたブロックを抽

出する事も可能となるように思われる。
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第26ブロック (第198~205図 1 ~21、写真図版35、第26、 64表)

分布 石器は、 7H -08~18グリッドを中心に南北に細長く分布している。垂直分布は、四層~

医層を主体としてまとまっている。平面は、南北 6m、東西 4mほどの範囲に緩やかに分布している。

④ 

¢
 

む
町

広
Uq

u
 

ρ
U

、

ι
R
U
 

qpp 
七日 07

û~~ 
苦言惨 す12古心

<d <:二三〉

叩P
《亙~

~~17 L/  -1m… -T2*く

ンメ/γt
W);~EJ// 
ζτ〉¥〉 8 fM/

例中15九 27 ~~ -1m-28 

九一. ・21" 

7 . 

¥附GJEU::?5m
一 一一

3 ロックma; 
く二コ

12+ 13+í1~ -23'/ 0ックでご巾ヅク

14+15+1財産fT

ぞうQ ~密
04砂田(117， ~25プロックへ

MG¥¥£ 

24プロソクへ

ζ三コ Z 

-剥1¥
・砕)'，
41∞m 一一一 41.00m 

40.oom 
屯・・・:~・・.・・戸・ 申 一一一 40.U口m 。40.50m一一一 ‘e 一一一-40.50m 

第198図 第26ブロック出土状況図 (scale1/100) 

石材 チャート 8点、安山岩 3点、砂岩 5点、流紋岩11点、凝灰岩 1点、メノウ 1点、蛇紋岩 2

点、石英斑岩 3点で構成される。点数が少ない割に石材は多様性に富むのが特徴的なブロックである。

器種 石斧 1点(2点が接合)、模形石器 2点、台形石器 1点、 U・剥片 1点、石核 9点、剥片

14点、砕片 4点、喋 1点の合計34点で構成される。点数の割に石核の比率の高いのが特徴的なブロックで

ある。

石斧(接合資料) (第201図12~13) 12~ 13は蛇紋岩の石斧である。先端刃部側は折れている。また36-

24ブロックおよび37-24ブロックの剥片 2点とも接合する。刃部側に磨痕等の傷は肉眼で観察できないが、

光沢等が他の部分より著しいため石斧であると考えている。
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〈コ 8 7H-08 

模形石器(第199図 3、 5) 3はチャートの模形石器である。上下両端に打撃痕が見られる。背面はほ

ぼ喋面で覆われている。 5は安山岩Aの模形石器である。縦長の剥片を素材として、上下に打撃痕が見ら
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れる。背面はほぼ喋面で覆われている。

U ・剥片(第199図 2) 2はチャートのU ・剥片である。縦長剥片で側縁部分に細かな刃こぼれが見ら

れる。
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石核(第199、200図 1、4、6、9-11) 1は凝灰岩の石核である。厚みのある楕円礁を素材として縁

辺部分より 1面剥離している。 4は砂岩の石核である。円喋の周辺から片側を剥離したのち半割している。

片側は喋面に覆われている。 6は安山岩Aの石核である。片側が喋面で覆われている剥片を素材として周

辺部分から剥離している。 9は石英斑岩の石核である。礁の片側から平らの面を交互に使って剥離してい

る。 10は石英斑岩の石核である。礁の周辺部から縦方向に使って片側から剥離している。 11は流紋岩の石

核である。礁の周辺部の片側から剥離し、同じ方向からの剥離で比較的大きめの剥片を剥ぎ取っているよ

うである。

剥片(第199図7、 8) 7はメノウの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面のみで構成されて

おり、縁辺部分に薄く喋面を残す。 8は流紋岩の剥片である。片側は剥片剥離時に破損したものと思われ

る。背面構成は主剥離面と同方向の剥離 1面と磯面とで構成される。

接合資料(第202-205図14-16、17-18、19、20、21)14-16は流紋岩の接合資料である。 14、15は砕

片、 16は石核である。接合関係から剥離面を打面にして任意な方向から剥離作業を行っている。 17-18は

砂岩の接合資料である。 18の剥片の背面の剥離面を見ると任意の方向からの剥離をされていることがわか

る。 19はホルンフェルスの石核である。 27-30ー24プロックの 4点の剥片と接合する。礁から剥片剥離を

行った様子を復元できる資料である。 20は流紋岩の剥片である。 6ブロック、 15ブロック、 23ブロックか

ら出土した剥片および22ブロックから出土した石核と接合関係にあり、 26プロックとこれらのブロックが

ほぼ同時期に形成されていった過程が追跡できる。 21はチャートの剥片である。 17ブロック、 19ブロック、

25ブロックの剥片と 17ブロックの石核と接合関係にある。礁から剥片剥離を行った様子を復元できる資料

である。

第27ブロック (第206-217図 1-43、写真図版36、37、第27、65表)

分布 石器は、 7H -29-8 H -20グリッドを中心に密度の高い状態で南北に分布している。垂

直分布は、四層-]X層を主体としてまとまっている。平面は、南北 5m、東西 3mほどの範囲に濃密に分

布している。

石材 チャート 9点、ホルンフェルス 6点、安山岩28点、砂岩20点、流紋岩 1点、凝灰岩11点、

珪質頁岩 3点、メノウ 1点、蛇紋岩 1点、石英 5点で構成される。安山岩および砂岩を主体とし、石材は

多様性に富むのが特徴的なプロックである。

器種 磨製石斧 1点、台形石器 1点、 R・剥片 1点、石核15点、剥片56点、砕片10点、敵石 1点

の合計85点で構成される。剥片および石核の点数の比率の高いのが特徴的なプロックである。

磨製石斧(接合資料) (第216図39)39は蛇紋岩の磨製石斧である。①a-20ブロック、①b-20ブロッ

クの石斧片と接合し、 1点の磨製石斧となる。接合した状態からみると側辺部分の調整加工と刃部の磨痕

は丁寧に行われていると思われる。

台形石器(第208図 1) 1はメノウの台形石器である。小剥片を横位に用いて基部を中心に細かな調整

を施している。

R.剥片(第209図15)15は安山岩AのR・剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。主剥離面側

の左縁辺部分に数回調整が行われている。

石核(第208、209図2、4、5、7、10、13) 2はチャートの石核である。楕円礁の周辺部分から数回

- 221 



/
/
i
l
-
-
¥
1
¥
¥
¥
9
 

¥lll!/
一「//

/(¥¥一//¥に

ぞ土う?

託尋ミ主

命踏む叩
名苦言フ 13 <:> ..18 

ζコ C
C
叶
J

C
 

九
。
あ
い
一

く二〉

〈二ごフ l 

幅i札仏J一1却9 :川Jぺd//メイJjぐ7〈ぐ:rrV1;:;;;;17:T::1今:、一-__三r、プ下一ブf一一ブ、¥7、1!
にづQ

21 + 22 +お宅壁土ラ

m 
~./ 1 r'、¥.. 24 /':¥.. 

→t布干而H-4拍9 士日

雪ヤ《恰(/ (♂ヨrν 炉q引y 

9ID[) 
í([D~ 

~'E?~ 
電量う

わ南

42四)m一一一ー 一一一一 42.C臼m
26+27+28+29 

41引)m -一一一 一-41.50m 

41佃 m -・o '. 

.・必i... ~i;・・44fs:. 
←一一-41∞m 

40.50mーーー 40.50m 

凡例 A fì 形イ i~品
@品Hf:ti
o U・剥円、 u.剥1¥
・イl核

・，sJI¥
・6宇1¥

第206図 第27ブロック出土状況図 (1)(sca!e 1/100) 

剥離を行っている。 4は珪質頁岩の石核である。小円礁の片側縁辺部分から反対の縁辺部に向かつて剥離

されている。 5は砂岩の石核である。扇平な楕円礁の片側から剥離されている。 7は凝灰岩の原石である。

楕円礁で石核にするためこの場に持ち込まれたものと思われる。 10は珪質頁岩の石核である。小円礁の片

側より小剥片を数回剥離しているのがわかる。 13はチャートの石核である。背面に喋面を残す大形の剥片

を素材として、主剥離面側を周囲から剥ぎ取っていくようすがうかがわれる。

蔽石(第211図24)24は砂岩の敵石である。上半分は打割れた状態で先端部分に多数の打撃痕が見られ

る。石核を再利用したのかもしれない。
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第207図 第27ブロック出土状況図 (2) (scale 1/100) 

剥片(第208、209図3、6、8、9、11、12、14、16、17、18) 3は砂岩の剥片である。剥離面を打面

にして剥離されている。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左側側縁部分に若干残っている喋面とで構

成されている。 6はチャートの剥片である。背面は主剥離面に対して右方向からの剥離 1面と喋面とで構

成されている。 8は砂岩の剥片である。貝殻状の形をした剥片で、背面は打撃された時に剥離した面以外

は礁面で覆われている。 9は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面に対して左方向の剥離 1面と下半部

分の喋面とで構成されている。 11は砂岩の剥片である。打面部に一部牒面を残している。 12はホルンフェ

ルスの剥片である。背面はほぼ際面で覆われている。 14は石英の剥片である。背面は主剥離面に対して右

方向からの剥離 1面と礁面とで覆われている。また先端部分は一部折れている。 16は珪質頁岩の小剥片で

ある。縁辺部分に細かな剥離が見られる。 17はチャートの剥片である。打面部分は喋面で覆われているo

aとbは剥離した時に折れたものである018は砂岩の剥片であるJT面部分と先端部分に喋面を残している。
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5cm 

接合資料(第210-214図19-20、21-23、25、26-29、30-32、33-36)19-20は砂岩の接合資料で、

石核である。接合した状況から見ると楕円礁の周辺部分から両面ともに多方位から剥離しているのがわか

る。中程の剥片を剥離した際に分割されたものと考えられる。 21-23は凝灰岩の接合資料である。上下両

端に打撃痕が見られることから、両接打撃の際に 3点の剥片に剥離したものと考えられる。 25はチャート

の砕片である。 42-28ブロックの石核と接合する。楕円礁の周辺から剥片を剥ぎ取っていたことがわかる。

26-29は凝灰岩の接合資料である。 26と29は砕片、 27と28は石核である。接合した状態では礁の片側、片

面を主に使用して剥片を剥ぎ取っているのがわかる。より小さな剥片を剥ぐためにさらに分割したのかも

しれない。 30-32は砂岩の接合資料である。接合状態から判断すると礁の周辺部分から片面側に剥離を行

っているのがわかる。 33-36は砂岩の接合資料である。 33は石核、 34-35は剥片である。醸の割れる方向

が一定していないため厚みのある不整形な剥片しかとれていない。
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第28ブロック (第218~228図 1 ~44、写真図版37、第28、 66表)

分 布 石器は、 8 H -20~ 8 H -21グリッドを中心に比較的密度の高い状態で東西に長く分布し

ている。垂直分布は、 四層~医層を主体としてまとまっている。平面は、南北 6m、東西 5mほどの範囲

に広く分布している。

... III 
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第218図 第28ブロック出土状況図 (scale1/100) 
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石材 チャート 4点、ホルンフェルス 5点、安山岩13点、砂岩 6点、流紋岩 4点、凝灰岩10点、

珪質頁岩18点、メノウ11点、石英12点で構成される。多様な石材を比較的まんべんなく使っているのが、

特徴的なブロックである。

器種 磨石 1点、ナイフ形石器 2点、台形石器 1点、模形石器 1点、 R・剥片 1点、石核16点、

剥片52点、砕片13点、磁石 1点、磯 6点の合計94点で構成される。様々な種類の石器をまんべんなく含ん

でいる。

磨石(第219図4) 4は砂岩の磨石である。楕円礁を素材に両面とも磨滅している。周辺部分は畝潰さ

れる様に調整している。磨製石斧の未製品である可能性も考えられる。

ナイフ形石器(第219図1、 2) 1はメノウのナイフ形石器である。先端部分の片側を除いて周辺調整

が施されている。断面が比較的厚みのある縦長の剥片を素材にしている。 2はメノウのナイフ形石器であ

る。縦長剥片を素材として、基部調整と側縁部分の片側の先端部分に近いところに調整を加えである。

台形石器(第219図3) 3は安山岩Aの台形石器である。周辺部分から基部まで細かな調整が施されて

いる。

模形石器(第222図29)29は安山岩Aの模形石器である。上下両端に打撃による剥離が見られる。片面

はほぼ喋面で覆われている。

石核(第220~222図10、 12~14、 18、 19、 21 、 23、 27、 28、 30) 10は凝灰岩の石核である。喋の多方位

からの剥離で剥片を作出している。礁面は残していない。 12は珪質頁岩の石核である。背面が喋面の剥片

を再利用して小剥片を剥離している。 13は安山岩Bの石核である。上下両方から小剥片を剥離している。

喋面はかなり残っている。 14は珪質頁岩の石核である。楕円礁の片面の周辺部から中央部分に剥離されて

いる。片面は喋面に覆われている。 18はチャートの石核である。小楕円醸の片側から剥離を進めている。

この面の下側ともう一面のほぼ全体が蝶面で覆われている。 19はチャートの石核である。礁から剥離され

た剥片を素材としてその周辺部分から剥離している様子がうかがわれる。 21は珪質頁岩の石核である。楕

円喋を大きく割る様な剥離で剥がされた後、小さな不規則な剥離が行われている。 23は安山岩Aの石核で

ある。比較的薄い楕円礁を使って主に右側上部から剥離を進めていると思われる。 27は石英の石核である。

小円礁の片面側から小さな剥片を剥がしている。もう一方の面は喋面を残している。 28は凝灰岩の石核で

ある。厚みのある剥片を素材にして小さな剥片を任意な方向から剥離している。 30は安山岩Aの石核であ

る。剥片を素材にして剥片を剥離している。片側は喋面で覆われている。

剥片(第219~222図 5~9 、 11 、 15~17、 20、 22、 24~26、 31) 5は凝灰岩の剥片である。主剥離面と

同方向の剥離面 2面および風化面とで構成されている。 6は安山岩Aの剥片である。背面は、主剥離面と

同方向の剥離 1面と喋面とで構成されている。 7はメノウの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離

1面と喋面とで構成されている。 8はメノウの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と際面と

で構成されている。 9は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面と磯面とで構成され

ている。 11は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面に対して右からの剥離面と喋面とで構成されている。

15は石英の剥片である。横剥ぎの剥片で背面を見る限り、任意の方向で剥離の進められたものと思われる。

16はメノウの剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。 17は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面

の同方向の剥離 3面および右方向からの剥離 I面とで構成されている。 20は安山岩Aの剥片である。背面

は主剥離面と同じ方向の剥離 1面と右方向からの複数の剥離面および喋面とで構成されている。 22は珪質
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頁岩の剥片である。背面は喋面で覆われている。 24は凝灰岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥

離3面と喋面とで構成されている。 25は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離 1面と蝶

面とで構成されている。 26は安山岩Aの剥片である。背面はほぼ喋面で覆われている。比較的大きな疎か

ら剥がされたものと思われる。 31は安山岩Bの剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離面と喋面で構

成されている。

接合資料(第222~227図32~33、 34~35、 36~37、 38~39、 40、 41 、 42、 43) 32~33は凝灰岩の接合資

料である。いずれも剥片である。接合関係から上方向からの剥離の後、右方向からの剥離が行われたこと

38+39接合

乏亘弘 38 8H -20 -0066 

定安 39 8H -20 -0021 

。 5cm 

第224図 第28ブロック出土遺物実測図 (6)
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がわかる。 34-35は石英の接合資料である。 34は石核で35は剥片である。接合状態から剥片剥離が片側周

辺部分から中央部分にかけて行われていたことがわかる。その後喋を分割して新たな石核素材として活用

している可能性が考えられる。 36-37は凝灰岩の接合資料である。 36は剥片、 37は石核である。任意に小

さな剥離を行い、小さな剥片を剥ぎ取っていたことがよくわかる資料である。 10の資料とよく似た形態の
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第225図 第28ブロック出土遺物実測図 (7)
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石核である。 38~39は珪質頁岩の接合資料である。楕円礁の片側から剥離を始めて、途中で大きく割れた

段階で廃棄されたものとも考えられる。 40は砂岩の敵石で、 35-18ブロックの剥片と接合する。蔽石とし

て使用されていたのは割れてから後かどうかは不明である。 41は珪質頁岩の剥片(喋片)で40-15ブロッ

クの喋(石核)と接合する。 42はホルンフェルスの石核で25-27ブロックの剥片と接合する。礁周辺部分

から剥離する様子のわかる資料である。 43は珪質頁岩の剥片である。 32-21ブロックの石核、 33-21ブロ

ックの砕片と接合する。礁の片側から剥離する様子がうかがえる資料である。
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(第229-231図 1-11、写真図版38、39、第29、67表)第29ブロック

8 H -71-8 H -73グリッドを中心に粗い状態で東西に長く分布している。垂直石器は、布分

四層~医層を主体としてまとまっている。平面は、南北 6m、東西10mほどの範囲に広く分布し分布は、

ている。
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石材 チャート 3点、安山岩 1点、流紋岩 1点、珪質頁岩10点、黒曜石 4点で構成される。珪質

頁岩が主体のブロックである。

器種 台形石器 1点、尖頭器 1点、 U・剥片 2点、石核 3点、剥片11点、喋 1点の合計19点で構

成される。剥片が主体のブロックである。

台形石器(第230図 1) 1は安山岩Aの台形石器である。基部調整を両側縁部分に丁寧に施しである。

剥片の形態はほとんど変形させていない。

尖頭器(第230図2) 2は珪質頁岩の尖頭器である。片側は比較的丁寧な調整が施されている。片側は

全く蝶面のままである。先端部分は両面ともに調整が施されていてむしろこの部分に石器の調整の意図が

あるのではないかと思われる。石錐としてもよいのではとも考えられる。ブロックの中心から離れており、

文化層的にも異なる時期の石器である可能性が高い。

u.剥片(第230図4) 4は珪質頁岩のU・剥片である。小さな剥片の両側縁に細かな刃こぼれが見ら

れる。

石核(第230図3、5) 3は珪質頁岩の石核である。小剥片を任意の方向から剥離したものと思われる。

5は珪質頁岩の石核である。離を使って任意な方向に剥離している。牒面をかなり残している。

剥片(第230-231図6-9) 6は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面で構成さ

れている。 7は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面によって構成されている。やや

分厚い形態をしている。 8は黒曜石の剥片である。比較的大きな剥片で石核素材となりうるものである。

9は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離 2面によって構成されている。

接合資料(第231図10-11)10-11は珪質頁岩の接合資料である。 10は剥片、 11はU・剥片である。 11

は剥片の縁辺部分に細かな刃こぼれが見られる。喋面をかなり背面に有しているところから礁から連続し

てこの場で剥離されたものと思われる。
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第30ブロック (第232-235図 1-16、写真図版39、第30、68表)

分布 石器は、 81ー13-8 1ー14グリッドを中心にややまとまりながら東西に長く分布してい

る。垂直分布は、四層~医層を主体としてまとまっている。平面は、南北 5m、東西 6mほどの範囲にや

や広く分布している。
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第232図 第30ブロック出土状況図 (scale1/100) 

石材 チャート 3点、ホルンフェルス 3点、安山岩3点、砂岩3点、珪質頁岩12点、黒曜石6点

珪質凝灰岩 2点で構成される。珪質頁岩が主体のブロックである。
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器種 台形石器2点、 U・剥片 5点、剥片19点、砕片 2点、敵石 1(接合 2)点、喋 2点の合計

32点で構成される。剥片が主体のブロックである。また、石核が 1点も見られないのも当該ブロックの特

徴である。

台形石器(第233図 1) 1は珪質頁岩の台形石器である。剥片の両側縁に細かな調整を施している。

u.剥片(第233図3~ 5) 3はチャートのU・剥片である。先端部に近い側縁部分に細かな刃こぼれ

が見られる。 4は黒曜石のU ・剥片である。剥片の右側側縁部分に細かな刃こぼれが多く見られる。爽雑

物の含まれる黒曜石である。 5は黒曜石のU・剥片である。小剥片の右側側縁部分に細かな刃こぼれが多

く見られる。

蔽石・接合資料(第234図1l~12) 1l ~12はホルンフェルスの敵石で接合資料である。礁の先端部分を

中心に打撃痕が多く見られる。接合していた状態で使用していたと思われる。

剥片(第233図2、6~10) 2は珪質頁岩の剥片である。背面には細かな剥離面が多く見られる。一部

蝶面も残る。 6は黒曜石の剥片である。背面は上下両方向からの剥離が多く見られる。 7は珪質頁岩の剥

片である。背面は主剥離面と同じ方向の剥離 1面と喋面とで構成される。 8はホルンフェルスの剥片であ

る。背面は主剥離面と同方向の複数回の剥離面によって構成されている。 9は安山岩Aの剥片である。打

面は蝶面からである。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面で構成されている。 10は砂岩の剥片である。打

面調整されている剥片である。背面は主剥離面と同じ方向の剥離面で構成されている。

接合資料(第235図13~14、 15~16) 13~ 14は珪質頁岩の接合資料である。 13、14ともに剥片である。

接合した状況は直交するように接合しており、打面を移動していくのがわかる。 15~16は珪質凝灰岩の接

合資料である。剥離された状態で割れたものと思われる。

13 + 14接合

η 合
プ損傷凶 〈 ρ148I-… 
dO8;111…- 。 5cm 

第235図 第30ブロック出土遺物実測図 (3)
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第31ブロック (第236~238図 1 ~18、写真図版39、 40、第31 、 69表)

分布 石器は、 8F-47~8F-48グリッドを中心にややまとまりながら東西に長く分布してい

る。垂直分布は、町層~Vll層を主体としてまとまっている。平面は、南北 5m、東西12m'まどの範囲にや

や広く分布している。
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第236図 第31ブロック出土状況図 (scale1/100) 

石材 チャート 2点、安山岩4点、砂岩 1点、流紋岩 1点、凝灰岩 5点、メノウ 1点、黒曜石15

点で構成される。黒曜石が主体のブロックである。

器種 模形石器 3点、ナイフ形石器 2点、台形石器 1点、 R・剥片 1点、 U ・剥片 2点、石核 5

点、剥片10点、砕片 3点、喋 2点の合計29点で構成される。小形の剥片石器が点数の割りに多く見られる

ブロックである。

ナイフ形石器(第237図 1、 2) 1は黒曜石のナイフ形石器である。左側側縁部分から基部にかけて調

整が施されている。先端方向にかけては欠損しているのでわからない。 2は黒曜石のナイフ形石器である。

左側側縁部分から基部にかけて調整が施されている。

台形石器(第237図 6) 6は黒曜石の台形石器である。基部を中心に調整が施されている。

模形石器(第237図3、 5、11) 3は黒曜石の模形石器である。上下両端に打撃による剥離が見られる。

5は黒曜石の模形石器である。細長い剥片の上下両端に打撃による剥離が見られる。 11は黒曜石の模形石
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第238図 第31ブロック出土遺物実測図 (2)

器である。上下両端に打撃による小剥離が見られる。

17+ 18接合

。

R.剥片(第237図 4) 4は黒曜石のR ・剥片である。剥片の片側に調整が施されている。

5cm 

u.剥片(第237図 7、 8) 7は黒曜石のU ・剥片である。右側側縁部分に細かな刃こぼれが見られる。

8は黒曜石のU ・剥片である。左側側縁部分に細かな刃こぼれが見られる。

石核(第237、238図 9、10、13、15、16) 9は凝灰岩の石核である。厚みのある大形剥片を素材として
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先端部側から剥離している。 10は安山岩Aの石核である。礁の主に片面の両側よりの剥離で剥片を剥いで、

いる。もう一面は周辺部分から数回剥離を行っているが、中程は喋面が残っている。 13はチャートの石核

である。上方向からの大きな剥離と下方向からの小さな剥離で構成されている。 15は安山岩の石核である。

確認調査時に当該ブロック付近で出土した資料である。正確な出土地点及びレベル等は不明である。礁の

である。石核素材とするためこ片側周辺部分から剥離している石核である。 16はチャートの原石(石核)

のブロックに持ち込まれたものと思われるが、使用された形跡はうかがわれない。

剥片(第237図12、14)12は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面と喋面とで構成

されている。 14は凝灰岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面で構成されている。

接合資料(第238図17~18) 17~18は凝灰岩の接合資料である。両者とも背面に喋面があるもので、同

時に剥離された可能性のある剥片である。

(第239~240図 1 ~ 7、写真図版40、第32、70表)第32ブロック

9E-92~9F-01グリッドを中心にややまとまりながら北東から南西に長く分石器は、布分

W層~四層を主体としてまとまっている。平面は、南北 5m、東西 6mほどの

範囲にやや広く分布している。

布している。垂直分布は、
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石 材 ホルンフェルス 1点、流紋岩 1点、珪質頁岩 2点、メノウ11)有、、黒曜石 1点、蛇紋岩 2点、

で構成される。メノウが主体のプロックである。

器種 磨製石斧 1点(2点接合)、模形石器 2点、台形石器 1点、石核 1点、剥片 7点、砕片 3

点、喋 1点の合計17点で構成される。

磨製石斧(第240図 1) 1は2点接合した。片面が剥がされた状態で検出された磨製石斧の一部である。
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第240図 第32ブロック出土遺物実測図
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片側周辺部分に打撃による調整が見られる。

台形石器(第240図2) 2はメノウの台形石器である。剥片の両側縁部分に細かな調整が施されている。

模形石器(第240図3、4) 3は黒曜石の模形石器である。上下両端に打撃による剥離が見られる。 4

は珪質頁岩の模形石器である。上下両端に打撃による剥離が見られる。

石核(第240図7) 7はメノウの石核である。礁の上下両面を剥離した後、多方位からの剥離を行って

いる。かなり喋面を残している。確認調査の段階でこのブロック付近から出土したもので正確な出土地点

は不明である。

剥片(第240図5、 6) 5はメノウの剥片である。背面には多方位からの剥離面が見られる。 6はメノ

ウの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面によって構成されている。

第33プロック (第241-242図 1-8、写真図版40、第33、71表)

分布 石器は、 9F -82グリッドを中心にややまとまりながら東西に長く分布している。垂直分

布は、 W層~四層を主体としてまとまっている。平面は、南北4m、東西 6mほどの範囲にやや広く分布

している。ただ、内容的に見ると以下のように 3時期に分かれる可能性がある。細石刃と黒曜石の砕片の

E層中の時期、珪質頁岩の石刃の羽層下部の

時期、砂岩系の石材を主体とした四層の時期

である。
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側 m ー ー 第241図 第33ブロック出土状況図 (scale1/100) 一一羽田m

石材 チャート 1点、砂岩 8点、珪質頁岩 1点、黒曜石 2点で構成される。砂岩が主体のプロッ

クである。
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気込

細石刃 1点、石刃 1点、剥片10点の合計12点で構成される。剥片主体のブロックである。
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細石刃(第242図 3) 3は黒曜石の細石刃である。ただしこのブロック全体の時期から考えると当然新

しい時期に比定されるべき資料ではあるが、レベル等から考えて明確に分けられない。この資料そのもの

が偶然の所産である可能性も高い。

石刃(第242図 1) 1は珪質頁岩の石刃である。両側縁辺部分には細かな刃こぼれが見られる。ブロッ

クの中心からやや離れた位置から見つかっている。

剥片(第242図 2、 4-8) 2は砂岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面と喋面によっ

て構成される。 4は砂岩の剥片である。背面は主剥離面に対して左方向からの剥離で構成されている。 5

は砂岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面で構成されている。 6は砂岩の剥片である。

背面には複数回中程から周辺部分に剥離した跡が見られる。 7は砂岩の剥片である。背面は主剥離面と同

方向からの剥離 2面と左方向からの剥離 1面及び喋面とで構成されている。 8は砂岩の剥片である。背面

は主剥離面と同方向の剥離 1面と喋とで構成されている。

このブロックでは時期的に明らかに異なると思われる細石刃の資料が見られる。 rn層中の遺物の可能性

が高く、ブロック全体の一連のものとは思われない。

第34ブロック(第243-268図 1-124、写真図版40-45、第34、72表)

分布 石器は、 7G-00-7G-01グリッドを中心に密度の濃い状態で東西に長く分布している。

垂直分布は、 E層-VI層を主体としてまとまっている。平面は、南北 8m、東西12m'まどの範囲に広く分

布している。

石材 チャート 16点、ホルンフェルス151点、安山岩60点、砂岩16点、流紋岩11点、凝灰岩 5点、

珪質頁岩 6点、黒曜石 1点、珪化木 2点、石灰岩 1点、石英斑岩 8点で構成される。ホルンフェルスが主

体のブロックである。

器種 ナイフ形石器 7点、台形石器 5点、模形石器 2点、掻器4点、削器4点、 R・剥片13点、

石核19点、剥片139点、砕片19点、台石 1点、磨石10点、喋 8点で構成される。ナイフ形石器、削器、掻

器などの小形の石器の多いのが特徴のブロックである。

ナイフ形石器(第250図 1-7) 1はホルンフェルスのナイフ形石器である。刃部を除いた縁辺部分を

丁寧に調整している。 2はホルンフェルスのナイフ形石器である。基部から片側側縁部分にわたって調整

が施されている。 3はホルンフェルスのナイフ形石器である。基部調整のみが施されている。 4はホルン

フェルスのナイフ形石器である。刃部を除いた縁辺部分を丁寧に調整している。 5はホルンフェルスのナ

イフ形石器である。先端部分は欠損しているものの両側縁部分に調整を行っている。 6は珪質頁岩のナイ

フ形石器である。先端部分は欠損しているものの両側縁部分に調整を行っている。 7はホルンフェルスの

ナイフ形石器である。先端部分は半分近く欠損している。片側側縁部分に丁寧な調整が施されている。

台形石器(第250図 8-12) 8は安山岩Bの台形石器である。背面はほぼ喋面で覆われている。基部か

ら片側側縁部分に調整が施されている。 9はホルンフェルスの台形石器である。基部を中心に調整が施さ

れている。 10はホルンフェルスの台形石器である。両側縁部分に調整が施されている。 11はホルンフェル

スの台形石器である。両側縁を中心に調整が施されている。 12はホルンフェルスの台形石器である。片側

縁辺部分に調整が施されている。

模形石器(第251、263図20、103)20は安山岩Bの模形石器である。 120の資料と接合する。背面はほぼ
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礁面である。 103は安山岩Aの模形石器である。円蝶を使用している。

掻器(第250、 251図13~16) 13はホルンフェルスの掻器である。背面はほぼ喋面で、覆われている。片側

側縁部分に丁寧な調整が施されている。 14は珪質頁岩の掻器である。いわゆる円形掻器と呼ばれるもので

ある。周辺部分は丁寧に仕上げられている。 15は珪質頁岩の掻器である。剥片の先端部分を中心に調整を

施している。 16は安山岩Aの掻器である。背面が喋面で覆われている剥片の両側縁部分を中心に丁寧に調

整されている。

削器(第251、257図17、18、21、57)17はホルンフェルスの削器である。先端部分に調整を施しである。

18は珪化木の削器である。左側側縁部分に調整が施されている。 21はホルンフェルスの削器である。左側
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側縁部分に調整が施されている。 57は凝灰岩の削器である。厚みのある縦長の剥片の片側縁辺部分に大き

な剥離で調整されている。

R'剥片(第251-253、257、260、262図19、22-26、28、34、59、80、98)19はホルンフェルスの

R'剥片である。先端部から右側縁部分に調整が見られる。 22はホルンフェルスのR・剥片である。右側

縁部分に調整が施されている。 23はホルンフェルスのR・剥片である。先端部分に調整が施されている。

24はチャートのR・剥片である。右側縁部分に調整が施されている。 25はホルンフェルスのR・剥片であ

る。右側縁部分に調整が施されている。 26は安山岩のR・剥片である。右側側縁部分に調整が施されてい
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る。 28は安山岩AのR・剥片である。先端部分の左側に調整が見られる。 34はホルンフェルスのR・剥片

である。右側側縁部分に調整が施されている。 59はホルンフェルスのR・剥片である。先端部分に近い縁

辺部分に調整が施されている。 80はホルンフェルスのR ・剥片である。左側側縁部分に調整が施されてい

る。 98は凝灰岩のR ・剥片である。縁辺部分に大きな剥離で調整されている。
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U・剥片(第252図27、29-31)27はホルンフェルスのU・剥片である。先端部分に細かな刃こぼれが

見られる。 29は凝灰岩のU・剥片である。先端部分から右側側縁部分にかけて刃こぼれが見られる。 30は

珪質頁岩のU ・剥片である。両側縁部分には細かな刃こぼれが見られる。 31はホルンフェルスのU ・剥片

である。先端部分から左側縁部分に細かな刃こぼれが見られる。
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磨石(第256、266図52、122)52は砂岩の磨石である。喋の中程が残っている。表裏とも磨痕が見られ

る。 122は安山岩の磨石である。丸みのある蝶全面に磨痕が見られる。

蔽石(第265図117)117は砂岩の蔽石である。縁辺部分の一角に打撃痕が見られる。

台石(第267図123)123は安山岩の台石である。礁にの中央部に打撃による窪みが認められる。

石核(第253-257、260-261図33、41-51、53、55、79、86、88)33は砂岩の石核である。大形剥片を
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再利用している。 41はホルンフェルスの石核である。主剥離面を打面として剥離を行っている。 42はホル

ンフェルスの石核である。大形の剥片を素材として周辺部分から剥離している。一部喋面を残している。

43はホルンフェルスの石核である。当初の剥離面を打面として剥離を行っている。片面はほぼ喋面を残し

ている。 44はチャートの石核である。より小さな剥片を剥ぎ取っていたものと思われる。 45はホルンフェ

ルスの石核である。多方位から小さな剥片を剥ぎ取っていたものと思われる。 46はホルンフェルスの石核

である。大形の剥片を再利用し、任意の方向から剥離していたと思われる。 47はホルンフェルスの石核で

ある。大形剥片を素材にして縁辺部分から剥片剥離をしている。一部に喋面を残している。 48は安山岩A
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の石核である。小円礁を素材にして小さな剥片を剥ぎ取ったものと思われる。 49はホルンフェルスの石核

である。大形剥片を素材とした石核で、主剥離面を打面として剥片剥離を行っている。 50はホルンフェル

スの石核である。周辺部分から比較的大きな剥片を剥離したことがわかる。 51は安山岩の石核である。表

裏とも周辺部分から剥離している。 53はホルンフェルスの石核である。大形な剥片を素材として周辺部分

より数回剥離している。 55はホルンフェルスの石核である。比較的小さな剥片を同じ方向から何枚かづっ
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剥離している。 79はホルンフェルスの石核である。大形剥片を素材として打面側を中心に剥離している。
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86は安山岩Aの原石である。石核素材としてこのブロックに持ち込まれたものと思われる。 88は安山岩A

の石核である。比較的小さな礁の両面の周辺から小さな剥片を剥いでいる。

剥片(第252~253、 257~263図32、 35~40、 54、 56、 58、 60~78、 81~85、 87、 89~97、 99~102、 104~108)

32はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左方向の剥離 2面で構成され

る。 35はホルンフェルスの縦長の剥片である。任意の方向から剥離された剥片とは思えない程、整った形

態をしている。 36はホルンフェルスの剥片である。背面には多方位からの剥離面が見られる。 37はホルン

フェルスの剥片である。背面は横方向からの剥離面もみられる。 38は砂岩の剥片である。背面は主剥離面

と逆方向の剥離 1面と右方向からの剥離 1面、及び喋面で構成される。 39はホルンフェルスの剥片である。

背面は主剥離面と同方向の剥離 3面と逆方向の剥離 2面で構成されている。 40はホルンフェルスの剥片で

ある。背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面で構成されている。 54はホルンフェルスの剥片である。背

面は主剥離面と同方向の剥離 3面で構成されている。 56はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面

と同方向の剥離 5~6 面で構成されている。 58はホルンフェルスの縦長の剥片である。背面は主剥離面と

同方向の剥離 3面で構成されている。 60は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と

喋面とで構成されている。 61はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面に対して右方向の剥離で構

成されている。 62はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面に対して左右両方向からの剥離面で構

成されている。 63はホルンフェルスの剥片である。背面は多方位からの剥離面が見られる。 64はホルンフ

ェルスの剥片である。背面は主剥離面に対して左右からの剥離面で構成されている。 65はホルンフェルス

の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面で構成されている。 66はホルンフェルスの剥片である。

背面は喋面で覆われている。 67はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と右

方向の剥離 1面で構成されている。 68はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3

面で構成されている。 69はホルンフェルスの剥片である。比較的小さな剥片である。背面は主剥離面と同

方向の剥離 1面である。 70はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左から

の剥離 1面、右側からの剥離 2面で構成されている。 71はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面

と同方向の剥離 3面で構成されている。 72は凝灰岩の剥片である。背面は、主剥離面と同方向の剥離 3面

と喋面とで構成されている。 73は安山岩Aの剥片である。背面は、主剥離面と同方向の剥離 2面と喋面で

構成されている。 74はホルンフェルスの剥片である。背面は、主剥離面と同方向の剥離 2面で構成されて

いる。 75はホルンフェルスの剥片である。背面は、主剥離面と同方向の剥離 1面と左右の方向から各 1面

とで構成されている。 76はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と右からの

剥離 1面とで構成されている。 77は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面と喋面で

構成されている。 78はチャートの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面で構成されている。 81

はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と右方向の剥離 1面、逆方向からの

剥離 3面から構成されている。 82はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面と

喋面とで構成されている。 83はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と逆方向の剥離面 1面であ

る。 84はホルンフェルスの縦長の剥片である。背面は主剥離面に対して逆方向からの剥離 1面と磯面とで

構成されている。 85はホルンフェルスの剥片である。 87はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面

と同方向の剥離 3面で構成されている。 89はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥

離1面である。 90はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 4面で構成される。 91
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はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面、左方向の剥離 1面及び喋面とで構

成されている。 92はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左方向の剥離 1

面とで構成されている。 93はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左から

の剥離 3面とで構成されている。 94はホルンフェルスの剥片である。横長の剥片である。背面は主剥離面

と同方向の剥離 2面と右方向からの剥離 1面で構成されている。 95はホルンフェルスの剥片である。背面

は牒面で覆われている。 96はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面で構成さ

れている。 97はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 4~5 面で構成されている。

99はホルンフェルスの大形の剥片である。石の摂理面が大きく剥離に関与している剥片である。 100は珪

化木の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面である。 10Uま安山岩の剥片である。背面は主剥
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第34ブロック出土遺物実測図(18)
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離面と同方向の剥離 1面と喋面とで構成されている。 102はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離

面に対して右側からの剥離 1面である。 104はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の

剥離 1面と左からの剥離 1面で構成されている。 105は凝灰岩の剥片である。背面は主剥離面に対して右

側からの剥離 2面で構成されている。 106はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥

離 1面と左側からの剥離 3面で構成されている。 107はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面に

対して逆方向からの剥離 2面で構成されている。 108はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と

同方向の剥離 3面と喋面とで構成されている。 109はホルンフェルスの剥片である。背面は主剥離面と同

方向の剥離 1面である。 110は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左右からの

剥離 1面づつで構成されている。

接合資料(第263~266、 268図111 、 112、 113~114、 115、 116、 118、 119、 120~121 、 124) 111はチャ

ートの喋の接合資料である。剥片剥離して分割されたとは考えられない。 112は安山岩Bの接合資料であ

る。礁を荒割して石核素材として活用していったのかもしれない。 113~114はホルンフェルスの接合資料

である。接合状況から剥片剥離時に割れたものと思われる。 115は安山岩の喋の接合資料である。 116は流

紋岩の礁の接合資料である。 118は石英斑岩の礁の接合資料である。やや赤化しているかもしれない。 119

は安山岩の礁の接合資料である。 120~121はホルンフェルスの接合資料である。ともに縦長の剥片である

が、接合状況から反対方向からの剥離で作出されたものと思われる。 124は珪質頁岩の剥片で、⑫-6ブ

ロックの剥片と接合する。第34ブロックの石器群のなかで南側の 2つの環状ブロック群と時期的に同じ時

期のものがあることは、微妙な問題を投げかけている。
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ζ 二〉 124 7G -12 -0002 
⑫-6ブロック 7G-93-0018 

124+⑫-6ブロック接合

。 5cm 

第268図 第34ブロック出土遺物実測図(19)
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第35ブロック (第269~271図 1~9 、写真図版45、第35、 73表)

分布 石器は、 9E -43~ 9 E -44グリッドを中心にややまとまりながら分布している。垂直分

布は、町層~W層を主体としてまとまっている。平面は、南北 3m、東西 2mほどの範囲に分布している。
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石材

である。

器種

第269図 第35ブロック出土状況図 (sca!e 1/100) 

珪質頁岩20点で構成される。乳灰白色の珪質頁岩のみの単独の石材で構成されるブロック

R.剥片 1点、石核 6点、剥片12点、砕片 1点の合計20点で構成される。単独の石材で剥

片剥離が行われたことを示しているブロックである。

R.剥片(第270図4) 4は珪質頁岩のR・剥片である。片側縁辺部分に比較的丁寧な調整が行われて

いる。

石核(第270、 271図 1~3 、 6 、 8) 1は珪質頁岩の石核である。任意の方向から剥離したことがわか

る資料である。 2は珪質頁岩の石核である。小さな剥片を任意の方向から剥離したことがわかる資料であ

る。 3は珪質頁岩の石核である。 a及びbは剥片剥離している段階で打割されたものと思われる。 6は珪

質頁岩の石核である。比較的厚みのある礁の周辺部分から剥離している。 8は珪質頁岩の石核である。一
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応剥離面を打面としてしようしているものの大部分は任意の方向から剥離作業を行っている。

剥片(第270、271図5、7、9) 5は珪質頁岩の剥片である。背面はほぼ礁面で覆われている。 7は珪

質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と摂理面とで構成される。 9は珪質頁岩の剥片

であるO 背面は主剥離面と同方向の複数の剥離面で構成されている。
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第270図 第35ブロック出土遺物実測図 (1)
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第271図 第35ブロック出土遺物実測図 (2)
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第36ブロック (第272-275図 1-15、写真図版45、第36、74表)

分布 石器は、 9E-44グリッドの南を中心にまとまりながら分布している。垂直分布は、町層

~四層を主体としてまとまっている。平面は、南北 3m、東西 3mほどの範囲に分布している。
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第272図 第36ブロック出土状況図 (scale 1/100) 

石材 安山岩 5点、砂岩 1点、珪質頁岩15点で構成される。珪質頁岩が主体のブロックである。

器 種 R・剥片 2点、 U・剥片 1点、石核 4点、剥片11点、砕片 2点、敵石 1点の合計21点で構

成される。 35プロック同様に珪質頁岩の剥片剥離が主体的に行われていたことを示しているプロックであ

る。

R.剥片(第273図 2、 3) 2は珪質頁岩のR・剥片である。左側縁部分に調整が見られる。確認調査

時に検出された資料で、正確な出土地点については不明である。 3は珪質頁岩のR ・剥片である。横長の

剥片で、先端部分の右側部分に調整が見られる。

u.剥片(第273図 1) 1は珪質頁岩のU ・剥片である。横広の剥片の先端部分に細かな刃こぼれが見

られる。
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石核(第273、274図7、10、11) 7は珪質頁岩の石核である。剥離面を打面にして上方向からの剥離を

主体にして剥片剥離を進めている。 10は珪質頁岩の石核である。多方位からの剥離痕が見られる。 11は珪

質頁岩の石核である。主剥離面を打面にして小さな剥片を剥離している。

蔽石(第274図12)12は砂岩の蔽石である。先端部分に打撃痕が集中して見られる。

剥片(第273、274図4-6、8、9) 4は珪質頁岩の剥片である。背面は多方位からの剥離面によって

構成されている。 5は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面で構成されている。 6

は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 3面と逆方向の剥離 1面とで構成されている 0

8は安山岩Aの剥片である。主剥離面に対して右側からの剥離面で構成されている。 9は珪質頁岩の剥片

である。やや分厚い剥片で剥離した後、石核にしようとした形跡がうかがわれる。

接合資料(第275図13-15)13-15は安山岩Aの接合資料である。 13は石核、 14、15は剥片である。接

合状況から剥片剥離の状況が理解できる資料である。

13 9E-44-0020 

云嘉三?
--14 9E-44-0025 

~-~~ 
〈ご〉

く二ご〉 15 9E-44-ω21 

13+ 14+ 15接合

。 5cm 

第275図 第36ブロック出土遺物実測図 (3)
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第37ブロック (第276-278図 1-15、写真図版46、第37、75表)

分布 石器は、 9E -45グリッド付近に非常にまとまって分布している。垂直分布は、町層~四

層を主体としてまとまっている。平面は、南北 2m、東西 2mほどの範囲に集中して分布している。

③九 祖 母3RE35針。 九 36 E3 ④ 

bFba叫 C~ ~!' (J国??G
Q) 2 埼 14
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事寧q伊3 一_---二戸.-- - 二 二 二 ----二---二

とご〉斗 l日5 
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d-qb十
c:::;;) 22 I 9E -45 九55 喝VVJf雪簿守
ζ 二プ てここ) J 

司司長早々 111m
〈三~ 12 .~.~~ 
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， ， 

〈ここ>- 11 必~!l
。u. JiJ円、 R・JiJJ¥
・剥J¥

・6宇J¥
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マクサピ形イI6:iくと，. 3 

4むG轡
凡例

41∞m 一一一 41.00m 
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.0・.2・ψ-s.
一一一 40.50m.、，

40∞m 一一一 一一一 40.00m

39.50m 一一一一 一一-39.50m 

第276図 第37ブロック出土状況図 (scale 1/100) 

石材 安山岩 3点、凝灰岩 2点、珪質頁岩24点で構成される。珪質頁岩が主体のブロックである。

器種 模形石器 1点、 R ・剥片 3点、石核 2点、剥片山点、砕片 4点の合計29点で構成される。

35、36ブロック同様に珪質頁岩の剥片剥離が主体的に行われていたことを示しているブロックである。

R.剥片(第277図7、 8) 7は珪質頁岩のR・剥片である。右側側縁部分に調整による剥離が見られ

る。 8は珪質頁岩のR.剥片である。右側先端部分に近い縁辺部分に細かな調整が施されている。

模形石器(第277図2) 2は凝灰岩の模形石器である。上下に打撃による剥離面が見られる。
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第277図 第37ブロック出土遺物実測図 (1)
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第278図 第37ブロック出土遺物実測図 (2)
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石核(第277図 5) 5は珪質頁岩の石核である。多方位からの剥離面が残されている。

剥片(第277、 278図 1 、 3 、 4 、 6 、 9~11 、 14) 1は珪質頁岩の剥片である。背面はほぼ喋面で覆わ

れている。 3は凝灰岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面と左方向の剥離 1面とで構成さ

れている。 4は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面で構成されている。 6は珪質

頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離面 2面と左方向の剥離 1面とで構成されている。 9は

珪質頁岩の剥片である。多方位からの剥離が認められる。 10は珪質頁岩の剥片である。背面は多方位の剥

離面が認められる。 11は安山岩Aの剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 1面で構成されている。

14は珪質頁岩の剥片である。背面は主剥離面と同方向の剥離 2面と左側からの剥離 1面で構成されている。

15は珪質頁岩の剥片である。背面は多方位の剥離面で構成されている。

接合資料(第277、278図9、12、13)珪質頁岩の接合資料である。 13は石核である。 9及び12は剥片で

ある。打面転移しながら剥離をしていたことがわかる資料である。

第34~36ブロックでは珪質頁岩を主体とした共通な剥片剥離の存在が認められる。

第38ブロック (第279、280図2、写真図版46、第38、76表)

分布 石器は、 11D-Ol~l1 D -02グリッド付近に 3点まとまって分布している。垂直分布は、

町層~四層を主体としてまとまっている。

石材 ホルンフェルス 1点、砂岩 1点、珪質頁岩 1点で構成される。

器種 融石 1点、剥片 1点、喋 1点の合計3点で構成される。

敵石(第280図 2) 2は砂岩の敵石である。両端及び若干の縁辺部分に打撃痕が見られる。

点数が少ないため、具体的なブロックの構造は不明で、ある。

④ 
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第279図 第38ブロック出土状況図 Cscale 1/100) 
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第280図 第38ブロック及び単独出土遺物実測図

ブロック外の石器について(第280図 1、3、写真図版46、第38表)

5cm 

1は珪質頁岩のナイフ形石器である。両側縁を丁寧に調整しである小形のナイフ形石器である。

3は珪質頁岩に石刃である。側縁部分には細かな刃こぼれが見られる。

観察表について

1.挿図番号 実測図として掲載した遺物の通し番号。この番号は遺物の出土平面図と写真図版の番号に

一致する。実測図として報告できなかったものについては、取り上げ番号順に、以下に掲載した。

2. グリッド・遺物番号 出土したグリッドと遺物の取り上げ番号(注記番号)。

3.打面形状 Cは自然面、 Sは節理面、 Pは点状打面、 Lは線状打面、 1は平坦打面、 2以上は複剥

離打面、空欄は欠損等による打面なし・計測不可を示す。

4.背面構成 主要剥離面の剥離方向を基準として、背面を構成する剥離面の種類と数を示した。素材

を大きく変形したものは書かないが、素材の背面構成が窺われるものに関しては、観察される範囲で

書く。 cは自然面、 Sは節理面、 Hは頭部側、 Tは尾部側、 Rは背面を正面にして右方、 Lは左方、

Dは背面側、 Vは腹面側(両者は作業面調整剥片、角柱状の剥片など900 に近い剥離角をもっ剥離面

の場合)からの剥離面数を示す。

5.調整部位・折面部位 主要剥離面の剥離方向を基準として、調整部位と折断部位の位置を示した。

Hは頭部側、 Tは尾部側、 Rは背面を正面にしてRは右側、 Lは左側を示す。
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6.末端形状 Fは通常の末端(フェザーエンド)、 Hはちょうつがい状(ヒンジフラクチャー)、 Oは

アーチ状(ウートラパッセ)を示す。

7.母岩番号 石材の種類と、母岩別資料の分類を示す。石材の中で安山岩A (風化面が濃緑色で黒く光

沢のある破断面が認められるもの)と安山岩B (表面が淡灰色、いわゆるトロトロ石と呼ばれるもの)

についてはおおまかに分類した。それ以外のものは接合資料に番号に付加し、肉眼による観察を行い、

可能な限り進め、そうした事例を観察表に列挙するにとどめた。
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第 1表旧石器時代第 1ブロ yク石器観察表

挿凶
グリァド 遺物

器 橋
最大長 最え幅 最k厚 重量

打由形状番号 番号 mm mm mm E 
車 11叫166G-56 3剥1¥ 19.2 24.1 13.0 14.8 11 

6G-57 2剥1¥ 19.0 28.7 7.91 3.1 H 
第 11叫4 6G-57 31 U .剥1¥ 25.7 37.1 8.61 6.4 11 
第 I1叫3 6G-57 41U 訓1¥ 27.6 22.2 6.1 3.2 日
事 11刈l 6G-57 51fr形イI器 33.1 18.0 5.91 3.8 

6G.57 61 ~前IJ Ji 12.3 23.2 5.01 1.7 3 
6G.57 7砕片 [2.4 10.7 3.11 0.5 
6G-57 8訓1¥ 21.9 26.1 5.01 2.8 H 
6G.57 9剥1¥ 15.1 25.7 8.21 3.0 C 
6G.57 10傑 12.0 7.71 5.0 0.6 
6G.57 [[掛IJn 21.7 14.5 4.71 0.8 11 
6G.57 12傑 26.6 百1.8 8.81 7.6 
6G.57 131.tl¥ 9.61 3.2 1.91 0.1 
6G.57 11 I <iJI¥ 28.0 26.8 4.91 3.1 II 
6G.57 15砕1¥ 6.11 9.4 2.91 0.1 
6(;.57 16剥1¥ 18.2 25.1 6.01 2.7 じ
6(~57 17剥円 20.3 15.1 4.2 1.2 H 

第 11Xl156G-57 18訓円 18.5 31.8 5.21 3.-1 11 
6G-57 1911tl¥ 12.6 13.1 3.31 0.5 
6G-57 20剥1¥ 15.1 10.3 5.41 0.6 11 
6G-57 21傑 32.0 25.7 11.0 14.1 

第 l同 6 6G-57 22イ1核 31.2 32.9 312 39.6 
第 l似l討 6G-57 23剥1¥ 51.7 41.8 10.1 25.1 ι 

出;-66 la剥1¥ 34.2 56.0 13.2 22.1 11 
6G-66 Ib剥円 20.7 14.1 8.71 2.8 
6G-66 2剥1¥ 27.1 15.1 10.1 3.7 

革 l同126Gる6 3訓1¥ 27.3 48.9 12.1 16.4 H 
6G-66 4訓1¥ 20.2 17.6 5.41 2.1 H 

革 1同9 6G-66 5剥1¥ 31.9 28.2 14.8 11.2 11 

串 l同II6守-67 2訓1¥ 33.6 26.4 8.91 6.8 仁

事 l凶146G.67 4剥1'， 43.6 15.0 19.0 11.3 ι 
6G-67 5昨日 12.8 12.9 5.31 0.7 

革 1似15 6G-67 6剥1¥ 23.6 31.8 10.8 6.7 P 
事 1同2 6G-67 71fr眠れ器 32.8 23.6 8.1 5.7 
第 l凶[76G-67 8剥1¥ 44.2 23.2 10.3 15.4 C 

6G-67 9剥1¥ 26.7 25.0 4.81 3.0 じ

6G-67 II剥1¥ 33.3 10.1 13.2 3.6 2 
6(;-67 12傑 35.2 21.8 10.2 9.8 
6G-67 1311争1¥ 13.5 13.8 3.41 0.5 

車 lμ1186G-67 14剥1¥ 29.4 20.6 9.61 6.4 日

事 1同186G-67 15剥1'， 28.4 17.2 9.11 5.1 
第 l似1136G-67 16剥1¥ 24.2 31.2 9.81 7.7 H 

6G-67 17剥1¥ 2ふ9 27.1 10.4 5.1 2 
6G-67 18昨1¥ 11.3 8.51 2.4 0.2 
6G-67 1911干1¥ 10.61 10.4 3.81 0.2 
6G.67 ヨ)磯 12.21 6.1 6.41 0.4 

事 1同 7 6G.67 221-'1耐IJJ'I 37.8 26.8 14.8 10.8 L 

6G.76 21-'1削IJn 22.8 16.21 3.7 Ll P 
6G-76 31 <ill¥ 12.2 15.91 3.3 0.6 じ

6G-76 41.耐Ij}i 21.1 2R5 5.01 2.6 じ

6G.76 5砕1¥ 10.0 14.9 9.81 0.6 
6G.76 6剥1¥ 19.1 11.0 4.8 l主 じ

第2表 旧 石 器時代第2ブロック石器観察表

第3表 旧 石 器時代第 37ロッヲ石器観察表

挿番 号凶 グリッド 遺番物号 器種
最大長 最m大m幅I最k厚 重量

打面形状
mm mm g 

7G-61 2蝶 36.0 21.5 5.5 5.5 

事191叫3 7G.70 2模形<1器 48.8 34.2 14.2 31.4 

第22凶157G-70 3剥片 17.2 32.2 6.3 4.3 

事23同207G-70 4剥1¥ 20.8 32.2 7.2 5.4 C 

事20凶9 7G-70 5構形1i器 51.8 31.2 17.8 25.9 

事21同227G-70 6隈形u器 35.8 18.0 27.2 22.1 
草加問II7G-70 7模形ii器 29.7 38.8 9.7 10.8 

事21阿217G.70 8模形イ1器 44.2 34.0 19.3 34.0 

7G.70 9磯 13.0 10.0 8.8 1.3 

第四l刈2 7G.70 lOa 模形f>器 43.8 29.3 15.9 27.i 
7G-70 IOb 剥片 31.5 18.0 10.5 5.3 H 

第19t叫4 7G-70 II模酔イi器 19.4 14.3 1.4 1.6 

7G-70 12 剥慎1¥ 19.0 19.7 2.9 1.2 

事191刈l 7G-70 13 眠li器 19.4 13.I 6.0 1.8 

第2l1xll27G-70 14 イI干主 68.4 26.3 27.8 66.5 

第2'2同187G.70 15訂核 20.1 22.8 20.7 9.1 

事221'1l77G.70 1611.核 36.4 41.8 13.2 26.1 
車20凶107G-70 17襖形ii器 49.6 33.3 13.2 21.7 

第22凶167G-71 2剥円 15.1 21.8 9.2 10.5 仁

第22喝197G-71 3イl桔 20.8 28.8 18.7 25.6 
第231ヌ:1237G-71 4棋tfHi器 23.2 17.3 14.2 8.5 

革191'対:16 7G.8Q 21 R・4耐IJJ'I 48.5 :35.8 11.2 15.4 II 

7G-80 3剥1¥ 18.1 22.3 5.5 2.3 II 

革22同117G-80 41 (if主 25.4 41.3 46.3 80.2 
7G-80 5砕1¥ 7.81 12.0 3.6 0.3 

7G-80 6剥!¥ 18.7 17.8 6.7 1.9 H 

第191'叫7 7G-80 7剥1¥ 35.1 30.4 13.2 13.8 II 

革 19~婿 5 7G-80 81 R・剥1¥ 18.2 17.2 4.2 1.7 

第201渇8 7G-80 91 iil主 68.2 44.3 13.8 49.5 

第21凶137G-81 2剥1¥ 61.7 25.2 22.2 39.7 じ

頭部
1'f1白1構成 調整

折副部j，) 末端 f主計番号
CISIHITIRIL口 V 部j:i。3 F 宮山'f;-r¥ 

。 帥'l;'2 。。2 B ド チ吋ート l。3 R.B ド チャート l
官山町;¥。2 1 12 F 砂'f，¥2 

ltT'fi ::1 
o 10 H 砂{'}3 

C ド砂(';-3 
iJa粧'f;'。I 砂{';-1
チャー卜
チャート l。 'iirlr'f;' A 
ホル/ブェルス l

f、六J チャート

o 五rll'f;-A 
2 1 2 III 砂'f;-2 

'!i!11 (';. _.¥ 
C F 宮山'f;B 

チャート

宮山'f;B 。 /，1..'山山 B

ド ホルシブェルス l
ド ホルシ 7J. Jyス l

:n 112 I S 宮山'f;'H。 H ホルンフェルス l。 ド ホルシ 7~ ルス l。2 討砂'{;.1 

。 ド ホルシフェルス l。 F チャート I
時間(('f;。3 。'"山抗日
U.'IJli':ヘ。 F I.tどrJj('}A。 '&，'IJJ'liB 

III F ホJレシフェルス 2

流絞れ
チャート l

C 2 チャト 1。 チャート l。 F ホルン 7ェルス 2

2 s 1'b_'IIJ'{;' B 
'久lll'f}H 
流紋(';-
チャ←卜
官山:;;.B 

c 、i 1 F I;j-;Jy;"--7ェルス 1

2 ド ホルシ 7ェルス 1
ぐl F l'証b'('f;-

J量J1('(;-
F チャート

頭部
1f的I構成 調整

折而部位 末端 母別番号
仁 SIIlITIRILIIlIV 部位

H'IUii: 

砂(，。3 F 官山 '{;'A1 。 チャート 2
砂町 4
チャート 3

vT'fi 4 
チャート 2
H質i{i':'
チャト
ホ ル ン フ ェ ル ス

チャート

21 1 宮山'f;A
チャート

曜版{'{1 
メノウ l

経!火'f;'2 
砂{'}4 

。 F 凝版'f;'2 
メノウ l
チヤ←卜 3

012 II F 官山{{̂
012 F 五1!J'{;':¥

4ど山'{;./¥ 1 
4ど山1';B 。 l II 砂(';-

012 お 輔!火山
1 。砂{i

チャート

誕版'{;.1 

301 十

接 合資料 備考 層位

X 1同

X 1肘
X I1凶
X [ 1M 
X 1同
X [凶
x [同
x [同
X 1刷
X [肘
X [肘
X [同
x [嗣ト
X [ 肘
X同
X 1肘
X 1 ，~ 

XI'時
X同
X肘
X肘

X肘
配層

X肘
X同
X肘
X肘

X肘
X [尉
目肘

民同
医同

XX 肘肘

X肘

X同
X 1肘

6G.67-15と接 A
XX 崩肘

6(;.67-14と掠什
X肘
X肘

XX 肘回

XIMI 
X崩

X ，~ 
X肘
X肘
X同
X肘

接合資料

接合資料 備革 層位

X回

X国

14との姥{1- XIM 
21との接{t X嗣
10十 IIとの撞合 E回
23との接什 1惜
9 + 10との接什 E惜
20との提(t E国

E嗣
X肘
X層
X榊
n可
X梢

13との接介 X同
19との接合 X崩

16との接什 X回
9 + 11との接合 X憎

17との接什 X肘
18との接{i lX刷
22 との-t~{;- X肘

1同
回同

15との接(f E同
X嗣
lX嗣
X同
目嗣
血同

12とのl~什 V直同

標高m

39.38il 

39.537 
39日)6

39.728 
39.544 
39.491 
39.54 [ 
39..127 
沼田0
39.495 
39.465 
39.458 
39.378 
39ヨII
39.s:lO 
39.498 
39.478 
39.595 
::19.532 
39.520 
39.526 
39.541 
39.620 

39.3.14 
39描 8
:19.762 
39.620 

39.827 
39.7削
:m.679 
39伐場

39.83ら
39.702 
39.710 
39.720 
39.595 
39.520 
39岨7

39.618 
。拍.566
39.613 
39抽 O
39.563 
39.587 
39.590 

ふ9決J5
39.304 
40.105 
40.102 
40.082 

標高m

40.268 
39.434 

40.3副
40.240 
.10.113 

標高m

40.466 

40.648 
40.6:13 
40.688 
10.715 
40.6田
40.671 
40.717 
40.677 
40.339 
40.339 
40.358 
40.:173 
40.125 
40.552 
40.615 
40.600 
40.砧8

40.468 
40.424 
40.457 

40.525 
40.740 
40.738 
40.611 
40.720 
40.577 
40.715 
40.647 

40.836 



第4表 旧 石 器 時代第4ブロック石器観察表

グリ 7ド 器種
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭部
背面構成

調部整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

事26阿216H-19 2襖形{i器 132 12.5 3.81 1.0 チャト 匝X掛層
4且734

6H-19 
34 様剥円

8.81 13_9 3.11 0.5 チャト 40.818 
事26岡226H-19 11.4 313 12.6 4.1 H 。 F ホルンフェルス X層 40.703 

軍部同206H-19 5台形h器 13.5 15.5 3.11 0.9 チャト E層 40.771 

6H-19 6剥H 15.3 13.7 4.11 0.8 H 。。2 F ホルン 7LJレス X層 40.713 

車25関 1 6H-19 7ナイフ眠{i器 36.1 19.4 5.71 53 ホルンフェルス X層 40.7曲

構串2276倒同盟17 
6H-19 8剥片 30.7 32.6 7.61 7.8 2 。2 2 F ホルンフェJレス X層 40.554 
6H-19 9棋形石器 22.6 26.4 5.91 4.4 チャート X尉 40.612 

事28岡337H-1O 
2 棋形形形44t 2器

31i2 却2 7.81 10.7 流紋ii1 34+35との接合 X尉 40.723 

草草加26凶倒1195 
7H-10 3 台模 [ 器 223 加 9 5.81 3.5 誕l1{Ii E匝層層 40.851 
7H-10 411l1!m{i器 19.8 21.9 5_71 3.5 チャート 40.8.01 

帯281'叫347H-1O 5棋形{j器 35.8 17.8 931 9.4 流紋ii1 33+35との接合 X層 40.6!抽
串261'刈187H-10 6棋形石器 21.1 19.1 5.91 2.4 チャト X層 40.670 

7H-1O 7轟片 21.1 24_4 4.1 1.9 L 。。l F ホルン 7ェJレス X層 40.695 
串2:1阿327H-1O 8剥1¥ 40.9 22.8 5.51 5.1 L 。1 F 凝版i; X層 40.625 

7H-1O 9剥1¥ 20.0 192 5.81 22 3 212 F チャート X層 4O.1i5O 
事25閃107H-1O IOHi槙 47，6 51.8 15.1 51.5 砂計 X尉 40.570 

事構22951阿喝480 7H-1O 11模形{j器 33.3 22.1 11.1 8.7 チャート 4 41 +42との接合 X尉 40.575 
7H-1O 12横形石器 18.1 12.8 5.91 1.5 チャト X層 40招3
7H-10 13剥1¥ 17.0 16.9 3.11 0.9 L 3 F チャト X同 40.621 

車却問427H-1O 
11 45 剥剥J片Ji 1 

19.0 262 4.21 1.7 L 。 211 11 チャート 4 40+41との接合 X層 40.674 
7H-1O 17.5 8.91 5.4 0.7 P 。111 F ホルン 7ェルス X屑 40.5岨
7H-1O 16剥 17.4 19.1 4.91 1.8 H 。。 11 チャート X尉 40.5田
7H-1O 17剥片 213 13.0 11.5 0.5 L 。。 F 離脱" X層 40β43 
7H-1O 18剥1¥ 192 26.1 5.41 3.0 C 。 F チャート X層 40.616 

帯2:11婿307H-1O 19箪{j 同 l 57.7 202 l盟主O 緩'*il X尉 40.535 
事29['叫417H-1O 却横形行器 36.4 45.8 19.9 27.8 チャト 4 40+42との接合 X層 40.517 
草2:1阿部 7H-1O 2111血'{i(.fi核) 43.0 32.0 17.6 30.8 

誕流版紘1YJ} 
X層 40.529 

事2:1阿277H-1O 22感 39.9 38.9 18.5 36.9 X層 40.526 
7H-1O 23剥H 193 17.3 3.81 1.0 C 。 2 ド ホルンフェJレス X層 40.512 

事251羽717H-1O 2411J耳行 (Ai筏) 19.0 13.7 6.91 2.7 メノウ X層 40.478 
車251刻7 7H-1O 25棋形訂器 22.0 9.61 6.4 1.2 {j英 X層 40.4倒】
車25同 6 7H・10 26模形{j器 22.8 8.41 5.5 1.0 チャート X層 岨'.487

7H.1O 27剥片 19.4 16.6 4.41 1.3 L 3 F ホルンフェルス X尉 40.467 

7H却 21011)1¥ 14.7 22.日 1.41 0.6 P 。 F 'Ii:山干lA 目尉 拍'.834
事26阿117H.2O 3襖形{j器 20.3 15.4 5.81 1.9 経質(ifi X尉 40.733 
事施t坦訂 7H却 4剥1¥ 加 7 22.9 5.41 2.5 C 。 F チャート 5 36+38+却との接合 目層 40.7;剖

7H-~拍 5砕)¥ 11.5 14.4 3.81 0.6 If質riii 目層 岨'.874
車28同397H.2O 6 剥，~. 31.2 21.9 7.61 6.1 C 。 311 ド チャート 5 36+37+38との接合

匝X騨層 岨7踊
7H却 7剥片 14.8 721 6.1 0.9 2 11213 F チャト 40.721 
7H.2O 8蝶 ぬ 6 12.0 7.71 1.8 流紋ii X屑 40.721 
7H却 9剥1¥ 20.0. 6.01 5.5 0.6 11 。 H チャート 匝層 40.822 

事26岡167H.2O 10模形イ:器 1.0.8 12.9 53 1.1 1士宮([ï~. 匝崩 40.807 
軍部凶127H却 11襖形{i器 22.4 20.8 4.01 1.9 ホルンフェルス E層 40.9'.17 
串2:11'喝31711却 12剥片 233 泊五 531 4.0 P 311 H チャート E層 40.71i6 
帯28阿367H.2O 13襖形{i器 24.5 31.6 12.0 13.7 チャト 5 37+38+39との接合 E層 40.凪l
車25~刈 4 7H却 141U・4聞片 23.4 14.6 6.81 2.4 2 R M F チャト X帽 40β描
事261'叫147H.2O 15襖形れ器 21.1 26.3 521 3.5 政質'H~ X桝 40.6.02 

7H.:拍 17剥)¥ 15.0 19.31 3.3 且9 C 。 F 流紋1} X屑 40.638 
草25阿 5 7H.2O 18襖形石器 19.5 27.6 5.11 3.3 チャト X同 40.684 

7H.2O 19剥)¥ 18.8 25.0 4.1 1.7 C 。 F チャト X崩 40.570 
7H.2O 初剥)¥ 15.5 18.0 3.91 1.1 C 。 砂YJ X尉 40.577 

車羽岡387H.2O 21砕1¥ 163 10.41 62 0.5 。 l 211 F チャート 5 36+37+39との接合 X尉 40$剖
串261!C1247H.:拍 22拠形{i器 39.1 35.2 152 26.9 誕1火17 X肘 40.5剖
都261刈237H却 23襖形{j器 21.8 26.8 321 2.7 チャート X尉 40剖3
車251刈3 7H.2O 24継イ1 92.5 却 6 25.8 95.2 結MI'~.ïi X肘 40.490 
事301ヌ'1357H.2O 25模形イi器 362 14.8 7.41 4.9 流紋ii1 33+34との接合 X尉 40.475 

7H.2O 26剥1¥ 21.5 初2 7.91 1.4 11 。1 F チャト X桝 40.，12 
7H.2O 2:1砕1¥ 12.7 13.8 2.21 0.5 チャト X層 40.641 

揖251叫2 7H.2O 28台形{j器 17.8 18.6 4.41 1.6 チャート X層 40田町
7H.2O 却砕)¥ 14.4 10.8 1.91 0.3 凝版ii E国 40.544 

帯261叫137H.2O 30模形イi器 32.8 17.5 7.81 3.0 チャート X層 40.540. 
7H却 31剥)¥ 21.2 242 8.91 5.6 L 。 F 安LIJfiA

XX 層層 40.495 
第四I喝姐 7H却 32模形石器 田五 38.5 15.4 40..8 骨望l 40.455 

7H.2O 33loiJ!¥ 242 15.9 9且 3.4 H 1 2 H チャト X層 40.459 
7H.2O 34砕H 10.5 14.5 1.61 0.2 'iillliiA X尉 40.447 

711-21 Z剥)¥ 18.9 112 3.71 0.6 P 。2 日チャト IV-V尉 41皿拍
事27岡沼 711-21 31ul，生 描 3 32.7 292 28.8 チャト 咽肘 40.76.0 
車251刻9 711-21 41ii桟 46.6 40.5 17.9 23.6 県昭u 国層 41.0.13 

711-21 5l>tl¥ 6.91 8.3 2.51 0.1 チャート X嗣 40.677 

都2:1同25711-31 21 ii械 553 37.2 15.8 42.1 'ii;山iiA X財 40.621 

第5表 旧 石 器 時代第5ブロッヲ石器観察表

挿図
グリッド 置鞠

器種
最大量 最大幅 最丈摩 重量

打面形状 頭部
1f曲i構 成

調部位整 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 番号 mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 
事311叫4 611-四 2襖形ii器 21.7 13.8 11.7 3.2 官IlJiiA X層 40.7剖
第剖l蝿3 611-29 3剥1¥ 37.4 32.8 631 11.0 C 。 F If宇質(iii X層 4o..6D.2 
帯剖[叫 Z 611-29 51i，妓 57.4 日)3 282 l【J4.o. 首皇民宮1 X層 40.612 

611却 6綱'1)¥ 15.7 17.8 431 1.5 L 。 3 安山I}A 四屑 41冊 6
611却 7loill¥ 12.0 19.5 3.91 0.5 L F 宮山町A X楢 40.594 

事311刈l611.29 8厳イ: 982 55.1 24.9 2曲D 流紋1; X層 40.58 

都剖I刈5 611-39 21 U・剥1¥ 24.9 34.5 9.51 7.7 H 。 1 F 11世質!(I} X層 40.573 
611-39 3砕1¥ 13.4 10.1 5.51 0.7 n質tiii X層 40.582 

611-48 21<削u¥ 21.4 113 4.31 1.0 L 311 チャート E尉 40.836 

611.49 2剥)¥ 19.2 242 3.3 1.6 じ 3 2 F In宵(ii:. 沼崩 39.657 

iH-30 2剥)¥ 242 14.1 5.81 1.7 H 3 1 チャート IX嗣 40.鋭;4

- 302 



第6表 旧 石 器時代第6ブ口 )7石器観察表

挿番 図号
遺物 最大長 最大幅 最大昭 重量 1f面構成 調整グリッド 器種 打面形状 頭 部 折面部位 末端 母告番号 接合資料 備考 層{す 標高m番号 mm mm mm E CISIIIITIRILIDIV 部位

7G-83 3剥円 25.5 18.0 4.9 1.9 2 F 詑町({('; 匝同 40.788 
7G-83 4離 42.1 35.1 9.41 19.3 流紋f;' E園 40.545 

7G-92 2蝶 16.5 15.0 14.6 3.0 チャト 匝肘 40.736 
事34阿147G-92 3イ，核 32.1 34.5 21.4 22.2 I長官貞(':2 13との接什 X同 10.“;1 
革34凶137G-92 4剥1¥ 30.7 13.3 5.51 2.6 H ド ft買tif~ 2 X嗣 40.640 
第33凶6 7G-92 5剥1¥ 49.4 34.9 11.8 11.9 C 。111 111 佐賀tif'i E肘 40.740 

7G-92 6 剥 I~ 15.5 11.5 2.1 0.4 C 。 F 官 [[[jo';-A X肘 40.495 
7G-92 7剥片 21.4 19.6 4.0 1.6 2 。 2 2 11 H 1ft間 (i?'i X肘 40.52:ち

事34D婚15，7G-93 2剥1¥ 35.1 19.6 4.01 3.9 H 。3 F I'telllii B 1 15bとの接合 配層 40.766 
事331刈4 7G-93 31 U .剥円 30.2 2号4 4.51 2.5 5 1 5 F 1ft酉(i{'i 匝嗣 40.848 
事34同15b7【~93 41 U .剥1¥ 17.3 19.8 8.61 2.5 11 。3 F 1'.立1[[(';RI 15aとの接合 X同 10砧3
第33t刈117G-93 5剥1¥ 12.7 54.8 6.81 15.6 C 。 F 1'1(山{';A 百回 40剖7
革33~刈 2 7G-93 61 U '剥1¥ 39.5 32.8 8.31 9.0 2 。 I.R ド民間((1;' E肘 40.745 

7G-93 7剥1¥ 26.5 13.5 9.51 4.5 H 112 lE質ffli 目国 10.729 
7G-93 811辛口 8.21 19.2 6.01 0.5 P 2 213 F I.'H曜イ1 X層 40.695 

事33阿8 7G-93 9剥1¥ 35.6 36.1 8.31 10.8 日 3 11 IlE買 ({1;' 配層 40.795 
7G-93 10剥1¥ 13.8 25.1 15.8 5.6 H 。111 l ドlE質 n干; X肘 40.528 

第33t喝1 7G-93 11砕1¥ 63.8 28.4 7.21 23.7 蛇紋ii X層 40.6“} 
7G-93 12剥円 13.0 10.5 1.51 0.5 H質(Hi X層 40.703 
7G-93 13剥1¥ 21.3 27.5 7.71 4.1 C 。 F 1'b:llJi;-A 配層 40.782 
7G-93 14剥片 19.5 18.0 5.81 1.6 H 。 F 宮山iiA 匝肘 40.800 

串351'刈167G-93 15剥片 36.5 21.5 6.21 4.6 仁 。 F 流紋れ2 27 (22Jプロ yク他3点との瞳A 四層 40.905 
事33凶3 7G-93 161 U '剥片 22.2 28.2 3.21 2.2 11 2 L 11 IlE質({.(';. X同 40.675 

7G-93 17剥円 27.0 22.7 5.81 2.2 H 。。 o 1ft買([{; E肘 40.849 
第34同127G-93 181 {，棋 30.0 35.3 13.2 15.9 持 l'iri(;'3 3 +123 (341プ口， 7との瞳" E同 40.744 
車33同 5 7G-93 19浦IHj 29.4 16.8 7.01 3.7 H 。 S 1'1<山干:.t¥ X崩 40.591 

7G-93 加 砕1'， 10.0 9.51 2.5 0.2 111.日記イl E層 40.726 
第33同 9 7G-93 211 .. 11¥ 29.8 16.4 3.5 1.9 P 。2 2 F ホルンフェルス 配層 40.732 

7G-93 22蝶 6.81 10.8 5.41 0.4 チャー卜 X柄 40.455 
事33閃 7 7(~93 231 U 剥H 38.2 33.6 6.21 6.6 日 。。2 1 B F 11+質(({'; 1踊 40.506 

7G-94 12剥)¥ 13.8 19.1 4.3 1.1 日 2 ホルシフェルス X尉 10.655 

7H-03 11訓IJH 22.6 23.4 5.01 2.4 H 。 F 1'<(111(î  X同 40.629 

第 7表 旧 石 器時代第 7ブロック石器観察表

挿番 図号 グリッド 遺番物号 器種
最士長 最大幅 最丈厚 重量

打面形状 頭部
1'f[fli構 成 調整

折面部位 末端 母告番号 篠合資料 備考 層i立 標高田
mm mm mm g CISIHITIRILIIlIV 部f，i'

7G-84 2剥)¥ 11.0 20.3 2.81 0.5 P 2 F 11.質({('; 1崩 40.549 

7G-84 3剥1¥ 29.0 25.4 9.1 6.8 H 。 312 。ホルン 7ェルス X層 40.495 

7G-94 
23 蝶様

43.2 38.8 3.51 33.5 砂i;' 医肘 40.826 

7G-94 23.2 18.1 8.21 5.7 チャト 庇肘 40.師3

7G-94 4蝶 24.7 21.6 8.51 7.3 砂1;' E崩 40.728 

7【~94 5蝶 37.8 29.0 5.91 20.5 流紋1;-3 媒 6との接什 E周 40.凪8

7G例 6傑 20.1 27.7 4.31 7.9 流紋ii3 蝶 5との接什 E肘 40.797 

7G-94 B7 剥礁1¥ 14.7 20.7 4.51 1.5 仁 。 5 ホルン 7ェルス X同 40β38 

7G-94 19.8 9.61 6.1 1.7 チャート E同 40.826 

事371叫4 7G-94 91 R '剥1¥ 32.1 28.3 8.11 6.5 C 211 111 B 11 佐賀([i; 配層 40.732 

7G-94 10剥1¥ 30.5 23.2 6.01 6.6 。 チャト E同 40.745 

7G-94 11剥1¥ 17.0 1.41 4.2 0.4 P ホルンフェルス E回 40剖4

7G-94 13訓1¥ 22.7 28.6 6.71 4.7 H 。 ド'久II[(';'A E回 40.822 

7G-94 14剥1¥ 15.8 6.1 3.01 1.9 H F ホルンフェルス 匝嗣 40.698 

事37凶 l 7G-95 2同部磨製イ，1手 79.3 50.8 22.9 123.0 蛇紋 {，i X回 40.678 

第37t究'12 7G-95 3肝型機(拝) 81.7 49.9 16.3 98.8 '[i山引先 X尉 40同3

7G-95 4蝶 41.6 38.3 10.7 26.0 流紋i;' X同 40掛 5

7H心4 10剥1¥ 20.1 20.3 6.71 2.4 11 。 't:llJ(';-，l. 凪崩 40.782 

7H-04 11剥1¥ 26.5 15.0 3.21 1.2 H 2 111 H.質iili 民層 40.826 

事37凶 3 7H-04 121 R 剥円 32.8 24.2 10.8 9.2 じ 。 R M  F 4ど山i:-A 民同 40.759 

711-04 13砕1¥ 14.6 10.9 2.01 0.1 ホルン 7.工'"ス X回 40.612 

革37同 5 7H心4 141i耐1]1¥ 13.1 17.2 11.9 13.3 5 H H町Wti4 10(BI +ll(!ilプ口 .7との撞A X層 40.688 

第8表 旧 石 器時代第 Bブロック石器観察表

挿番 図号 グリッド
遺物 器種

量k長 最大幅 雇k厚 重量
打面形状 頭部

?干111;1龍成 調整
折曲部位 本端 母持番号 接合資料 備考 層fす 標高m

番号 町1π1 mm mm g CISIHITIRII.IIlIV 部位

事39同 5 711-04 2謝Ij}j 43.9 27.1 8.31 8.5 2 2 S 叫質 (I('; ¥!J肘 40.9(1() 

帯391'刈7 7H-04 3訓)'， 36.4 23.1 8.61 6.7 H C H 日間(!i;' 四回 40.882 

711-04 4剥Il 19.5 31.3 7.11 3.0 11 11212 s 時間i!干; E回 40.768 

第391喝6 711-04 5剥1¥ 34.4 51.2 22.8 32.8 H 。 114 111 ド 民間 ((~n E層 40.752 

革40阿107H-04 61u枝 70.1 48.2 28.2 79.3 民間ftft1 I1 + s (7)プロプクとの推什 E同 40.749 

7H-04 7剥1¥ 22.7 29.2 6.91 4.8 H 。 ド 安山fiA E同 40.820 

7H-04 8砕1¥ 11.7 12.9 :1.31 0.3 lt質(!f;' X肘 40.6.08 

7H心4 9剥J¥ 11討 16.3 4.51 0.7 H 2 F 佐賀fC;:- X同 40.622 

7H-04 17傑 56.3 30.6 14.7 25.5 流紋{i 匝肘 40.748 

串40凶11711-04 18イ1核 57.2 33.5 15.2 17.9 ltIHiii4 10+ :3 (7)ブロ yクとの控A X嗣 40.566 

7H-05 2蝶 26.9 16.7 5.81 3.0 流紘fi IX惜 40.699 

711-14 11，削IJn 23.5 25.6 8.31 4.2 じ 。 S 民自両日; クラム

第391'刈l 7H-14 21 R・剥P¥ 31.9 47.9 12.3 11.6 2 o B 。佐賀ri{'; 匝肘 40.781 

串391刈2 7H-11 3剥Ij}¥ 53.8 36.2 10.8 22.3 11 3 111 S '/，i:山{'iヘ E同 40.783 

~，391'刈 4 7H-14 4凋1¥ 34.2 35.9 8.31 1¥1.9 2 3 F ltJHli; E惜 40.797 

第391刈持 7H-14 5剥1'， 28.3 30.3 13.2 9.7 。 1 H M 官山 (iA E同 40.790 

711-14 6剥1¥ 13.0 18.2 3.31 0.8 じ F R '!.(IJJi'i ，¥ IX嗣 40.791 

711-14 7訓1¥ 12.1 18.3 4.7 1.1 11 。 F 官山{';'i¥ 阻嗣 40.8朗

部40同 9 7H-11 N剥1¥ 36.2 13.1 H.l 3.7 じ 。 l 4 宮山 '{:A IX肘 40.R15 

7H-14 9剥1'， 21.4 30.8 3.41 2.7 じ 。 H 'i，:JII{';-A 日同 40.764 

第四同 3 711-14 lOa厳イI 48.3 35.2 14.6 34.2 i量!火山 E肘 40.803 

711-14 IOb傑 53.3 39.6 1¥1.2 33.1 i車紋{'; 民層 40.803 

711-14 Ilk 礎 17.2 30.9 12.6 22.3 流布主'{;- E嗣 40別 3
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第9表 旧 石 器 時代第9ブロッヲ石器観察表

挿凶
グリッド 遺番物号 器種

量k量 量k幅 量k厘 重量
打面形状 頭部

背由構成 調整
折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層 位 標高m

番号 mm mm mm g CISIHITIRILllllV 部位

革461叫307H-13 I剥H 21.1 42.2 7.11 9.5 。 H 緩J*~n クラム

7日一13 2剥J¥ 36.4 7.81 9.5 2.3 01011 l F 誕)1({i 阻同 40.735 
7H-13 3剥J'， 10.4 20.9 4.51 0.5 H F 佐賀rCii 目肘 40.853 
7H-13 4剥t¥ 18.1。 24.7 4.01 1.6 C 2 B 佐賀両日 E層 40.849 
7H-13 5剥J¥ 13.4 15.8 6.31 0.9 C 2 2 F チャート 配層 40.872 

串44凶177H-13 61，事l片 29.7 32.9 8.91 10.4 C 。 F チャート 6 16との接什 E肘 40.802 
事42凶7 7H-13 7イt被 29.8 36.9 14.3 13.6 まIlJf'}A E層 40.779 

7H-13 8蝶 38.2 21.9 6.21 8.4 流紋すj E屑 40.776 

第421-18 7H-13 9剥J¥ 56.3 27.5 16.3 16.9 H 01311 3 F 時質i(計 配府 40.837 
事441刈207H-13 10剥t¥ 48.8 37.2 11.1 20.8 。Z H I長質J.'ifi(i 21との接什 配府 40.852 
革461-1317H-13 1I 1 ú1~ 46.3 56.6 23.7 76.3 ji英 目肘 40.861 
首~4~柄引 7H-13 12剥J¥ 38.4 邸)，5 16.2 36.8 H ド チャト 7 23との接什 匝楢 40.792 

7H-13 131，削lJ1¥ 16.4 9.51 6.3 0.5 2 F チャート 配層 40.830 
7H-13 14紺IJH R21 16.4 5.31 0.6 P 2 lË質([~;. 目層 40.803 
7H-13 15砕J¥ 8.81 10.1 3.21 0.3 政問11f} E肘 40.832 
7H-13 16剥J¥ 20.4 23.8 11.1 6.1 L 。2 F 砂f'i 民層 40.7団
7H-13 17傑 42.4 33.9 13.1 27.5 砂f'i 目尉 40.737 

事441叫167H-13 201M主 57.9 42.4 23.1 78.3 チャート 6 17との擢什 E嗣 40.779 
711-13 21剥J¥ 25.3 14.9 4.51 1.4 2 M F H質t!f'; E層 40.541 
7H-13 22剥J¥ 9.81 19.1 5.81 1.2 P 。 111 M 4ど山(，;-A E肘 40.760 
7H-13 23訓J¥ 24.1 21.6 5.51 2.5 。2 L F 't(]llfiA E層 40.751 

第45t刈227H-13 241 U .剥J¥ 31.8 45.4 9.81 13.5 C 。 L、R 11 凝!火{，i 百層 40.710 
串441刈19711-13 25砕J¥ 10.9 17.4 4.81 0.7 位置j.'(f;' 阻層 40595 

7H-14 11砕J¥ 14.5 13.5 3.31 0.7 砂1i E肘 40.769 
第42阿 3 7H-14 12剥J¥ 38.3 74.5 7.61 26.9 11 4111111 S 1I主質珂計 E回 40.789 

711-14 13嘩 31.2 12.8 9.31 9.7 チャート 配層 40.782 
串42同2 7H-14 14自l器 49.7 43.3 9.31 14.1 B E長質iif~' E層 40.806 

7H-14 15剥J¥ 19.9 12.8 5.2 1.0 111 H、日 十時間1m X崩 40.691 
事42同 l7H-14 16台形イl器 25.6 18.9 9.81 4.6 li:llJj-';"A X尉 40.761 

7H-14 17剥片 7よO 7.71 4.6 0.7 P 。2 日 F 佐賀H{'i 匝同 40.808 
7H-14 18剥)'， 24.1 22.6 5.91 2.4 。Z F Ilt質rii';- E崩 40.701 
7H-14 19Iif)¥ 11.8 14.8 4.41 0.5 '久llli;-A 配層 40.695 
7H-14 20蝶 35.0 28.9 12.0 18.4 チャー卜 E肘 40.4却

措46凶287H-23 21 R '剥t¥ 20，6 27.4 6.31 4.0 P 。 R 日 正山抗A R同 40.847 
7H-23 3砕t¥ 7.81 11.3 1.91 0.2 '女llJf'}A 目層 40.830 
7H-23 4砕)¥ 11.41 12.5 6.4旺9 'i(IlJiiA E同 40.799 
7H-23 5剥)¥ 12.8 17.7 4.31 0.7 11 ド 正山{';-A 国層 今且811

第43凶147H-23 6剥)¥ 38.0 24.5 19.6 20.3 C 。 。'!i山i}A E肘 40.795 
711.23 7砕)'， 14.21 9.3 2.11 0.3 砂1: 四屑 40.970 

第46同277H.23 8剥)'， 25.9 31.3 6.01 5.3 じ 。 M ー メノウ 2 26との接什 阻層 4且815
711-23 9蝶 55.6 44.6 16.0 57.8 砂町 配層 40.865 

第46阿部 7H.23 10模形イ1器 32.6 36.2 8.81 13.5 メノウ 2 27との接合 目層 40.818 
7H.23 11剥)'， 21.6 20.8 7.51 2.5 11 。 F 1'，女山iiA 目崩 40.815 
7H.23 12a剥)'， 13.6 18.9 5.21 1.1 11 時質l"iii 匝層 40.830 
7H-23 12b剥片 12.91 8.3 7.31 1.0 安山計A E尉 40.830 
7H.23 13岩山1 12.61 23五 321 0.8 L o 12 H 1I主質貞"r} 匝層 40.749 
7H.23 14砕t¥ 7.01 14.1 4.21 0.5 安山岩A E層 40.920 

第45同237H-23 15剥円 35.3 37.4 10.2 12.1 日 。 F チャート 7 24との接什 E肘 40.931 
7H-23 16砕)¥ 9.51 11.9 4.81 0.5 Ii:山田 A 配層 40.761 
7H-23 17剥片 17.81 132 3.41 0.6 H 11 1ft質(0; E肘 40.795 
7H.23 18剥)¥ 20.0 20.1 9.01 3.0 L 。。2 F 1Iを質tfV; E肘 40.895 

事44同187H.23 19剥1¥ 26.9 36.8 15.3 11.5 H 。 S 1I主間貞fL}5 19との接{l' 配層 40.8同
串45凶257H-23 201<，枝 69.8 49.3 19.8 88.3 'ielllf'i A E肘 40.759 

7H.23 21剥H 15.01 27.4 7.31 3.2 日 。 F 宮山干iA 匝層 40.780 
事431喝9 7H.23 22剥)¥ 39.9 51.2 20.1 34.6 L 。。4 2 ド花町民" E肘 40.765 
事43D刻107H.23 23剥片 23.4 37.4 12.1 7.8 11 。 5 安山f'iA E尉 40.8削

7H.23 24剥)¥ 13.11 20.6 4.61 1.0 じ 。 F 1I主賀貞('} 百層 40.853 
革44凶197H.23 25砕)¥ 8.01 7.8 2.71 0.1 l主質両ft"5 18との接合 百層 40.759 
第43t現:JII7H-23 26a剥IJJ'I 20.7 31.5 5.31 3.8 H 。 五山f'}A 目国 40.76.1 

7H.23 26b砕)¥ 8.41 12.3 4.81 0.5 u買 fit~' 匝肘 40.763 
串47凶337H.23 27剥)¥ 15.51 15.5 2.51 0.6 じ 。 L F lAi英 1 32との接合 E肘 40.750 
第42凶8 7H-23 28剥片 26.3 15.31 7.2 2.1 H 。 ド詑質fHi 匝肘 40.759 
事421同5 7H.23 321 U 剥J¥ 42.2 32.7 7.91 6.4 11 。3 311 R s In質I(計 配層 40.655 

7H.23 33砕J¥ 13.51 12.3 7.1 1.4 ま山 ~nA E尉 岨 707
革44阿217H.23 34剰l片 46.1 20.1 8.81 7.1 11 。 F 詫間百1}6 20との接介 目尉 40.7同

7H-23 35掛IJJ¥ 12.31 16.5 6.01 0.8 11 。 S 1I老町民干; 匝層 40.610 
7H-23 36砕J¥ 6.21 13.0 2.51 0.2 砂れ 配層 40.560 
7H-23 38剥J¥ 14.41 24.3 3.81 1.2 日 。 F 1'1<111おA 匝層 40.658 
7H-23 39剥片 16.81 18.9 3.31 0.9 C 。 B 凝灰V} E柄 40.816 

第471><1327H.23 40イ1核 65.7 48.3 18.1 77.2 ii'Al 33との接合 医層 40.787 
第431ヌ1157H.23 4111，核 54.7 44.3 15.2 52.7 メノウ 百尉 40.765 
第46閃297H.23 42剥片 35.9 32.3 15.3 13.1 P 012 11 IH酉(fi; 配層 40.827 

7H-23 43剥J¥ 28.1 14.81 7.0 2.1 P 。。 H質tCfi E騎 40.675 

革43凶127H.24 2剥J¥ 20.8 34.0 3.81 2.8 じ 。 S 宮山fI日 E揖 判部4事431~日 7H.24 311i核 46.2 48.2 21.3 61.1 流紋{，i E肘 40.8凹
7H-24 4剥J¥ 14.41 30.0 4.51 1.7 L 2 H Ilt閏llii 配層 40.68S 711.24 5砕片 9.71 10.3 1.81 0.2 富山主iA 匝層 40曲16第421刈4 7H.24 6剥片 22.3 24.9 6.81 3.2 11 3 。安山1iA E層 40.806 7H.24 7剥片 21.4 14.21 9.0 2.8 H F 流紋" 百回 40.517 

第10表旧石器時代第107口yヲ石器観察表

挿図
グリッド

遺物
器積

最大長 最大幅 最大厚 重量
打面形状 頭部

背面i構 成
部調整位 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 番号 mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

7H.13 18剥円 28.2 26.6 3.61 2.7 C 。 L、B F 音山計A 咽府 40.960 

事49凶2 7H-22 2ナイフ形イ1器 24.8 18.8 9.01 5.0 M lf質111; 匝層 胡'.9327H-22 3蝶 49.1 Zち4 11.0 20.4 流紋{I 目屑 40.955 7H.22 5傑 25.9 13.5 12.5 5.9 流紋干} 配層 40.815 7H-22 6剥1¥ 22.8 17.7 4.01 1.1 C 。 緩版，; 配層 40.863 
第491刈5 7H-22 71 U・剥J¥ 32.4 36.1 10.2 l2.5 C 。 チャート 匝嗣 40.738 711.22 8剖1¥ 14.2 15.3 2.11 0.5 11 。 1 砂11 医層 40.6剖7H-22 9剥)j 22.5 23.1 5.01 2.7 H 。2 111 凝灰岩 阻屑 40.585 7H-22 10蝶 20.4 13.8 11.1 3.8 流故宮f 目層 40.587 自転49同4 7H.22 11襖形石器 30.4 35.9 10.2 9.8 砂岩 目層 40.573 7H.22 12標 17.6 11.5 7.81 1.5 凝11ai 匝層 40.577 

車49同3 7H-23 29削器 39.3 30.9 9.81 8.0 政賀貞1f 匝屑 40.924 事49同 l7H-23 30イi核 43.1 58.5 16.81 35.2 政賀貞7i E層 40.755 7H.23 31蝶 62.3 51.4 11.7 57.3 流紋i} E屑 40.747 711.23 37砕片 9.51 11.6 3.91 0.3 1士官同右 E尉 40.599 711.23 44傑 42.1 32.7 12.4 24.0 流紋fi 匝肝 40.720 

711.33 2襟 56.6 36.9 10.6 34.4 砂'l~ E尉 40.808 711.3:l 3砕J¥ 7.71 10.0 1.81 0.2 メノウ 配属 40.763 
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第11衰 旧 石 器時代第11ブロッヲ石器観察表

挿図
グリッド

置鞠
器種

量大長 最大幅 量大車 重量
打面形状 頭部

背面構成
調部位整 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 番号 mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

7H-01 21曙 26.5 13.0 5.71 2.7 |砂~} 匝層 40.7岨

串51闘4 7H-02 2剥片 46.2 おiO 10.1 17.6 H 。。4 z F 政質iHi 配層 40.7，阻
7H-02 3蝶 232 17.4 10.5 63 メノウ 匝層 40.759 

事51閏1 7H-02 4ナイフ形石器 33.7 21.1 5.41 2.5 球賀貞ぜ} W嗣 40.913 
7H-02 5砕片 112 132 431 0.5 日 - 11量買(ii; 国層 40.7.剖
7H-02 6剥片 12.4 16.5 321 0.5 日 球賀貞計 ¥11層 岨且届

第51困7 7H.11 I剥片 47.8 23.9 173 11.9 H 。。E 1 B メノウ クラム
7H.11 2剥片 27.6 加6 321 23 C 。 H 安山おB E輔 40.8岨

事51闘3 7H.11 3襖形石器 372 29.1 122 13.4 チャト W輔 41.015 

7H.12 I剥片 15.5 162 7.01 1.7 。 F メノウ クラム
第51園2 7H.12 2剥片 43.8 543 11.9 24.4 H 。。2 l F tt.質商ii E層 40.お2
車52闘147H.12 3剥片 初5 お2 6.51 2.8 3 112 H F 1李賢ti目出 匝層 40.8お
事511耳8 7H.12 4剥片 42.5 19.8 10.2 4.3 3 。 311 212 F 設置fi ¥11層 41.030 

7H.12 5剥片 10.5 16.2 3.51 0.6 - 10 2 目、日 蛇紋tf 配層 岨'.934
7H.12 6砕片 13.3 4.51 3.5 。6 F ホルン 7ェルス 配層 40.942 

事52図167H.12 7剥片 13.1 21.1 5.31 1.1 H F IH質ti計7 17との接合 E層 40.7，回
事52関117H.12 81.削l片 32.5 44.5 6.81 5.5 H 。311 F 吉正山針A 匝層 40.810 
事52図127H.12 9剥1¥ 却3 32.4 11.8 12.3 H 。1 1 S 議灰岩 羽層 41.010 
事52関137H.12 10剥片 32.1 282 9.51 8.0 2 。。1 F 11ま山計A 匝層 40，昭5
事511珂6 7H.12 11剥片 29.7 31.9 7.81 5.5 C 111 2 S Ilt質ti計 w層 41β15 
構成問177H.12 12台形石器 25.5 32.5 8.51 4.3 It質tin7 16との接合 E同 40.77.0 

7H.12 13砕片 11.0 10.6 3.61 03 チャート 匝層 40，盟5
串51図9 7H-12 141 R・剥片 13.5 6.41 2.1 。2 L 4 L R S 思曜i， E層 40.948 
事51図107H-12 15剥片 22.9 10.8 色21 1.4 H 311 F Ilt買tiii W層 41.018 

7H-12 16剥H 13.9 17.7 6.31 0.8 2 111 H F チャート E層 40皿4
車52岡157H-12 17剥円 25.7 18.6 4.51 1.6 H 。 5 。佐賀(iii E層 40.8担

7H・12 18剥円 13.9 20.1 3.11 0.8 L 。 3 F 11量買tiii E層 40.832 
7H.12 19剥H 14.8 33.0 143 8.0 C 2 It質l'(i} E層 岨S田
7H.12 初剥1¥ 15.4 14.0 6.71 1.0 2 2 M F 佐賀耳計 W層 41.095 
7H・12 21蝶 ぬl 44.9 143 493 流紋1f 配属 40.837 
7H.12 n剥円 15.5 11.0 3.21 0.5 H 1 F 践質頁i'l 四層 41.0却
7H.12 24砕片 11.5 10.5 6.31 0.6 安山計A E層 40.727 
7H.12 25剥片 29.9 15.0 10.1 4.5 H E 政質頁岩 E層 40.π'8 
7H.12 26砕1¥ 102 14.7 7.01 0.8 凝I火ぜ} 民層 40.71日

事511量5 7H.12 271 U .剥片 22.7 42.7 5.21 42 2 1 111 B 5 誕抵抗 血屑 40.737 

第12表旧石器 時代第12ブロック石器観察衰

グリッド 遺番噛号 器種
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭部
1f曲l構成 調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm 町】m E CISIHITIRILIDIV 部位

7G.91 2剥円 17.1 17.4 5.61 2.6 F チヤト X層 40.451 

車55岡8 7H-01 4剰ql¥ 48.5 48.3 12.5 39.6 C 。 1 F 誕h反抗 3 6 + 7 +13(13)プロ γ世との瞳合 E層 咽1.857
7H-OI 5剥円 10.6 初6 431 12 C 1 日 安山iiA 咽尉 40.938 

車54剖 1 7H-02 7 剥剥1¥ 36.0 日 4 16.8 17.1 3 I 2 F Z主質ti.fi 配尉 40.832 
事54岡3 7H-02 81，jIJI¥ 41.0 42.9 10.5 17.2 。 H F 安山計A E屑 40.861 

7H-02 9 剥剥円 26.5 17.0 10.4 43 2 111 H 。民間貞干; E慢 40.781 

7H-02 101，jIJlt 18.0 29.1 831 3.6 C 。 4 F E主賀tA:ti 匝層 40.793 
7H-02 11剥円 18.1 10.0 3.11 0.4 H 2 L S I1ま質(ifi E屑 40.765 

7H-02 12剥H 25.8 23.3 721 3.6 L 。 2 S I'ie山iiB 咽屑 40.957 

7H-02 13剥片 21.2 921 6.7 1.0 III M F 持買tCfi V尉 41田7

7H-02 14 剥核片 16.4 9.81 32 0.5 C 1 2 F 1'，岳山(tA 配層 40.740 

車帯串5555541I同司喝 6 7 5 
7H-02 151ii 日 7 45.5 32.5 97.5 凝l火干i3 7 + R +13(13)プロ '1，との接合 匝崩 40.7田

7H-02 161"'11， 32.5 35.2 8.51 7.9 C 。 H 凝l反抗 3 6 +自+13(131プロックとの撞合 匝嗣 40.819 

7H-02 17剥1¥ 19.0 23.6 4.71 1.7 L 。 H 蛇紋~n 配層 40.回2

事54~婿 2 7H-02 181U.剥H 46.2 26.3 9.61 12.3 H 。 111 F 政間百円 目掛 40.8曲

7H-O'l 19剥片 25.4 13.2 4.51 1.7 C 2 L F 1.聞tiれ ¥11嗣 40鋭J6

帯54T刻4 7H-02 却"'11¥ 23.5 25.6 10β 4.3 l! 。2 F 官111(:-8 X嗣 40.68.2 
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第13表 旧 石 器 時代第13ブロック石器観察表

挿書 号図 グリッド 遺番骨号 器種
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面青対主 頭部
背耐構成 調整

折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mn】 町1m E CISIHITIRILIDIV 部位

車57闘 7 7H-03 2剥11 342 19.4 16.8 8.7 112 S 11主質百計 匝層 40.845 

7H-03 3剥} 26.8 19.6 421 2.6 P 012 H IH胃百計 匝層 40.763 

構図附107H-03 4剥} 25.5 38.5 10.1 9.3 C 。 M ー チャート 8 9 +日との接合 匝尉 40.788 

7H心3
5 剥剥剥感片

6.81 102 1.61 0.1 iを質titi 阻隔 40.7岨

構図闘117H-03 
67H }1 

26.2 472 16.2 25.9 。 M 。チャート 8 9 + 10との健合 匝層 岨.7剖

事57岡6 7H心3 21.8 422 6.81 6.1 P 。 F 雄賀両手; 匝婦 40.721 

7H心3 8 41.9 35.6 15.1 32.6 砂岩 匝層 40.830 
7H岨 9剥UIl核 19.1 田.9 3.31 1.1 L 。 2 1 F 珪質頁岩 咽層 40.911 

事草5587困図13 2 
7H羽 10石 官7.6 352 9.81 11.1 詫質百世f 咽層 40.925 

7H~阻 12剥片 20.6 33.9 721 4.8 。。 l L 5 践賀巨岩 百層 40.838 
事国国9 7H-03 131 R .剥11 泊。 23.5 且11 6.4 C 。 1 L H チャート a 10+11との接合 百層 40.皿7

帯57岡5 7H-03 14剥片 42.8 49.2 921 17.4 C 。l F 流紋計 咽層 40.845 

車571'喝2 7H心3 15剥片 34.5 17.1 8.31 4.0 H 。l 2 5 ・t山itB E層 40.740 

7H岨 16剥H 192 19.0 102 3.7 H 。111 1 官山iiA E同 40.7田

事車5577倒4 7H心3 17剥片 46.5 572. 11.8 29.3 C 。 F 砂lt 匝層 40.7'開

loJ1 7H-03 181h形~I 器 17.8 20.5 5.21 1.6 lE質tin 直樹 40.711 

事57b刈8 7H~旧 19剥片 38.1 69.3 11.4 272 6 2 H 政官H計 匝層 40.767 
7H-03 20 剥剥H 21.1 25.9 5.51 2.4 C 2 s Ilt胃百計 咽層 拍 '.926

構59凶137H心3 211;l1111 盟弘O 67.5 25.5 50.1 C 。 F 凝h反抗3 (61-(8112プロックとの接合 四層 岨82.8
7H心3 22剥片 20.5 28.9 5.51 2.7 H 。2 111 S 1ft質 (if~ 血層 40.655 
7H心3 23剥11 23.9 8.01 4.3 0.9 H 。 F 安山tiA X尉 40.日開
7H心3 24剥片 11.5 15.1 3.61 0.6 H 。 F 安山1'iA X屑 40.641 

7H心4 15剥片 却2 26.1 4.11 2.8 H 3 2 S IH質(iti 咽層 岨，.875
7H心4 16剥11 23.0 29.3 4.11 3.5 。2 日諸費H干f 匝崩 40.855 

第14表 旧 石 器 時代第14ブロック石器観察表

書号 グリッド
遺物

器種
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭部
背面構成

調部整位 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層 位 標高m番号 mm mm mm E CISIHIT1RILIDIV 

事61闘3 7(;.89 2ナイフ艇の器 27.8 112 3.81 1.2 思幅~i E層 岨.朗7

7G蝿 2剥片 16.3 16.8 7.1 1.7 C 。 111 H メノウ 匝層 40.6国

事位同107cr開 Z剥片 却 l 25.3 7.51 5.1 H R 目安山ftA E層 40.8田
7cr開 3剥片 17.5 28.3 6.31 2.5 C 2 111 F 珪質百科 咽尉 40.975 
7G冊 4剥片 23.3 初 2 6.61 3.0 H 。 I H チャート X層 叫 日5
7cr開 5剥片 162 17.9 2.71 0.8 H 。 F ホルン 7ェルス X層 40.557 

輔副I司8 7cr田 6剥片 22.8 42.3 5.21 5.0 H 。 111 F ホルン 7~ルス X層 拍 '.553
事62凶147cr開 7剥片 312 訂.6 5.91 5.3 C 。 3 111 R F 1'<<IIJiiA X肘 胡.575
事61~司 2 7ι田 8ナイフ形石器 44.6 却3 5.11 3.6 ft.賀凝灰岩 X層 40回7
事61D刈77cr田 91 U 剥片 2主6 40.5 721 8.6 C 。 日 F チャト X層 40.494 
事61~喝 5 7ι田 10僕形訂器 35.7 ぬ8 9.11 10.1 チャート X層 40.471 

7ι田 11剥片 21.7 22.1 4.51 22 H 。。2 F 安山詞A X層 40.日2
事由I司17cr開 12棋形石器 泣B 64.9 15.5 70.6 砂岩4 (開)23プロックとの接合 X層 拍 B冊
串611耳4 7cr田 131U '，1IJ!l 27.8 322 7.81 4.3 H 。 2 111 F 珪胃頁岩 X層 40.5印7cr田 14砕片 142 5.91 3.0 02 ホルンフェルス X層 40.510 7cr同 15剥片 17.6 23.7 3.51 1.5 H 3 H 11量質凝民計 X尉 岨臼Z

草62関127H-09 2剥片 26.9 16.7 7.21 2.1 H 。 5 211 F メノウ 匝層 40.885 
事62凶9 7H心9 31.i核 却6 362 16.6 23.0 チャート E層 相 '.833

7H心9 4剥片 23.0 20.8 3.01 12 。1 2 F チャート E届 40.733 
事611蝿6 7H-09 5模形石器 31.6 27.6 15.1 11.1 Ai英

匝匝層層 40.757 
事62図117H-09 6剥11 39.4 日d 14.8 41.5 H 。1 1 s 1.版22 40.臼6

7H-09 7剥片 20.6 16.6 6.31 2.0 C 。 3 F 安山岩A 配層 40.776 
草田岡137H-09 8剥片 24.5 35.6 且11 3.5 H p 1 3 F ホルンフェルス E層 40.783 

7H-09 9剥片 16.4 11.7 5.81 0.9 - 10 I l M F ホルン 7ェルス 四層 40.8踊

串臼閃157H-19 41u核 43.5 昌弘5 19.5 32.3 チャート 9 (77)23プロックとの接合 匝層 40.718 
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第15衰 旧 石 器時代第15ブロック石器観察表

挿書 号図 グリッド 量番鞠号 器種 量主量 最大幅 最大厚 重量
打画形状 頭 部

背面構成
調部位整 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高mmm mm mm g CISIHITIRILIDIV 

8ι.90 Z剥片 加 5 15.9 3.81 1.4 C 。 L 官Illf}A 国柄 40.745 
8G-田 3剥1¥ 25.2 15.3 3.61 1.7 C 。 F n質H持l't 匝肘 40.734 

事67t同4 船 舶 4剥1¥ 24.1 24.9 1.21 6.0 H 。1 F 'iillliiA 匝同 40.721 
船 舶 5剥片 20.7 23.1 7.31 3.6 H 。1 2 F 'iilllï~A 町-y輔 41田5
8G-90 6蝶 19.8 12.3 4.01 1.3 メノウ E層 40.7剖
船 舶

7 剥部片片磨
9.5 152 5.9 0.5 P 2 F 

凝l反官抗告 匝崩 40.775 
事65図 I8ι田 8局型.fi芹 102.3 46.1 23.8 181.0 蛇紋 X層 40.529 

割子叩 9事j 28.1 15.3 6.0 2.7 H 。1 R F 安lIJ~}A X層 40訓J6
8Gト田 叩剥片 15.3 18.1 4.61 12 日 1 H fi英 X層 40.641 
8G-冊 11剥片 152 8.81 3.0 1.0 C 。 F 安山i}A It層 40.918 
脇 田 12砕片 14.8 14，9 421 0.6 佐賀HFt 匝層 40.7拍

事曲困338G-田 14砕片 11.3 14.4 4.71 0.7 凝l正字i4 32+34+あとの接合 X層 40.517 
以L田 15喋 33.7 32.4 12.0 192 チャート X同 40.470 

帯701型398G-叩 16剥H 24.9 4虫8 23.7 32.5 C 。111 F イl英 2 38との接合 X層 40.547 
8G'田 17剥1¥ 192 18，0 521 1.6 C 。 R n賀両1} X嗣 40.438 

事67困却 8G-91 2Hi核 47.3 652 28.3 112.0 n質tiii X層 40，曲4

8H-OO 2砕片 6.51 9.4 6.41 0.3 11 'KllliiA lV-Y層 41α)() 
帯曲同268H~畑 3剥1¥ 41.2 35.8 11.4 14.9 H 。。21111 1 I~買 riïi X層 40.6'苅

8H-OO 4砕H 11.3 8.71 1.9 。2 F 'iililfiA X嗣 40.6'円
8H-OO 5剥1¥ 11.4 初 3 4.41 0.9 H 。 ド 』世質rcti X尉 40.676 

事67闘17811-00 6剥1¥ 234 20.5 4.31 2.1 H 。4 n賀貞1'1' X層 40，縦ヨ9
事曲凶30811心。 7融Ai 42.3 55.6 28.7 凪 5 砂FJ X層 40.!l臼
事71閑418H-OO 8台fi 段目 阻 5 331 26.3 砂ns 42との接合 X層 40.5田

8H-OO 9砕片 13.5 8.51 32 0.3 安山岩A 目嗣 40.774 
8H-OO 10剥H 28.8 26，9 5.41 3.5 日 。。2 F 1宇質fHi X崩 40.623 

第67図n 8H-OO 11剥片 32.5 29.9 621 7.3 メノウ X層 相 5田
8H-OO 12剥H 19.5 13.5 7.1 1.7 H 。 F '!i山干~A X尉 40.618 

第砧闘108H心。 131.fi核 47.3 37.2 19.5 31.7 I!賀両府 X嗣 40.497 
串71闘428H-OO 14剥1¥ 12.0 16.2 3.51 0.6 C 。 F 砂約 5 41との接合 咽層 40.881 

8H心。 15剥片 23.8 22.6 3.71 1.4 H 。 2 F 'g山約A 咽層 40.891 
輔副困318H心。 161.fi核 27.1 40.2 39.4 58.7 チャート X尉 40.578 

8H-OO 17剥片 20.5 19.7 9.01 2.7 H M 1主賀({I} 四層 40.817 
事65困 7 8H-OO 18剥片 29.7 17.8 9.81 6.3 H 。。 H メノウ X層 40.6回

8H-OO 19剥H 28.7 14.> 9.11 3.8 H 。 F 安山iiA X崩 40.474 
8H剖 20剥片 22.0 27.5 旦41 3.9 C 。 F n置計t{ii X嗣 40.435 
8H剖 21剥円 212 21.3 3.81 1.6 C 。 F 官IIJ~;A X層 40.6嗣

事67困188H剖 認剥片 18.7 252 4.51 3.6 C 。 F 'Ii:山特A 匝楢 40.770 
車66困158H心O 23石核 民l.4 47.4 23.5 77.7 f長官岩HZJ X層 40.凪 5
事曲図258H-OO 24剥片 43.1 33.6 8.31 11.9 H 。2 112 F 官IIJ?!-l"A X層 40.4曲

8H-OO 25剥円 14.4 16.8 2.31 0.6 L 。2 R H It置耳目 X層 40.622 
8H岨 26剥1¥ 19.0 13.1 6.81 1.3 C 。 F メノウ X圃 40.6佃
8H心。 27剥片 10.9 19.3 1.51 0.5 L 。2 H 宮山計A X嗣 40.655 

革67凶198H心。 28剥片 25.6 24.0 821 4.1 H 。 1 F ホルンフェルス 配樋 40.749 
8H-OO 29剥円 18.3 14.5 3.81 0.9 H 。 F ホルン 7ェルス 配層 40.714 
8H-OO 30剥片 15.1 9.51 3.3 0.6 C 。 F 官山訂A X憎 40.1>話

事師岡288H~焔 31剥片 22.2 25，3 7.81 2.7 H 。 F チャート 阻隔 40.71岬
草田岡378H剖 32石核 54.5 61.5 22.4 93.9 チャート 9 (22116プロ y クとの接合 It層 40.7，剖
車曲岡328H心。 33石核 42.2 39.2 17.8 37.8 誕灰岩 4 33+34+35との接合 XJtl 40.曲4

8H剖 34剥片 15.5 15.6 3且 0.8 C 3 R 。n質百計 X尉 岨 641
8H心。 35剥片 172 20.6 5.71 2.3 H 。 B - IH質頁27 E層 40706 
8H岨 36剥片 25.8 15.4 4.1 1.4 H 。。2 1 F II長官民計 X層 40.6岨

事曲図358H-OO 37剥片 15.5 18.3 4.41 1.3 H 。 H 語版岩 4 泣 +33+34との接合 E層 40.7岨
8H岨 38剥片 27.4 182 7.71 4.4 H 。4 F チャート X尉 40.592 

串66~喝 14 8H.(旧 39石核 302 24.8 19.5 172 安山:riA 匝層 40.743 
8H-O日 40剥片 18.0 8.21 4.0 0.5 1 F rr長官11ft 間隔 40.945 

事師岡138H-OO 41石{核 42.2 238 14.3 11.5 官流紋11)計FfA X嗣 40621 
8H心。 42剥1¥ 却 9 25.9 7.21 3.4 C 。。 113 X尉 40.514 

事67図168H心。 43石核 46.8 49.4 23.2 71.3 fi英 X同 40.492 
串曲園368H心。 叫石核 41.6 62.5 242 62.7 H賀1貞f2} X尉 40.485 

8H心。 45剥片 15.7 6.31 4.4 1.0 H 。 1 F 安11J1}A
XX 層嗣

40.542 
車曲図278H-OO 461.耐~1¥ 33.4 42.8 10.3 12.3 2 。z 4 S 11主質HF} 40.687 
事師国 6 8H-O日 47石核 38.6 18.2 14.8 11.0 安山和A X同 40.681 

8H-O日 48頑l片 112 15.2 12.9 2.5 C 。111 1主賀すftf Ft X尉 40.478 
事回国 4 8H.(陥 491 R '剥片 34.6 25.6 621 7.0 C 。 H F 宮山 A X尉 40.594 
第匝凶128H冊 501 R・4阿片 32.2 37且 14.5 142 政買HF} X嗣 40.673 

8H-OO 51剥11 21.4 27.0 5.01 3.0 C 。 F "iillJiiA X崩 40.651 
8H心。 52剥H 11.8 14.2 4.81 0.7 P 。 F 践賀(iii X層 40573 
8日朝 53剥片 16.3 11.0 3.91 0.5 C 。 L F 11主質(O'} X層 40.574 

第65凶 3 8H剖 541 R・剥片 活 l 21.3 5.11 2.8 。 1111 5 チャート X屑 40.507 
8H-OO 55 頑~I\ 23.4 22.1 5.11 2.4 H 。 l 5 官Illi}A X尉 4且.648

草田困担 8H-OO 国剥片 22.3 26.7 5.81 2.8 2 。。3 F 経11<11'4 32+33+あとの擁合 X尉 40，曲I

8H-OO 57剥片 18.2 却 7 5.71 1.9 C 111 B 一佐賀ni:- X層 40.5:甜
8H-OO 58剥H 15.4 22.0 6.1 1 2.9 C 。 峰質tiii X層 40.602 

事面困118H-OO 59剥円 37.4 25.9 5.41 5.3 C 。 H 1'，配山狩 A X屑 40.642 
第65閑5 8H-OO 曲襖形.{j器 35.1 18.4 12.2 8.6 宮山計A X層 40.523 

8H-OO 61剥円 21.1 26.1 4.81 1.9 C 。。l F I1長質tiii X回 40.613 
8H-OO 回剥円 加 4 14.0 3.01 1.2 H 。 L F IH質H干} X屑 40.曲4

事串6曲7図困2却3 8H-OO 63剥H ぬ 9 28.2 8.11 5.9 2 。31112 F l'li:山.'(;-A X輔 40.6判
8H-OO 制剥片 26.8 20.5 11.4 3.1 C 。 1 F Hi昼 X層 40.日18

8H-OO 65剥片 17.9 29.1 5.51 3.0 11 。
F 音山号f f A X尉 40.4四

8H-OO 66剥片 20.0 19.4 4.31 1.1 H R F "iillltiA X 1層 40.385 
8H-OO 67砕片 9.01 5.9 3.21 0.1 'iilll(t A X 1層 40.3!阻

8H-Ol 2剥H 18.51 4.9 3.01 0.6 C 。 2 H I'Iilll約A V直樹 40.7邸
事70関388H-Ol 3剥片 36.6 23.4 192 18.6 3 。2 F Ifi英 2 39との接合 ¥11尉 40.8団

8H-Ol 4剥1¥ 15.31 102 5.81 1.0 C 。 F 1'li:lll，;A 租尉 40.747 
串65悶2 8H-Ol 21 剥訂核 32.8 24，2 11.91 12.7 佐賀ttii 、品情 41.005 

8H-Ol 22 片 17.81 19.4 3.4 1.1 じ 。 F "tellliiA 四尉 40.782 
事70困408H-Ol 23石械 30.8 沼 1 15.91 26，3 詑質tiii討 (41128プロヅクとの接合 X尉 40.570 

8H心I 24剥 22.8 17β6β 3.0 11 。 F "iillJiiA 配層 40，曲5

8H-Ol お 剥1¥ 23.8 9.51 4.0 0.9 C 日 F 1'1i:111計A X f輔 40，348 

事72図438H.1O 3剥1¥ 30.1 22.4 7.51 8.0 H 世t紋ii2 11616プロック他3点との韓合 咽婦 拍'.823

8H.1O 4剥片 24.0 15.21 6.2 22 じ 111 112 S 宮山iiA W層 40，以16
8H.1O 5砕片 6.71 9.0 2.51 0.2 チャート X輔 40.636 
8H・10 6砕片 12.21 7.5 3.31 0.3 'iilllii A X帽 40.610 
8H.1O 7剥H 18.6 沼 3 2.91 1.7 C 。 F IH質耳目 X層 40.594 

事65H唱8 8H.1O 8行核 51.1 30.4 16.51 37.7 メノウ X屑 40艇加

811.10 9砕Jt 12.11 13.0 2.41 0.5 チャト X崩 40.615 

第車6657凶 9 8H.1O 1OI:ri核 23.4 21.2 16.11 8.3 'iillliiA 、A回 40，蝿4
関218H.1O 11剥H 盟 I 35.3 12.61 9.7 H 。 F メノウ It凶 40.881 
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第16表旧石器時 代第16ブロッヲ石器観察衰

挿書 図号 グリッド 遺番骨号 器種
最大長 最大幅 最大軍 重量

打画形状 頭部
1t面構成

調部位整 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
m町1 mm mm E CISIHITIRILIDIV 

車輔7748凶阿部5 811心l 5棋形11器 70.9 363 15.2 54.8 チャート 民層 40.5剖
811'日l 61U・訓n 14.7 213 4.21 12 H 1 R 5 チャト 10 23+24+25+27との接合 四尉 40.735 
811-01 7蝶 72.8 52.1 2111 118.9 流紋Ff E尉 40.598 

事輔車7副785凶l凶刈Z羽1 4 5 
811-01 8剥1¥ 25.1 25.0 8.31 4.1 H 。。3 F チャート 10 お+25+26+幻との擁升 配属 40.659 
811-01 91H盟11芹 130.6 77.2 37.2 447.0 若山訂 I 1401訂プロヴク他5府との接合 ， E層 40.619 
811-01 101~1慎 29.1 22.7 11.2 7.6 チャート 咽層 40.鋭19
811-01 11剥H 24.4 15.2 4.21 1.4 H 。 1 F 安Illi;A E層 40.段拍

事74t刻8811-01 1211i桜核 29.6 45.8 8.21 13.4 宮山iiA E尉 40.655 
811-01 13剥 262 28.9 9.41 7.6 H 3 5 チャト E屑 40時4

事75岡崎 811-01 141~i 34.6 352 15.1 253 I李賢，;IiF} E層 4且6開

串串8736 凶l蝿325 0 
811-01 15 剥様様1¥ 73.7 24.8 25.1 573 砂 6 (67117プロックとの接合 匝層 40.545 
811-01 16 崎五 37.1 11.6 24.7 ホルンフェルス 2 19+21との接合 E尉 40.529 

第76t刈19811-01 17 272 262 9.41 6.7 ホルン7ェルス 2 却 +21との接合 E屑 胡団2
捕751'吋14811-01 18離.， 部 I 縦)，5 252 174.0 

砂正字訂賀fVifFf 
E層 40.634 

事74同 3811-01 191f1形.i器 15.9 22.1 531 7.0 置尉 40.部品
811-01 却砕"，' 9.61 8.3 1.81 0.1 官IlJifA 配層 40.嗣2

車77同22811-01 251u1主 44.8 回 8 213 67.5 チャート 9 (37115プロァクとの接合
匝匝匝財尉崩

40.515 
811-01 26砕1¥ 12.8 14.1 5.81 0.8 'KllJiiA 40.563 

第79同32811-01 271<i桟 352 38.2 11.5 16.5 チャート日 33との接合 40.5お
第75凶17811心l 28111核 31.9 25.2 10.4 10.6 'UII，i:-A E層 拍'.574
事74同 l811心l 291<iメJ 四3 22.3 9.51 10.9 H 。。3 L F 安IllitA 匝層 岨'.596

811-01 初砕1¥ 10.7 13.0 331 0.4 1を質((i; E層 岨'.505
事78同23811-01 311<i核 24.7 32.7 26.7 13.6 チャト 10 24+25+26+幻との接什 四尉 40.725 
車74凶7811-01 321 R・剥円 38.5 羽5 8.81 12.7 H 。 3 1 L.B F 'b:lilitA X尉 40.407 

811-02 2剥1¥ l且O 25.9 9.01 4.4 H 。 日 ーチャト 1I尉 40.783 

事構串777456 l詞4 
811必 31 R 綱引i 18.5 11.8 6.1 1.2 2 111 R F 11量1災計 匝層 40.679 

l刻11811必 4融合 51.9 392 25.6 75.7 メノウ 匝尉 40.591 
1"'21 811~阻 51<i椋 40.2 25.5 103 14.7 ホルン7ェルス 2 19+2Oとの接合 E桝 4且悶7

811-02 50剥1¥ 20.6 13.7 4.91 1.2 11 。 F チャート E尉 岨 曲9
811-02 6b砕1¥ 7.31 7.0 431 0.2 凝阪府 E尉 40曲9
811-02 7剥片 20.8 29.7 531 2.3 11 。 F 1''''III~lA E屑 拍'.535

事741刻9811-02 81<，核 22.8 24.3 11.7 6.3 チャート E屑 岨同S
811-02 9剥1¥ 24.3 17.3 5.71 2.3 L 。。2 211 S 11主賀({(: X屑 40.487 

車791掲33811-11 3剥1¥ 28.5 23.2 6.21 1.9 H 。2 F チャート 11 32との接合 四刷 40.736 
811-11 4剥1¥ 18.4 18.0 5.01 1.5 H 。 L F 1';正Ill{iA 1I嗣 40.8曲

串花岡27811-11 51<i械 29.3 24.8 15.0 12.6 チャト 10 2.1+24+25+あとの接合 配桝 40描l
事741'司 2811-11 61<i卦 46.9 1911 8.21 6.7 2 。 4 3 L F メノウ N-V桐 41庇;s
事75同13811-11 7剥片 14.5 20.8 4.81 1.4 H 2 1 F チャート E肘 40臼l
事741刻6811-11 81 R 剥1¥ 20.2 212 7.21 4.1 C R.1I B 官山iiA E刷 40.605 

811-11 9剥1¥ 23.1 24.1 4.11 2.7 C F チャート 官同 40.9f辺

車781叫25811-12 
23 剥剥1l i i 23.4 22.3 5.41 2.3 H 。 311 チャト 10 23+24+26+訂との接介 咽尉 40.795 

811-12 13.4 16.2 3.01 0.6 。 位置(ift 四層 40.田3
串791'司31811-12 4剥1¥ 333 26.7 421 3.7 C 。2 211 安山i:-A 咽掛 40.772 

811-12 5剥1¥ 192 8.81 4.7 0.7 H p 1 3 IE質riii 目層 40.628 
第751'叫10811-12 61 U 剥片 43.1 24.6 6.91 5.9 5 流紋" W尉 40.751 

811-12 16掛m 14.3 幻3 4.21 1.2 C 。 F 13量11at 四層 40.767 
串串7755 I刈18 811-12 17剥1¥ 12.0 41.5 11.5 5.1 P 11111 。，'"山干lA 四層 岨7価

l刈12811-12 18剥1¥ 16.9 20.8 4.21 1.6 H 5 H 
流紋eF，，;f f } 

機成 W層 40.7&ち
事791'刈28811-12 19洲m 48.2 38.1 14.6 24.8 H 2 114 F Illi}A E輔 40.577 

811-12 20 剥剥1¥ 15.4 27.1 5.91 2.5 H 。 F 官安IllitA E屑 40，臼I
串串791凋却 811-12 211011)1¥ 21.1 26.7 8.31 3.7 z 。2 F 11匝 E嗣 40，倣刻。

市l吋29811-12 22剥H 32.2 皿 l 7.11 6.6 H 。 3 H '1eIlii:'A E尉 40.552 
811-12 23砕1¥ 12.7 9.3 71 0.6 ホルン7ェルス 百回 拍5岨
811-12 24剥1¥ 14.2 213 4.31 13 H 。。2 F チャート 目肘 40.却2
811-12 25訓1¥ 25.9 16.8 6.51 2.6 H 。 31211 政官tiii 1I桝 40.7'田
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第17表 旧 石 器時代第17ブ口 :J?石器観察表

挿番 号同 グリッド 遺番物号 器種
最大長 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背I自i構成 調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料mm mm mm g CISIHITIRILIDIV 部位 備考 層位 標高m
8H-12 7訓J¥ 18.0 13.9 3.4 1.4 2 。 F メノウ IV-¥府 4l.053 帯lω似1878H-12 81 f>核 43.2 35.2 14.6 23.6 凝1:kf';.5 8.8との接{t 四府 10.6剖81l-12 9剥l片 28.6 11.6 9.61 3.4 じ 。。 】 F チャト

Vs"" 40.635 草92閃368H-12 10剥H 22_9 29.4 8.41 5.7 L o 10 2 H メノウ VI層 40.896 8H-12 111>判i 10_7 10.3 3_51 0.4 チャート VI層 40.8.32 事91閃308H-12 121<if主 22.4 39.8 11.7 12.1 n町!lf; VI国 40_8.89 革92同438H-12 13剥片 15.3 32.2 621 3.3 5 。4 F チャート E踊 40.625 811-12 14剥H 20.7 16.6 6.3 1.9 H 。。2 RB  F 佐賀({f;- W尉 40_7曲革95同578H-12 15イ1械 36.5 23.8 20.7 14.4 チャト 12 55+56+58との接合 四肘 40.7:踊

8H-13 2砕J¥ 11.5 12.7 4.61 0.8 チャ←ト VI崩 40_970 8H-13 3剥!l 18_0 21.0 4.21 1.2 日 111 F IH町([{，i W同 40.同3事96阿598H-13 4イ1骸 32.7 40_9 19.9 30_2 チャート 14 回 +61との持合 W層 10_865 8H-13 51.，1片 22_7 21.7 9_01 4.1 C 。 F 11老町(iff VI層 40.8.80 8H-13 6.砕!l 12.1 12_6 3.71 0_7 チャー卜 Vs層 40.694 8H-13 6b砕片 13_0 7_71 3_0 0_3 チャート V司層 40.694 8H-13 6c砕片 11.2 5.51 3.4 0.2 メノウ Vs層 40_694 8H-13 7砕!l 13_5 9.31 2.8 0.4 チャー卜 四層 40_691 811-13 8剥!l 23.8 20.1 4.91 2.6 Il 。。 F メノウ E層 40_659 8H-13 91<割引i 24.8 16_5 6_51 2_6 H 。 F 安山i'iA 配層 40_505 8H-13 10剥円 13_0 22_2 9_9 L3 H 。1 F 流紋{'i E回 40_519 第95似'1588H-13 111M主 49_7 48.8 26_7 83.5 チャト 12 55 + 56 + 57との接合 匝層 40_513 

車l耐実1968H-22 2剥!l 18_2 16_5 5_7 1.5 C 。 R H チャト 13 97+98+99との接合 W層 40_868 事93同4681l-22 3イi核 28.9 ヨ)，6 lLl 102 't(IIJi';-s 配層 40_552 8H-22 4.剥!l 15.4 14.5 4.6 lβ L 。7 H チャト 目層 40_5抽8H-22 4b砕!l 11.7 10.8 5.61 0.6 チャート 匝層 40_5団車8.8 1'実~ 1 81l-22 51 !，j部麿製れ芹 105_9 462 16.9 123_5 蛇紋 f; 匝層 40政J88H-22 6剥Il 20_0 23_3 6.81 2_6 H 。 H チャート W層 40.738 8H-22 7訓円 18_5 26_1 7.71 3.4 H 。 F チヤ←卜 咽同 40.731 8H-22 8剥片 13，0 18.0 4.9 1.3 H 。2 F チャト 四層 40_744 
車92["l3981l-22 91-[i怯 24.8 33.4 17.2 18.0 チャト VI層 40.871 事931認498H-22 10剥Il 23.4 21.5 7，91 4.0 H 。 Il 佐賀凝凶ii W層 40_926 

8H-22 11砕円 14.6 12.7 4.71 0.7 イj!A: VI層 40_956 
8H-22 12蝶 27.1 19.6 11.9 7.3 チャト X国 40.426 

帯l耐刈7581l-22 13イ1桔 42.3 35.4 18.0 30.1 チャート 15 73+74との接合 配層 40.594 
8H-22 14剥J'， 24_3 16.1 9_51 2_6 H 。3 F 11'質I4f1，7; lX"" 40_614 

第l制対8.88H-22 15剥J¥ 29_0 21.4 8.81 4_3 日 。。6 凝版 5 87との接A 四層 40.766 
第四Iヌ~79 8H-22 16訓H 19.1 16.4 7_51 2.1 H 。2 H チャート 16 78との接介 V官層 40_751 

8H-22 17砕!l 12.1 6.41 3.1 0.2 凝版{'; 配層 40.5岨
第99閃708H-22 18剥J¥ 27.8 37.8 8.91 9.8 H 。 F チャート 17 71 +72との接合 羽層 40.847 
草901叫138H-22 19模形石器 26_9 19_5 7.41 3_6 メノウ Vs層 40.732 

8H-22 20剥片 252 20.4 8_71 4_9 H 。。 F チャート 目層 40.581 
8H-22 21剥円 13.3 25_7 9.1 2_6 2 l F '女山町A W層 40.71旧

事911刈258H-22 221-[i核 28_5 23_2 18.3 10_3 チャート E同 40_691 
8H-22 23砕J¥ 9.81 14_2 1.41 0_3 チャート 咽栢 40.720 

帯89t誕'i6 8H-22 24磨製1i芹 8且O 43，3 18.7 側1_8 砂n 匝層 40.574 
8H今22 25剥H 13.8 19.6 4_01 Ll C 。 F '~[IJ{;'A E層 40_634 
81l-22 26傑 23_5 19_0 11.3 7.1 チャ←ト X層 40.461 

革l雌ズ'1998H-22 281 {I核 56_0 73.2 222 11 1.7 チャート 13 96+97+98との接合 X層 40_451 
第89凶 7 81l-22 29襖都イz器 18_0 22_6 6.31 2_9 L 。3 2 LB 。チャート 匝同 40.578 
第90凶158H-22 30lU剥片 29.1 302 9.21 8.0 じ 。 日 F メノウ lX瞳 40.626 

8H-22 31剥J¥ 24.1 25.4 5.31 3.2 H 。l 1 H 流紋1; 百回 40_677 
第96同618H-22 32剥円 17.4 17，1 5.1 1.5 H 。 F チャート 14 59+60との接合 E惜 40_626 
第99阿698H-22 33剥円 29，1 252 13.8 11.0 H 。11111 F チャ←ト 18 68との接合 配層 40_561 
第97同648H-22 34飯u 57.4 47_8 3Ll 96.4 チャート 19 (34118プロックとの持合 阻同 40_545 
第89凶1281l-22 35れ核 38.6 26_5 20.5 27.6 メノウ 配層 40_514 

811-22 36訓J¥ 10.1 18_7 10，5 1.7 Il 。 111 F チャート 匝増 40_520 
第961喝638H-22 37剥!l 21.0 18.4 9.11 2.8 L 111 F メノウ 3 62との接介 Vs層 40.727 

8H-22 38剥J'， 14.8 10.5 6.01 0.8 L 。 F チャート VI層 40.971 
事92t刈388H-22 39イit主 40.5 36.2 14.2 29.2 官Illi';-A 目肘 40.661 
第92阿部 811-22 40イl-t主 66.2 52_4 20_3 96.1 流紋37 配層 40.551 

8H-22 41剥1¥ 17.8 10.7 3.21 0.7 L 。 I1I ド メノウ 匝層 40.651 
革931喝458H-22 42イi鞍 26.2 36.2 14.2 15_0 時間HY; 回同 40_556 

8H-22 43剥Il 2日4 15.8 5.91 1.7 H 。 F チャート 配層 40曲6
第四l刈曲 8H-Z2 44イ1級 19_5 28_5 33.3 3且4 チャート 18 69との接合 百回 40.612 
事911叫268H-22 45イit主 26.7 30.4 9.21 6.2 チャー卜 E肘 40，635 

8H-Z2 46剥1¥ 17.8 21.7 7.8 1.7 H 。 ドIt買tift lX"" 40.511 
第971刈658H-22 471u核 36.9 64.1 24_1 65.3 流拡{';-:3 66との接介 X尉 40，444 

8H-22 48砕!l 8.51 10.3 2.91 0.2 '1<:山i;.A X層ト 40.244 
8H-22 49剥1¥ 15_7 12.2 5.21 0.7 H 2 F 1'，必山(;じ X層ト 40.242 
8H-22 50剥Il 26.6 16_0 5_0 1.8 P 。 I F チャー卜 X層 40.470 
8H-22 51砕!i IU 10.4 2.01 0_4 メノウ 匝同 40_560 
8H.22 52訓円 18_0 8.41 3_9 0_6 P 。1 I チヤ←卜 医肘 40.5制

革921刈418H.22 531u桔 42.3 55.2 14.4 44.4 ホルシ 7ェルス E嗣 40_576 
草川凶788H-22 54イ1桜 46.4 虫M 28_0 82.3 チャート 16 79との接合 E層 40，545 

8H-22 55剥H 19_3 12.8 5_01 L3 C 。 F チャート E同 40.585 
8H-22 56砕片 12.5 12_0 2_61 0_6 チャート 目肘 40_625 

事971刈66811-22 571 U剥!i 29_0 18.8 8.21 4.2 H 。 B ド 流純計 3 65との接合 目嗣 40_6凹
事102['刈858H-22 581 {J桔 52_3 40_7 18_6 57.2 チャート耳) 86との接A 阻同 40.5~叩

第lω同86811-22 59訓円 31.6 22.8 包91 6.9 P 。 H チャート却 85との接合 E嗣 40.512 
8H-22 60訓!i 19.2 11.0 5.5 LI p 。2 ドチヤ←卜 民層 40_512 
8H-22 611.判i 12_7 13_5 :1_91 0.6 チャート E同 40.523 

都1051刈958H-22 62イl核 43_9 49_2 31.8 80.1 チャート 21 92+93+94との接什 E層 40.538 
8H-22 63剥Il 16.4 14.7 5.7 1.4 仁 F チャ←ト 四層 40.541 
811-22 641 .. 11¥ 20_5 10.3 4_51 0.8 P 2 I L ド チャート 目肘 40号53

串90['1208H-22 65イit主 24.6 37.5 17.8 19.0 チャー卜 医肘 40.496 
事89同108H-22 66イT桜 58.6 制).4 28，9 157.5 チャート 目同 40.510 

8H.22 67砕Il 7.01 6.7 1.71 0.1 チャート X同 F 40.216 

811-23 2剥1¥ 18.1 23.7 5.31 2.0 H 。 F ['i(IIJfLi¥ 置崩 40_676 
8H-23 3砕)¥ 11.5 9.01 2.9 0.3 官山干; 四層 40.7抽
811-23 4剥)'， 16，1 16.51 8.l 2.5 仁 。 H ド チャート W同 40_754 

帯90同198H-23 5IR4iIl¥ 29.2 27.6 11.51 10.4 11 。 R F チャート 四同 10_736 

事941'1538H-23 6剥)¥ 27.7 22.8 13.51 7，9 - 10 1 M 11 チャート22 51との接什 刊肘 40.783 
811-23 7剥片 29.2 33.0 13，61 15.7 じ 。 M ー チャート X肘 40.551 

第941'対日 8H-23 8訓1¥ 15，2 10.51 3.2 0.6 じ 。 I チヤ卜22 53との提(t W輔 40.718 
811-23 9剥)'， 15.31 15，1 6.01 0，7 11 。 F IHfirm W肘 40_816 
8H-23 10剥)'， 20.4 25.0 7.51 :1.7 11 。 F ホルンフェルス 四肘 40.719 

事同刈988H-23 II剥)¥ 21.3 23.2 5.31 2.5 C 。 Il チャー卜 13 96+97+99との接什 匝肘 40.691 
811-23 12剥円 41.3 25.6 14.11 11.9 じ 。 流紋" E同 40_6開

串106阿978H-23 13I1t)¥ 13.71 14.1 :l.7l 0.8 11 チャー卜 13 96+98+99との接合 四回 4u.n5 
811-23 14訓)¥ 18.91 18.4 11.01 3_9 H 。 日富山1';-A 四肘 40.710 

第99tズm 8H-23 15掛川 22.8 14_71 7.8 2.7 H 。 F チャート 17 70+71との接合 VI層 40_949 
民H-23 161""1)'， 24.9 18.91 8.7 6.1 H 11 チヤ←卜 ¥1同 40.822 
8H.23 1711tl'o lO.31 14.7 WI 0.5 チャート Vs肘 40.773 
81l-23 1811判i 13.21 10.7 4.31 0.7 U'IIJl';-H VsI神 40.701 
8H-23 19訓1'0 20.4 22.8) 6.9 3.4 仁 。 日 メノウ W刷 40.772 
811幻 耳)剥IJ)¥ 17.71 8.7 8.6 1.7 P 2 H チャート 羽岡 40.953 
8H-23 21剥1¥ 21.6 20_3 10.31 4.8 11 。212 F チャート W同 40_771 

事91同238H-23 221>i叩1 16，4 2，1.8 13.81 11.0 H 。。3 ドチヤ←ト W肘 40.992 
第8.81'対'12 8H-23 23肝型イl芹 43.8 40_2 15.61 34.7 蛇粧1'; VI肘 40_886 

都921'1428H-23 24イ『桔 26.1 34_7 12.91 8.9 日町((1';. 匝刷 40.570 
8H-23 25昨1¥ 10.71 10.5 2.31 03 五山 {'iA Vß~同 40.711 

事991'叫718H-23 訪問恥イ1器 22.0 27.51 11.4 6.3 仁 。 日 チャート 17 70+72とのIHr X同 40.447 
8H-23 27訓IJ!i 13.81 25_7 7.01 3.1 11 。 F メノウ ¥1 V. 40.916 
811-23 28砕)'， 10.21 10.8 2.11 0.2 砂 " 日同 41α)(} 

事99同178H-23 29栴形イI路 39.71 :羽1.5 10.21 12.9 H'l'tr(1'; X 同ト 40.362 
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Z号グリッド 遺番物号 器種
最大量 最止幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背面構成

調部整位 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高田

mm mm mm g CISIHITIRILIDIV 

8H-23 30剥J¥ 15.1 17.8 4.1 1.1 H 。2 F ホルンフェルス 国嗣 咽'.670

8H-23 31 剥砕J¥ 加6 お5 邑61 3.2 C 。 F 砂if vl層 40.814 

8H-23 321 otI¥ 8.71 14.3 3.51 0.4 チャート E尉 咽 673

第911刈盟 8H-23 33剥J¥ 28.1 27.8 8.61 6.6 H 。。2 F チャート 目尉 40.581 

事車9922[凶喝拍37 
8H・2沼 剖剥片核 38.3 17.2 10.3 5.6 H 2 I1I ド 官山ii 咽層 40.7酪

8H-23 351-1i 41.4 21.1 13.0 12.4 チャート X層 40.419 

8H-23 3367 剥剥}H 1 18.3 12.6 4.91 0.8 ー O R F lt.質ccn 明刷 40.826 

8H-23 14.8 19.6 4.61 1.1 H 。1 F チャート 日層 40.897 

事担同528H-23 38原.fi 56.6 51.6 26.4 103.5 メノウ 匝層 40.558 

8H-23 391iiJf¥ 15.5 22.4 4.41 1.5 。 5 'J(lll f~ 日 E層 40.526 

8H・23 40剥H 14.2 15.4 6.51 1.1 C 。21111 F チャート E輔 40.511 

帯曲凶n 8H-23 46剥片 16.5 28.5 5.4 1.8 C C F 
砂流紋Ff干;

E尉 40.525 

8H-23 回 剥J¥ 22.0 皿6 11.9 16.8 H 。 F W尉 40.727 

串革串帯第田開同四l白凶凶岡凶阿2田111 6 4 1 1 

8H-23 511u枝 31.3 41.7 22.4 38.6 砂Ff E層 40.555 

8目指 臼模車u器 38.3 33.4 息91 16.6 チャート 匝嗣 40.臼8

8Hお 54剥J¥ 33.7 23.9 10.9 8.8 チャート21 92+93+95との接合 目尉 組曲I

8H.23 551uf主 盟 2 31.2 13.5 9.9 lt. 質質'H~ 匝X尉層
40.612 

8H-23 56剥J¥ 33.4 31.6 13.2 10.2 lT.l'itin 40.4国

8H-23 57頑m 17.9 23.5 6.51 2.8 チャート 咽層 40.71制

車93凶448H-23 58織れ 74.9 62.3 却9 191.4 チャート E屑 40.529 

8H-23 5910111 18.0 玖41 10.6 1.7 チャート 匝層 40団4

8H-23 回 剥J¥ 19.2 10.4 3.21 0.6 凝h'(i} E崩 40.525 

第93凶488H-23 6I1.fi核 お2 46.2 19.8 39.7 此紋" E楢 40.545 

揖l邸凶938H-23 位剥1¥ 泣 7 16.2 11.7 5.0 F チャート21 92+94+95との接合 X層 40.4開

事lω[婿768目指 63l.fi犠 49.5 59.1 26.3 阻 3 チャート23 77との接合 E慢 40.日5

事95凶558H-23 削 剥J¥ お3 26.3 16.6 12.1 F チヤ+ト 12 56+57+58との接合 X層 40.472 

事89悶 98H-23 65剥H 却.8 21.8 息11 4.6 F IIt買l"iii 町憎 40.574 

8H-23 66剥J¥ 21.5 14.0 7.01 1.5 P 2 311 F j'，配山fiA 匝層 40.自由

8H-23 67砕J¥ 12.8 10.6 1.61 0.2 lT.質!iii 目尉 40.618 

車l田凶848H-23 回 訓J¥ 19.3 28.4 5.81 2.7 H 。2 F チャート24 82+8.3との接合 EE 刷層
40.614 

事1011掴818H-23 691 .fil~ 31.8 27.5 17.2 219 ./i;山tiA2 聞との接合 40β臼

8H幻

澗?n1司.剥権，問p片片片片町片v 
12.7 12.9 4.11 0.8 チャート X尉下 岨3凪

8H-23 9.81 11.9 2.81 0.3 チャート E層 40.578 

事l価岡928H-23 14.2 21.5 5.91 1.7 一 O F チャート21 93+94+95との接合 E贈 40.団 I

8H-23 73剥 27.5 16.0 6.51 3.3 C 。 F チャート E嗣 40.却1

8H-23 74砕 9.51 11.2 3.71 0.3 '/i;山iiA X掛 40.461 

8H-23 75剥 16.0 18.4 4.31 1.3 2 F チャート X尉 40.455 

8H-23 76剥 13.2 24.0 5.21 1.3 H 。1 F I'/i;山訂A "屑 40曲4

8H-23 77剥 加 5 15.2 6.1 1.7 H 。2 L F 践置li計 配層 40岨E担

第96闘628H-23 41.8 38.9 16.8 29.5 メノウ 3 日との接合 匝層 40.591 

事101国田 8H-23 20.0 19.1 12.3 丘I H 。 L F 1'lilllf}A 2 81との接合 X層 40.481 

8H-23 13.0 18.8 5.41 1.4 H 2 H メノウ X層 40.4剖

串i岨凶位 8H-23 却 2 67.8 21.2 62.6 チャート24 関+制との接合 E層 40.日5

8H-23 却 2 24.8 11.91 5.7 H 。。2 F チャート 配層 40.571 

8H-23 24.2 23.3 6.11 4.2 C 。 H 1'/i;111計A X尉 胡.403
串95凶568H-23 24.0 22.7 15.61 5.4 じ 。 F チャート 12 55+57+58との接合 X層ド 40.398 

8H-23 14.71 12.0 5.01 0.9 チャート X尉下 40.却5

8H-23 41.2 24.8 5.21 4.8 。 2 L F 11量買riif X層 40.4田
8H-23 17.2 加。 8.41 2.6 L 。2 F チャート E層 40.田5

串田岡188H-23 31.9 46.7 13.1 18.9 チャート X桝 40.448 
事IlTl剖8.38H-23 14.1 22.9 4.71 1.8 C 2 F チャート24 回+8.3との接合 X梢 40.492 

8H-23 91 10.1 24.7 9.01 1.7 2 s IJF.質耳目 X層 40.449 
8H-23 92 129 8.11 3.7 0.4 チャート X屑 40.455 
8H-23 93 10.7 13.7 2.41 0.4 チャート X層 40.439 

事草革曲llωM凶周同9743 1 
8H-23 94 27.6 10.31 7.2 1.5 H 。。3 F 11李質tifi E尉 拍β02

8H-23 95 35.8 36.2 17.41 19.1 チャート15 74+75との接合 E層 40.5制
8H-23 96 国A 凪 5 27.2 l凪 6 チャート41 冊+19125プロ"/7+1目指プロ17tq)轟音 E層 40.595 
8H-23 

Ig制9佃w0耐調酎4調附耐砕剥a耐a・片1片片片片

13.6 19.61 6.4 1.5 。 F 流紋干; X層 40.426 
8H-23 加 4 23.6 6.11 3.0 H 。2 l F 凝版F} X掛 4倒的

8H-23 22.8 20.4 6.21 2.1 P 。3 z H 1'<<llliiA X層 却 435
8H-23 19.3 18.61 4.2 1.4 C F I'/i;山抗日 X層 40.478 

事師凶曲 8H-23 102 27.5 18.01 8.6 2.9 C 。 F チャート 14 59+61との接合 E憎 40.518 
8H-23 103 4.61 10.0 4.81 0.2 チャート 匝尉 40.550 
8H-23 104 22.7 16.51 6.0 2.3 H 。 211 チャート X尉 40.472 
8H-23 105 9.61 10.4 4.11 0.5 凝版Vf XII4 却 412
8H-23 I国 15.71 12.0 3.3 且6 H 。2 l F 位置 'H~ X掛 40.4曲
8H-23 

07al>i!Ji 片片片片
22.6 26.6 13.11 5.7 H 。l 1 F 践質買ti計 X尉 40.448 

8H-23 07b 18.41 10.8 且81 0.9 L 。2 F 峰 iHi X桝 40.448 
8H-23 l曲 加 6 10.21 4.0 0.8 骨岩 X層 40.459 
8H-~沼 1凹 剥 24.2 15.3 3.41 1.0 C 。 L F チャート X尉 40.539 
8H-23 110剥 1 15.4 11.5 3.31 0.7 C l F メノウ X層 40.475 

事lω凶778H-23 111 剥砕片 24.6 26.3 10.81 8.2 H 。 F チャート23 76との接合 X尉 40.479 
8H-23 11211it1¥ 10.5 7.01 7.2 0.4 'iilIliiB X刷 40.574 
8H-23 113剥JJ11 15.6 18.5 4.91 1.3 C 。 F メノウ 咽嗣 40.770 
8H-23 114剥 19.1 18.6 4.31 1.3 H 。 F 凝'1(i} X尉 40.4田

事串9l似1闘I掴田24 
8H-23 115剥桜1¥ 18.5 23.2 7.01 2.7 日 。 チャート41 91+(9)251ロ17+(2)昂プロ17tの聾骨 X尉 40.462 
8H-23 1161u 羽白4 四.8 9.41 7.8 チャート X尉 40.489 
8H-23 

1 1 7 4a耐46砕梼4gga隣ー・断ee・el片片片片町片片e片附t 実

12.4 17.8 3.01 0.6 F チャート X層 40.413 
8H-23 118 12.7 6.91 4.7 0.2 砂~n X尉 40.4曲
8H・23 119 6.11 10.1 1.51 0.1 メノウ X尉 40.458 
811-23 l却 22.5 17.51 5.5 2.2 H 。。1 11 チャート X肘 40.4田
8H-23 121 16.1 12.1 6.51 1.2 C 。 2 1 H チャート X尉 40.404 

帯91同27811・23 122 32.7 18.7 8.61 6.4 H 。2 z 日 メノウ X尉 40.444 
事911盟31811-23 123 27.5 19.8 15.81 7.7 H 。l 1 F 11量買H計 X同 40.465 

811-23 124 12.4 12.6 6.91 0.7 ホルンフェルス X肘 40.475 
8H-23 125 14.4 14.0 3.31 0.8 チャート X層 40.424 
811-23 l描 11.1 14.6 5.21 0.8 チャート X楢 40.445 
8H-23 127 8.91 12.0 2.51 0.3 チャート X尉 40.4曲
8H-23 128 15.7 10.9 3.81 0.6 H 。 官山計A X尉 40.404 

車関岡478H-23 129 24.3 33.4 10.8 10.2 安IIJiiB X尉ト 40.却O
草田園 58H-23 131剥月 32.2 39.2 底五 5.8 H 。 砂手f X層ト 40.3団

811-23 132剥1¥ 18.7 14.3 5.1 1.1 P 。 L F チャート X梢ド 40.303 
811-23 133剥片 15.5 10.9 7.01 0.8 H F チャート X層ト 40.327 

草田岡8811-23 1351 U・剥円 17.9 23.4 5.81 2.0 H 。 B F 流紋F} X柄 F 崎拓2
8H-23 136砕片 11.8 8.01 2.5 0.2 '岩山ifA X層 F 40.348 
811-23 137剥片 12.6 16.2 6.51 1.0 H 。 F 流紋計 X層 F 40.剖6
8H-23 日8砕片 7.51 9.2 3.21 0.2 持費e}ti訂 X層ド 40.351 

帯串9944凶叩 8H-23 1391.fi椅 73.0 日 l 19.4 110.7 砂 7 51と接合 X~却下 40.335 
凶51811-23 140砕1¥ 13.2 10.7 2.81 0.5 砂告7 切と援什 X尉ド 40.356 

車911珂32811-23 141剥H 24.1 23.7 5.51 3.5 H 112 I 日 ホルンフェルス X層 F 40.32'2 
8H-23 142剥片 19.6 14.5 2.11 0.6 P 。 F チャート X 層尉 F 40.339 
811-23 143 剥砕1¥ 19.4 21.5 4.1 1.7 C 。 F チャート Xl'H 40.323 
811-23 1441it1¥ 9.71 8.6 4.31 0.5 チャート X層 F 40.361 
811-23 145砕H 11.9 7.61 6.0 。7 チャート X同ト 40.363 
811-23 146剥片 16.9 20.9 4.61 1.7 C 。111 F チャート X尉ト 40.380 

事91凶34811-23 147剥片 23.2 11.8 4.91 1.2 C 。。3 F メノウ X柑ド 40.328 
811-23 148剥1¥ 17.7 8.01 6.9 0.9 P 。o。2 F 'fi山F4r;A X層ド 40.335 

第91倒33811-23 1491 R .剥片 20.8 31.0 7.21 3.9 H 2 F 流紋 f X嗣ド 40.284 
811-23 150 砕砕砕片

8.71 5.1 1.61 0.1 チャート X 層層 F 40.描l
811-23 

11 5521 片片
7.81 7.7 3.21 0.2 チャート Xltl ~. 40.2芯7

811-23 8.21 7.7 1.91 0.2 メノウ X肘ド 40.288 
811・23 153 砕砕砕片

11.8 9.51 2.4 0.3 メノウ X同ド 40.321 
811-23 154 月 12.5 14.6 3.21 0.6 チャート XII4ド 40.却1
811呂3 155 片 13.8 14.5 6.71 l.Q チャート X層ト 40.216 
811-23 156 訓核円 20.0 30.2 12.6 8.5 H 。 F チャート X柄下 40.261 

帯lω凶74811-23 157イz 23.8 22.4 13.2 6.4 チャート 15 73+75との接合 X嗣ド 40.描6
811-23 同8砕 8.71 11.1 1.81 0.2 チャート X輔ド 40.257 

第98凶67811-23 1591u核 32.2 46.7 27且 45.3 砂計6 (35116プロックとの接合 X桝ト 40.2.15 
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挿図
グリッド

遺物
器種

最大長 最大幅 量k車 重量
打面形状 頭 部

1r面構成
調部整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 番号 mm mm mm E CISIIIITIRILIDIV 

811.23 160砕片 13.5 731 23 03 .，(11，告A X層ト 40.240 811.23 161砕片 9.51 6.6 1.91 0.1 メノウ X尉ト 40.252 811.23 162砕片 13.3 6.61 4.7 02 チャート X輔ド 40239 811.23 163砕片 173 102 5.91 0.9 H 。 流紋F; X層ド 40.253 811.23 国4砕片 10.4 821 32 0.3 波紋t; X嗣ド 40.245 811.23 165IAi核 27.9 21.5 162 7.9 佐賀両干} X層ド 40.235 事l田園89811.23 166剥片 33.8 37.2 14.9 15.6 - 1012 F 1'，岩山坑A X層ト 40232 811.23 2.樽 19.4 15.9 6.71 32 チャート 40.684 811.23 2b畷 21.5 15.8 531 2.8 チャート 40.曲4車911彊28811.23 3模形石器 32.5 17.0 721 4.0 n質tlii 40師5草田困3811.23 5剥片 54.3 45.8 12.1 30.4 じ 。 F 流紋I} 40.5団

第18表 旧 石 器時代第18ブロック石器観察衰

挿番 図号 グリッド 遣番鞠号 器種
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭 部
背面構成 調整

折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位mm mm mm E CISIIIITIRILIDIV 部位 標高m

事113同35811.23 41剥片 37.8 25.8 12.8 14.4 H 。 F 砂f':8 {岨)28プロックとの接合 四層 40.739 811.23 42剥片 16.6 17.6 6.21 1.8 11 。 R F チャート 四層 40.7剖事111凶26811.23 43剥片 おβ 52.7 12.0 16.8 C 。 H 砂計9 27との接合 E掛 40.5抽事l鋤凶2811.23 441 U 剥片 おS 22.8 6.91 3.4 H 。。l F チャート 匝層 40.654 811.23 45剥)¥ 16.1 21.9 4.51 1.4 じ 。 L F 砂 fo 羽層 40.932 811.23 岨剥片 2.9 C 。。 R H 砂岩 匝層 40.545 811.23 47剥片 15.8 12.0 4.51 0.7 C L F 砂Ff 羽層 4田52811♀3 48剥片 11.7 20.3 4.31 1.1 C L. R F 砂it 咽嗣 却1.7'位
事111['場29811.23 49剥片 35.7 26.8 11.5 13.0 2 。。2 F チャート25 28との接合 X層 40.467 811.23 130喋 10.8 8.71 6.0 6.6 チャート X層 40.428 811.23 131剥H 112 C 。 2 5 砂宮} X楢 40.4却

草川凶28811剖 2剥円 21.3 29.3 5.01 4.5 C 。 チャート25 29との接合 血圃 40.573 
事113閑6811剖 3襖形ij器 16.2 16.7 8.61 2.7 宮山れA 匝層 40.512 
構113図担 811剖 5穣 27.0 お I 233 15.7 チャート 19 (64)17プロックとの接合 W層 岨 739811.24 610副j片 22.7 8.21 4.8 0.9 H 。 チャート 咽層 40.734 
車1111阿10811・24 7剥片 22.7 18.0 5.91 2.6 H 。11112 '!e，I，軒A ¥1層 40.735 

811-32 6醸 142 14.1 6.01 1.6 lE質白岩 X層 40.晶5
811-32 7耕l片 10.1 16.9 4.51 0.6 - 10 1 M '!e，I'!/IB E層 40.518 
811.32 8砕片 10.9 13.8 4.11 0.5 fF.賀商岩 E層 40.5"拘

811お 2剥H 213 263 621 3.3 C 。 L F 砂Zi VI櫨 40.8砧
草川凶21811.33 3剥片 50.0 39.2 7.71 17.5 L PL 10 311 112 5 ホルンフェルス E層 40.591 

811.33 4.砕片 29.6 16.3 邑21 2.8 C 。 F 砂計
EE 層尉 40五85

811.33 4b砕片 7.51 8.8 主51 02 宮山ltB 崎五匹
811-33 5剥片 20.2 25.9 4.61 1.7 L 。2 F 砂岩 咽層 40.791 
811-33 6剥片 23.5 お0 4.91 2.2 H 。l F 'ii山iiA

咽咽嗣層
407，曲

811-33 7 剥片片 15.8 15.3 4.71 1.3 C 。 L F チャート 40.736 
811お 8剥 23.1 住01 4.0 0.5 C 。 L H 砂岩 匝層 40届 4
811.33 9剥片 21.7 29.4 5.01 2.3 H 。2 F 宮山i}A VI凶 40.822 
811.33 10剥片 17.6 15.7 3.91 1.0 H 2 H 宮山I}B 直属 40.6団
811.33 U 剥片 23.3 21.8 7.41 1.5 H 2 112 F 安山抗日

E配層層 40.613 
811.33 12砕片 12.6 14.5 2.11 0.4 'KI1J}iA 組閣I

事112t叫33811-33 131Ai核 31.8 34.6 153 19.1 チャート26 32との接合 E層 拍'.585
事IIO~司24 811-33 14剥片 44.0 32.0 15.5 27.0 C 。 F チャート27 25との接合 E層 40，監視9

811.33 15剥片 24.0 14.7 5.71 1.7 H 。 L F 宮山科A
E匝尉層 40.553 

帯l飽l咽8811-33 161Ai核 48.5 η。5 20.5 65.6 チャート 40.619 
8目指 17砕片 9.21 14.5 5.11 0.4 安山幸iA 配層 40，伍5
811-33 18砕片 9.91 12.4 3.41 0.4 音山tiA 明層 41加4
811.33 19剥片 加 9 11.4 6.91 1.5 H 。 211 B 砂岩 E層 40.岨I
811-33 却剥片 17.0 11.1 5.31 1.1 H 。 111 B 世IU す粁iA 明層 岨'.887
811.33 21剥片 25.5 287 6.11 3.4 H 。1 2 F 'ま I Li ?~A 配層 40.5邸
811-33 22剥片 23.3 19.1 6.01 2.0 2 112 F ホルンフェルス 1層 40.485 

車100['婿14811お 23原AJ 412 44.7 17.4 44.9 チャート 匝層 40，崩;g
811.33 24剥片 19.1 18.7 7.51 1.7 H 。 I F 官山計B 羽層 胡9叩

臨I舗困 7811.33 25台形石器 却 4 加。 4.91 3.4 政雷同ef封 羽層 40.923 
串1略図11811-33 261ij1J片 29.1 21.5 721 4.6 H 。。3 H 安IlI!tA 四回 40.7田

811お 幻剥片 14.0 17.9 2.51 0.6 C 。 F 砂椅 E層 40.6曲
串1111闘4 811お 28ナイフ車h器 40.6 16.7 7.41 4.1 チャート 匝層 40.5蝿
事l凹図18811お 却 剥1¥ 212 272 11.6 亘9 3 。2 S 砂岩 W層 40.719 
第四岡13811-33 30剥片 292 22.0 142 11.6 2 。。 F 1'1<'，11計A X尉 40.470 
事'"困31811-33 31訂綴 31.4 45.7 13.0 24.9 宮山計A3 30との接合 百層 岨。757
車'"図30811お 32剥片 153 加2 5.1 13 H 。 F 安lliFY;tA3 31との接合 ¥1尉 40.7碕
事lω岡16811.33 33剥片 20.3 置)3 7.41 7.7 L 4 2 F l'iiIiJY}A 匝層 40.6回
事l冊閑5811.33 34棋形.fi器 27.9 22.4 10.3 8.7 宮山岩nA 配層 40日1

811お 35剥片 17.0 11.0 6.41 0.8 H 。2 F 官1111"18 咽層 40.716 
811お 36 剥片片 18.7 6.31 5.5 1.5 H 。。 S 官山干亨~t~ VI層 相'.814

串lωb坦15811お 371ij1J 担 4 岨6 8.81 11.1 2 F 安LU:f:A 明層 姐 842

第串四!"[閲珂2107 
811.33 38 剥片核 29.7 41.4 9.11 16.0 C 。 日 チャート VI層 40.818 
811-33 391.fi 32.4 51.7 19.1 41.6 砂n 百層 40.651 
811-33 40砕片 14.8 14.7 2.71 0.6 'ii山FFt}A X帽子 40.347 
811-33 41剥片 17.8 32.3 6.51 3.9 C 。 F l'iillJiiB 皿層 岨五81

事l側困9 811-33 42剥片 20.6 26.0 10.7 4.5 C 3 F 1-<<11，干iA 匝層 40.田I

811剖 I剥H 14.4 24.2 8.21 2.7 2 B ー チャート クラム

第lω11412811-34 2lfi核 42.2 47.4 20.3 54.2 官山古} E層 40，日14
811-34 3剥片 19.9 9.81 2.4 0.5 日 ホルンフェルス VI層 拍'.8η

事110['蝿25811-34 4石核 47.2 542 27.4 863 チャート27 24との接合 目層 40.招4
串111岡27811-34 5石核 51.5 宜).7 お 5 91.9 砂お9 26との接合 E層 40.511 
事l側岡 3811担 71 R・剥片 31.7 20.0 7.21 4.4 H 。2 B ー メノウ X層 岨.470
車問凶19811担 8剥H 33.8 44.2 12.9 16.9 2 。 4 212 ホルン 7ェルス X層 40.455 

811-34 9剥片 18.4 23.5 6.61 3.9 H 。1 11 1-<<山計A E尉 40.555 
構112岡32811-34 10剥片 133 15.11 4.1 。6 C 。211 F チャート26 33との接合 E層 40.625 

811剖 11剥片 32.6 加 8 9.11 4且 。3 F l'lCllJiiA 匝層 40.620 
811剖 12剥片 14.6 19.1 431 1.5 じ 。 l F チャート E闘 40.6お

第110関22811-34 13岩1)1¥ 29.1 却7 11.5 11.0 2 2 F "女山おA 匝層 鉱抽;72
事110岡お 811-34 14剥片 22.1 27.0 7.21 5.1 H 3 l F I'<<II，!/IA X尉 403田

構咽闘 1811-14 21.fi椋 回.9 54.9 183 78.0 宮山町 配層 40.516 

811-15 2曙 2.2.1 8.81 5.6 1.0 凝'.*1: 匝嗣 40.606 
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第19表 旧 石 器 時代第19ブロック石器観察表

挿書 図号 遺骨物号 器積
最大量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭部
背耐構成 調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
グ1}"1ド

mm πm mm g CISIHITIRILIDIV 部位

8H-42 61，，11片 15.5 20.1 2.7 0.9 C 。 F ホルンフェルス 刊肘 40.615 

事122D叫298H-43 !lu核 22.5 28.5 10.2 7.5 n買tiii クラム

第1191.割6 8H-43 6イ1棟 32.9 36.7 18.3 26.3 チャト 四軒 40.799 

串122夙"258H-43 7ナイフ*Hi器 40.9 22.3 9.2 6.7 流紋計 四嗣 40曲9

8H-43 8砕片 4.8 10.5 1.61 0.1 宮山(';A 匝層 40.531 

第131岡768H.43 9剥片 21.4 25.4 9.01 5.1 H 。 1I1 F 砂お10 67-75+77-79との接合 W屑 40.695 

車119t刈4 8H-43 101 R .訓片 10.3 23.1 6.61 2.8 L 。。2 日 F チャート 咽屑 40.721 

第121岡168H-43 IIlu核 40.9 55.6 14.3 36.3 イi晃 四嗣 40.683 

8H-43 12剥片 15.3 21.7 4.01 1.3 H H ホルン 7ェルス 11層 40.940 

革協同，918H-43 13剥円 38.2 29.5 12.6 12.4 H F チャート33 92-94との接什 WII当 40師2

革131凶758H-43 14剥片 17.8 13.7 4.71 1.1 仁 砂計10 67-74+76-79との接合 咽肘 40届 5

串1261司548H-43 17剥片 27β 18.2 11.5 7.0 H R F チャート30 55との接合 111M 40.852 

8H-43 18剥片 21.2 15.3 3.11 0.9 安山 ~nB V官制 40.747 

車l目l喝加 8H-43 19剥片 18.1 24.6 4.91 2.6 H 2 2 F ホルンフェルス 日嗣 40.813 

8H-43 20剥H 12.3 18.1 6.51 0.8 H F メノウ W同 40.858 

8H-43 21剥片 18.4 24.5 3.81 1.5 L 。 2 F ホルンフェルス W閉 40.858 

8H-43 22剥); 28.0 27.7 11.8 14.1 H 。 L チャート30 54との接什 11屑 40.875 

8H-43 23剥J; 19.0 18.1 4.21 1.2 P 。2 F ホルンフェルス W同 40.821 

第12:刈358H-43 241 {i核 26.2 34.5 15.3 14.8 チャート28 36との接合 困層 40.929 

8H-43 25剥lJti 14.8 18.7 2.51 0.8 L 。 ホルンフェルス 明暗 40.799 

第125闘468H-43 261 R 剥片 32.1 38.0 8.41 9.2 H 。。 B H チャート 四梢 40.806 

事l担凶808H-43 27石被 56.2 34.1 17.2 39.5 ホルン7ェルス 3 81-90との接合 匝層 40.551 

靖国国628H-43 281E核 37.0 33.3 12.1 52.9 チャート2目 同 +61+63との接合 E層 40.561 

串l盟ll!l佃 8H-43 28剥片 36.5 34.5 12.5 27.6 チャト32 61+62+63との接合 配層 40.561 

8H-43 29剥円 17.4 19.6 5.01 1.3 C 。 F チャト 匝層 40.565 

第四回日 8H-43 41lb棺 42.2 50.7 12.1 30.9 宮山干iA vn層 40.637 

8H-43 42剥片 22.0 24.0 4.61 2.6 P 。。3 F 酔(; W層 40.874 

帯133凶958H-43 43 剥砕片 29.7 29.4 17.3 9.9 C 3 F チャート34 95+ (27-29J 19プロ yヲとの接合 四回 40.811 

8H-43 44 片 12.5 9.71 3.3 0.5 砂ri 四回 40.657 

8H-43 45剥片 19.0 16.5 4.31 1.5 H 5 ホルンフェルス 咽肘 40.675 

事132阿838H-43 46剥片 21.2 28.0 7.01 4.5 H 。 F ホルンフェルス 3 剖 -82+制 -90との接介 咽嗣 40.681 

8H-43 47剥片 14.6 26.1 3.81 1.4 C 。 F 凝!火<i 明層 40.921 

8H-43 48剥片 6.91 15.5 5.01 0.5 日 S チャー卜 W刷 40.759 

8H-43 49剥片 11.5 22.3 4.21 1.0 P 3 I 1 I1 珪町U1i vn肘 40.772 

事122~司23 8H-43 50台形{i器 25.0 34.9 8.81 7.7 ホルンフェルス w層 会且719

8H-43 51砕片 13.2 7.41 3.5 0.4 チャート 四肘 40.718 

串i却凶158H-43 52剥片 59.3 描.8 13.3 31.5 H 。 B 砂{'i E層 40.574 

第l担図898H-43 53剥片 272 23.8 7.31 9.3 H 。 F ホルンブェルス 3 同-88+90との接合 匝嗣 40.570 

第四国588H-43 54剥片 24.3 34.9 9.31 7.5 C 。2 日 チャート31 59との接合 W層 40.788 

事l羽凶948H-43 55剥J; 34.8 21.2 14.7 11.9 C 。 F チャート33 91-93との掠合 日柄 40.862 

車問図578H-43 56石被 33.4 23.9 16.1 12.1 It質tif~' 9 56との接合 四回 40.795 

事127阿568H-43 571 R .剥片 30.5 14.6 10.0 5.3 。 B F IIt闘員ii9 57との接合 刊屑 40.825 

8H-43 58剥片 16.3 12.8 3.01 0.4 H 。 F ホルン 7~ ルス 四層 40.811 

革131岡798H-43 59剥片 20.0 23.8 7.01 3.3 L 。l 。砂日 10 67-78との接合 羽層 40.8.51 

8H-43 60砕片 6.51 92 1.31 0.1 凝i火岩 羽尉 40.860 

串133岡928H-43 61剥円 35.8 41.6 8.91 13.4 C 。 F チャート33 91 +93+94との接合 11同 40.8.52 

第四阿648H-43 62石核 30.7 70.7 43.9 89.0 砂計11 65+66との接合 E崩 40.611 

第四回198H-43 631u核 63.9 49.4 22.0 84.2 誕l火す; 匝層 40曲 5

帯119凶 l 8H-43 64行績 86.3 64.2 34.8 202.0 ホルンフェルス 匝層 40.639 
革12!I凶658H-43 651.i核 78.7 曲 4 29.1 161.0 砂計11 64+66との接合 皿層 40.639 
事131凶708H-43 66砕片 9.41 13.7 3.91 0.5 砂f'tlO 67-69+71-79との接合 匝層 40.670 

8H-43 67砕片 7.61 11.8 2.51 02 宮山 ~nA 匝層 40.502 

8H-43 68剥片 15.9 12.7 5.11 0.8 H 。 F メノウ 配属 40.576 

8H-43 69砕片 12.3 10.8 3.21 0.4 凝!火干; E同 40.649 

第第122 図26 8H-43 70ナイフ形イ1器 302 17.4 7.41 2.9 流紋，; 四同 40.711 

12Ilb叫9 8H-43 71剥片 31.4 18.1 5.11 2.8 H F 宮山訂 A E層 40.649 
革問岡田 8H-43 72剥片 26.9 25.8 8.51 5.2 P 。2 日 チャート E尉 40臥)]

車問阿148H-43 731 {i核 21.5 33.8 18.8 13.2 宮山{';.B W嗣 40.732 
8H-43 74砕}; 14.8 9.81 3.4 0.5 チャート 町-y肘 41岨 l

第四国668H-43 75剥片 34.0 40.5 22.0 24.8 H 。I 砂c{;ll 64+65との接合 W層 40.793 
車日l陣1738H-43 76剥片 18.7 27.2 6.61 2.8 H 。 砂'{;.1O 67-72+74-79との接什 咽肘 40.786 

8H-43 771>l剤Hi 17.8 16.4 5.71 1.6 H 。 F 民間fi{';' 11層 40.949 
8H-43 78砕片 4.61 11.1 2.71 1.2 H チャート W層 40.907 
8H-43 791>IJJ}; 22.3 26.2 4.01 2.2 じ 。 砂円 E同 40.577 
8H-43 80剥J; 19.5 6.21 5.8 2.4 H 。2 LM、R F 1'~'IJJ{H~ 日柄 40.838 
8H-4日3 82剥}; 17.1 11.2 4.31 0.9 じ 。Z B イI英 配層 40.679 

事122同248H-43 8.，剥片 23.8 44.1 8.61 6.9 7 Z F ホルンフェルス E層 40.681 
串122凶338H-43 841 U・剥J; 14.3 19.4 6.91 1.6 1I1 F IH閏(-i{i 配層 40.667 

8H-43 8.5砕片 12.1 8.11 2.9 0.3 チャート E肘 40.669 
8H-43 掛剥円 27.4 26.3 6.21 4.1 H 。2 I 1 F ホルン7ェルス 咽肝 40.736 

車l却同678H-43 87石斧 52.2 42.8 17.7 55.2 砂{;-1O 倒 -79との持合 百肘 40.602 
8H-43 88組Ij}¥ 17.2 25.4 7.71 32 H 。 F 111'質.tlii 配層 40.622 

第四国 8 8H-43 891Ai核 31.4 38.2 22.1 36.1 't(IJ){'tA 目尉 40.609 
事12出~21 8H-43 田{i核 27.7 36.2 16.7 18.2 '!i:山nA 配層 40.594 
事131阿718H-43 91洲0¥ 22.1 23.7 5.71 2.6 H 。2 F 砂計10 67-70+72-79との接介 E同 40.557 
串l祖国538H-43 92剰Vi 30.3 26.0 4.71 8.1 。 F 凝l天計 7 52との接合 W屑 40.845 

8H-43 93砕J; 11.7 12.9 4.21 0.6 I字買頁i} 明層 40.825 
事l昌国528H-43 941{I核 45.6 61.4 23.3 65.5 凝/1{fI7 53との接什 百屑 40.579 

8H-43 95剥}; 16.8 14.7 6.21 1.5 C 。 F IIt賀直i;- 四肘 40.795 
事124t羽418H-43 同 b核 54.7 46.0 21.1 70.8 チャート29 42+43との接合 配層 40.593 
車125凶498H-43 97剥H 33.9 20.1 8.21 4.2 H 。1 I 2 F 111:間tiii ¥11層 40.763 

8H-43 98剥H 10.6 16.7 2.11 0.5 H 。。3 F チャー卜 11層 40.8田
811-43 99剥J; 31.7 15.9 8.01 2.7 H 。 F l'久山抗日 明層 40.S!柑
8H-43 l叩 剥H 18.2 23.5 5.01 2.1 2 。2 F 1，，，，，1，計B 11層 40.9冊

串l田[場138H-43 101剥片 27.6 19.4 9.11 3.7 H 。2 F 1'，久山 {'IB E屑 40.534 
811-43 1021.判: 14.2 9.71 4.6 0.6 ホルンフェルス W層 40.740 
8H-43 103剥J; 16.0 8.31 4.8 0.7 H 。 2 F ホルンフェルス W崩 40.7叩

帯1251刻518H-43 104j{，核 36.7 35.7 12.4 22.7 凝!火ii6 51bとの接合 E肘 40日9
8H-43 105剥H 21.9 23.5 5.81 1.7 日 1I1 F 凝11((1 E府 40.573 

事i油[唱108H-43 106剥片 31.3 17.3 7.81 3.3 H 。2 F 安山科 A E肘 40.584 
車123阿368H-43 107剥片 20.1 26.9 5.21 2.3 2 。2 5 チャート28 35との接合 匝肘 40.585 
第四闘478H-43 l田原イ; (れ骸) 29.3 39.4 13.3 23.5 チャート 匝同 40.585 
革l目I叫408H-43 1091<;桟 39.2 32.7 18.7 却 2 詑賀両目10 37+38+39との接合 百回 判 532
革l坦凶39811-43 110剥); 21.9 18.4 15.1 4.7 C 。 2 I 1 F II主質UfilO 37+38+40との接合 E肘 40.675 

8H-43 111剥}¥ 17.6 14.1 6.41 0.9 C 012 チャート 刊層 40.758 
8H-43 112砕片 14.9 4β 1.9 0.1 富山'1iA 配層 40.659 

第四阿378H-43 113砕円 14.6 14.1 3.31 1.0 時間fii;"IO 38+39+40との接什 百層 40.575 
8H-43 114砕}¥ 9.81 7.9 2.41 0.2 メノウ E肘 40.678 
8H-43 115剥}; 19.0 13.3 2.71 0.8 11 。2 F 誕J火11 ¥1層 40.9帥
8H-43 11611判1 14.4 14.7 3.31 0.7 輯宮山yF;E3 IV-y同 41αJ4 

事l出似1518H-43 117剥}'， 21.3 30.6 11.3 8.3 じ 。 F IiiI:J1(1;-6 51aとの持" W同 40.840 
事'32叫828H-43 118剥J; 17.5 18.4 5.01 1.2 日 。2 5 ホルン 7ェルス 3 80+81 +83-90との提什 ¥1同 40.825 

8H-43 119イ1棋 29.8 27.6 10.9 7.4 '!i;山{'iA E回 40Jx明}
串123刈38811-43 120剥片 18.0 16.6 8.7 1.5 H 1I1 。H賀貞{';"10 37+39+10との接合 咽肘 40.750 

8H-43 121刈円 23.3 12.4 4.71 Ll H 。。2 Jt質rc;; 四層 40.742 
第四刈128H-43 122イI桟 22.2 48.8 10.8 14五 'b.'IIJYî 阻楢 40.ωq 
串122同30811-43 1231 U・謝IJ1'i 19.5 16.8 3.81 1.2 P 。。2 F 'ti;山{':-A W肘 40.7削

8H-43 12610干H 8.81 9.5 1.61 0.1 ホルンフェルス E肘 40.536 
事121同17811-43 1271Ai+失 31.2 30.0 12.4 12.2 チャート lX肘 40.698 
部lIS刈3 8H-43 は8剥J; 39.5 29.1 9.51 9.2 H 。 3 I 2 I 1 '久Illf';-B 以肘 40.516 

811-43 129訓}¥ 19.5 10.2 4.61 1.0 H 2 ホルシブ工"ス ¥11肘 40.825 
帯目l附778H-43 130刈}¥ 19.2 32.7 8.71 5.4 H 3 I 1 1I1 11 I?Ti;IO 67-76+78+79との持什 目肘 40.658 
車133凶938H.43 1311 io械 36.0 42.1 20.6 35.2 チャート33 引 +92+94との接什 目肘 40.5ヨ}
車1251刈458H-43 132剥}'， 35.4 24.8 9.01 9.1 H 。 ホルン 7ェルス 四肘 40.712 
事13'2[刈908H.43 133剥}'， 29.5 23.6 7.11 5.2 3 。3 11 ホルン 7ェルス 3 同~附とのjt汗 民肘 40.684 
都12S1叫61811-43 134剥J; 日'.5 43.2 10.1 24.5 C 。 1 お チャー卜 3~ 60+62+抗"と<7)j主.. lX刷 40.6:ち2
革i担l叫86811-43 13ち剥J; 24.3 28.3 6.51 3.3 H 。3 ホルン 7ェルス 3 縦}、比ち+民7ーも 90と(.I)U{r IX ，~ 10.589 
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挿番 図号 グリッド
遺物

器種
最大長 最k幅 最え厚 重量

打面形状 頭部
1'fIAI構 成 調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層{立 標高m番号 mm mm mm E CISllIlTIRILIDIV 部1す

811-43 日6棋形ii器 24.4 27.9 9.91 4.1 'i<，'III{';'日 E肘 40.677 
81143 137砕片 14.3 9.41 3.5 0.6 チャート 配肘 40.677 
81143 1潤 4耐IJJ¥ 16.9 18.0 3.3 1.0 H 2 H 砂'j; 阻回 40.698 

第l昭文:18881143 1391，，111片 29.0 33.8 921 7.2 2 。3 H ホルンフェルス 3 8cト87+89+90との按 A V官同 40.792 
81143 140剥円 22.1 15.8 5.1 1.9 H 。 111 F 砂V; W尉 40.772 

第口41主<1438H-43 141剥片 40.1 25.:1 8.61 11.1 C 。 R ド チャート 29 41 +12との姥什 咽肘 40.8倒
華日21<1848H-43 142剥円 37.9 25.4 9.71 8.1 11 。。4 F ホルン 7ェルス 3 8cト回 +85~同との接合 四肘 40.727 
草124附428H-43 143模可;{i器 49.5 21.8 16.3 26.1 チャート 29 11 +43との持u 四刷 40.752 
革119凶7 8H-43 1441 ii!主 26.1 20.3 18.4 10.8 Jt質fin 四肘 40.724 
第122凶32811-43 1451 U・剥1¥ 24.7 18.3 5.21 2.0 H 。 111 111 L、R 日 時間自民 E崩 40.649 
革日1/到72811-43 146剥円 15.3 11.0 3.41 0.7 じ C H 砂{i1O 6Î~71 +73-79との接合 四屑 40.740 
第四回6881143 147剥片 29.0 30.7 1.91 1.2 H 。 2 ド砂nlO 67+69-79との接合 w嗣 40.726 

8H-43 148剥H 10.3 16.1 4.71 0.7 H 。 11 1'k;I!I{'iA 咽肘 40.739 
第四阿788H-43 119向車h器 40.0 24.1 10.1 9.1 砂1;10 67-77 + 79との接介 IXII'I 40.617 
第l担l刈878H-43 150剥1¥ 28.8 22.9 7.91 5.1 H 3 F ホルン 7ェ"ス 3 80-剖+樹~聞との接什 E同 40回5
革122b米:128811-43 1511f1形イI器 16.8 24.7 4.01 1.6 官山 1;'A 配層 40.614 

811-43 152剥1¥ 19.9 20.6 8.71 3.1 N 。 L ド チャー卜 IX崩 40.574 
8H-43 153剥1¥ 20.8 16.1 2.9 1.0 o F メノウ E肘 40.546 

事l耳l刈6381143 154 イI干虫 44.1 55.9 1:1.5 42.1 チャート32 邸)+61+62との按{t E層 40.616 
81143 155剥1¥ 11.0 16.0 4.51 0.5 C F ホルンフェルス E同 40五回

第131同7481143 日6剥1¥ 18.7 20.0 5.01 3.6 日 。。 S 砂{';1O 67-73+75-79との提什 E楢 40.5却
8H43 157剥1¥ 17.7 22.1 8.91 3.5 C 。 、f ー チャート X崩 40.484 
811-43 日8剥片 13.4 18.8 3.51 1.1 。2 Z H 1.1(山'!iA E肘 40.5剖

事12'1['刈228H43 159ナイフ膨れ器 39.2 23.4 11.7 9.9 ホルンフェルス E踊 40日l
草l訂l刈5981143 l回 h桜 46.4 日1.0 24.2 66.0 チャート31 58との接什 E同 40.526 

8H-43 161剥1¥ 11.2 8.91 2.9 0.6 H 。 11 ['k;11J1LL¥ 匝輔 40忠則
車問l刈1881143 1621..f1十主 31.9 43..1 13.7 11.3 時間(({'} E同 40.661 

81143 163剥1¥ 23.9 19.5 7.71 2.9 H 。1 F IH賀(11;' E同 40剖7
第1321'刈8581143 164剥1¥ 24.5 19.9 6.71 3.0 H 。。1 1 F ホルンフェルス 3 剖-84+86-90との接什 X肘 40.473 

8H-43 1日 剥1¥ 16..1 14.5 4.71 1.2 H 2 111 M -;正!lJ'iiA E肘 40.507 
第l皿同698H-43 166剥1¥ 25.5 32.9 5.91 4.5 H 5 砂'iiIO 67+68+70-79との接什 E肘 40.538 
第125凶488H43 167原イi{イ1械) 47.1 38.5 21.7 55.1 チャート 配肘 40.646 

811-43 168剥円 17.0 22.1 6.31 2.2 11 。 子 宮山 1;'A X崩 40.474 
事l担阿818H43 169剥1¥ 10.1 21.8 3.91 0.9 C 。 H ホルンフェ"ス 3 80+82-90との接合 X層 40.471 

8H43 170剥1¥ 16.7 23.1 3.7 1.1 L 。2 F ホルンフェ Iレス X肘 40.475 
8H43 171剥1¥ 17.7 24.3 10.2 3.6 H 。2 F 正山 {H~ X崩 40.461 

第四阿 2 81143 172剥日 52.3 33.4 18.2 36.5 H 。。5 F ホルンフェルス X肘 40.472 
8H43 173訓1¥ 29.3 17.7 11.6 4.7 。 L 。チャート XII'I 40.487 

事125凶448H43 174敵わ 68.8 49.1 24.2 111.0 砂(i 医肘 40.曲4

革IZW刈278H44 2襖形h器 27.6 20.5 6.81 5.1 。 '正111(';"'¥ V官肘 40.740 
8H44 3剥1¥ 23.3 8.51 6.8 1.8 じ 。4 R. B チャート 11肘 40.9宮2

8H44 4剥1¥ 16.8 26.3 4.1 1.8 H 。 F 砂(i IV-V層 41.075 
8H44 5剥1¥ 20.0 17.5 5.81 1.5 。3 H F チャート 四肘 40.795 

事1191究15 8H44 6訓1¥ 28.8 15.1 5.31 2.3 P 。 ド'k;山i'iH 11肘 40.8却

811-44 7剥片 21.0 17.0 3.51 1.1 C 21 1 12 I 官11J{'iB 咽肘 40.745 
事1221叫348H44 8剥1¥ 23.0 20.9 5.21 1.9 11 R F IH質J.'(1i w肘 40.7剖

車122['刈318H-44 9構形h器 30.4 12.9 14.7 6.1 泌(i V司層 40.800 

- 313 -



第20衰旧石器時代第20ブロッヲ石器観察表

挿番 図号 グリッド 車番軸号 器種
最大量 最大幅 最大草 重量

打面形状 頭部
背耐構成

調部整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm g CISIHITIRILIDIV 

車l畠閃128H-41 2模形イz器 39.2 17.9 10.6 6.7 チャト 四層 40.832 

8H-41 311，耳石川i核} 59.9 43~ 22.2 73.0 チャート vl層 40.81開

8H.42 2 砕砕片 11.6 7.11 5.3 0.4 チャート 困層 40.810 
8H-42 31>>1¥ 9.51 5.8 1.91 0.1 "岩山 V~A E回 40.595 
8H-42 4 砕剥片 13.7 13.8 4.31 0.6 安山}'tA 四層 40.724 
8H-42 5 片 232 26.9 11.6 5.1 3 。 z 3 F 'iellliiA 咽層 40.727 

8H-43 2砕片 12.2 10.7 1.71 0.3 安山1}A vl層 40.852 
串l置凶198H-43 3 棋形(j器器 28.2 24.0 11.3 7.2 安山計A 11層 40.757 
軍¥¥¥関338H-43 4台形而 盟9 30.7 821 7.4 'Ii:山間tA 11層 40.752 

8H-43 5剥円 17.5 19.7 8.01 1.9 H 。1 F 誕安版干f 明屑 40.829 
8H-43 却 剥fi 15_4 10.9 3.41 0.6 H 1111111 。 山fi'A 四層 40.716 
8H-43 31剥H 14.8 17.4 6.1 12 H 311 H 安山干;"A W屑 40.7田
8H-43 32剥片 15.2 142 3.41 0.8 H 。 F 凝版干} 咽層 40.769 
8H-43 33 剥剥片 15.2 18.5 3.51 1.1 C 。 F a女111計A 咽尉 40.7.剖

車問同138H-43 341，IJJf¥ 20.4 3且4 8.41 4.7 2 2 112 F 安山iiA 咽崩 4O.n5 
8H-43 35剥片 21.0 11~ 421 0.8 P 。3 。'<<IIIViA 明層 叫'.816
8H-43 36 剥敵1¥ 16.1 13.9 4.61 1.1 H 。 F 官山ifA 四E層層 拍'.826

事揖l訂阿118H-43 37lilHi 89.6 話。 27.8 196.0 {j英斑F; 40.610 
l主iT婿58H-43 指 -!i 核核 52.8 61.4 26.6 岨 7 ホルンフェルス 匝層 40.627 

第1371"1168H-43 39IAi 23.0 61.9 描2 52.7 ホルンフェルス 匝層 拍'.601
第1351"128H-43 40 剥機円 26.1 16.8 421 2.1 L PL 3 F 事語版計 四層 拍'.835
事l訂阿158H-43 8I1(j 34.5 70.5 33.2 l岨 O 砂<; 匝層 岨刷l

8H-43 124剥 17.6 12~ 5.51 1.5 H 。 H チャート 目層 40.582 
車l沼岡268H-43 125剥片 26.5 18.8 6.91 1.7 2 F 流紋i} E層 40曲 9

8H-51 2砕片 6.91 7.1 121 0.1 'i(lllliA E尉 40~曲

車問l刻泊 8H-52 21{i核 422 45.2 22.0 49.3 H チャート34 訂+担+195119プロックとの接合 阻層 40.1>謁
8H-52 3剥1¥ 22.6 19.2 4.81 2.1 3111111 F 宮山iiA X層 40.484 

事l却[蝿238H-52 5剥1¥ 23.0 13.5 4.71 1.5 C 。 L F l'li:山nA ¥11層 40.707 
車135岡1.8H岳2 6廓製(j拝 45.8 44.9 12.1 332 H 。2 l F 蛇紋計 l 1b+ 139127プロックとの接合 配属 40.650 
串140岡308H-52 7剥片 25.8 3.2.8 6.61 5.5 H 。2 F ホルンフェルス 4 31との接合 阻層 4O~15 

8H石Z 8頑V¥ 19.1 23.0 2.81 5.6 H 。 111 日 ー チャート E楢 40.679 
8H-52 9剥1¥ 9.71 9.8 1.71 0.1 'Ii:山狩A X層 40.4日)

串1411刈348H-52 10剥H 加 6 25.7 4.91 3.1 C 。 F 砂F; 四層 40.7お
車140凶318H-52 11剥円 36.9 44.8 16.1 21.3 H 。 1 F ホルンフェルス4 30との接合 E層 40.鵠l
事lあ同108Hる2 12剥H 28.3 292 6.61 5.0 H 。 112 F l'li:山f'iA E踊 40.595 
事l廻附加 8H-52 131 R '剥1¥ お3 43_9 16.3 19.4 H 。 1 目、 R F ホルンフェルス 目層 40.印5
車138初H88H-52 141 U '剥H 42.4 285 5.71 5.8 H 112 。メノウ E憎 40.51曲
串l濁加388H-52 151Ai核 30.1 48.2 18.8 33.0 1音山iiA 匝層 40.621 

8H-52 16剥1¥ 22.2 21.0 4.81 2.4 L 。2 11 ホルンフェルス 咽層 40.739 
811-52 17砕片 12.3 10.8 4.51 0.7 メノウ 匝尉 4師 団

事l耳l喝7811石2 181-!i棋 22.5 33.8 14_9 9.6 '配山計A E憎 40.679 
811回 191.olf¥ 24~ 30.9 7_91 4.9 H 3 F 1'，庇山宮iA 阻慢 40.662 

事l濁同17811-52 却(j桟 24.6 25.8 152 9.3 チャート 11層 40.705 
事l39t喝27811-52 21剥片 23.7 36.6 12.5 9.4 C 。1 F チャート34 盟+担+195119プロックとの盛合 匝瞬 40.61拍

811-52 22砕片 10.1 7.81 1.6 。l 宮山l'iA 咽尉 40.7田
811-52 23剥H 10.7 15.81 2.3 0.4 2 2 1 F l'iililliA ¥11屑 40.785 
811泣 24砕片 9.01 4.5 1.01 0.03 "岩山I}A 刊層 40.n2 

都l却l刈21811-52 25剥1¥ 29.7 22.3 6.41 4.9 3 。 4 F チャート 匝肘 4O.~田
811-52 26剥1¥ 20.8 25.4 7.81 3.5 H 。3 F 1';正111liA ¥1層 40.7却
811-52 27剥1¥ 13.6 加 7 4.31 1.4 H 。 3 F ホルンフェルス ¥11肘 4且728
811-52 28剥片 15.9 8.91 2.3 0.3 P 。 官IIIfiA V直樹 40.7描
811石2 29剥1¥ 12.4 19.91 9.5 2.1 C 。 '正山1iA ¥1層 40.752 
811-52 30剥1¥ 36~ 22.5 9.01 15.3 L 。。3 ホルンフェルス 咽尉 40.7可9

事l担l刈22811-52 31剥1¥ 36.3 22.6 9.61 7.8 H 。2 2 'Ii:山27日 咽屑 4且789
811-52 32砕1¥ 8.61 14.0 2.31 0.3 世山iiA 官財 40)蜘
811-52 33剥1¥ 15.7 16.7 4.71 l.l C ホルンフェルス 明屑 40.81官

事1381'刈24811-52 担 剥1¥ 12.7 23.3 4.1 1.0 日 。 2 2 !且帽イi X尉 40.457 
811-52 35砕円 9.11 9.6 3.91 0.3 官IlliiA IJ(層 40~99 

車141同36811-52 36l{i槙 75.4 39.9 40.1 I岨E 流紋ii4 35との接什 W尉 40.632 
構135同1b811-52 37廓盟副斧 37.3 452 11.9 羽 I 蛇紋f';.1 1.+ 139127プロックとの提合 E層 40.595 

811-52 謁砕片 9.61 12.7 1.91 0.3 事量IJi!; E崩 40.587 
811-52 39原A.何日産) 41.9 36.8 10.7 26.3 凝l反抗 E輔 40.618 

811-53 2砕1¥ 色71 4.9 2.31 0.1 '1i:111計A 国梢 40.609 
捕136叫9 811-53 3Hi核 30.7 40.8 19.3 29.3 1を質((Vf 目層 40.6凹

811日 4蝶 132 7.11 6.4 0.8 チャート W層 40.812 
事1411叫358日時 5剥1¥ 25.6 16~1 5.7 2.2 H 。。2 流紋ii4 36との接合 咽層 40，6叩
串1371<114811日 61-!i核 28.6 287 14.6 11.5 宮山iiA 咽輔 相'.625

811-臼 7剥1¥ 11.6 23.7 4.81 1.2 。111 'Ii:山iiA IV-V刷 41β44 
事1361'司8 811-53 8イ1械 27.1 27.7 10~1 9.5 安山i}A 明尉 拍'.940

811る3 9剥1¥ 21.6 22.8 息61 4.3 H 。 'Ii:山i:-A W尉 40.93.2 
帯1411東'13.2811-53 IOIAi核 51.3 50.5 20.0 45.6 ホルン7ェルス 町同 40.5弼

811-53 11剥1¥ 28.6 12.5 5.31 1.7 H 311 'Ii:山iiA 官財 40.8日
事l盟問お 811-臼 12棋形Ai器 35.1 25.6 17.1 14.0 チャート34 27+却+(39)2'1プロックとの接骨 官同 40鰍JO

811・53 13剥H 15.7 却.6 10.3 2.6 C 41112 安山iiA 四回 40.624 
811-日 14剥H 10.5 19.8 5.01 12 H 。 3 ド ホルン7ェルス E崩 40.570 
811-53 15剥片 15.8 33.8 7.41 3.4 H 。

F 1'，官砂'T:llliiA 匝同 40.644 
811・53 16砕片 8.71 8.7 2.41 02 山nA E尉 40~24 
811-53 17剥H 15.9 23.7 3.41 12 H 。3 

F 政質F;H1} 
羽岡 40.822 

811・臼 18砕H 7.71 5.3 2.31 1.0 羽尉 40.837 
811日 19剥1， 23.9 10.9 4.51 l.l H 。 F ホルン 7"-ルス 羽層 40.950 

構1381刈25811-53 20 唱耐'11¥ 18.0 29.1 8.41 2.9 L 3 311 11 Ij字問tfti 、担増 40.978 
都1351凋3811日 21剥1¥ 34.0 30.9 9.11 9.4 H 。 F l'li:山抗A X尉 40.489 
串l畠刈 4 811日 22厳-!i 52.0 81.4 25.3 133β 

岩Ii:山<; 配層 組曲6
811-53 23砕1¥ 11.3 11.7 2.01 0.3 山iiA 匝同 40.652 
811-日 24砕片 12.1 9.91 7.0 0.7 チャート 匝輔 40.587 
811-53 25剥1¥ 犯 5 41.6 26.0 21.7 5 。 R F I長買rHi E層 岨島町
811お 26剥g' 152 21.0 6.71 1.9 2 。 11 1'，正山ftA X尉 40.4鋭)
811-53 27剥1¥ 15.9 22.1 5.51 1.6 2 。。2 11 チャート 配層 40.626 

a
ι
I
 

q
J
 



第21表旧石器時代第21ブロッ 7石器観察表

挿番 号図 グリッド
遺物 器種

最太長 最大幅 最大原 重量
打面形状 頭部

背 lfil構成 調整
折画部位 末端 母~.番号 長合資料 備考 層{す 標高m番号 mm mm mm E じ SIHITIRILIIlIV部位

事143凶 4 8H~ 4剥n 29.4 17.5 8.21 3.8 2 JI質fa;. E肘 10.682 
8H~ 6剥"， 28.6 19.3 5.21 3.1 C 。 佐賀 rn~; 、1層 40.8曲

事143岡純 8H馴) 71 fi核 25.1 37.1 11.3 12.0 11 丘町(f{';- ¥1同 40.9以}

事148図258H剖 8剥1¥ 24.5 30.8 9.91 5.2 C 。 111 メノウ 4 26+27との按(¥ 咽肘 40.780 
第IDl'吋3 8H~ 9剥1¥ 18.0 34.8 8.21 4.4 C 。2 流杭(， 日層 40.968 
第l叫凶138H~ 10剥1¥ 40.6 41.8 10.5 19.2 C 。 11 イ:英 配層 40.680 

8H~ 11剥円 14.6 9.21 5.6 14 21111 11 4.'山l';-A ¥11同 40.i68 
811-60 14訓円 28.6 31.3 9.51 fi7 11 宮山l';' U肘 40.875 
811嗣 15剥円 17.0 10.1 5.91 1.2 F チャート 、1肘 40.853 
811剖 161>1!JI¥ 20.0 323 11.9 11.8 F 砂1i 日肘 40.以)5
811るO 17剥1¥ 29.1 273 18.9 13.2 ド t上町1[t; 、1嗣 40.9:~) 

革149閑却 811~ 18イil主 39.0 24.1 17.8 15.2 宮山1;-A5 32との接合 ¥1層 40.800 
第143閃 l811-60 191 {，核 62.6 55.2 22.4 84.1 砂l'i 四肘 40.739 
第1斜l刻11811-60 20イ1按 49.8 58.2 24.9 66.1 メノウ 四肘 仮1698
事I~凶 17 8H-60 21剥円 33.5 25.9 15.1 11.1 イt英 四回 40.6鋭)

事 1~5['叫 18 8H~ 22イit主 61.3 71.2 33.3 17.6 イi/f( E同 40.655 
811る0 23剥片 18.8 21.9 2.3 じ 。 メノウ 阻隔 40耐ω
811~ 24剥，¥ 19.3 rょo 9.31 3.8 H 。3 111 F 砂{j 四肘 40.7以}

第143凶 10811るO 25剥1¥ 31.8 14.6 10.1 4.0 11 .111 tJ..'山 {;-A 配層 40.682 
811~ 26訓1， 29.6 22.1 7.51 4.3 t F メノウ 刊同 40.712 
8H曲 27訓円 12.0 18号 兄9 1.5 "1 111 F メノウ 匝同 40.690 

事1剖[刈128H~ 28剥片 36.5 36.3 18.2 21.8 11 。 メノウ 民同 40.567 
811~ 29昨1¥ 13.0 9.91 4.5 。6 イl其 目肘 40.632 

革1431対:J6 811-61 2剥1¥ 33.8 10.7 12.4 9.0 11 。 111 F イt吏 ¥1同 40.940 
811-61 3剥片 17.5 20.3 4.0 1.3 H t '久山{，;-A 日嗣 40以l8

811-61 5剥Ij- 19.7 26.2 6.71 :L3 じ 。2 I1I メノウ vl同 40.823 
!111m.刈9 8H-61 6剥1¥ 43.9 23.7 20.7 15.8 一心 2 11 JI質(({'} ¥11層 40.770 

8H-61 7剥円 25.2 11.4 7.91 2.0 M F Hrti[1'; 、1層 40.942 
811-61 8蝶 49.2 17.0 10.5 11.8 砂(， E層 40.520 

事!日同2 8H-61 9剥1， 25.2 10.3 5.6 1.0 i 1 R 流紋'{;- 民肘 40.544 
8H-61 10剥11 14.7 19.3 位71 1.3 3 。i F 官山 1';-i¥ 日肘 40.5回

第1131喝7 8H-61 11剥円 23.9 31.2 8.31 6.3 H 。l F イ1県 阻層 40.645 
8H-61 12剥1¥ 16.0 19.8 9.21 2.9 。112 宮山1;'へ IXI，神 40β65 

革l判[喝14811-61 13イ1核 19.7 25.7 13.0 6.8 'b:tlJ{';-λ 民層 40.6却
811-61 14剥1¥ 18.4 135 8.61 2.3 じ にG .， イ1英 配層 40.6:可〕

ml~r刈 16 8H-61 15剥1¥ 48.2 :38.9 11.4 23.7 じ 。 F 佐官r!l'i 匝肘 40.675 
第143阿5 8H-61 16剥円 25.6 21.3 6.91 :15 11 5 11 H質(({; 配層 40.625 

8H-61 17剥円 35.1 27.5 9.91 11.3 C G B H!'W(i E肘 40.613 
811-61 191，刊片 23.5 18.1 10.2 3.7 ι 。 2 S 官 JIJ{';-;¥ 配層 40.510 
811-61 20蝶 76.3 43.0 21.0 92.6 砂fi 医層 40.506 

第1¥41羽15811-62 21U剥1¥ 20.0 29.9 8.31 5.2 H 。 白、 RB F fHtrm E同 40.590 
811-62 3剥1， 21.0 24.9 3.1 2.1 じ ] 211 F 宮山 1'iミ E同 40.68.5 

第149凶29811-70 2剥桔1¥ 14.4 24.5 6.61 2.6 じ C F 宮山{';.礼 4 28との接合 官財 40.680 
帯l帥ズ318H-70 3イ1 25.2 36.6 20.9 26.0 'k，'llJi: A 5 次)との接合 E国 40.6削
事1461培218H-70 4剥円 24.9 29.8 10.0 7..1 11 。 H u'III{;.2 22+幻 +24との接" 羽岡 40.H90 

8H-70 5訓1¥ 13ぷ 18.3 4.2 1.0 11 メノウ 配層 40.650 
811-70 6剥" 12.6 21.5 4.6 1.0 11 。3 メノウ 医肘 40β03 

串1451喝198H-70 7イ1怯 43.9 51.8 17.4 46.5 官lIl'liC 医肘 40.620 
811-70 8剥10 17.5 20.6 1.2 1.6 日 ホルンフェルス W同 40.785 
811-70 9剥円 15.5 2ち7 5.51 2.2 F It町(t{'; 配層 40.540 

事1481'刈27811-70 10イit主 36.5 56.6 11.9 24.8 メノウ .1 25+26との徒什 配肘 40.670 
革l却凶328H-70 1Iイl核 49.6 54.9 24.4 79.4 ホルン 7工"ス日 33+ (43128プ口 yクとの接什 配層 40嗣8
事14il¥'(12:i8H-70 12イI怯 46.3 34.6 2.1.1 43.2 宮山 {{2 21 +22+24との接什 E梢 40.694 

811-7U 13剥片 17.6 15.2 5.6 1.7 P :::J チャー卜 ¥1回 4U.808 
帯119同28811-70 14イ1械 32.7 32.3 12.0 13.6 宮山 (';.A4 29との接什 ¥1嗣 40.剖O
車1501喝338H-70 15剥1， 14.3 21.9 6.2 l.4 1 。2 ホルン 7ェルス 5 34 + (43) 28プロ，ケとの接A ¥1層 40.7同
第i柑l喝26811-70 16剥}¥ 16.5 45.7 9.21 15.4 じ I1I メノウ t 25+27 との.j~{r 四嗣 40.7唄)

事Ui('X124811-70 17イ1怯 53.9 31.7 27.7 76.7 'fi.山{'iz 21 +22+23との接什 日嗣 10.595 
811-70 18訓1， 27.8 20A 13.0 7.2 L R イ1英 四肘 40.770 

革1461対228H-71 2剥1¥ 37.4 27.1 14.7 12.9 H 。。フ 211 'it.~lIJ {'; '2 21 +23十 24との接 A 刊同 40.770 
串145'<1よO8H-71 3剥11 31.3 24.6 10.2 6.5 11 。 S '正山{'i，¥ 民情 10.668 

315 ~ 



第22表旧石器時代第22ブロック石器観察表

グリヅド 遺番物号 器種
量大量 最大幅 量k軍 重量

打面形状 頭部
1r凶i構成

調部整位 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

7日開 2剥ti 34.6 30.5 5.91 7.7 P 。 112 F 砂町 四回 40.7'曲
串l静岡28711却 5剥1¥ 292 391 3.1 18.9 2 。 s ホルシフェルス 7 1951盟プロ I?+(蝿i坦プロザ，tの聾合 W嗣 40.8日}

711-59 6剥1¥ 28.9 10.1 9.41 5.8 L 。 F "KIJrnA 間隔 40.978 

711る8 2訓1¥ 11.6 27.8 7.81 2.2 C H チャート E層 40.6国

711曲
23 剥棋}形14 1 器

19.9 23.1 5.41 2.6 H 111 10 21111 H '1<山(~ W尉 40.no 
事1511喝お 711曲 32.8 371 13.8 17 チャート35 24+26との接合 明層 40.715 

711-69 4剥核1¥ 26.9 19.6 7.71 3.3 H H 2 F 官IJJI~A E層 40.610 
事1由同12711~泊 51 ii 40.8 54.5 17"1 42.8 チャート E屑 40.630 

7日開 6剥n" 24.9 却5 61 4.5 C 。 F 砂ii 羽輔 40.810 
711曲 7剥片 16.8 15.5 4.71 1.3 11 。 F 流紋Y} 明楢 40.953 
711曲 8剥1¥ 20s 16.7 6.31 1.9 H 。。3 F 流紋 ~Ii E尉 40.6印

事事1o41喝18 711-69 91 R 剥円 33.9 43.6 9.41 16.8 C 。 L、RH F '官'l(lI lï~ A 四尉 40.710 
1o41刈17711-69 101"'))¥ 29.6 31.6 5.41 8.8 じ 。 s IllnA 咽肘 40.705 

事l盟I刻6 711-69 11 414}主i 31.5 35.1 14.9 17 官砂密Illf約iA 日制 40.983 
711-69 13 

剥蝶蝶
31.4 27 101 7.9 H 。IIIifA 日嗣 40.873 

711-69 140 17.8 9.71 4.5 1.1 目~生z 羽尉 40.955 
711-69 14b 131 8.1 8 時計 W崩 40.955 

車152同4 711-69 151 R剥片 38.9 451 17.3 27.2 C o 10 2 B F メノウ 咽尉 40.753 
車l詔同14711-69 16剥 27.1 38.5 5.11 5.8 H 。 2 F 官'k111計A E輔 40.682 

711掛 17訓片 24.7 211 6.9 2.9 H 。。3 F 111ぜlA 咽尉 40.765 
711必8 18絹m 15.3 18.1 5.51 1.6 H 2 F ホルンフェルス 咽肘 40.759 

事国同13711-69 191ii核 291 34.6 18.6 23.7 '1<山ii 羽尉 40.815 
事国I司11711咽 却剥円 43s 27.4 11 132 2 。 5 F 流紋，; 明掛 40.716 
第l担l叫5 711咽 2111.核 41.4 20.8 9.81 10.1 a正山fiA VI財 40.761 

711咽 22剥 35.4 34.3 61 8.8 C 。 F 官山fiA 日嗣 40.819 
構1531'叫9 711~淘 23剥片 31.7 227 10.2 7.5 C 。 111 H チャート 明輔 4仰曲
事1551<421711曲

担25剥模}形1正i器
44.2 412 10.5 17.5 じ 。 111 ホルン 7>.1レス 6 2'2+23との擁合 VI刷 40.705 

車1521'目7 711岨 24.4 23.3 7.7 6 官.量Illï~A 四嗣 40.699 
711-69 26剥片 25.8 17s 7.61 2.7 H 111 F 111干lA 咽尉 40.789 

串157阿部 7日朝 27模形Ai器 27.9 364 11.5 13.3 チャート35 24+25との接合 四輔 40.727 
事i説l婿20711岨 28lli犠 40.3 曲 l 16.9 41.1 

砂流紋YfFi 
W尉 40.7冊

711剖 29剥)¥ 17.7 101 5.7 且8 H 。 L F E尉 4Os85 
711咽 初剥)¥ 24.5 18.6 3.81 1.9 C 。 H チャート E肘 4且615
711る9 31頑m. 299 18.5 8.91 4.3 H 。 F 1 '1< 11 l<l A 四屑 40.730 
711岨 11.6 8.31 3.3 0.3 

安111計4e白I也z ; A 
E崩 40凪 9

711-69 322 24.7 10 9 H 。 'iitIJiiA vl困 40.8曲
711咽 132 18.7 2.71 0.8 H 日 流紋 四回 40.755 

車問I崎24711-69 41.8 241 14.2 13.3 チャート35 25+26との擁合 匝嗣 組曲l
事!日同8 711-69 52.1 402 13.9 36.5 官山17 目尉 40.田i

711-69 
3
溜
f砕

剥1¥ 
11.8 14.9 3.81 0.8 チャート 目制 40.600 

串lo4t靖国 711-69 23.6 詔 4 10.4 7.5 C 。 2 H 宮山知 匝憎 40.548 
711-69 39剥H 301 15.5 3.81 1.4 H 311 F ホルンフェルス 目輔 40.537 
711る9 40剥H 32.3 52.6 131 28.4 L 。3 F 骨ii E尉 40.510 
711-69 41剥H 171 28s 51 2.7 L 。 F 流紋干} X尉 40.479 
711-69 42剥片 30.7 25.3 9.3 8 H 。 S 1'1<山nA E尉 40出動6

事1o4凶19811-40 
2剥核1¥ 

訂 7 44.6 141 22.5 C 。l 
F 官安llif'宇7 } A 

匝嗣 40.653 
串l盟関Z 811-40 411; 23.9 18.8 9，41 5.4 IlliiA 医嗣 40.670 

事草l盟国 l 
811剖 211.核 55.9 52.6 36.7 117.0 位置 l'H~ 咽層 40.735 

l司凶10811回 31ii擁 泊。 36，6 12.9 11.8 '1<山itA E層 40.675 
車155倒22811-50 

41ii 槙
槙

70.1 54.0 12.3 42.9 ホルン7ェルス 6 21 +23との接合 咽嗣 40.7.柏
事1581<4278H-!回 5lii 46.3 43.9 24.3 55.1 

F 流流紋紋別計2 
(20) 6プロック他3点と接合 咽層 40.782 

811却 6剥)¥ 24.5 却且 8.31 5.6 H 。 2 四層 40.7弼
事l辺倒 3811田 7ナイフ形1;器 間且 23.7 6.41 62 n買IHt 四尉 40.720 

構154閥15811-60 211;核 31.9 苫ロ 31.8 昌弘5
官世111 計A 

四回 40.742 
811-60 3剥片 25.6 12.7 721 2.1 H 111計 X層 40.4'冊
811-60 4剥片 却4 17.5 821 3.8 2 n酉耳目 E尉 組 曲2
811るO 51"'1片 21.1 21.2 6.31 2.5 H n買百計 vl輔 40.932 
811-60 121"'))¥ 32.0 25.4 5.81 4.2 2 。'I<IIJ計A E屑 40.610 

事l混同n 811-60 131 R '剥円 曲 I 45.8 7.7 認 5 F ホルンフェIVス6 21 +22との接合 vl崩 40.踊 l
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第23表 旧 石器時代第23ブロ yク石器観察衰

挿書 号図 グリッド 車番軸号 器種 量t量 最大幅 量k厚 重量
打面形状 頭部

1'tllij構成 調整
折両部位 末端 母封書自 接合資料mm mm mm g C/S/II/T/R/L/D/V 部f!i: 備考 層住 標高m

事l釘l喝40711-47 21u核 24.8 流紋n も1肘 40.985 711-47 31U・剥H 2.9 C 。 日 F チャート >1肘 40.854 都172('叫61711-47 4調H 28.1 40.6 10.4 9.8 2 。3 S ホルン 7ェルス 咽肘 40.705 第11;;削25711-47 6剥J¥ 21.4 19.71 5.9 2.2 H 2 L 11 官IIJir';"A 1V-、肘 41.074 

第四凶99711.4.8 2隣A. 51.2 53.5 14.5 57.8 砂{~ 4 (1114プロ yクとの接合 E肘 40回3711-48 3 羽根りi 25.7 9.21 6.3 1.5 じ 。 R H メノウ E肘 40.548 第l祖国師 711-48 4岨Ai 50.4 33.8 11.9 32.8 安山iiA VI尉 40.726 
事革1l 7“4 凶同732 5 711-48 5剥1¥ 62.7 27.6 13.1 22.6 2 。 5 ホルン7ェルス H 73+74との接合 四肘 40.747 711-48 6剥J¥ 23.4 37.7 13.2 11.0 H 。

砂n 日制 40.974 事l係1"i29711-48 7剥H 40.0 却8 18.6 24.4 11 。 ド チャート 咽桝 40.737 車問凶93711-48 8/m生 43.8 57.0 26.4 78.9 6'T(;"12 剖 -92との接合 目肘 40.6捕帯lωI叫46711-48 91Ai核 41.9 23.8 12且 15.4 ホルンブェルス 日肘 40.867 
車事li4凶列 711岨 IOイt筏 40.9 41.8 22.5 44.4 ホルン7ェルス H i2+73との接合 咽肘 40.765 l“1"i32 711-48 11湖円 31.5 14.5 9.11 3.7 3 2 F チャート >1梢 40.819 711-48 12剥円 24.2 16.9 63 1.6 P 。 F チャト 同財 40.915 第176樹sB3711-48 13剥J¥ 25.6 26.6 6.81 4β H 。 S チャート36 82との接合 咽同 40.719 711-48 14剥1¥ 0.5 L 。 B 砂i} 明刷 40.841 事16叫刈42711-48 15Hi 核技 36.9 42.6 15.9 22.1 ホルシブェルス 目嗣 40.613 車問凶m711-48 16/Aj 38.1 35.8 15.0 20.7 チャート36 B3との接合 、1刷 40.845 711-48 i74砕i枝J¥ 13.3 13.2 3.01 0.5 チャト E肘 40日7
事m岡田 711-4.8 18 加 5 47.6 13.6 19.4 官IIJ，f'}A E梢 ，10.627 711-48 19砕片 14.5 14.7 4.1 LI メノウ 配桝 40曲5

711-48 20剥J¥ 18.6 34.7 6.21 3.7 C 。 11 チャート E桝 40曲6
事i街l咽23711-48 21剥J¥ 25.1 32.2 4.61 3.4 砂i: 匝肘 40.631 
帯l鰯凶44711-48 2'2Hi核 31.7 44.8 16.8 27.4 メノウ 匝肘 40.639 
事lil凶56711-48 23lii桟 35.7 4!及。 24.1 63.4 チャート 配肘 40.676 

711-48 24剥J¥ 17.7 19.3 4.51 1.3 H 。2 F I'k_'山nH 四嗣 40.745 
711-48 25剥 37.5 15.3 8.81 4.0 11 F ホルンフェルス IX回 40.633 
711-48 26剥J¥ 20.0 24.4 5.61 2.5 11 。z チャト 匝刷 40.593 
711-48 27砕J¥ 7.21 9.3 2.81 0.2 H町ili;' 匝肘 40.557 
711岨 2B剥J¥ 18.3 21.9 4.91 2.2 。 チャート E肘 40.693 
711-48 却剥J¥ 13.3 24.2 5.61 2.0 I 13 I1I 。チャト E肘 40.岨7

事lω凶47711-48 3O/u 核核 30.1 38.8 17.7 20.0 チャート W肘 40.7岨
帯l倒同50711-48 32/u 29.7 2Bβ 12.4 11.0 !U'irm E凶 40.600 

711-48 33砕J¥ 8.91 10.8 721 0.6 砂i:' E刷 組曲l
711-48 34傑 36.7 26.8 11.3 163 メノウ 羽尉 40:田7

串凶，1/叫41711-48 35イi核 日】2 52.5 22.8 85~ 砂F} 匝桝 40.633 
事!“I刈27711-48 36剥J¥ 調9 29.0 9.71 5.6 11 。3 ホルン7ェルス w嗣 40.831 
事l騎阿28711-48 37剥H 27.5 42.9 10.2 8.4 z 2 111 F ホルン7ェルス 咽嗣 40.7'田

711-48 38剥J¥ 18.1 20.0 7.21 2.9 11 。 L、日 チャート 羽岡 40.854 
11¥1臥l喝11711-48 391 R 剥J¥ 四 2 却 4 5.61 2.2 H 。 5 R、B 日 チャト E同 40.535 

711-48 40剥J¥ 33.0 36.3 15.1 21.4 11 。 チャート E嗣 40.531 
帯l百凶67711-48 41阻tイ1 54.1 40.4 16.4 47.6 メノウ E梢 40.61司
事l“l叫1471H8 42剥J¥ 32~1 17.8 12.7 52 11 。z F 砂V; IXI(1 40説副8
串i“l刻8 711-48 43剥J'， 19.9 29.5 731 5.0 C 。 F チャート E嗣 40.651 
第111/刻73711-48 44a u抜 20.4 25.8 31.1 17.4 ホルン7ェルス結 72+74との接合 匝刷 拍 612

711-48 44b 訓J¥ 15.4 14.7 4.1 1.1 2 。。2 F チャート 百嗣 40.612 
711-48 45剥J¥ 21.1 26.5 7." 5.4 C 。 佐賀(iii 40β踊

串l“l叫247H-48 46剥J¥ 35.6 17.5 11.8 5.8 11 。。111 F チャート 40.5幻
事110b喝54711-48 47イt核 鋭)，6 49.8 25.8 140β メノウ 40.描4
帯11;;凶227H-48 48/，jI/I¥ 22.4 39.1 10.5 9.2 11 。3 113 H ホルン7ェルス 40.478 

711-48 49砕1¥ 12.3 11.2 2.91 0.4 ホルンブェルス 40.474 
事1i21'叫64711-48 田 楳fi 50.5 49.2 19.5 61.6 まIII(:H 40凪6
第l口凶65711-48 51原h 53.9 29.3 11.8 27.0 官iI'A 相 571

711-48 52a <i/l¥ 27.:1 15.7 7.71 3.4 C 。3 R 書量1*(: 40.505 
事l“凶7 711-48 52b R . <i/l¥ 2旦7 15.6 7.21 2.7 。112 RB M ホルン7ェルス 40.505 
第11;;岡山 711-48 53剥1¥ 32.6 22.0 10.9 5.9 11 。 3 B ホルンフェルス 40.420 
串11;;凶26711-48 54/<Il/l¥ 22.8 28.0 4.21 2.9 じ 。 砂i'} 40.418 

711-48 55剥J¥ 20.4 29.8 11.2 7.0 C 。 宮山町A 40.434 
711-48 56剥1¥ 正~1.1 13.7 4.31 1.6 じ 。 骨ι‘ 40.428 

第18II~裂回6 711-48 57剥1¥ 16.6 36.6 8.61 5.4 P 。2 F ホルンフェルス 7 貯+は8>22プロックとの持合 40.388 

711-49 2剥1¥ 30.0 36.7 9.51 9.5 11 。2 5 チャート 41出 5
車問/"63711-49 3剥1¥ 15.7 17.0 121 0.4 - 10 子 チャート 41.043 

711-49 4剥1¥ 却β 12.9 12.5 5.1 H 。 F チャート 40.995 
車17l阿58711.49 5Hi核 27.1 33.4 12.8 9.7 チャート 41.116 

711.49 6剥1¥ 18.0 24.9 9~1 3.4 じ 。 F 官山fiA 40.730 
串l花岡78711-49 7襖形{i器 施。 却 5 11.7 16.7 チャート37 79との接合 40.658 

711-49 8 剥核円 23.9 20.6 621 2.7 H 。 ド チャート 40.735 
革l荷凶79711-49 9/{i 日 4 甜.8 21.0 49.4 チャート37 78との接合 40.7団
革l市凶92711-49 IOH，核 47.0 47.6 24.2 44.8 砂(:-12 拙 -91+93との接合 40.842 
事170倒53711-49 11石械 39.8 65.6 20.0 59.1 'ii;山抗日 40.818 
車lω凶51711.49 12/{i核 41.3 32.5 19.7 31.1 時間町tiii 40.825 
第lπ凶857H-49 13剥1¥ 48.6 犯 6 12.6 19.7 L 。 Hl'irmll 84+描 +87との接合 40.必5ち

711-49 14剥H 32.7 19.3 9.01 4.8 H 。。311 官山i;'A 40.9"27 
711-49 15/，jI/I¥ 16.8 24.2 5.71 2.2 H 。111 メノウ 40田6
711.49 16剥1¥ 20.5 16.8 6.81 1.7 P 。 2 官llli;'A 40.鋭)()
711-49 17剥片 10.8 11.5 2.21 0.3 H質iiii 40.775 
711-49 18/"'/1¥ 15.7 15.0 4.31 0.9 F 。 2 F h昆 40届9

第l打凶84711-49 19/Ail:主 岨白9 51.5 18.7 57.4 H質ti(，ill &ち-87との接合 40.725 
711-49 却 4削片 15.9 19.4 5.81 1.7 じ 。 F 官I[]，;B 40.797 

構11;;1'叫17711-49 21剥円 26.6 47.0 7.81 9.3 C 。 11 Hl'irm 40.777 
事1191"95711-49 22剥H 26.3 31.6 9.81 1.0 C 。 21111 チャート38 94との接合 組曲i

711-49 23剥片 15.3 6.51 4.8 0.3 P L ド チャート 40.縦訓O
711-49 24剥円 15.1 12.7 4.01 0.6 H 。1 111 F 'ii;，"干}仁 40.652 

事lω[刈48711-49 25/{i核 42.4 17.7 12.9 10.9 官IlliiA 40.71曲
711-49 26 剥砕1¥ 17.2 11.2 4.4 1.0 じ 111 民 ド 官liiY，}A 40.601 
711-49 27/ItI¥ 12.0 9.51 2.1 且3 まIIJiiA 40.578 

都116凶81711-49 28剥片 142 18.5 5.41 2.1 L 。 H チャート39 曲との接合 40.577 
事Il;;t吋19711-49 29剥1¥ おβ 19.0 8.91 7.1 じ 。2 S 宮山i:t¥ 40.628 

711-49 加 剥H 12.0 22.5 6.51 I~ 2 2 目、 H チャート 40.4'田
711-49 31剥円 15.8 122 4.51 1.1 C 。 F 砂ii 40.4曲

車1Mb叫10711-49 321 R 剥H 23.4 29.8 10.2 7.0 。 II B 11 F 宮山iiA 40.510 
711-49 33剥日 18.0 12.3 4.41 0.7 P 。 11 チャート 40.4.81 

事lω凶49711-49 34訂核 38.7 302 22.0 33.0 チャート 40.671 
711-49 35感 認 l 20.7 6.01 53 流紋ii 40田2

革i舗l喝45711-49 361-!i核 53.5 52.5 22.3 95.6 チャート 40.44.8 
711-49 37剥1¥ 19.6 30.6 4.11 6.3 11 。2 F 砂ii 40.552 

車iω凶52711-49 381-!i核 27.6 47.1 13.0 133 チャート 40.528 
事l臼阿4 711-49 391 R・4開片 43.3 17.9 631 33 11 。 211 L. R B Hl'irm 40四7
第l“凶13711-49 岨襖形-!i器 24.0 26.4 12.8 7.8 チャート 40.581 

711-49 41剥1¥ 16.8 8.01 3.0 0.5 11 。。1 R ド官llli:A 40.577 
711-49 42喋 51.0 40.7 19.9 36.9 砂ii 40.5団
711-49 43 剥訓片 12.0 18.5 3.51 0.6 H ド チャート 40.555 

徳串川l甘凶同剖86 7H-49 441>111¥ 18.4 2ちO 9.71 3.7 11 。 B ー チャート39 制との接合 40.5日}
711-49 45剖J¥ 14.9 26.5 8.51 3.8 2 。 F IHfWiill 84+お5+8iとの接合 40日l

串167同39711-49 46行核 25.5 17.5 13.3 5.9 官111計八 40.5却
711-49 47剥円 25.1 22.8 9.21 4.4 じ 。 R F I'ii;山 ï~A 40.558 
711-49 4.8剥片 22.5 27.0 9.11 4.0 11 。。2 F 宮山I}B 40.5却
711-49 49剥円 28.7 37.6 6.41 6.2 じ 。 LB F チャート 40，曲7
711-49 却剥剥Il 18.5 12.4 5.01 1.0 H 3 官lllfiA 40.427 
711-49 51/"tI/1¥ 24.2 24.8 5.31 3.5 H 。 ドチャト 40.475 

事i“凶 3711-49 521 R 剥片 描 l 14.61 9.2 4.0 。 LB，R sI M F /'ii; 山 {~C 40.444 
711-49 日砕砕1¥ 10.2 8.81 2.9 0.2 

砂干質質} 
40.425 

711-49 54/>>1¥ 113 15.11 5.4 0.8 !F.I'W)'i 40.410 
車問同87711-49 55 剥棋1¥ 33.1 30.6 7.11 5.6 日 。 F liH1riHll 84-86との接合 40.7曲
帯l日同75711-49 56 形Ai器 41.5 15.81 7.6 5.6 チャート40 76との接合 40.349 
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背面構成
挿番 図号 グリッド

遺物 器稀
最大長 最大幅 最I車 重量

打面形状 頭部
調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
番号 mm mm mm g じ SIHITIRILIDIV部位

第164悦:15 7H49 571 R .剥IjJi 23.7 15.2 8.51 3.1 。 LM M F 宮山 (';-j¥ 40.360 

革!日l刈167H49 団剥)'， 25.9 18.2 6.41 2.6 日 。2 111 5 チャート 40.341 

革178t刻887H49 59剥)¥ 28.6 23.3 6.81 4.8 H 。 F 砂町 12 89-93との按什 40.395 

7Il49 60訓!l 16.5 25.9 3.7 1.8 H C 11 ホルンフェルス 40.395 

事164凶 1 7H.49 61ナイフ眠イ1器 65.4 22.3 8.61 14.4 日間ti'/: 40.3;日

7H49 62剥!l 10.3 18.5 5.51 0.8 H 。 11 'Ii:山1iA 40.354 

7H49 63砕!l 7.81 7.8 1.51 0.1 '女山'/iA 40.982 

7H49 64剥)¥ 15.0 18.4 3.31 0.8 11 。。 F チベート 40現)5

革踊l刈36711.49 65剥!l 18.8 2号。 5.91 3.0 じ 。 ド チ ャ ト 40.288 

71149 66剥!l 29.1 28.0 7.81 5.4 C 。 ド官山{';.;¥ 40.347 

第li8叫9071149 67剥!l 28.5 25.6 7.11 6.6 C 。3 I、 砂計 12 88+89+91~93 とのI~什 40.370 

71149 68a 剥)¥ 21.1 12.1 5β0.8 。 九f ドイI県 40.355 

7H49 68b 剥!l 17.6 6.41 3.7 0.4 仁 。 F チ守一卜 40.355 
7H.49 69剥!l 13.1 22.7 6.1 1.5 じ 。 日 ホルンフェ lレス 40拙 4

事li!凶597H.49 701..fl 核 30.9 27.6 25.4 18.4 チャート 40.378 
串l似同 9 7H49 711 R .剥!l 18.3 14.5 6.51 1.6 M F チ ャ ト 40.336 

事lil院157711.49 7211，桔 17.6 41.3 17.5 10.7 ホルシフェルス 40.315 

事l65t刈15711.49 73剥!l 21.7 26.6 9.01 3.0 P C 11111 R F チャート 40.;却5

第1661喝337H.57 3訓!l 29.9 18.0 5.81 2.8 11 C 211 F イi!Jf 40.759 
車時61刈347H.57 4剥)¥ 22.8 23.5 7.91 4.1 2 o 10 2 111 ド ホルシフェルス 40.6同

7Il.57 5組lJJi 40.7 C 。 日結MI¥"{} 40.747 
7H.57 6剥!l 2Xお 37.1 4.81 6.6 - 10 11 H 砂(， 40.74:l 

7H.58 2剥!l 20.5 25.0 4.21 2.2 仁 。 F I~Þï; 40.653 
事lìl[~帖8 711.58 3剥!l 33.0 22.4 11.4 8.0 11 。。3 S チャート 40.[脳4

7H.58 4剥)'， 25.1 26.9 3.71 2.7 結MIIi-，/; 40.675 
711設8 5剥)¥ 27.6 19.0 11.0 3.2 。。 チャート 40.658 

串i“似12 7H.58 61 R 剥!l 15.6 30.4 9.91 5.6 。 11 日 チャー卜 40.701 
711.58 7剥!l 39.4 18.6 8.71 5ろ P 。 ド 結品jj"i'; 40.720 

第刷阿127lI.58 81fl形1，器 25.9 24.8 8.01 4.7 メノウ 40.893 
第l臼f究.16 7H.58 91 R・剥!l 16.5 19.4 7.1 2.5 ホルンフェルス 40.548 

7H.58 10剥!l 26.5 16.6 7.11 2.5 日 2 111 '主山'/}i¥ 40.720 
711.58 11剥)'， 14.7 24.9 3.31 1.4 C 。 ド 砂 (i 41.068 

帯172[羽田 7H.58 121 C .剥!l 24.7 3:l.9 8.41 6.6 11 。 111 111 B チャート 40.738 
第178['，:(1917H.58 13訓1¥ 32.3 37.4 9.41 9.9 H 〉ハ 砂お 12 開~90+92+93との接什 40.722 

711.58 14訓)'， 69.4 43.0 33.5 97.2 仁 。 結晶J'(，/:- 40.640 
7Il団 15剥H 18.0 20.0 6.01 2.0 2 1 1312 F 民間J':i'/l 40.724 
7Il.58 17a訓H 67.1 44.3 29.8 84.7 C o ノ F 粘品川町 40.702 
711.58 17b剥H 26.4 20.0 5.51 3.2 P o、 2 ド流紋(， 40.702 

車1801刈97711.58 18剥)'， 34.4 43.3 17.6 26.7 ド ホルシフェルス 7 96+ (28) プロックとの~tíf 40.707 
711.58 19剥)'， 16.11 33.5 6.31 3.9 H 。 F 結品}11; 40.716 

帯陥羽207H.58 2日制)¥ 36.0 21.2 17.71 12.2 11 。3 F 1'"山ilA 40.673 
革l河同947H.58 21 イバ主 49.3 61.6 19.H1 82.2 チャートヨt 95とのJ長A 40.595 

7H.58 22訓1¥ TよO 57.3 25.1 115.2 じ 。 F 紡I¥IIIJ'I"'{:' 40.“15 
事陥刈317H.58 23剥1'， 29.4 27.9 9.01 7.2 11 。 3 チャート 40.632 
第l7:l刈69711団 24催イ1 85.5 63.7 37.5 296.0 砂'{; 40.7:l9 
革175['，:(1777H.58 25襖形イ1器 48.8 30.6 20.2 42.0 チャート 9 (15114プロ y クとの保(. 40.570 
革178['，:([897H.58 26訓H 28.9 22.4 9.81 5.5 11 o 10 S 砂lil2 88+同 -93との接合 40らm

7H.58 27剥1¥ 23.1 27.9 5.01 3.4 じ 。 F 砂{， 40.574 
事173党1717H今民4 ~イil~ 28.9 39.5 22.0 29.9 時間ra:12 70との接什 40.697 
事li2['，'o(!70711段8 291 U .剥)¥ 20.4 17.41 10.6 3.2 11 。 :lll Jt悶(i{';-12 71との按{t 10.644 

711.58 30剥!¥ 16.81 21.2 9.31 2.5 H 。l 112 ド官山(;A 40.617 
第胤刻307H.58 31剥)'， lRO 28.0 11.91 17.0 p 1 111 ド チャート 40.573 

7fI一段9 32剥 1'， 24.7 12.91 5.1 。4 111 ド宮山f'iヘ 10..121 
第!万阿767fI.58 3.11 U .剥)¥ 64.5 28.0 7.61 13.6 C 。 ド チャート 40 7;;と0)1喜(， 40.467 
事16i同施 7Jj.58 34イiI来 ~9.5 31.0 12.21 7.4 チャー卜 40.485 

事l町l刈377H.59 3イ1棺 49.3 34.2 26.5 47.3 イ1英; 40.659 
串lωt対:1437H.59 4イil五 80.7 JtlW ，'， 40.428 
事liO同55711.59 7イit主 40.4 40.8 25.0 汲l.2 チャート 40.620 
前1811'刈98711.59 8剥1¥ 33.2 26.8 10.01 9.2 H 。3 ド 請し車夜(;.2 (161品プロヴク也3l，'， との接合 40.425 

帯165同187fl.39 2剥1'， 32.4 42.5 9.21 13.4 じ υ ( 日砂(;.13 IZ41 + 1~512，1プロッヲとの控什 40.610 
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第24表旧石器時代第24ブロック石器観察表

グリッド
遺骨

器種
最大量 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
1f面構成

部調位整 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 mm 町1m mm E CISIHITIRILIDIV 

7H.27 3剥1I 26.2 25.8 4.51 2.8 C 。3 l B 流紋軒 町-y屑 40.010 
7H.27 4剥片 26.5 18.0 11.8 3.6 H 。 F 流紋" WW 層層 40.71曲
7H・幻 12剥片 17.4 18.6 6.61 1.8 C 2 M 流紋it 40.870 

串187闘167H.27 13剥片 27.0 29.4 12.0 8.4 2 。1 F 官山狩3 26+却+19+23との接合 W梢 40.滋拍

第四国157H.27 27石核 52.4 63.3 30.3 157.0 安山，; m咽H崩
40.7曲

事l町図197H.27 羽 剥H 却5 14.3 721 22 H 。2 F 官山計 3 26+却+23+16との接合 40.πo 
事l町岡207H.27 29剥1I 18.9 23.2 4.81 1.9 H 。 111 F 宮山お3 26+ 19+23+ 16との接合 ¥11嗣 40.7田
事187闘177H.27 30剥片 33.9 24.1 13.4 13.1 H 。。3 F 犠抵抗 IV-y層 4O.~却

7H.27 31砕片 13-6 6.01 3.3 0.2 砂干} 匝嗣 40.縦訓D
第四閑347H.27 32石核 51.6 61.2 21.6 74.8 ホルンフェルス 9 lil251ロ1h181251ロ，，>五Eの甚 咽尉 40.740 

7H.27 お 剥n 15.8 16.0 13.4 2.1 C 2 2 F チャート 咽尉 40.71曲
事l町闘237H.27 34剥片 192 20.1 4.31 1.4 P 。 F 官山if3 26+20+ 19+ 16との接合 VI尉 40.7抽
事184凶 17H.27 35剥1I 日i 462 10.8 30.8 C 。 F 砂ii 咽尉 40.710 

7H・27 36剥片 16.1 12.9 3.11 0.5 H 2 111 F 砂利 明屑 40.7冊
7H.27 37醸 14.6 13.7 15.7 1.4 チャート 咽層 40.710 
7H.27 調砕1I 14.7 13.9 4.11 0.9 ホルンフェルス 配層 40.670 
7H.27 39剥円 16.5 18.0 4.91 1.5 H 。 M 流紋，; W尉 40.710 
7H.27 40傑 67.0 55.6 25.1 125.0 骨11 E尉 40.従犯

帯1111図267H.27 411Ai核 40.9 48.5 初 β 41.8 'fi山ii3 却+19+23+ 16との接合 E尉 40.脱却
事l槌図147H.27 42Hi核 l曲7 71.1 28.9 3叩β 流紋n E嗣 40.脱却
構l盟関357H.27 45剥Ii 33-6 40.9 16.7 20.2 H 。 。ホルンフェ)，ス 9 17125ブロ d+18125プロヴ，>~との曜日 E尉 40.縦訓O
事184図6 7H.27 46剥Ii 56.1 51.6 15.4 56.9 C 。 1 5 砂ii 明柄 40.71田

7H.28 2剥片 26.1 14.3 9.71 2.8 H 。。2 2 F '<<JlliiA IV-V尉 4川 30
捕団関377H盟 31.削lIi 70.2 29.3 5.21 2.8 - 10 M H 誕E火干16 112126プロ'1'+!l31261ロ"'+36どの甚 町-y層 41.020 

7H晶 4剥1I 16.3 11.6 7.4 1.0 H 311 F 流紋干f 町-y層 4川 30
7H.28 5剥片 15.7 12.4 8.61 1.6 H 4 2 F チャート 町-v層 41β卸

7H.28 6剥1I 13.7 15.9 2.61 0.5 C 砂ii 町-v尉 41.0<也O
事187凶217Hお 9剥片 29.1 10.3 4.01 1.1 H 。2 4 砂利 VI，" 40.810 
事185同9 7H.28 10石桟 81.2 49.8 却。 176.0 チャート 咽尉 40.710 

7H-28 11砕H 11.1 8.01 3.5 0.4 lE質 rH~ 配層 40.670 
7H-28 12砕Ii 116 9.91 6.4 0.8 '正111抗日 四肘 40.桜当日
7H-28 13剥1I 16.7 7.31 2.8 0.3 C ホルンフェルス 同財 40.8開
7H-28 14砕片 13-9 19.3 4.01 0.5 安IIlitA 明肘 40.~0 
泊 施 15剥片 16.4 6.41 5.4 1.1 日 F 安J[ lï~ ¥11肘 40.後対日

事185llCllO7H-28 161fi桟 29.3 29.4 18.6 13.3 -"，，1， 抗日 E嗣 40.620 
帯189闘277H-28 17剥円 7.0 H 。3 S ホルンフェ Jレス10 1]91宜iプロ.，，+:盟+29+lJとの瞳{i 咽刷 40.後調。

7H-28 18剥1I 29.1 16.1 5.71 3.7 H 。。 'iillliiA 匝嗣 40.670 
7H剖 19砕H 13.6 13.7 2.91 0.4 安IllnA E嗣 40β却

帯l鈎岡327H剖 20剥H 31.5 16.3 6.81 2.9 H 。2 S ホルンフェルス w回 40.7印
7H-28 21剥Ii 8.0 P 。2 M -'"山iiA 匝屑 40.自JO

7H-37 2砕J¥' 10.1 7.91 2.5 0.2 流紋宇j VI尉 岨'.840
7H-37 3剥片 20.0 11.4 2.81 0.6 P 。 2 F 流紋，; VI輔 40.71田

串l切l司317H-37 4石核 48.1 41.0 23.5 62.7 流紋ii5 W隔 40.7田
7H-37 5剥片 18.1 23.1 3.61 1.1 11 。流紋ii 匝憎 40.6:却
711-37 白蝶 54.1 37.5 31.1 45.6 流紋{';. 咽尉 40.740 
711-37 6b 15.5 咽嗣 40.740 
7H-37 6c 19.8 咽尉 40.7拍
7H-37 6d 4.9 VI屑 40.7岨
711-37 6e 3.6 ¥111輔 40.740 
7H-37 6r 1.8 咽肘 40.740 
7H-37 6. 0.9 咽楢 40.740 
7H-37 6h 0.5 咽瞬 40.740 
7H・37 6i 0.3 咽層 40.740 

事l似岡 27H-37 7剥Ii 39.3 182 142 10.9 日 。 F 安山時A
百目輔尉

40.670 
串II!I~刻28 7H-37 8剥1I 22.1 32.1 12.1 7.9 2 。。4 宮山ii3 26+ 19+加 +23+16との接合 40.670 

711-37 9剥Ii 20.2 17.1 8.51 3.6 H 2 F 流紋Ff VI輔 40.9叩
車184岡7 711-37 101 U剥円 25.7 22.8 8.61 6.5 211 111 RB F チャート VI尉 拍 '11開

7H-37 日 剥1I 16.5 25.5 4.51 1.4 C 2 211 F 1'1':山iiA VI層 岨'.840
帯l邸闘127H-37 12棋形.fi器 34.5 28.6 13.6 13.1 官山{';-8 VI層 岨'11田
車187同187H-37 13剥片 23.1 23.3 5.91 3.7 H 。 ホルンフェルス11 33+5との接合 E尉 40.6:却

7H-37 14剥円 22.8 21.2 4.91 2.3 H 。 F 砂利 日閥 4O.~0 
7H-37 15砕片 11.7 13.7 3.71 0.6 流紋ii E嗣 40.670 

帯191閑337H-37 161.fi核 日.7 70.3 25.8 123.0 F ホルシフェルス11 5 +18との接合 咽尉 40.7'曲

7H羽 2掛01 132 16.7 3.81 1.0 日 2 ま山iiA W尉 40鍵拍

帯i田I吋117H沼 31Ai核 29.5 36.9 19.4 18.3 'ii山科目 N-V隔 4山田
7H-38 4砕Ii 11.8 12.5 4.51 0.5 砂Vi 町-v層 41.070 

第184岡8 7H眠38 5剥II 25.8 30.7 6.61 4.8 H 。2 F 官山yf 町-y屑 41.0剖
7目指 6砕Ii 7.81 7.4 2.91 0.1 '正山iiB 町-v崩 41.1曲
7H品 7剥II 22.4 14.2 邑61 1.0 H 2 F 1-1.'111，1 四嗣 40.820 

車184同4 7H却 8剥II 47.8 37.6 132 31.0 C 。 M 宮山干IA 四桝 40.770 
7H-38 9砕Ii 11.7 11.2 421 0.4 流紋i'} 明嗣 40.9却
7H謂 10剥Ii 9.51 16.2 4.71 0.8 H F 流紋Yf 明屑 40.850 
7H-38 11剥Ii 152 llo. 2.11 0.5 L 。 読紋ii 日嗣 40.8印

車II!I同297H-38 12剥円 5.1 I! 。。3 日 ホルンフェルス10 (19126プロック+訂+盟+30と¢聾合 町-y屑 41.170 
構187同247H-38 13剥II 24.3 34.1 3.51 3.4 C 。 111 5 砂f'}13 25a+25bφ(銅123プロヅ?との聾什 W嗣 40.8叩

7H-38 14剥n 18.7 12.2 4.41 1.0 H 2 F 凝l:T<ii 匝尉 40.690 
帯184阿 37H-38 151Ai核 18.2 22.7 12.3 6.0 安山i'iA 四回 40780 
事l釘悶25b7H弓38 16剥II 初 7 16.3 5.51 1.8 C 。 L 5 砂引13 24+25a+(弼)盟プロ， ，との接合 明層 岨'.820

7H-38 17 羽目m 加 9 10.1 7.51 1.6 じ 211 3 ド チャート 羽尉 胡 8田
7目指 18原イ1 61.7 41.5 4.51 53.6 ホルンフェルス W嗣 40.710 

串l田岡367H却 19剥H 18.1 19.5 3.7 1.7 じ 。 B 一語版ii6 112126プロ 1'+ 1] 3'261ロマす t:r.~の曜日 羽尉 40.940 
7H弓38 20砕II 13.4 7.71 3.1 0.4 F チャート W輔 40.7却

車l町岡227H-38 211 U剥H 16.8 19.2 6.51 1.4 2 RM M -l.'llll'IA X尉 40.420 
事187同25，7目指 22剥Ii 21.7 18.3 52 1.8 じ 。 R 5 砂利 13 24+25b+(冊)23プロックとの接合 W嗣 40.7剖

7H謁 23剥1¥ 19.6 17.5 4.61 12 H 。。 F チャート 明屑 40.7田
7H-38 24砕Ii 14.6 7.81 6.3 0.8 時間rii; IV-可層 41.1:却
7H-38 25剥II 13.5 18.6 321 0.8 C 。 F 砂i'} 明肘 40.8曲
7H羽 26剥Ii 12.5 20.9 9.61 2.3 11 。2 F 淀紋ns 町~、財 41.140. 

帯184凶57H-38 27剥Ii 34.0 35.7 8.11 8.3 11 。。 z IIL ド ホルン7ェルス11 3-1+18との接合 E嗣 40.縦泊
7H-38 28砕円 14.31 12.0. 6.31 0..8 11 。 H ド ホルン7ェルス E尉 40.600 

車問同137H担 291(j械 35.2 35.2 21.7 42.2 官111/:-'-¥ E嗣 40.670. 
事189凶307H-38 301(j械 30.1 39.5 18.0 21.4 ホルンフェ1，ス10 1191詣プロ"，訂+却+却との蝿，_ W尉 4O.i却

nu 
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第25表 旧 石 器 時代第25ブロ γク石器観察表

挿骨 図号 グリッド 量番輸号 器種
量主量 最大幅 最大厚 重量

打面形状 頭部
背面構成 調整

折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高mmm mm mm g CISIHITIRILIDIV 部位

711.27 2剥H' 18.1 主主主 5.91 2.9 H 。3 F 官Ilif'iA W-y層 4凶曲

事19o剣 4 711.27 51 U剥)¥ 18.6 21.9 2.81 0.9 P 2 l R‘日 日 経質ro'} 日制 岨8曲

711.27 6剥)¥ 192 14.1 3.71 0.8 L L、B F 離脱ii 困層 40.870 
711.27 7洲m 32.3 28.2 6.51 5.7 C 。 ド チャート 羽榊 拍B岨
711.27 8洲1)¥ 2"2.3 31.4 721 3.6 2 。 1 F メノウ 明層 4脇田

事197t詞9 711.27 9剥1¥ 31.6 36.3 IO~ ILl 2 。 S チャート41 1211描プロ，;t咽+91)Ji1ロIHfI甚u 困層 40.870 
711.27 10剥1¥ 22.9 35.3 921 5.3 11 。 F 砂1; 羽尉 40鋭拍

711.27 II剥円 15.9 20.9 3.81 1.5 H 2 B 『 ホルンフェルス 羽層 40.921 
串l田1喝37H.27 141 U剥片 32.1 却2 6.91 62 H 。 31311 F 1'!WI，iA w肘 40.745 

711.27 15剥H 26.8 19.6 4.51 2.5 H 3 F 安山iiA 咽屑 40.835 
711.:汀 16剥片 26.6 33.4 3.61 42 C 。 ド チャート 咽尉 40怠36
711.27 171，，111¥ 22.3 28.5 3.21 3.8 11 。2 F 流紋F} 咽桝 40.777 
711.27 18訓1¥ 13.1 16.6 5.1 Ll H 。 2 M 宮山~':.A 明肘 40.闘6

串l雌l刈6 711.27 191，，1)1¥ 27.7 26.9 5.91 2.8 z 。3 F 龍紋" 目嗣 40似)()
711.27 加砕1¥ 142 2.71 1.0 。7 '1<山iiA 咽尉 岨且21

事I9oT刻2 711.27 211 R剥1¥ 21.8 22.0 6.31 3.2 2 。2 t世間HFf t 官財 40.719 
事l弱l刻1711.27 23 台影ú~品 24.7 16.9 6.01 2.6 It質fiii 血憎 40.615 

711幻 24剥1¥ 17.4 15.0 9.11 2.4 L 。2 F 砂" E肘 40.592 
事196同 7 711.27 25剥1¥ 22.2 37.2 10.0 8.7 H 。 日 ホルンフェルス10 射+(34+団124プロヴクとの接合 咽梢 40.763 

711.27 26砕n- 10.3 6.11 2.0 1.0 議'.*ii 四咽層嗣
40.7回

711.27 43剥1¥ 29.5 20.4 10.5 3.6 H 。 ド チャート 40.711 
711.27 44剥1¥ 7.81 16.2 3.41 0.4 2 3 F IH質l'iI} X崩 40.4'開

第l白i羽5711.17 3剥片 2Ll 29.6 6.61 5.2 H 。 III F チャート 四層 40.81却
7H.17 4剥円 16.5 23.5 7.71 3.3 11 。 F チャート 日制 40.963 
711・17 6砕1¥ 11.3 14.5 3.01 0.6 チャート X尉 40.520 

串196附8 711.17 71，，11)¥ 232 35.5 12.2 11.9 2 。 F ホルン7ェルス10 i+I341剖プロ叩ヲ+(35)剖プロ，，;との構" X梢 40.5却

711.18 211争1¥ 11.4 13.8 4.01 0.7 H買rCi} W-YI!f 41.012 

第26表 旧 石 器 時代第26ブロ'17石器観察表

害号 グリッド 遺番骨号 器種
量主量 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背面構成

調部整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

串1991'判5711-07 ~I 模剥形円訂器
38.8 14.7 10.7 52 宮山iiA 町咽~桝V 層 41凪5

711-0干 15.7 15.4 5.01 1.3 。 1 ド チャート 40.7剖
711-07 5剥片 30.8 13.3 8.91 5.5 C 。 L 11 チャート E肘 40.670 
711-07 6砕1¥ 13.8 8.91 3.9 0.5 C 。 F 砂" 匝尉 40β叩

711-07 7剥1¥ 24.8 15.2 3.11 0.9 P 4 l F チャート E肘 40.6曲
事捌l吋却 711-07 8剥1¥ 3Ll 22.5 12.2 5.0 L 。。211 F 流紋i:.2 127122プロ yク他3l，(と揖合 E嗣 40.540 

革1991'刻1711岨 2Hi被 56.0 47.5 22.4 84.1 議l1tii W嗣 40.8岨
711岨 3剥H 23.6 13.0 5.71 1.4 H 。2 R ド流紋ii 四嗣 40.7曲

事却l凶12711-08 4廓聾利斧 37.5 42.9 10.9 24.9 擬h反抗6 13+(36124プロ'1hl37l24プロ.，;との擁古 E嗣 40，6田
事耳目l司15711岨 5訓1¥ 15.6 821 2.8 0.3 P 。 F チャート42 14+16との接合 W尉 40.720 
帯醐1司9 711-08 61u核 59.0 65.4 27.7 133.0 fi英斑計 E肘 40.6剖
事1991'司4 711-08 71-11核 28.6 筑1.6 15.8 23.9 砂訂 E同 40.6'加
草加凶19711-08 81.fi核 56.1 49.3 24.9 凪0 ホルン7ェルス10 1272829，30124プロックとの接合 E掛 40.670 
車問凶8 711岨 9剥)¥ 30.4 1;弘6 7.11 2.8 H 。l R F 流紋計 VI尉 40.740 

711-08 11剥片 19.7 28.1 6.91 3.9 H 。 F メノウ E尉 40.610 
串l的判 7711-08 13剥片 43.3 30.1 9.41 13.9 C 。2 R 。-li!li斑ii E嗣 40.6剖
措置E凶21711-08 14剥H 33.3 44.1 13.1 20.1 H 。2 F チャート21 19125101'+21+1刷 Illi1D1'tの揮官 四層 40，7却

711-08 15蝶 28.4 22.8 7.21 5.3 流紋YJ X尉 40.5回
711-08 I白 剥1¥ 721 23.7 2.81 0.4 B F 砂F;

XX 尉尉
40~3O 

711-08 16b砕片 7.51 6.8 3.11 0.1 チャート 40.530 
第四阿3 711-08 17模形-li器 28.0 35.5 10.1 8.7 チャート X柄 40~回
草加国10711-08 181-1i械 53.1 422 35.0 118.8 -1，蛙斑<i E尉 40.670 

711岨 19剥H 22.3 12.6 5.91 1.3 11 。3 III R F 流紋2; E屑 40.640 

帯捌l唱13711.18 3瞬製イi捧 53.9 43-7 12.5 37.9 喜重版科 6 12+1361担プロ?空+町)剖プロ.，;との躍 E尉 40.脱却
帯199阿6 711・18 41-1i核 27.4 36.6 16.0 16.4 '{i山おA 咽層 却'.830

711・18 5砕1¥ 14.5 8.91 22 0.3 波紋，; VI尉 40.8却
711.18 6砕片 11.5 13.7 3.51 0.5 流紋ii 四尉 40.7却

事館凶17711.18 7台形イI路 25.5 26.1 8.71 5.7 砂計13 18との擁合 四尉 40.7曲
711.18 8剥1¥ 202 17.6 3.41 12 C 211 F 流紋li E踊 40.6曲

串耳目闘18711.18 91-1i核 47.1 28.9 9.81 142 砂計13 17との接合 E崩 40.640 
串却凶16711.18 IOI-li核 44.8 35.8 22.5 39.6 チャート42 14+15との接合 E嗣 40.6曲
草加凶14711.18 11剥片 19.5 142 3.21 0.8 P 。 F チャート42 15+16との措合 四層 40.7叩
車i鈎凶 2711.18 121 U<ill¥ 28.9 15.0 6.21 2.1 3 L、H H 0 チャート 羽嗣 40.8団

第澗凶11711.17 51-1i核 38.6 45.8 21.2 40.4 流紋ii 目桝 岨'.670
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第27表旧石器時代第27ブロック石器観察表

グリッド 遺番物号 器種
量大長 最大幅 最大層 重量

打面形状 頭部
背面構成

部調位繋 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高mmm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

g帯E醐210幽凶21 1 1 7H-29 23 剥剥片片
18.4 35.8 6.21 2.8 H 。3 s l 砂凝MF ; F， 7f 7 

lV-V層 41β曲
7H-29 34.2 32.5 5.91 6.0 C 。 F 22+23との接合 E屑 41.8剖

事217困407H-29 4剥片 43.2 51.5 18.2 27.9 H 。。2 5 安lllfi1 』トß叶品1~1冒叩，.，剖i161 1l 1't円盤台 匝層 40.β剖
7H-~お 5 草剤qr， 18.2 23.1 6.31 2.8 一 0 M F ホルン7ェルス lV-、嗣 41.0開

事21i図427H-29 6剥片 26.5 49.2 14.5 14.5 2 。 H 安山干t1 輔、~1+43+I44J~プロ 1'+(341)6プロ." ¥1輔 40.710 
事217図437H-29 7剥片 32.5 31.5 14.5 13.9 21113 R F 宮山{;-1 冊、必l輔)]1口""1剖1161百1~ ~Q)時台 四崩 40.730 

7H-29 8砕片 12.4 5.61 4.0 0.2 官Iilf~A 間隔 40.8却
7H却 9剥H 28.2 33.5 7.71 6.6 H 。 F 安山" 明層 4師団

事214固337H-29 10alAi核 47.4 叫β 20.5 49.0 砂お15 34+35+あとの接合 咽屑 40.7却
構214図357H-29 lOb 剥片 28.5 33.5 9.81 11.6 H 。 F 砂~i1 5 33+34+36との接合 咽尉 40.720 
事214閏367H却 IOc剥片 20.0 27.0 22.5 14.3 C 。 F 砂抗日 33+34+35との接合 W屑 40.7却
事214図347H却 IOd 剥片 15.2 152 11.3 3.5 C 。 F 砂Y}15 33+35+36との接合 ¥111再 40.720 
事醐困137H-29 11石枝 31.6 45.6 14.5 24.8 チャート 咽輔 40.7曲
事210図207H-29 12石核 39.5 324 17.6 20.2 砂(}14 19との接合 咽層 40.7叩
事掴闘157H盟 131 R剥片 33.1 51.5 7.81 17.7 C 。 LH M riil lJ f~A V置層 40.7団
帯掴図 57H-29 14石核 32.4 44.4 132 21.7 砂i} 咽嗣 40.7却

7H-29 15剥片 26.7 13.8 7.3 1.9 L 。z R F a量版干; E層 40.6田
7H却 16剥片 19.2 16.9 7.01 2.2 C 。 ド 砂ii ¥11層 40.770 

串213困317H-29 17剥片 23.0 16.6 5.61 2β C 。 R F 砂お16 30+32との接合 咽崩 40.7曲
事215困377H-29 181u1車 70.0 曲'.8 2Ll l佃 4 砂計17 38との接合 ¥1輔 40.7岨
事213困却 7H-29 19石核 84.3 62.4 20.6 137.0 砂町16 31+32との接合 羽岡 40.7田

7H-29 四剥片 23.7 16.5 5.81 2.4 C 。 1 F 砂Ft W輔 40.7加
7H却 21剥片 16.4 26.1 3.61 1.6 じ 。 F イi!l( W層 40.7却
7H-29 2 剥n 15.7 15.8 321 1.0 C 。 R F チャート VI回 40.綬湖日

事213闘327H-29 23剥片 19.6 14.9 5.1 1.6 C 。 F 砂羽16 30+31との接合 X尉 40.脱却
7H却 24剥片 22.3 28.6 4.1 1.9 H 2 111 H 'g，lli}A 咽柄 40.7田
7H-29 25剥片 19.6 30且 3.51 2.7 H 。。2 F 官山'tIA 明屑 40.鎖珂

7H却 26剥片 15.2 21.0 5.61 1.8 H 。 F ホルン7ェルス VI踊 40.鋭]()
革期凶17.7H.29 27剥片 15.3 24.4 6.3 1.8 R F チャート 四層 40.7田
草加国9 7H.29 28剥片 27.7 37.7 13.9 12.7 C 。 2 F 'ιlll{i A X尉 40.1曲

7H.29 291，耐l片 17.5 18.6 5.01 1.2 C 。 R F 官山iiA E肘 40.670 
車掛図8 7H.29 却剥片 32.7 49.3 且11 13.1 C 。 5 砂干} 四柄 40.810 

7H.29 31剥片 17.3 25.5 7.01 2.7 H 。3 1 F ホルンフェルス 配層 40.670 
事盟同4 7H.29 321{j枝 29.3 36.3 16.0 23.4 Jt.買iitt 目掛 40.6!冊

7H却 33剥1¥ 31.5 26.7 4.11 4.3 C 。 F '1<山!(}A w尉 40.7田
事拙図 27H.29 34石核 363 50.5 20.2 51.8 チャート 目制 40.600 
草加凶107H却 35Hi核 28.0 却4 13.5 15.4 lT.質(i't; VI層 40.810 

7H.29 37剥片 23.0 19.0 5.01 Ll H 。 F 官山干lA 目制 40.“対日
7H.29 38剥片 19.1 20.5 4.61 1.6 211 M F '1<山干lA 目層 40.61拍

車210国237H.29 39石核 44.9 3Ll 8.81 1Ll 議11a;"7 21+22との接合 咽層 40.71曲
7H.29 40砕片 13.5 11.4 6.21 0.8 h県 羽嗣 岨B団

事潤困 77H.29 41原石 由。 35.4 22.0 56.1 誕，"'，; IX輔 40.仮泊

事216閑却 7H四 42石拝 39.4 33.7 13.5 47.0 蛇紋計 1 Ilal盟プロヲ'+llbJ却プロヴ?との接合 配層 40.61拍
事210困227H.29 43剥片 32.8 28.0 6.01 5.4 H 。。z 5 議版れ7 21+23との接合 匝崩 40，“強日
事2111掴277H.29 44lii核 35.2 2凪6 18.1 18.9 議1火i:.8 26+28+却との接合 田岡 40.670 
車捌司17 7H.29 45剥i¥ 17.4 27.3 7.11 2.9 C チャート 百屑 40.630 

7H.29 461，1<11¥ 35.5 置i7 6.91 11.3 C 。 L F 続版ii E輔 40.6'曲
7H.29 47剥片 21.6 17.3 4.1 12 C 。 L F 官山ii 匝尉 40.670 
7H.29 481，1<1片 11.0 24.6 3.91 1.0 H 5 砂1; 目層 40.6'冊
7H.29 491.耐l片 8.11 17.2 1.21 0.2 L F 11語版Ff 目嗣 40β40 
7H.29 回砕片 11.3 7.41 4.9 0.4 官，I[{'}A 四層 40.720 
7H.29 51剥片 22.1 17.8 4.61 1.4 C 。 L F 安山狩 咽肘 40.770 

帯210困197H.29 521u核 37.5 27.3 14.0 14.1 砂利14 20との縫合 刊嗣 40.7田
7H盟 53砕片 10.7 10.0 3.71 0.2 チャート 匝層 40.5団
7H.29 54絹l片 17.3 20.6 3.1 12 C 。 F 官 IIJ~nA 匝層 40.政調。
7H.29 55砕片 4.11 9.9 1.41 0.1 .teIIJ{'iA 匝層 40.5曲
7H却 56剥片 11.2 21.2 2.11 0.5 日 F 宮山科 匝層 40.540 

草加国187目指 57剥片 20.7 12.91 8.0 2.1 C 。2 F 砂ii E層 40.670 
事217岡417H.29 581.耐l片 19.8 292 9.81 5.0 H 。。2 F 1'1<111れ 1 40+42+結.，制1]1ロ1'+(剖116プロ." 咽層 40.710 

7H却 59砕1¥ 13.2 11.7 6.01 0.7 'iillliiA 匝桝 40.510 
7H.29 曲砕片 14.3 7.21 2.1 0.2 宮山iiA X嗣 40.4回

串212凶297H.29 61.弱l片 23.5 17.7 4.91 1.0 2 。2 F 凝I*{'}8 26+27+28との接合 X尉 40.4曲
7H却 61b 砕片 9.71 11.8 1.31 0.1 流紋i} X刷 40.4，冊
7H.29 61c剥片 5.01 9.1 LlI 0.04 '1<111計A X嗣 40.4開
7H却 62剥片 17.6 27.2 5.21 2.2 じ 。 H 砂 " 1輔 40.4珂

事211閑247H.39 3厳正E 55.5 27.5 23.5 49.8 砂~n 匝嗣 40.6却
事醐I埼37H.39 4剥片 23.4 24.7 6.01 3.1 H 。2 ド安山nA E尉 40.6叩
事醐1'117Hぐゆ 5台形u器 17.8 21.3 3β 1.7 メノウ 匝同 40.縦訓O
事2121>!1287H.39 61Ai核 46.1 34.6 18.5 30.2 議)*~'} 8 26+27+29との接合 匝嗣 40.670 

車捌I州168H却 25剥片 19.0 15.61 2.7 0.7 l F Ilt質((i; 明嗣 40.947 
8H.2O 49剥H 43.8 14.11 5.5 1.5 C 。 H lu!l( 配層 岨'.697
8H.2O 50剥片 20.0 17.91 4.8 1.9 L 。 2 S 11，英 羽嗣 40.855 

事211凶258H.2O 51剥片 18.1 26.4 4.81 2.2 2 S ホルン 7~ ルス 12 (42128プロックとの接合 羽刷 40.8相
8H.2O 52剥円 21.9 41.6 4.51 4.1 C 。 S ホルンフェルス 匝嗣 40.描7

構盟国128H.2O 531，耐l片 27.7 41.4 821 112 C 。 2 5 ホルンフェルス 目尉 40.615 
8H.2O 541，1<1片 16.1 10.51 3.0 0.7 11 212 F "iillliiA E嗣 40.6'田

串212~喝26 8H.2O 551"'11¥ 22.5 9.51 4.2 Ll H 111 F 凝I火ii8 27+28+却との接合 明刷 40.8岨
8H却 56砕片 13.7 10.21 2.9 0.5 チャート W刷 40.7叩

帯215凶388H.20 57剥片 22.7 35.8 6.51 5.3 H 。 F 砂(:-17 37との擁u 匝嗣 40.6日
8H却 団砕H 11.6 12.71 3.7 0.4 官山ii W層 40.735 
8H.2O 59剥片 17.8 1.81 4.3 1.0 。2 F チャート W嗣 40.705 
8H.2O 61剥片 13.7 耳10 2.21 0.6 じ 。 M 一官IlliiA 四同 40.7'曲
8H.20 69剥片 16.5 11.01 2.8 0.5 H 2 F "t(llriiA E層 40，β却
8H却 70剥片 14.7 12.61 4.2 0.8 H 。 F 砂i} IXI!I 40.600 

草加l叫148H.20 71剥H 22.1 24.1 5.91 3.0 C 。 H Ili民 匝尉 40.田5
第掴闘 68H.20 73剥片 34.3 30.1 7.81 9.8 11 。 H チャート X肘 40.491 
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第28表 旧 石 器 時代第28ブロック石器観察表

挿番 号凶 グリッド 遺番物号 器種
最大長 最大幅 最k車 重量

打面形状 頭部
1f面構成 調整

折両部位 末端 母告番号 接合資料 備考 層 位 標高m
mm mm mm z CISIHITIRILIDIV 部位

8H~ 1O Z砕片 14.2 14.4 4.01 0.6 チャート IV-y肘 41.035 

事222['叫28811.11 10イil主 25.0 29.9 13.4 9.2 高是版('1 咽肘 40.782 

81l.20 2剥!， 18.2 16.1 5.4 1.4 C 3 111 Il Jt質tlit IV-、尉 41.315 
8H.20 3砕!'， 13.2 7.81 4.2 0.4 民間(f{，i 町-y柄 41.040 
8H.20 4洲l片 16.5 28.7 3.41 1.6 L 。111 H 流紋{'; IV-y層 41.261 

事担l阿248H・20 5剥片 34.1 22.4 且01 3.9 L 。3 F 誕販す} W屑 40.801 
8H却 6砕!， 13.2 13.1 3.41 0.7 安山i-}A 匝嗣 4O.5!開
8H.20 71>1"片 23.3 11.0 8.11 2.0 H 。21111 。メノウ 四回 40.8'開

軍!n'同378H却 81M象 31.9 28.3 31.9 29.7 凝'*1;9 36との接合 民嗣 40.675 
革羽似1368H.20 9剥" 18.8 21.4 8.21 2.8 H 211 凝}1(}';9 37との接合 匝層 40.6剖

81l.20 10剥" 28.8 16.4 4.1 1.8 。 L 宮山{'}A ¥11同 40.721 
革担l同258H.20 11剥1'， 24.2 32.7 6.51 3.6 C 。111 s lt質(，((';. vl騨 40.846 
革担11'刈208H~20 12剥円 31.4 28.1 9.21 8.3 - 10 4 F 音山i}A E層 40.573 
革担1[喝218H.20 14イiI実 33.3 41.2 Yよ3 17.6 lt百日干} lX層 40.675 

8H.20 15剥" 却J 15.6 7.01 3.4 2 。 n質((i} 四回 40.751 
811.20 161 U剥1'， 14.9 16.5 3.61 0.9 C 。 F I主質(i('; VH当 40.860 
8H.20 17砕" 14.2 9.21 2.6 0.4 ホルンフェルス IV-、層 40.938 
8H.20 18剥1， 18.6 22.3 5.21 2.1 H 21211 正山'{{A IV-y層 41.041 
8H.20 19剥!， 14.0 27.3 7.1 1.7 じ 。 F 砂 " 日肘 40.9師
8H.20 20剥" 10.2 20.6 3.61 0.7 C 。 3 F ホルンフェルス IV-y層 41.059 

第2241刈39811.20 211ul主 44.4 36.0 16.1 34 H町rtfil4 38との接什 1官肘 40.707 
8H.20 22砕" 13.9 7.31 2.0 0.2 官III{';'B 四層 40.785 

車~'22凶31 8H.20 24剥片 24.5 19.2 9.41 4.3 日 M 宮山計B IV-y肘 41.040 
第223同358日置} 26剥!， 32.0 16.9 9.51 5.0 C 。 L F イa英 2 剖との接合 l盟国 40.788 

8H.20 27砕片 14.1 13.2 4.81 0.7 メノウ 四屑 40.783 
8H.20 28剥日 26.1 23.9 8.81 5.4 H 。。 H イI民 四肘 40.778 

第22'2t刈278H.20 29砕片 11.5 7.81 1.5 0.2 lturl<i W帽 40.919 
8H.20 30剥片 15.6 9.81 3.2 0.4 2 F チャート W梢 40.868 
8H~20 31剥円 21.1 14.6 5.1 1.7 H 。 111 H 'Ii山'i;'A vl層 40.895 
8H.20 32傑 22.7 14.2 4.51 2.2 チャー卜 lX国 40.665 
8H~20 34剥円 23.8 18.7 7.31 3.1 C 。

ヲー F メノウ 匝層 40.695 
8H~20 35剥片 20.8 25.3 4.01 2.2 C 。 H 砂ii IV-y同 41.122 
8H.20 37剥" 13.9 19.4 7.21 1.4 C .， F チャート 匝層 40.581 
8H.20 38剥" 17.4 6.01 6.3 1.0 H F 凝)1(('} E層 40.573 
8H~20 39イ1桂 27.7 31.1 15.8 12.7 イI英 四回 胡 7印
8H.20 40砕片 5.11 14.6 2.21 0.2 lE質riii 四層 40.748 
8H.20 42剥片 19.6 16.4 3.51 1.2 じ 。 日 流紋i; 四刷 40.713 
8H.20 43砕片 11.9 7.31 3.2 0.3 イi英 配層 40.648 

串219凶 58H.20 44掛Ij}i 25.1 23.7 7.01 2.6 H 。2 F 説'1({，i E肘 40.646 
8H.20 45a 洲l片 21β 14.9 3.81 1.3 H 。 R ド 流紋ii 匝府 40.611 
8H.20 45b 砕" 11.5 13.1 4.51 0.4 凝h~(: E層 40.611 

草郡凶428H.20 46れ核 44.8 53.8 16.4 57.9 ホルンフェルス12 (25)27プロックとの接合 E肘 40.668 
第m岡108H却 47イi核 32.8 32.7 32.1 23.9 凝，1((; 四層 40.761 

8H.20 48剥" 20.4 15.7 5.4 1.7 C 。 L 砂{'; 咽桝 40.828 
8H.20 60砕片 12.7 8.01 3.2 0.4 チャート 四層 40.799 

串2211叫41 8H~20 62傑 28.8 20.0 16.0 11.3 lt質tii:8 (40) 15プロックとの接合 四層 40.729 
8H~20 63剥円 25.7 19.5 20.0 3.7 H ド イI長 W層 40.755 

事22111渇158H.20 64剥片 16.7 9.61 4.2 0.6 H 。 F メノウ E肘 40.665 
8H.20 65剥" 21.9 19.2 13.1 4.9 C 。2 l "民 匝層 40.618 

第224~刻38 8H.20 66IM主 51.0 39.1 15.0 33.5 時間li目14 39との接什 匝層 40.666 
第m同268H.20 67剥凡 56β 30.1 10.4 23.4 C 。。I1I F 長山{tA 匝層 40.682 
車223凶348H.20 68lut主 38.1 51.7 16.5 29.9 "英 Z 35との接合 E層 40.696 
第2191'刈78H.20 72剥片 17.9 29.4 5.41 2.9 F メノウ X屑 4叫88

革219似~2 8H~21 2ナイフ形石器 46.0 19.3 5β5.6 メノウ 四肘 40.782 
草加問 178H.21 3剥" 30.7 19.9 9.51 4.4 H 。 4 211 2 。n質官貞計 W層 40.720 

8H.21 4砕!， 14.7 12.0 3.51 0.6 !El'lf¥計 lX層 40.6回
8H.21 5剥" 16.8 13.5 6.41 1.0 H 。 I H イl英 E同 40.698 

事219凶 98H.21 7剥片 20.0 27.3 6.61 4β H 。。3 F n質自{'} 四層 40.761 
811.21 8"削Ij}i 26.7 18.0 8.51 3.6 L 。 111 F メノウ E層 40.562 

革2211闘148H.21 9lii枝 27.5 37.3 15.4 18.0 Hl'i(((; E肘 40.600 
事2221羽q298H・21 10模形れ器 24.1 20.3 12.0 5.9 'ii山 f~' A 日層 40.9凹
草加阿168H.21 11剥片 30.5 31.1 7.41 8.7 - 10 F メノウ 匝層 40.597 

8H.21 12剥" 33.6 15.1 8.51 4.4 C 。 l F チャート 百層 40.558 
8H.21 13剥片 30.5 24.2 7.51 7.7 H 。。 s ホルンフェルス 配属 40.640 
8H.21 14組l片 20.7 7.01 5.6 1.9 H 。 子 チャート 四制 40.936 
8H.21 15剥片 18.3 24.5 4.51 2.4 C 。 H チャート E尉 40同9
8H.21 16原{i 65.8 51.1 14.1 70.7 砂i; 四肝 40.73ち

第2出凶338H.21 17剥" 31.9 25.1 7.11 5.8 11 。 2 5 凝J1(('t!u 32との接合 日尉 40.897 
8H.21 18剥" 22.0 15.9 5.81 1.9 H 。 F チャト 配層 40.625 

第m凶128H.21 四 h核 30.7 21.3 9.11 6.6 時質t(干f E回 40.6日)
811.21 20諜 27.8 20.6 3.71 9.3 チャート 四嗣 40.742 

第222[:刈328H.21 21剥" 41.3 33.7 8.31 12.5 11 。 2 H 凝凶干110 おとの接合 咽肘 40.726 
第担ID凋188H.21 22111核 40.7 54.8 21.7 56.8 チャート W同 40.7口5

8H.21 23a ナイフ形イ1器 51.4 18.8 10.7 9.4 メノウ X層 40.487 
811.21 23b 砕" 12.1 10.1 5.51 0.6 チャート X同 40.487 

第219仰g3 8H.30 3台形様イi器 28.8 15.4 5.71 3.0 '記llJiiA 町~、肘 41.215 
事221凶238H.30 4イit主 28.8 37.8 10.4 12.5 宮山{';'A 日層 40.865 
車220岡138H五} 5イ』犠 34.4 30.9 26.9 22β '反"，抗日 E層 40.666 

8H.30 6蝶 17.2 9.01 6.2 1.4 チャト 四層 40.8ち5
串7訓喝448H.30 7洲l片 37.2 58.3 11.8 29.5 H 。 11 正山~;:- 1 14ト羽1 :!í1 !l 17.I Jl I161口 dt~ifj vl層 40.808 
第2221提:1308H.30 81""主 26.6 33.1 10.0 8.2 'iiUJf~' ̂  E肝 40.681 

8H.30 9蝶 12.7 8.61 3.6 。β チャト vl耐 40.855 
8H.30 10剥!， 14.6 23.0 4.31 1.1 - 10 F lt質ttl; vl肘 40.913 

第?五『党:140811.30 11自Hi 73.1 54.7 32.4 174.0 砂岩 8 (35) 18プロックとの接合 1官同 40.772 
革2211喝118H.30 121，耐Ij}i 25.1 22.3 6.41 2.6 日 。。 H I宇質(f{'; 刊肘 40.785 

8H.30 13剥片 25.0 21.0 6.41 89.6 H 。 211 F ホルンフェルス IV-¥層 41.037 
8H.30 14蝶 81.5 36.0 9.41 3.8 砂1i X肘 40.438 

第219同 68H.30 15剥!， 25.8 26.6 5.51 4.5 11 。 LII F "i正 111~iA X肘 40.488 

第2191刈4 8H~31 2府割傑 93.7 58.0 10.0 166.0 砂f':. IV-Y同 41.291 
第219同村 8H.31 31>1'1片 31.0 22.7 7.81 4.6 H 。1 メノウ IV-、肘 41.446 
革1211刈228H.31 4剥片 32.2 34.8 10.2 11.6 じ 。 11 H町f1('} 配層 40.616 
帯主11実QI98H.31 5liil象 38.2 45.7 8.21 17.1 チャート 民同 40.616 
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第29表旧石器時代第29プ口 y-'}石器観察表

挿書 図号 グリッド 遺番物号 器種
最大長 最k幅 最k厚 重量

打耐形状 頭部
1'f1白l構成 調整

折曲部f_¥L-li端 母11番号 接合資料 備考 層f占 標高田
mm mm mm g CISIIIITIRIL口 V 部1，)

事訓l材6 8H-62 4剥1; 18.4 26.0 6.61 3.7 11 。。4 11 Jt目白山 配制 10.657 

事2301刈4 811-71 .11lJ訓)¥ 10.7 26.6 1.7 1.9 お 2 日間fL{'; 11同 40.8剣)

第剖凶 9 811-71 5剥)¥ 21.3 33.6 9_91 7.3 1 1 :1 1 1 :1 。 M 民間rf{'i 百肘 40.554 
811-71 6剥片 12.5 17.7 7.2 1.5 M '1宅曜イ1 百回 40即 2

串却l刈l 811-72 2台形イ1器 38.9 虫l.6 8.91 7.'2 宮山iiA E肘 40.660 
811-72 3蝶 同.1 32.9 15.7 45.7 流紋干; E肘 40.630 
811-72 41，削IJJi 11.6 26.5 3.31 0.8 仁 o 2 F 民間ri!fi 四肘 40_8.03 
811-72 51 ~耐IJJj 18.7 12.9 7.6 1.4 4 311 !g曜イE E崩 40.6刷
811-72 6剥)'， 13.2 27.1 15.0 4.2 11 。 時質(lf':- E同 40_~同

第23(凶 3 811-72 7イ，棺 15.5 22.3 30.6 9.5 Jt質引{， E肘 10.5附

串却刈 8 811-73 2/，111¥ 35.3 27.1 11.9 13.6 11 111 21 1 L () 引日曜イI IXl;4 40.6.15 
811-73 31，11円 9.11 16.7 4.21 0_7 11 。 4 11 IH叫イ: 日嗣 .10.512 

帯2~ 凋 5 811-82 2イI桟 50.7 41.6 31.0 53.4 fU'fr(fi 日肘 40刷。

811-82 3/，11)¥ 18.0 16.6 4.0 ]_] 。。 リ HitHi; ]V-V肘 41.031 

第却l宍J7 811-83 2剥)¥ 3:18 48.4 12.5 15.1 じ 013 It町([i; E肘 40.639 
811-83 3剥1¥ 15.1 10.1 7.6 1.5 11 。 I1I H H111!Il ]V-、肘 11.0却

第~1I刈 10 811-83 4剥1'， 25.8 33_7 6.51 1.1 H 。。 l F IH!'tl!iil5 IIとの接什 咽肘 40.789 
第~II刈 II 811-8.3 5/U剥1¥ 23.6 29.7 6.81 4.0 H 。。.， F IH1H!Il15 10とのJ長i't 11肘 40.874 

R 
帯230/刈2 811-84 21 '主蛸器 12.0 19.6 12.2 Il.l Hrll!i; 町嗣 .11阪8

第30表 旧 石 器時代第30ブ口ッフ石器観察表

挿凶
グリッド

遺物
器種

量k量 最k幅 最大厚 重量
打由形状 頭部

i'fl(tIt.再!且 調整
折面部位 -li端 母持番号 接合資料 備Jt 層 位 標高m番号 番号 mm mm mm g C/S/lI/T/I</L/D/V 部li)'

8. 1-03 21砕1¥ 6.51 12.9 1.31 0.2 'i(IJIj';' A VDI国 40.540 

8. 1-13 2剥1¥ 15.3 13.9 3.21 0.6 L 3 IH曜質イl 11 帽 40.820 
第耳5提:/15 8. 1-13 3剥)¥ 14.9 24.4 12.0 3.8 。4 H 凝版i;'1 16との接什 11崩 40.890 
軍部開 6 8. 1-13 4剥)'， 25.9 26.2 11.5 1.8 H 4 12 212 ，1，1.¥曜イ1 ¥1肘 40_790 
第耳3叫1 8. 1-13 slfi形イI器 26.6 31.8 8.41 6.9 lHHifi 四柑 40.8岨
事国3/ヌ:/4 8. 1-13 6/U剥円 38_1 25_6 12.8 6.9 C 41 1 14 ，'H曜イ1 W肘 40.7削

81-13 7砕片 13.5 11.5 1.81 0_3 佐官tii:' 百回 40.臥)()
事233t文19 お1-13 8剥1; 25.6 33.8 9.41 5.8 C 2 正1I1{'iA W肘 40_740 

81-13 9剥1¥ 15.2 18.6 5.2 l.:l 2 。 !.I.¥1IdIイl 咽尉 40.750 
拘1-13 10剥1¥ 152 16.5 6.8 l.l 111 111 1 EH曜イ1 配層 40.640 

事235羽16 お1-13 111 ，耐IJ~ 21.7 13.51 4.9 12 。 I1III 時間凝ト:1(ii 1 15との接什 E同 40以)()
8. 1-13 121，11)¥ 16.51 17.1 3.7 1.0 L 2 1 ホルン 7ェルス U層 40.7玖)
8 I-13 13細川 20.9 22.2 8.51 2.7 1 312 円4曜質イ1 ¥1回 40.6明
81-13 14耕IJn 13.8 28ち 9.01 2.3 11 2 F 1H'1'I1i1i X肘 40.460 
81-13 151#11¥ 17.6 1.51 2.4 0.7 1111 HfUiii 匝同 40.5“} 

第2331<12 8. 1-14 21，耐IJJj 15.01 28.2 6.6 1.9 L B F IHlW f: 四同 40.710 
事却<15 81-14 31C'剥1¥ 14.3 15.8 2.71 0.7 。 3 1 1 日 F I.E.I.¥B握イl V直肘 40.730 

81-14 51#11¥ 23.8 9.71 10.1 2.0 11 2 312 ド H Uti<; W回 40.7削
お1-14 6剥)'， 13.7 26.3 8.31 2.5 11 C 11111 Hl1rii; IX ~1可 40.610 

革2331"13 お1-14 71C'剥1¥ 42.2 30_8 6.71 11.3 H 211 F チャー卜 匝肘 40.550 
第四阿11 81-14 8自iHi 51.6 26.8 13.0 24.9 ホルン7工ルス13 12との持什 W肘 40.820 
第235同13 81-14 9剥1¥ 23.9 20.1 33.6 1.9 II 。211 F IH質(tYH6 11との姥什 民肘 40.500 

民1-14 10剥1¥ 16.6 1.81 2.1 0.1 B チャート 百肘 10.48.0 
事233阿7 討1-14 11剥円 34.4 35.7 15.1 17.1 II 。 s 1I1目({{; 目崩 40.540 

81-14 12蝶 27.5 23.8 7.71 7.6 砂{， 目肘 40_5臥}

革2担同10 討1-14 13組IJ)¥ 31.2 63.1 7.01 18.0 C II 砂fi も1肘 40B開
お1-14 14剥l片 17.1 11.0 4.91 0.6 。2 F IJtfWi; E尉 40.417 
81-14 15掛川 13.0 17.6 8.4 l五 111 F IlI'!'tlii; ¥1肘 40_740 

革2341"112 お1-14 16離れ 91.1 36.8 25.6 11l1.8 ホルン 7.工ルス 13 I1との持什 11肘 10.830 
81-14 17様 43.5 43.1 12.6 36.0 砂{， ¥1肘 40_840 

車出5羽14 絹1-14 181U'剥1¥ 29.2 37.9 10.8 7.9 H c F 佐官(i{U6 13との{i!{t クラム
民1-14 191fr酔れ器 15.81 27.8 6.71 3.3 チャト X同 40.440 

革233凶ぉ 81-24 2剥1¥ 27_8 52_8 9.01 12.0 II 。2 日 ホルンフュルス IX同 40.520 
お1-24 3剥1¥ 11.0 22.4 9.01 1.2 C 2 ド H!11ii; 民同 40.540 

第31表 旧 石 器時代第31ブロッヲ石器観察表

挿図
グリッド

遺物
器種

最k長 最k幅 最大厚 重量
打面形状 頭部

rrlflit蒔/JA 調整
折面部位 -li端 母岩番号 接合資料 備軍 層位 標両m番号 番号 mffi mffi ffim z CISIHITIRILIIlIV 部位

8F-37 
23l|h剥字片片

7.51 10.4 5.21 0.4 
1‘凝P11BMaイF1; i世X明情 39側)()

8F-37 33_1 19.3 6.71 3.6 11 Z 39.940 
革23i1刈128F-37 4訓1¥ 27.5 26.2 7.71 6.2 11 。2 F l'!i::山1iA ¥I-IX同 40.020 
草田i('刈討 8F-37 51U・剥)'， 25.8 19.7 7.61 2.8 3 3 B R .'.1.¥6単イI VD-目制 40.070 

8F-37 6訓1'， 20.2 14_6 1.1 l.l C ド ，I.I.!，雌イI lX肘 39.830 

第2381"1158F-38 lイ1核 48.0 71.3 21.6 102.3 官山 j';' クラム
8F-38 2蝶 37.1 31.3 21.5 21.2 mi紋{， 四~医肘 40.阪支)

事由81刈1581、38 3剥1¥ 30.1 18.5 10お 4.0 11 c I ド凝!火山 II 18との持 A 阻同 39.640 
帯主総I刈188F-38 4剥)¥ 47.5 37.7 16.5 275 2 o F li証!火i;II 17とのI~;t ¥1-百肘 40.060 

8F-46 2砕片 12.8 5.2 1.71 0.2 ~.I.\ R記イI 民層 39.8臥}
8F-46 3a訓片 9.71 20.2 2.61 0.5 S I/(Ti; 匝同 39.720 

事担7同 l 8F-46 4ナイフ形れ器 27.5 18.1 7.61 3.6 ，'.1• 1 曜イ l 民同 39.7日)
革Z訂|叫 9 8ド46 51.fi核 48.0 24.3 12.1 16.2 説J1(t': 百嗣 39.8刷
車1訂l刈108F-46 6イ川主 37.5 日)_J 18.1 32$ u.'IIJ日A 民肘 39.640 
第23il刈138F-46 7イ1棺 42.1 55.7 10_9 23.5 チャート 百肘 39.8削

8F-47 3lltl¥ 6.51 7.6 2.21 0.1 引Ilftlu 百同 39_960 
革担7同4 8ド47 41R' #11¥ 16.7 10.0 5.91 0.9 。 M 斗』曜イ1 四~庇除i 10脱Xl
第23iI同168F-47 511fi-イ1 59.2 44.0. 19.7 81.0 チャー卜 四回 39.910 
都知同II8F-47 6醜形イIir.'f 15.0 14.7 5.31 0.9 。 :.I.¥Bl!イ1 目肘 39.900 

81'-47 7剥1¥ 20.8 14.5 ヲl 0.6 3 F 1:!.¥Bl!イ1 医肘 39.8:明
8F-47 8剥片 13.1 17.2 5_3 l.l 114 M F I~.I.\日#イ l 自肘 39.740 

革担7l'刈6 8ド47 11台形イ1器 19.7 主主主 6.01 2.0 'H曜イ1 E刷 39.720 
8F-47 12剥円 22.3 24.3 6.81 :W JI 。 ド '久山山 B E刷 39.&10 

~23i凶 7 8F-48 21 U 訓1¥ 23.9 17.2 6.61 2.:1 ， 4 I 1 日、 R8 F 1.'.I.¥IIal_イl 目嗣 39.540 
事担;J刈 2 8F-48 3ナイフ隠れ器 21.7 16.4 4.8 l.4 'H附イI lX肘 39.630 
第田7同3 81'-48 4棋形イt路 1l.8 21.0 7.2 Ll 吋.¥Uftlイl 目肘 39.6剖
革担7凶5 おF-，1}¥ 5棋形イI器 21.8 9.61 3.6 0.9 明附イl 四M 39月.90

都町凶148F-49 2剥1'， 36.2 24.1 7.91 :')..1 JI 5 i証!火{i 目肘 39.520 
8F-49 3礁 17.7 14_6 ::iAI 2.2 メノウ 目肘 :18.5(誕)
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第32表 旧 石 器 時代第32プロッヲ石器観察衰

グリッド 遣番鞠号 器種
最大長 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背面構成

調部整位 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高田
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

9E-91 2 剥剥II 22.9 921 4.5 0.7 P 112 F メノウ 匝屑 相 β曲

9&91 31，!1ll1 19.1 18.0 2.81 0.9 H 3 Il メノウ X尉 39.6却

構事訓240附l刈la9E-92 21M部部軒麿世1，拝拝 44.2 33.6 旦61 Il.l 蛇紋，Ff;z Ibとの縫合 四尉 40.070 
Ib 9E-92 31M 割1， 27.2 12.1 3.91 12 蛇紋 2 laとの接合 四掛 40.0マo

9E-92 4剥Ii 16.9 13.2 2.81 0.5 日 メノウ 国層 39.8団

串抽I刈7 9E-93 IHi核 22.5 42.6 26~ 45.3 メノウ クラム It-珊尉

事24111'刈3 9F心。 2襖眠li器 15.1 9.41 3.3 0.5 L 。 2 思曜イ1 四咽尉桝 40.120 
事抽l誕~ 2 9F心。 31fr醇イi器 25.8 19.4 7.51 3.9 メノウ 40.170 

帯2副刈 6 9F-OI 2剥片 加 9 22.1 321 1.4 C 1 F メノウ It刷 岨β印

9F-OI 3頑m 14.8 16.7 4.4 1.0 H 3 F メノウ 明憎 40.2曲
9F-OI 4蝶 45.0 34.8 15.7 24.9 流紋ii E嗣 39.7，曲
9F-OI 56 砕剥1} i i 9.71 6.0 2.61 0.1 メノウ 明肘 40.170 

車240('刈5 9F斗01 加 8 24.6 10.8 32 3 F メノウ It刷 40.160 
9F-OI 7剥II 16.0 16.0 4.01 0.8 L 311 F メノウ E尉 40脱却

9F-OI 8砕II 9.61 12.9 2~1 0.3 メノウ 咽同 39.940 
都加l刈4 9F-OI 9襖形イi器 19.2 23.5 421 1.8 時間t{ii E楢 却 9却

9F-02 2砕Ii 7.01 8.4 1.91 0.1 ホルシ 7ェルス E柄 40.130 

第33表旧石器時代第33ブロッヲ石器観察表

婦番 関号 グリッド 遣番鞠号 器種
最大長 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
1fl面構成

調部位整 折面部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

7F-81 2剥II 27.7 16.8 8.01 2.5 H 011 F 砂干} 町-v桝l 38.9剖

帯242同I 7F-81 3HiJJ 84.3 17.8 7.41 12.3 It質nï~ w、V憎上 39.070 
事2421喝3 7F-81 4細イiJJ 12.8 7.51 1.9 0.1 黒曜li W屑 却 l曲

串串目田白2ll叫対民6 7F-82 2剥II 51.1 33.4 11.3 18.8 H 。 砂{i 咽~匝尉 四.010

7F-82 4剥II 40.2 32.6 Il.l 15.0 s 。3 F 砂Ff It-匝刷 耳目10

構~21'叫 7 7F-82 51，llJlI 27.8 46.4 43.7 33.8 5 。 211 F 砂17 咽~配層 38.鎌田

7F~担 6剥II 182 18~ 8.41 1.8 H 。 F 砂1} 四-1J(同 38.930 
帯2421'刈 2 7F-82 T晶1 30.2 18.0 4.61 2.7 H 。。 F 砂Ff 四~匝嗣 38.970 

7F-82 8剥Ii 16.8 17.8 2.81 1.2 Il 2 Il砂F; 咽~匝尉 38.9句。
串剖21刈5 7F-82 9剥1I 45.0 45.3 息21 24.4 L 。 412 411 F 時計 咽~匝嗣 38.9団

串242同4 7F-83 2調1I 40.9 41.2 10.6 14.9 H 3 H チャート 町-1J(嗣 39.0却

7F-91 12剥1I 10.2 15.3 3.51 0.6 H 212 F 県曜イz N-¥刷I 却 036
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第34衰 旧 石 器時代第34ブロック石器観察表

挿番 図号 グリッド
直鞠

器種
量大長 量大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背曲i構成

調部整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m番号 mm mm mm g CISIHITIRILIDIV 

帯2611喝917F田 2剥1; 42.0 29.7 15.0 17.9 C 。2 H ホルン 7.ェルス14 n'-v屑l 却 113
7F叩 3雌 61.6 48.8 36.5 104.5 宮山i;.6 町-v嗣l 担 l田

事盟11喝887F曲 41 {i核 192 34.4 13.7 72 安IIJf~A 府-y輔l 39.1団
7F冊 5剥J; 25.0 25.5 8.oJ 42 2 1 H ホルン 7~Jレス 14 町-y層上 39.010 
7F剖 6剥1¥ 20.6 24.7 5.31 3.3 L 。 1 F ホルンフェルス14 町内-y胴上 39.192 
7F岨 71.削片 2L1 21.8 10.6 3.3 H 。 211 F If.質fi計 町-v層l 39.宜l5

第盟11刈927F岨 8剥1; 39.9 51.5 20.1 36.9 H 。2 F ホ"ン7ェルス14 町-v嗣l 39220 
7F冊 91.削J; 22.4 19.9 13.1 4.6 H 。 F 'lt'[ln日 町-v層上 39.2曲

串2611叫867F田 101Il({i 37.7 34.1 17.4 34.8 宮山f'tA 町-v層上 39.173 
7F冊 11剥J; 42.0 30.3 18.0 212 日 。2 F ホルンフェルス14 町-v層上 39.019 

7F-91 2砕J; 11.5 10.3 4.91 0.6 ホルン7ェルス14 町-v層上 39.164 
車261[，叫877F-91 3剥1; 24.0 47.7 122 122 2 H H ホルンフェルス14 E嗣 却225

7F-91 4喋 42.8 38.6 20.8 30.1 'Ii;山科 6 E層 おβ89
7F-91 5蝶 67.3 48.9 49.0 開 6 'Ii;山 ~n E層 視団7
7F-91 7.様 岨β 47.0 46.0 712 安山Ff 皿尉 祖師4
7F-91 7b蝶 50.9 37.8 36.0 70.4 宮山{}6 田層 39.四4
7F-91 7<喋 17.4 9.61 2.8 0.6 チャート E国 羽田4
7F-91 8剥J; 18.1 21.4 3.91 2.0 H 1 F ホルン7ェルス14 E層 38975 
7F-91 91.削1; 34.5 12.8 7.91 22 2 H F ホルン7ェルス14 皿層 38開8

草却l刈9 7F-91 IOltrlfHi器 38.1 20.2 10.8 7.4 ホルン7ェルス14 E層 39.148 
7F-91 11砕片 11.7 19.3 4.81 1.0 ホルン 7~ ルス 14 E層 39.146 
7F-91 13剥片 25.9 14.1 6.41 2.6 H IIIIIII F ホルンフェルス14 皿層 38924 
7F-91 14剥片 12.5 21.0 5.51 1.2 H 2 III F ホルンフェルス14 E尉 38後刻8

7F-92 2喋 61.0 34.1 30.4 71.4 流紋fi 困層 38集期9
7F-92 4様 10.4 7.21 3.1 0.3 チャート E隔 38岐路

7G~畑 2品目1; 24.5 32.0 11.8 7.7 2 1 1 ド ホルンフェルス14 IV-V尉 39.118 
事却[刈637G-OO 3.剥J; 35.5 36.2 10.4 11.0 L 。 3 212 F ホルン7ェルス14 IV-Y嗣 39.163 

7G-OO 3b組m 22.7 34.9 7.81 6.9 H 。 IIIII F ホルン7ェルス14 IV-Y騎 39.1日
7G心。 4剥，; 20.2 21.6 4.61 1.6 H 211 F ホルン7ェルス14 IV-Y層 抽 I田
7G-OO 5剥，; 13.2 37.8 192 4.7 P 1 F ホルン7ェルス14 IV-Y層 39.008 
7G-OO 6剥1; 19.2 17.2 8.1 1.9 H 。 F ホルン7ェルス14 IV-Y屑 39.oJ5 

事252[1刻237G-OO 71 R・剥J; 24.8 36.2 8.91 9.0 日 2 B F ホルン7ェルス14 IV-Y層 3副首8
帯盟関l岨 7G-OO 8点。，; 26.2 31.2 6.31 4.8 H 。。3 ド ホルン7ェルス14 皿尉 39.225 
軍部[婚1077G-OO 9剥，; 19.4 312 12.9 62 H 2 M ー ホルンフェルス14 IV-Y層 38932 
車お4同112 7G心。 101{i椛 27.8 37.2 16.3 192 'Ii;山抗日 1 112b+20との提合 町-Y層 39.054 

7G-OO 11様 37.4 21.3 15.6 8.4 'ii;山fi IV-Y層 39.035 
車盟削247G心。 12剥J; 23.4 33.0 14.8 12.3 H 。21111 F チャト IV-Y層 39.120 
事国l喝457G-OO 13イ1被 33.3 50.1 27.8 54且 ホルン7ェルス14 IV-Y屑 38肝5
軍部凶497G-OO 14イ1核 22.7 50.2 27.2 31.3 P 3111214 ド 砂 " IV-Y尉 39.1岨
帯259同787G剖 15剥円 24.9 28.7 7.21 4.4 2 311 F チャト 町-Y層 39.115 

7G心。 16様 61.7 47.6 国5 I田2 官山 ï~ 町-Y層 39.000 
7G-OO 17剥，¥ 27.4 15.8 8.51 3.2 L 2 F 1'，旨山i}B IV-Y層 39.072 
7G岨 18傑 四 3 34.8 20.1 21.0 宮山fi IV-Y輔 38974 
7G-OO 19様 74.0 59.8 37.8 129.5 宮山Ff 町-Y層 担問。

構図同347G心。 201 R・剥，¥ 33.2 14.3 8.41 4.7 H 。 MR  日 ー ホルン7ェルス14 IV-Y屑 38.970 
7G心。 21砕，¥ 10.3 11.2 821 l.l ホルン7ェルス14 町-Y屑 389却
7G-OO 22砕片 12.1 12.8 5.71 0.8 ホルン7ェルス14 IV-Y屑 担割8
7G-OO 231，oiJI¥ 12.1 12.6 4.01 2.8 F ホルン7ェルス14 IV-Y層 38.9担
7G剖 24剥，¥ 23.4 11.2 6.1 1.3 日 2 F ホルンフェルス14 町-v層上 39.110 
7G-OO 251o!JI¥ 15.2 21.4 7.91 2.4 L IIIII F ホルン7ェルス14 N-V屑F 39.000 
7G心。 26網m 30.1 28.5 17.8 Il.l 日 。 F l'li;山抗日 N-Y層F 39.0田

事251['ヌ11217G剖 27削器 65.3 36.1 12.9 34.9 ホルン7ェルス14 N-V層F 39.077 
帯百7似指87G剖 お訓，¥ 42.6 26.0 8.51 9.1 日 2 2 F ホルン7ェルス14 百~可層上 39.165 
帯羽岡337G-OO 291M泉 42.6 曲3 14.5 33.1 砂V; 百-，層上 39225 
事拙岡112 7G岨 30イI核 24.9 44.5 172 26.4 '1i;11，抗日 1 112a+20との接合 町-Y層l 39205 
帯出阿部 7G岨 31 I o!JI¥ 33.4 29.7 15.1 12.4 S 。1121 :1 ホルン7ェルス14 町-V層l 39.025 

7G剖 321o!JI¥ 14.0 24.2 4.31 2.2 。 L 日 ホルン7ェルス14 困層 39.425 
串253t司407G岨 331o!JI¥ 33.2 28.9 8.21 6.2 H 。。3 F ホルン7ェルス14 皿尉 39.品開
事部同397~削 34剥J; 50.5 41.4 13.1 18.7 H 31211 F ホルン7ェルス14 町、V屑F 39.155 
草郡凶467G-OO 351M泉 33.7 曲9 加2 37.9 ホルン7ェルス14 町-v層F 39.1却
草2却凶曲 7G-OO 361，!1J1¥ 36.3 41.3 7.91 15.8 H 012 112 F 1*'レンフェルス14 N-・V層F 39.既婚
革描制1217G岨 371，!1J1¥ 41.3 27.5 11.5 Il.l L 2 211 H ホルン7ェルス14 ロ0との接合 町-¥層ド 祖国2

7G心。 381.削UJ¥ 15.0 25.3 10.2 3.6 H 。 F 宮山i}A 町一-，層ド 羽田5
措置111<]187G-OO 39削器 46.4 44.2 初 5 18.7 Jt，化本 N-¥'層F 39.1田

7G-OO 40剥，¥ 26.5 19.6 11.2 5.4 L 2 H Hil1<ii N-¥層F 39.310 
捕抽喝817G岨 41訓，¥ 36.6 42.0 17.5 182 H 3 4 F ホルン7ェルス14 町、1屑F 39.152 
事252同257G心。 421 R 剥J; 31.9 38.9 13.3 17.5 H L F ホルン7ェルス14 皿層 39.320 
構図同377G心。 43訓J; 25.8 49.7 15.8 18.7 s 41112 R ド ホルン7ェルス14 皿層 39.337 
事出国447~焔 4411，核 22.9 却5 14.3 12.2 チャート vl層 39.0却
草加同1107G-OO 45剥，; 23.6 却5 6.71 1.9 2 211 ドIt質(Iil 羽樹 39凪 4

7G岨 46剥，¥ 加7 23.3 15.3 Il.l H 211 M 砂Y} 咽尉 却 7n3
楠田7凶567G岨 47剥，¥ 37.7 31.3 10.3 13.7 H 2 5 11 ホルン7ェルス14 町一寸輔ト 39瓜 5

7G-OO 胡 喋 曲5 57.0 36.3 'l{lllf}5 羽層 38蝿 5
7G剖 49蝶 -1 112.9 'lillli} 5 vl屑 38盟訓6

事262t唱1027G咽 回 訓1¥ 34.8 38.4 13.5 18.8 4 F ホルン7ェルス14 N-Y層F 謁開4
7~畑 51掛川 26.4 :1l.7 10.5 9.0 H 。 F ホルン7ェルス14 町~、層 F 39β41 

事お凶487G-OO 521 {i械 27.1日 4l.l 17.5 19.8 '1illlitA 町、百回 F 39.0岨
事25H詞207G岨 53模車li器 38.4 45.9 13.9 23.9 'Ii;山抗日 1 112a + 112bとの接合 N-べ層ト 39皿5
事訓同797G心。 54lli様 37.5 国3 18.3 33.7 ホルン7ェルス14 町、可制F 39.115 

7G-OO E目掛lJ1¥ 35.4 18.4 11.3 6.5 5 2 ド ホルン7ェルス14 町-，屑 F 38.9開
7G剖 56剥1¥ 22.6 15.3 4.21 12 2 。2 F l'li;山nA E輔 39.315 
7G心。 57剥1¥ 29.5 28.0 7.91 5.0 L 。。2 III ド ホルンフェルス14 町~百回 F 39275 
7G-OO 58剥，¥ 30.1 15.4 6.61 3.1 H 2 F 宮山抗日 IV-Y隔 39却l

串2忠岡297G剖 曲 U 剥，¥ 38.7 23.9 7.01 5.2 R ド緩11(，:. W層 39.0剖
7G剖 61.砕，; 8.31 5.7 4.61 0.3 砂(1 IV-Y崩 39.002 
7G剖 61b 砕，; 9.31 6.7 2.41 02 砂fi IV-V柄 羽田2
7G{j日 62洲m 22.1 14.8 6.01 1.6 2 。1 F 官llliiA N-¥輔ト 38田4

串2盟岡却 7G岨 日 U・剥，; 46.4 40.8 8.31 12.0 じ 4 III R.I F Jn買i(i} 百~市輔F 389:描
7G剖 64刈，; 23.0 24.0 0.91 4.3 日 III F 砂利 N-¥輔F 389田
7G剖 65剥，; 28.2 25.0 11.8 4.4 2 z F 砂fi N'-¥層ト 38.9:却

革担同267G岨 661 R・剥J; 26β 19.01 8.8 5.0 H 。 L‘M M - l'li;山'1; 町-，屑 F 38.945 
7G岨 671，!1J1; 20' 21.7 6.41 2.5 2 011 ド ホルン7ェルス14 N-V屑ト 38訓6

帯却同747G-OO 68刷u¥ 38.7 34.0 11.3 10_， C 2 III 日 ホルンフェルス14 n'-v屑ト 38.8岨
7G-OO 691<冊目 22.2 31.5 11.71 8.1 2 M 11 ホルン7ェルス14 れ'-¥輔ト 沼田I

事2591刈667G-OO 70剥，; 38.7 54.0 14.6 23.6 H 。 ホルン 7~ルス14 町、I層ト 施.859
串2描同517G-OO 71イ1棺 35.1 48.5 19.0 32.5 宮山V} w-可輔ト 話.875

7G剖 72剥1; 22.2 9.21 4.9 0.6 011 ホルン7ェルス14 民-¥岡 F 388担
串2541.1437G岨 7311i桟 37.5 時 6 2'2.6 3l.l ホルン7ェルス14 N'-¥耐ト 38.側)1

7('，.00 741 tr眠{i器 34.1 18.91 7.0 5.3 ホルシフェルス14 匹、1暢ト 38鋭当日
帯却凶127G心。 751fr形i，器 25.7 31.4 9.01 7.0 ホルン7ェルス14 N'-¥桝ド 38.923 
構盟11<]627G岨 76剥，; 55.9 33.6 12.61 12.4 H 。 2 " F 1*'レシ7ェルス14 N'-¥同ト 38800 
帯剖同417G剖 771 ii帳 62.4 36.4 19.9 41.9 ;f;JI-シ7ェルス14 町、、桝ト 38.Jl(】5

7G-OO 78剥，; 26.4 20.1 8.41 5.6 11111 。 ホルン7ェルス'4 町、、桝ト 38以l!l
帯2泣同327~削 剖訓，; 36.4 42.4 9.31 11.-1 11 211 I 1 ド ホルン7ェルス14 町、1柄ト 38.839 
事2描同2 7G-OO 821+イフ醇ii器 44.1 24.0 6.71 7.0 ホルン7ェルス14 民、、輔ト 38.839 
事2却同封 7G剖 8.3喋 12.91 5.0 421 0.3 チャート N'-¥榊F 38.892 

串栴拙2Sl岡唱l田150 
7G-OO 84イii象 42.4 46.7 19.1 29.0 ホルンブェルス14 町、1桝ド 38.8.15 
7G-OO 邸機 “).1 43.:1 24.7 68.1 世山it4 115bとの接合 羽嗣 38.791 
7G~悶 86綱引i 35.5 31.6 5.31 20.8 5 。 ド ホルン7ェルス14 町、、初ド 調 .991
7G-OO 87蝶 37.3 23.3 20.6 15.5 チャート42 K、1桝ト 却.973
7G-OO 酪昨日 8.31 7.2 2.01 0.1 ホルン7ェルス14 町、1桝ト 39.0唱

都耳11叫157G-OO 8911，量器 24.9 19.91 6.9 .1.1 佐賀((ii 町、1桝ト 39.02.1 
7G-OO 閣時1; 11.51 12.2 4.51 0.6 ホルン7ェルス14 町、1桝卜 38.8甜
7G岨 91砕1; 11.41 11.4 5.51 0.7 ホルン7ェルス14 町、1桝ト 38.85.1 
7G心。 92傑 49.2 27.5 25.0 27.9 宮山fJ 皿附 :19.159 
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挿書 図号 グリッド 遣番鞠号 器種
量H 最大幅 量k厚 重量

打面形状 頭部
1t曲J構成

調部整位 折両部位 末端 母告骨号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIlIITIRILIDIV 

革期I刈677G岨 94剥1¥ 35.2 17.3 11.3 6.9 z 2 2 F ホルン7ェルス14 町、V附F 38.815 
草加阿1157G岨 95蝶 62.7 42.9 32.0 64.2 'ii山 ~i 4 115aとの接什 官制 担 775

7~ 描蝶 35.1 叩8 19.6 14.8 'ii.山Yi w-y輔F 組 曲5
草加同l冊 7~ 97剥H 212 却8 3.31 1.9 H 5 。 ホルン7ェルス14 町、V嗣F 38875 
事却[叫 17~ 開ナイフ形1，器 47.6 18.8 9.51 6.9 ホルン7ェルス14 羽帽 38780 
帯周凶曲 7~ 99剥円 27.5 却2 8.31 7.0 H 2 l H ホルン7ェルス14 VlItI 38.775 
事拙凶1147~ 100剥H 41.4 15.8 6.51 4.0 H 。 01013 F ホルン7.LJvス14 113との接合 羽尉 38.792 

7~ 101 1 "'Jt¥ 24.4 16.7 6.51 2.0 H 。 z F ホルン7..LII-ス14 w-y嗣F 38曲2
草加I司1137~ 102剥1¥ 32.0 15.8 3.81 2.6 H 012 1 F ホルンフェルス14 114との接合 W‘V嗣F 38.8曲

串2511喝197G-OI 21 R・剥1¥ 26.8 29.5 15.7 8.5 ホルン7.L/vス14 E嗣 39.306 
7G-OI 3剥1¥ 14.7 21.5 11.5 2.4 ホルンフェルス14 w-y併ド 38.9曲

帯串事拙主局部ll剛l叫刈4l1&3 7 
7G-OI 4IIl量措 24.5 31.0 7.81 6.9 ホルンフェ"ス14 町、V輔F 38.973 
7G.oI 5様 380 31.2 20.5 22.0 流紋if6 116bとの接合 町-Y輔ト 38民話

7G<日I 6lii桟 40.2 44.7 17.8 27.7 ホルン 7>.ルス14 w-y嗣ト 38.973 
7G-OI 7操 86.0 64.7 36.9 224.5 流紋V; w-v嗣F 38凹5
7G-OI 8蝶 曲7 51.9 34.3 144.6 流紋n 町-v附F 38.920 
7G-OI 9蝶 36.3 34.0 18.5 67.2 枕車主計 町、V嗣F 38967 
7G-OI 10疎 凪6 41.0 34.4 92.4 イ1英斑1} W旬、V嗣ト 38.938 
7G.oI 11蝶 縦l.O 64.0 45.7 1865 流紋干} 町-v嗣ド 38.928 

事2泊fヌ'13 7G.oI 12ナイフ眠イi器 32.6 172 5.91 4.0 ホルンフェルス14 w-v榊ド 施時7
車田!凶177G.oI 13削器 43.1 32.5 I且7 19.8 ホルン7ェルスH N-V嗣F 38.9茄

7G.oI 14蝶 65.9 55.0 41.0 l曲5 安山i{ 百-v梢ト 38.928 
7G.oI 15様 46.5 40.5 36.7 41.6 安山if 町-v楢卜 38.952 
7G.oI 16蝶 49.1 四 l 31.3 381 安IIJi{ w-v栂卜 389剖

草加岡1017G-OI 17剥円 35.7 45.5 12.6 16.7 宮山 ~'i 町-YI'H 38.師l
7G-OI 18様 282 20.8 19.6 7.4 i車紋i{ 町-V刷l 調。却

草加岡田 7G.oI 19剥円 35.3 252 6.01 4.0 L 。 4 1 F ホルンフェルス14 町-v同l 四 朗2
7G-OI 却諜 25.8 22.8 19.5 10.6 チャート 国嗣 却 170
7G-OI 21傑 岨 5 70.1 592 462.5 

宮山Ve， } 
N-V嗣l 抽b曲

第ゐ，71刈577G-OI 22削器 40.2 58.5 19.3 486 凝版} N-Y尉ト 38田3
事'/i，7阿1237G-OI 23台1， 169.5 122.1 93.5 2製刻6β 官Lllii w-Y帽子 38.892 
串描岡1227G-OI 24廓1， 89.1 74.5 58.9 455.0 官山ii w-Y嗣ド 38掛4

7G<日l 25諜 46.2 44.6 30.0 35.4 宮山n w-Y嗣l 39.024 
事抽阿曲 7G-OI 261 R・剥1¥ 36.5 29.7 12.4 14.0 2 。 2 H ホルン7ェルス14 W-Y嗣l 39.074 

7G-OI 271 R・剥1¥ 389 51.1 13.3 24.6 2 212 FB F ホルンフェルス14 町-Y憎l 39脱調。
7G.oI 28剥H 17.0 I邑O 102 1.9 H 。 。 F ホルン7ェルス14 町-Y層I 39.凪7

草加凶767G.oI 291"'11¥ 31.5 28.3 14.1 10.9 H H ホルン7ェルス14 町-Y輔l 四 朗8
7G心i 羽蝶 452 287 初8 20.7 宮山i{ 町-Y層上 却.072

串264同1167G心l 33蝶 48.4 31.8 18.9 却3 流紋引 6 116aとの接合 町-Y胴上 却刷5
7G.ol 担 剥1¥ 7.61 19.1 3.31 0.5 P E l F ホルンフェルス14 N-Y層F 羽 田2
7G心l 351Jtl¥ 11.5 9.91 3.8 0.5 ホルン7.1.11.-ス14 N-Y層F 38.941 

帯加凶1047G.ol 36剥片 27.7 36.7 11.5 10.8 H 2 F ホルン7>.'レス14 N-Y屑F 38.945 
7G.ol 37剥1¥ 24.1 15.3 4.01 12 H 。 'iil[，:nA N-Y層F 指摘石

7G.ol 381"'11¥ 23.1 22.8 3.41 1.8 H 2 F ホルンフェ'vス14 N-Y屑F 却.020
事誼Ib蝿937G.ol 39剥1¥ 36.1 24.8 15.9 11.2 L 2 1 F ホルン7ェルス14 町-Y層k 39.102 

7G.oI 40剥1¥ 24.6 14.6 7.01 1.9 H z 1 ド ホルンフェルス14 町-Y層l 却 I田
7G.oI 411.耐'1" 29.6 13.7 3.01 1.0 H 。 チャート 皿肘 39却5
7G.oI 42剥" 30.3 17.8 7.01 3.8 H 211 F ホルンフェルス14 目制 39.204 
7G.oI 43剥" 11.0 13.0 2.81 0.5 ホルンフェルス14 田岡 39.140 

串2:il1'吋757G心I 44剥1¥ 39.6 42.5 13.2 14.0 P 2 日 ホルン7ェルス14 N-yif上 39.0剖
事調闘節 7G心I 451.削1¥ 412 38.3 15.7 172 z 。 111 ホルン7ェルス14 N-Y桝l 39.120 
措置理l刻貯 7G心I 46剥1¥ 40.5 46.7 14.2 16.9 H 。 3 S ホルン7ェルス14 N-Y輔ト 39.102 

7G.oI 47剥1¥ 11.3 15.1 3.11 0.5 11 2 F ホルン7ェルス14 町-Y層l 39.075 
7G心l 48剥1¥ 27.6 32.8 10.1 6.5 P 。 z l 。 ホルン7ェルス14 町四-Y層上 39.070 
7G.oI 暗 礁 24.3 24且 19.8 12.3 '!i山ii 町-Y嗣ト 認 970

草加l唱1037G.ol 回横形イ1器 28.8 40.5 12.2 13.7 ま111~nA 皿嗣 39.187 
7G.ol 511"'11¥ 16.3 17.7 5.41 1.3 H 2 F ホルンフェルス14 N-Y層F 38.田'5

事担?凶日 7G-OI 53lli桟 40.5 日I 13.8 33.7 ホルンブェルス14 皿同 39.105 
7G.ol 同 様 20.2 17.7 17.0 9.5 流紘Y} 町-y層F 38田恒

事'li>1I刈田 7G心l 55剥片 29.5 36.0 11.5 7.1 H 。 3 1 。 ホルンフェルス14 w、Yif)' 38，皿5
串邸I刈曲 7G-Ol 57剥1¥ 32.5 26.1 6.11 6.0 H 。 I1I F l'ii.uJ計A N-Y屑F 38.9曲

7G-OI 団 疎 115.5 国 7 23.8 178.5 流紋ii N-Y輔F 39.006 
7G-OI 田 蝶 19.0 172 17.0 6.1 チャート42 w-Y層上 39β岨
7G-OI 61疎 町A 64.3 35.0 Z臼Z 流紋，; 町-Y柑l 39凪3

串臨闘1177G.oI 62雌イ1 開.8 652 26.7 246.3 砂Vi 町-v憎F 38.935 
7G.ol 6.3I;l1II¥ 12.6 27.9 5.61 1.6 2 3 l F ホルンフェルス14 E層 39.2位
7G.oI 64訓m 20.1 21.5 9.91 4.0 211 212 11 F ホルン7ェルス14 E層 39201 
7G心l 65剥1¥ 21.8 17.5 10.4 4.3 H 2 F ホルン7ェルス14 田肘 39.112 

草郡阿曲 7G.ol 同行械 18.2 50.1 20.8 31.3 ホルン7.LJレス14 w、V輔「 38.曲呂
草加凶 57G.ol 67ナイフ陪イ:器 18.8 18.7 5.81 2.2 ホルン7ェルス14 w-y胴上 39.048 

7G-OI 曲 様 33.8 20.7 18.0 8.1 宮山I} w-Y層l 却凪9
7G-OI 69剥円 17.2 13.8 4.51 0.9 H z ホルン7ェルス14 w-Y層上 38.918 

串器11刈897G-Ol 70剥円 27.4 35.1 5.11 4.9 2 2 ホルン7ェルス14 町司V輔l 38.906 
事'li>1匝3947G-Ol 71剥円 14.9 36.7 5.01 2.8 H 212 111 ホルン7ェルス14 N-Y層l 38加7

7G.oI 72剥1¥ 21.3 16.9 3.11 0.8 P 。 3 'ii.111計A w-Y層上 調.989
草加同1057G.oI 73剥1¥ 33.1 23.4 10.6 5.4 111 H F 誕版i; 町、V層上 38岨9
揖却l喝107G.ol 74剥1¥ 26.3 20.1 7.51 3.6 。 2 F ホルンフェルス14 N-Y輔ト 沼 S捕
串矧倒427G.ol 7511i傾 28.0 44.0 13.5 28.5 ホルン7ェルス14 町-v嗣l 38.9甜
帯主婦I刻印 7G-OI 76剥1¥ 27.5 17.3 4.91 1.8 P 3 R 0 ホルン7ェルス14 町-Y桝F 認S回

7G.ol 77様 同4 48.3 31.8 70.7 安tlJi} w-v帽F 38833 
7G.oI 78剥H 却B 14.8 旦21 3.1 H 。 3 111 5 ホルンフェルス14 町-v瞬卜 38.812 

帯主語凶527G.ol 79磨li 57.7 四3 31.4 l位。 砂利 町-¥'尉上 38.917 
第2521'吋317G.ol 剖 U・剥1¥ 16.6 17.5 4.01 0.9 P 3 日 F ホルンフェルス14 町-Y財l 38.933 
第四阿7 7G.oI 81ナイフ眠li器 盟 7 18.4 10.1 4.6 ホルンフェJレス14 w-Y綱ド 38.851 

7G.oI 82剥1¥ 9.81 18.6 3.61 0.7 z M F ホルンフェルス14 w-Y榊F 調怠師
7G.oI 83.台形イ:路 32.1 19.1 8.11 3.6 'ii.，11抗日 町-Y嗣l 描剖7
7G.oI 田b掛川 15.6 却'.6 7.51 1.6 3 R F ホルン7ェルス14 町-Y層上 38.917 
7G心l 83c砕1¥ 12.6 8.51 4.3 0.4 ホルンフェルス14 w-Y層l 38.917 
7G.oI 84綱引i 30.8 却3 5.91 2.2 H 。 F ホルンフェルス14 w-Y桝F 38.864 
7G.ol 86剥1¥ 12.9 22.7 3.11 0.6 H 。 F l'ii.，11軒目 w-v制上 38.916 
7G.ol 師 剥1¥ 17.0 14.4 4.61 0.8 2 111 H F 政官!(i} N-V層I 泊。35
7G-Ol 87剥1¥ 10.2 15.3 6.31 0.8 R F ホルン7ェルス14 町-Y圃l 38.9判

第邸側287G.oI 881 R・剥1¥ 24.7 21.3 7.41 2.7 z 。 1 LM F "iilll?iA w-Y層F 38.田7
7G.ol 89剥1¥ 17.1 27.5 10.3 4.6 H 211 F ホルンフェルス14 町、V輔F 38838 
7G.ol 開疎 284 21.0 18.0 8.2 官111(: 四崩 主主775
7G.ol 91.剥H 26.7 幻 l 6.51 6.6 L 411 111 R F ホルン7ェルス14 vl嗣 38.775 
7G心l 91b 砕1¥ 14.1 14.0 3.31 0.5 ホルン7ェルス14 明尉 38775 
7G心l 92砕1¥ 12.6 13.3 4.21 0.6 'ii，l，iiA 官財 387却

第四阿π7G心l 931"'11¥ 24.0 25.8 7.01 4.0 。 3 F 官山iiA vl隔 38.737 
7G.oI 94I;l111¥ 18.2 18.9 3.31 1.2 H 3 H ホルン7ェルス14 vl回 38700 
7G.oI 95点。1¥ 13.5 16.5 4.51 1.0 3 。 1 F ホルン7ェルス14 vl嗣 38788 
7G.oI 96砕1¥ 8.41 11.3 6.21 0.5 ホルンフェルス14 W嗣 担724

第2羽岡647G.ol 97剥1¥ 27.0 33.7 14.6 10.6 H 312 H ホルンフェルス14 N-V屑F 議l.813
7G.oI 98剥H 29.0 29.6 12.6 9.3 H 。 3 2 S ホルン7ェルス14 町-Y輔l 施 957
7G.oI 99蝶 7.61 7.5 5.51 0.5 チャート w-Y嗣l 39.017 
7G.oI l回線 団3 28.5 18.6 26.3 砂干; w-V嗣k 39.040 
7G心I 101様 81.8 51.1 24.2 78.9 

砂砂干Ff} w-Y層上 38939 
7G.ol 102様 73.3 36.0 30.7 81.5 w-Y層上 理主937
7G.ol 103傑 54.5 41.7 23.0 37.5 宮山干} N-V胴上 38.949 
7G-Ol 同4様 31.7 19.6 16.8 11.3 チャート 町-Y胴上 38.951 

措置抑]開 7G-Ol 10011i核 岨 5 62.7 29.0 75.1 ホルンフェルス14 N-V層l 却刷I
7G.ol l師 蝶 22.4 20.5 17.3 7.7 チャート 羽岡 38.後刻日

車251阿167G.ol 107掻器 36.9 32.7 6.61 10.2 まIIJnA w-v層上 38.991 
7G.oI 108砕1¥ 11.8 14.6 2.31 0.6 ホルン7ェルス14 N-Y層l 39.a凹

革期同117G.oI 1091 f1形イ1器 30.0 加7 7.21 5.6 ホルン7ェルス14 町-¥'胴上 却且21
草加l叫357G.oI 110 唱割引i 46.8 却3 色31 8.6 11 。 3 211 H ホルン7ェルス14 N-Y梢l 39，田5

7G.ol 111剥1'， 21.5 24.1 2.11 2.1 H 211 ド ホルンフェルス14 w-v嗣l 39.020 
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挿図
グリッド

遺物 器種
最大長 最大師 最大厚 重量

打面形状 頭部
1J'[hj僧 成 調整

折画部位 末端 f~特番り 接合資料 備<'r 層{す 標高m番号 番号 mm mm mm g CISIIIITIRILIIlIV 部位

7G-Ol 112剥1¥ 21.0 20.4 2.1 日 F ホルンフェルス 14 匹、l回l 39.051 
7G心l 113剥日 16.1 24.4 5.91 1.5 11 。 R F 'fi.山{{B ~ -¥暢 i 39.075 
7G-OI 1141m¥ 14.8 13.2 6.11 0.9 ホルンフェルス 14 百-¥同 l 38.907 

第259b刈727G-Ol 115剥H 17.7 21.1 6.01 2.1 H 。。3 2 。凝)1({;' 111国 38.795 
事252[:叉q227G-OI 1161 R .剥1¥ 27.0 30.3 5.51 5.1 ホルンフェルス 14 11回 38.754 
事258凶617G-OI 117剥1¥ 39.4 25.7 12.1 K6 P L F ホルンフェルス14 R一、 ¥1語卜 38.854 

7G-Ol 118剥1¥ 25.7 14.0 4.3 1.4 日 2 I 2 I 2 F ホルン7ェルス14 n一、、財卜 38.K'>I 
7G-Ol 119蝶 53.4 44.5 27.6 67.6 イ1昆i柾u 目、1肘l 38.944 
7G-Ol 120剥1¥ 20.2 21.5 5.2 1.5 H 1 ホルン7ェルス14 ~'-\桝卜 38.846 
7G-Ol 121蝶 31.0 30.0 23.1 21.7 結M，I¥'{'; 百-¥財| 38.947 
7G-Ol 122嘩 24.7 14.2 12.0 4.6 イ1蛙斑u ~'-n月 l 38.921 
7G-Ol 124蝶 19.3 17.2 14.5 4.8 結M，}¥'{; ~ -¥桝 1 38田8
7G-Ol 125砕片 14.6 13.9 3.11 0.1 ホルンフェルス 14 時-¥附 i 38.981 
7G-OI 126嘩 26.1 16.0 13.0 5.0 チベー卜 時-¥桝 1: 38.981 

革1日l喝387G-Ol 127剥円 39.4 33.4 16.2 15.3 H 。4 F 砂u 乱-¥層 l 38.934 
事指3t司Illa7G-Ol 128傑 35.2 23.3 21.0 22ヱ チャー卜42 Illb+llkとの接 A ~-n場「 39.049 
草加凶111 7G-Ol 129蝶 49.5 41.0 23.0 55.0 チャー卜42 Illa+lllbとの接什 時-¥柄 l 39.001 

7G-Ol 日OI"JiIl¥ 20.9 15.4 3.91 0.8 日 2 I 1 ド ホルン 7ェルス14 民一、1憎k 38.964 

7G-02 2穣 49.6 50.7 14.3 55.1 砂{'; 皿同 39.162 
事259同737G-02 4剥1¥ 28.1 23.2 6.01 3.7 。 H F 1-"，山{{A 皿回 39β倒)

7G-02 5剥1¥ 16.0 11.3 4.91 0.8 2 I M F ホルン7ェルスト1 町、L幅上 38.9副
7G-02 7剥1¥ 29.6 17.3 6.01 3.1 2 ホルシ7ェルス14 丹、n当1 38.936 
7G-02 8剥1¥ 13.0 16.0 5.91 1.0 - 10 2 M '立[I[{';A 時-¥桝 l 38.9却

革2651~11 8a 7G-02 10喋 61.3 38.9 26.3 77.4 イl英斑{';1 ~'-n詩卜 38.810 
第2$同1207G-02 II剥1¥ 48.5 31.3 13.5 20.2 3 。 4 1 1 リ F ホルン7ェルス14 121との持A W層 38.791 

7G-1O 2"手1¥ 10.6 13.3 5.21 0.7 .1.1.¥曜イ1 Ob肘 39.718 
7G.1O 3剥1¥ 17.0 却 7 5.1 1.5 11 f、ノy ] ド官山{':'A 困層 39.187 
7(;-10 4蝶 16.8 11.7 6.0 砂{'; ~-\桝ト 38.887 

草加凶I(硲 7G-1O 5剥1¥ 25.2 35.5 13.2 9.5 11 211 I 13 ド ホルンフェルス 14 11肘 38.787 
事259閃6 7G-IO 6ナイフ陪li器 15.6 18.0 7.01 2.2 !tfUi{，; も1肘 38.757 
事総2['叫957G-1O 7剥H 31.0 62.5 (2.5 70.3 仁 。 F ホルンフェルス14 も1肘 38.790 

事2却l叫4 7(;-11 2ナイフ形イl器 418 19.1 9.21 5.6 ホルンフェルス 14 民、1層l 39.078 
7G.II 3蝶 76.0 58.1 31.0 155.:J 品川111¥"{'; ~'-n持 l 39.035 

帯芯2凶987G-1I 61 R・4判1¥ 24.4 (9.5 7.01 2.0 日 。 111 RM  F 凝)1({'{ 時-¥嗣 1: 39.0干日
事2b5凶118 7G-1I 9蝶 63.8 51.2 27.5 111.5 イ1英政H;'1 ~'- ¥層 F 38.896 
事加同J(狛 7G-II II剥1¥ 21.9 34.4 10.5 4.0 11 211 F IH化本 ~'-q時ト 38.898 

7G-II 12剥1¥ 17.7 却 5 6.91 2.3 H 。 211 I F ホルンフェルス 14 ~-¥層 1: 38.995 
革2印[喝847G-II 13剥円 53.0 15.1 9.91 6.7 H 。 F ホルン7ェルス14 品、q需k 38.990 

7G-1I 14剥1¥ 30.8 19.9 7.51 3.7 L 。 民 F 1*ルンフェルス14 ~'-\嗣 l 39.001 
事259"'707G.II 15剥円 35.1 47.2 16.6 17.7 。012 。ホルンフェルス 14 N-¥層上 38.944 
第捌l喝837G-II 16剥円 27.6 36.7 6.81 6.2 日 。211 F ホルン 7~ ルス 14 町-¥層上 38.943 

7G.II 17剥円 34.3 37.5 7.21 9.2 H 2 F ホルシフェルス 14 れ-¥屑 l 39.046 
7G-II 19剥円 18.1 23.4 .1.01 2.0 日 。 B ー '庄山?{A ~ -¥層ト 38.867 

革252b刈277G-1I 20剥1¥ 24.9 20.1 6.71 3.4 2 。3 F ホルンフェルス14 W層 38.790 
7G-II 21剥円 21.9 25.1 7.51 2.8 2 I 2 l 九1 S ホルンフェルス 14 日嗣 38.735 
7G-1I 22訓1¥ 31.6 17.5 6.51 2.9 l ホルン7ェルス14 日嗣 38.740 
7G-l1 23砕円 5.91 8.3 2.01 (川 ホルン7ェルス14 11肘 38.770 

第2591対717G-11 24剥1¥ 30.8 Fよ4 6.21 5.9 H 。2 i ホルンフェルス14 百-v楊T 38.810 
7G-II 25剥片 18.4 33.9 7.01 3.9 2 ホルンフェルス14 11層 38.711 

第揃同827G.11 26剥片 40.3 28.8 11.3 7JI 日 。 211 ホルンフェルス14 M層 38.710 

7G-12 2剥1¥ 22.3 46.1 11.0 8.9 HUii<i 3 (121 6ブロックとの提合 X層 38.5剖
第五11'lJ147G-12 3磁器 37.9 40.0 15.7( 22.8 H町 rn~:' 匹-I'I!II 39.113 

第35表旧石器時代第35ブ口ッヲ石器観察表

挿図
グリ yド

遺物
器種

最大長 最大幅 最大厚 重量
打面形状 頭部

1f[削構成 調整
折面部位 4ピ端 母岩番号 接合資料 備考 層 位 標高m番号 番号 mm mm mm g CISIIIITIRIL 口V 部位

9E-43 2剥円 24.0 23.9 8.51 3.2 H 。1 f主質r!fU7 W層 40.299 
9E-43 3剥1¥ 23.5 24.9 6.51 4.8 11 C LII、B 時間r!iU7 W層 40.430 
9E-43 4剥1¥ 17.1 14.8 3.61 0.2 (I( H町(({':-I7 羽崩 40.381 

帯主別刈 2 9E-43 5イl枝 19.7 21.8 11.0 4.3 時間((i:-I7 四同ド 40.171 
事抑喝3，9E-43 61{，怯 23.7 24.2 17.0 [2.9 t長官U{'U7 3bとの接什 日同 40.381 
第2iO同 l 9E-43 7イ1怯 41.2 27.8 14.8 15.3 時間れれ17 四層 40.105 
草加l刈6 9E-43 8イiI五 52.9 61.0 29.2 110.5 lUHi，i17 四同 40.049 
第百".刈 7 9E-43 9訓1¥ 26.3 29.0 10.2 5.1 H 。011 2 時質“お17 四層 40.228 

9E-44 10剥円 11.7 17.0 6.7 1.3 。。 F 佐官民f:-I7 、桝 40.580 
9E-44 11剥1¥ 13.5 15.5 3.01 0.7 2 o ノ F H買fii;.17 可肘 40.500 

車引同 9 9E-44 12剥片 26.1 35.8 7.71 5.8 7 。。2 H 佐賀((iiI7 羽同 40.445 
第百Ub叫4 9E-44 131 R -剥H 39.2 17.2 13.4 6.8 2 011 2 B fH'Il'(1:-I7 W肘 40.486 

9E-44 14剥1¥ rょl 28.1 11.6 5.6 H 01011 干 佐賀lti;.17 四肘 40.259 
9E-44 28剥1¥ 23.0 9.41 4.3 1.4 。。 H F H町1l{'i17 四肘 40.044 

草加凶3b9E.44 29イit主 27.0 26.6 14.8 8.9 H町((i}[7 3<1との桜" W層 40.076 
9E-44 30剥1¥ 19.0 21.1 9.31 3.8 H o II( H町民1H7 四層 40凹6

9E-53 2剥1¥ 15.2 9.51 5.0 0.6 仁 。I 時f1f(1:-I7 W肘 40.441 
車引凶8 9E-53 3イif:主 36.7 38.9 26.7 28.7 lI'l'i ii1i17 四肘 40.111 

9E-54 311争)¥ 10.9 11.6 2.11 0.5 IU1f({':-I7 E楢 39.959 

草川同 5 9Eる4 2剥1¥ 33.6 24.5 10.6 8.7 11 。I F IHfW1i17 四嗣 40.280 
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第36表 旧 石 器 時代第36ブロック石器観察表

Z号ダリッド 器種
最大量 最大幅 最大軍 重量

打面形状 頭部
背面構成

部調整位 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

事m図2 9E-44 IIR 剥1¥ 22.6 17.5 9.61 3-5 2 1 R B 

2制2F2i: 

クラム 咽~匝尉
9E-44 31.耐l片 19.3 8.31 2.9 0.3 P 4 F 咽崩 40.310 
9E-44 4砕片 12.1 7.21 2.4 0.2 咽幡 40.330 

事m岡1 9E-44 51 U・剥片 24.8 42.8 7.81 8.1 s 。 4 日 F 持eMAit 17 
咽嗣 40216 

9E-剖 6剥円 26.5 22.9 11.0 6.1 H 112 F 17 咽掛 40.207 
9E-44 7剥片 12.3 21.0 421 1.2 C 。 H 

与計計約す17 
W尉ド 40.186 

事Zl4困9 9E-44 8剥円 36.6 21.4 15.9 12.9 P l 115 F 17 咽婦ド 40.1曲
9E-44 9砕片 102 14.2 3.41 0.5 17 V層 40.5同

事構串串例mmm園困困岡148 5 1 

9E-44 151.fi核 16.7 51.9 32.4 24.8 17 四嗣 40.051 
9E-44 16剥H 33.3 14.7 8.21 3.8 H 。。 2 B A 四層 40.127 
9E-44 17 頑剥l被片片

352 27.6 14.1 12.7 C 。 3 3 。
賢買質 官17

咽尉 40.058 
9E-44 18 282 28.5 132 14.3 P 1 1 4 F IUHi岩17 E憎 39.951 

第草措百加置4E図図困10 
9E-44 191.fi 41.6 29.0 14.1 16.9 玲 tiiH7 四層 40.122 

13 9E-44 却.fi槙 30.8 61.1 222 47.8 安山岩A6 14+15との接様合 加尉 40.012 
15 9E-剖 211>111 認且 42.6 12.3 15.5 - 10 2 F 宮山特HA6 13+14との合 咽層 40倒6

草事車加m部国3
9E-44 231 R・剥片 17且 44.1 112 8.4 。2 RB F I量買お17 四層 相β56

闘6 9E-44 
24 剥剥融片

37.2 19.1 8.51 5.7 P 。012 日 u質fiii17 咽屑 40.旧7
困149E-44 25 片 17.9 13.3 2.91 0.6 H 。。2 1 F 安砂山計A6 13+15との接合 咽層 拍β曲

事訂4闘129E-44 
22674i4械1 

102.8 39.4 34.4 1!殉且
珪質出*rH~17 咽樹 39.985 

串m凶7 9E-44 27.7 47.1 26.8 26.4 ¥11111 咽β55

9E-54 2剥円 12.8 21.5 2.51 0.7 H H 安山すiA 四拒I 40.150 

第37衰旧石器時代第37ブロック石器観察衰

グリッド 遣番鞠号 器種
最大量 最大幅 最大軍 重量

打酎S状 頭部
背面構成

調部位整 折両部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm g CISIHITIRILIDIV 

9E剖 2剥Il 16.4 15五 7.51 0.9 H 011 日 政官tifil7 咽尉 40.110 

9E-35 Z剥片 30.0 18.5 7.41 2.9 P 。l !t質riiH7 咽層 40220 
事ZI1b司4 9E-お 3剥片 35.5 27.9 且11 6.4 H z 111 安山fiA 四嗣 40四5

第草百加7闘閲5 1 9E-44 21.fi棟 35.0 27.6 18.4 15.7 n質fedff17 咽桶 40.211 
9E-44 221 R • >1111¥ 43.7 30.4 11.1 15.9 。 LM 安IIJftA 咽層 40.0団

9E45 
2 砕剥剥片

13.8 13.5 3-71 1.3 C 羽嗣嗣 ド 40.325 

事輯mm図図14 9E45 31"'1¥ 25.9 23.9 6.31 3.9 C 21111 F 
珪耳F噌τ!!~ 四ト 40.405 

15 9E-45 41ij1Jr， 272 25.3 8.41 3.7 C 012 112 F !tfltHl17 羽尉ド 40.373 
9E45 5剥片 19.7 25.9 旦71 3.0 C 。 H 

珪 頁計む計噌7・生17 

咽嗣 40269 
9E-45 7剥片 25.1 30.7 11.0 5.1 H z F 諸国 17 咽嗣 40.158 

事ZI1閲6 9E-45 8剥片 29.6 39.8 18.6 17.6 C 01011 F fU'ltWI7 咽同 40.191 
9E-45 9剥1¥ 152 21.1 旦31 1.1 C 。 1 F H 耳 17 咽層 40.1<沼

車第m問岡園182 9E45 10剥片 おB 26.0 15.4 8.8 2 。 2 F !HHiil!7 13+ 9との接合 咽尉 40.052 
9E-45 111 R 剥1¥ 濁3 25.5 旦41 2.8 H 。 佐官賀民計17 咽尉 岨 129

事帯第mmm閣困圏10 
9E-45 12剥片 36.3 532 17.0 21.1 s 。011 111 H 雄両計17 W肘 40.08.， 

11 9E-45 13剥片 お7 22.2 5.21 2.5 C 3 F '1é IIJï~ A 咽尉 40.108 
13 9E-45 141.fi核 42.0 剖S 21.0 お4 f量買rH'D7 12+ 9との接合 VI肘 40.035 

第百7岡7 9E-45 151 R・剥H 44.4 33-8 18.3 20.6 5 012 日 F u 質質買rif}17 咽尉 40出 4
9E-45 16剥片 24.9 23.3 5.61 2.7 C 。 2 111 F 雄 fiyY;i7 W楢 40凹Z
9E-45 17 剥剥1¥ 23.3 16.3 6.51 1.9 C 。 H E量 fiiD7 VI梢 40.059 
9E-45 18 片 17.5 14.4 4.51 0.8 H 2 民間官官l1ii17 W桝 40.血抽

9E-45 19剥剥月 24.9 17.8 11.5 3.2 。 11 I-E'iffHa7 四回 40.0田
9E45 201，jIJ1¥ 62.7 16.1 19.6 16.6 EE HHY 計17 W刷 40四日
9E-45 21砕片 12.7 6.01 3-6 0.3 

It.賀賢官町町計17
W肘 40.179 

構ZI1関9 9E45 22 剥砕砕1¥ 
型1.7 16.9 15.3 7.5 C 011 2 F I1主 ri1;"17 13+12との提合 匝尉 39.925 

9E-45 2311t1¥ 13.3 9.81 52 。7 1F.I'iti<iI7 明肘 40σ昂

9E-45 2411t1¥ 9.91 11.1 4.41 0.4 flfHiiDi VI桝 40α殉

車町7岡2 9E-日 2襖形.fi器 27.1 21.6 6.81 4.2 凝!長引 V置刷 40.298 
事ZI1岡3 9E守白 3剥1¥ 41.3 24.5 721 6.0 H 1 I 1 12 F 凝!反持 咽嗣 40.幻5

第38表旧石器時代第38ブロ γク他石器観察表

Z号グリ 7ド 遺番物号 器種 最大量 最大幅 最大厚 重量
打面形状 頭部

"田』事骨匹'"

問部位宜 折画部位 末端 母岩番号 接合資料 備考 層位 標高m
mm mm mm E CISIHITIRILIDIV 

IID.Q1 
23 様鑑h 

40.1 34.9 14.3 30.0 ホルンフェルス クラム 45.18 
事1111阿Z 11[l.Q1 61.1 33.3 16.1 46.0 砂ï~ クラム 45.18 

11D心2 2剥1¥ 10.8 15.1 6.21 1.0 。 1 F 法曹(-iii クラム 46.18 

3ナイフ略行器 23.7 10.4 6.01 0.8 Eま賀貞利

帯1111岡31611.59 IIU・剥1¥ 44.9 29.5 6.91 9.4 p I 球賀Uit
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第39表旧石器時代第 1ブロッヲ石器組成表

車 11ロック 直観石斧等 模形石器 ナイ711l石器 台形石器 鐘器 削 器 U'R・剥片 石棺 剥片 砕片 融打器 台 石 磨石等 礎・砲片 合計 組成比

チャト 2 s 1 4 121 23.53悦
9.6 27.1 0.5 22.2 59.4 19回%

ホルンフェルス 9 1 101 19.61鴨

63.2 0.1 63.3 20.90% 

|安山活 2 1 11 2 161 31.37弘
9.5 39.6 89.5 0.7 139.3 46.00% 

i輔 7 1 81 15.69鴨
26 0.5 26.5 8.75% 

施融岩 2 21 3.92% 
10.4 10.4 3.43% 

唖庇轡 1 1 21 3.92% 
2.6 0.6 3.21 1.06% 

謹置買器 1 1 1.96% 
0.7 0.71 0.23% 

メノウ 01 0.00% 
01 0.00% 

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

苗晶片岩 01 0回%
01 0回%

石英 01 0曲 %
01 0.00% 

|合合計計 {{点量数量}} 
。 2 。 。 。 。 2 1 33 7 。 。 。 e 511 1凹.00%
。 9.5 。 。 。 。 9.6 39.6 208.4 3.1 。 。 。 32.6 302.8 1田 00%

組組属属比比{{点重量量}
0.00% 3.92叫 0.00% 0凹% 。国防 0.00'切ら 3盟% 1輯% 64.71略 13.73% 0.00% 0.00叫 0.00% 11.76% 1曲田稔
0.00% 3.14% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 3.17% 13.08弛 回 82% 1.02% 0.00% 0.00% 0.00% 10.77% 1回凹%

第40衰旧石器時代第2ブロック石器組成表

草2ブロック 磨観石斧等 模形石器 ナイ7隅石器 台形石器 揖器 削 器 U'R・剥片 石犠 剥 片 砕片 敵打器 台 石 麿右等 様・破片 合 計 組成比

チャト 01 0.00% 
01 0凹%

ホルンフェルス 1 11 20曲%
5.3 5.31 16.67鳴

宮山岩 01 0回%
01 0回%

砂岩 1 1 剖 00%
3.1 3.1 9.75% 

車祖量 01 0曲 %
01 0.00% 

揖灰岩 01 0.00% 
01 0.00% 

珪質頁岩 1 1 1 31 60.00鴨
3.4 18.3 1.7 23.4 73.58% 

メノウ 01 0凹%
01 0.00私

属曜石 01 0曲 %
01 0.00% 

結晶片箸 01 0.00% 
01 0回%

石英 01 0凹%
01 0.00% 

合合計計 ((点重融量)) 
。 2 。 。 。 。 。 1 2 。 。 。 。 。 51 100.岡弘
。 8.7 。 。 。 。 。 18.3 4.8 。 。 。 。 。 31.8 1叩凹%

組植成民比比((重点量量)) 0.00% 40.00% 0.00'弘 0曲% 0.00% 0.00% 0.00'協 20.00% 40.000/0 0凹% 0.00私 。凹% 0回 % 0.00% 100.00 
0田% 27.36% 0.00% 0凹% 0.00% 0.00% 0.00% 57.55% 15.09% 0.00% 0回% 0凹 % 0回首 0回% 1国 00

第41表旧石器時代第3ブロック石器組成表

事3ブロック 麿製石斧等 模形石器 ナイ7帝石器 台形石器 揖器 削器 U' R・剥片 石被・原石 剥 片 砕 片 敵打器 台 石 磨石等 聾・礎片 合 計 組成比

チャト 6 1 1 81 26.67% 
89.2 49.5 5.4 144.1 27.79% 

*"，ンフェJ" 1 1 3.33弛
5.3 5.31 1.02杭

安山岩 市 1 3 1 61 20田%
15.4 80.2 7.8 0.3 103.7 20.00% 

砂砦 4 t 1 1 71 23.33% 
89.8 1.7 26.1 1.9 119.5 23.05'ら

龍雄量 01 0回鴇
01 0凹%

躍灰岩 1 3 4 叩33%
66.5 55 121.5 23.43% 

珪冒頁嵯 2 21 6.67% 
6.8 6.81 1.31% 

メノウ 1 1 21 6.67% 
9.1 8.5 17.6 3.39'泌

属曙右 01 0即 %
01 0曲 %

値晶片岩 01 0似狗ら

01 0.00% 
石英 01 0田%

01 0回 %

合合計計 ((点重置量)) 
。 10 。 。 。 。 2 5 10 1 。 。 。 2 301 1凹.00略
。 179 。 。 。 。 17.1 231.4 83.9 0.3 。 。 。 6.81 518.5 1曲00'弘

岨姐成揖比比((点重量量)) 
0.00% 33.33% 0.00% 。凹% 。回% 0.00・ゐ 6.67% 16.67% 33.33% 3.33% 0.00'>ゐ 0.00% 0.00% 6.67% 100.00 
0.00% 34.52% 0.00% 0凹% 。凹% 0.00・A 3.30% 44.63% 16.18弛 0.06% 0.00'秘 0.00% 0.00'協 1.31'も 100.00 

第42表 旧石器時代第4ブロック石器組成衰

範41ロッヲ 磨製石梓等 模形石器 ナイ7陪石器 台形石器 掻器 削 器 U'R・剥片 石核・原石 剥 片 砕 片 敵打器 台石 磨石等 嘩・嘩片 合 計 組成比

チャト 12 2 1 1 15 2 、 341 47.89% 
70 2.5 2.4 28.8 30.2 0.6 0.5 135 19.58% 

ホルン7ェルス 1 9 叩 14.08鴨
5.3 24.2 29.5 4.28% 

富山岩 1 2 1 41 5.63% 
42.1 6.2 0.2 48.5 7.04% 

暗智 1 1 1 31 4.23% 
40.8 51.2 126 218 31.62% 

量敏智 2 市 2 51 7.04% 
20.1 0.9 38.7 59.7 8田 %

蹟医岩 2 1 2 1 71 9.86悦
31.8 3.5 2.7 0.3 却 6 68.9 9田%

珪置頁砦 2 1 1 61 8.45% 
5.4 1.1 0.6 12.5 1.81% 

メノウ

' 1.41% 2.7 2.71 0.39'弛
黒曜石 1 1 1.41% 

23.6 23.6 3.42% 
輯晶片岩 1 1 1.41% 

甑 2 95.2 13.81% 
右喪 T 1 1.41% 

市2 1.21 0.17% 

合音計計 ((点重置量)) 
。 20 1 3 。 。 1 4 30 5 2 。 。 5 711 1田.00%
。 169.3 5.3 6 。 。 2.4 145.7 65.3 1.71 221.2 。 。 72.5 689.4 1凹 00%

岨組成車比比[(点重融量)) 
0回% 28.17% 1.41% 4.23% 0.00% 0.00% 1.41抗 5回弛 42.25% 7.04'略 2田 % 0.00% 0.00'弘 7.04% 1叩 00
0田% 24.56% O.n% 0.87% 0.00% 0.00'>も 0.35% 21.13鴨 9.47% 0.25% 32.09% 0.00今， 0.00% 10.52% T叩 00

- 329 -



第43表 旧石器時代第5ブロック石器組成表

第5ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイフ帝石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石被・原石 剥片 砕 片 融打器 台石 磨石等 穣・曜片 合 計 組成比

チャト 2 21 18.18% 
2.7 2.71 0.81% 

ホルンフェルス 01 O.OO~ゐ
01 0.00%1 

宮山岩 1 2 31 27.27% 
3.2 2 5.2 1.56%。

砂錯 01 0.00ちら
01 0.00':ゐ

涜敏岩 1 1 9.09~ゐ
200 200 60.15%。

瞳灰岩 1 1 9.09"1.。
103.6 103.6 31.16% 

謹賀頁岩 1 2 1 41 36.36% 
7.7 12.6 0.7 21 6.32今ら

メノウ 01 0.00・ゐ
01 0.00% 

黒曜石 01 0.00':ゐ
01 0.00% 

括品片岩 01 0.00'・ゐ
01 0.00% 

石英 01 0.00・ゐ
01 0.000;'。

合計(点数) 。 t 。 。 6 1 1 。 。 。 111 100.00% 
合計(量量) 。 3.2 。 。 7.7 103.6 17.3 0.7 200 。 。 01 332.5 叩 0.00%

岨蝿成成比比(点重数量)) 
0.00% 9.09% 0.00'1ゐ 0.00今。 9.09':ゐ 9.09'¥ゐ 54.55':ゐ 9.09% 9.09% 0.00% 0.00% O.OO~も 100.00 
0.00。ゐ O.96~ら 0.00'1。 0.00% 2.32% 31.16% 5.20% 0.21% 60.15% 0.00'1ゐ 0.00% 0.00% 100.00 

第44表旧石器時代第6ブロッヲ石器組成表

第6ブロック 磨製石斧等 模形石器 ナイ 7酷石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融打器 台石 磨石等 穣・礎片 合計 組成比

チャト 2 21 6.25%。
3.4 3.41 1.77% 

ホルンフェルス 2 21 6.25% 
3 3 1.56% 

安山岩 8 81 25.00% 
34.3 34.3 17.87% 

1惜 01 0.00% 
01 0.00% 

波絞岩 1 1 21 6.25% 
4.6 19.3 23.9 12.45%。

韓庇岩 01 0.00% 
01 0.00% 

謹置頁岩 5 2 7 151 46.88弘
22.8 38.1 41.5 0.5 102.9 53.62% 

メノウ 01 0.00%。
01 0.000，1，。

黒晒石 2 21 6.25% 
0.7 0.71 0.36% 

蛇融岩 1 1 3.13% 
23.7 23.7 12.35% 

石英 01 0.00% 
01 0.00%。

合同計計 ((点重誼量)) 1 。 。 。 5 2 1. 3 。 。 。 3 321 100.00% 
23.7 。 。 。 22.8 38.1 83.4 1.2 。 。 。 22.7 191.9 100.00司令

瞳岨成成比比((点重融量)) 
3.13% 0.00':ゐ 0.00% 0.00% 15.63% 6.25% 56.25% 9.38% 0.00ちら 0.00% 0.00% 9.38%。 100.00 

~を% 0.00'1ゐ 0.00'1。 0.00% 一 11.88% 19.85% 43.46% 0.63'1ノ。 0.00'1ゐ 0.00% 0.00% 11.83今も 100.00 

第45表 旧石器時代第 7ブロック石器組成表

車7ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイ 7帯E器 台形石器 錨器 馴器 U'R・剥片 石核原石 剥片 砕片 融打器 台石 磨石等 礎・磯片 合計 組成比

テャト 1 1 1 31 13.64% 
1.7 6.6 5.7 141 3.69% 

ホルンフェJ'ス 4 1 51 22.73'1ゐ
10.6 0.1 10.7 2.82'1ゐ

安山岩 1 1 2 41 18.18% 
98.8 9.2 7.1 115.1 30.31% 

砂岩 2 21 9.09句。
40.8 4同0.8 10.75弘

班融岩 3 31 13.64弘
54.6 54.6 14.38'1。

躍匝岩 01 0.00'1ゐ
01 0.00'1ゐ

珪置頁岩 3 1 41 18.18弘
15 6.5 21.5 5.66% 

メノウ 01 0.00% 
01 O.OO~。

里曜石 01 0.000;'固

01 0.000;'。

曲絞岩 、 1 4.55'1ゐ
123 123 32.39%。

E喪 1231 559.09% 
01 0.00旬。

合合計(点融) 2 。 。 。 2 。 10 1 。 。 。 7 221 100.00% 
計(重量) 221.8 。 。 。 10.9 。 39.3 0.1 。 。 01 107.6 379.7 100.00可。

組岨成成比比((点重盈量)) 9.09% 0.00% 0.00% 0.00% 9.09'1ゐ 0.00% 45.45% 4.55'1ゐ 0.00% 0.00% 0.00% 31.82% 100.00 
58.41% 0.00% 0.00'lゐ 0.00%。 2.87%。 0.00% 10.35% 0.03'1ゐ 0.00% 0.00%。 0.00%。 28.34'1ゐ 100.00 

第46表旧石器時代第8ブロッヲ石器組成表

第8ブロック 磨製石葎等 模形石器 ナイ 7酪石器 台形石器 鐘器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕片 融打器 台石 磨石等 醸・穣片 合 計 組成比

チャト 01 0.00%。
01 0.00% 

本J'ンフ工J'ス 01 0.00% 
01 0.00% 

富山岩 7 71 31.82% 
50.1 50.1 14.61% 

砂岩 01 O.OO%i 
01 0.00'1ゐl

溝紋岩 4 41 18.18悦
83.9 83.9 24.47% 

凝灰岩 、 4.55'句ぬ
34.2 34.2 9.97'1ゐ

珪冒頁岩 2 6 1 101 45.45% 
14.6 97.2 62.6 0.3 174.7 50.95% 

メノウ 01 0.00% 
01 o.om。

黒昭石 01 0.00% 
01 0.00% 

措晶片岩 01 0.00% 
01 0.00句。

石英 01 0.00%。
01 0.00% 

合計(点数) 。 。 。 。 1 2 13 1 1 。 。 4 221 100.00% 
合計(重量) 。 。 。 。 14.6 97.2 112.7 0.3 34.2 。 。 83.9 342.9 100.00今ら

組組成成比比 ((点重数量)) 
0.00% O.OO~ゐ 0.00% 0.00% 4.55'lゐ 9.09% 59.09'lゐ 4.55% 4.55今ら 0.00% 0.00号。 16.18% 100.00 
0.00句。 0.00私 0.00% 0.00%。 4.26%。 28.35% 32.87% 0.09% 9.97~ゐ 0.00% 0.00今。 24.47・ゐ 100.00 
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第47表旧石器時代第97ロック石器組成表

車9フロック 磨製石斧等 喫形石器 ナイ 71;:6器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融打器 台石 磨石等 嘩・曜片 合計 組成比

チャト 6 2 91 11.25~ゐ

78.3 62.1 28.1 168.5 18.99%。
ホルンフェルス o 1 O.OO~ 。

01 0.00'¥ゐ

宮山岩 1 1 2 11 8 231 28.75九
4.6 4 101.9 53.3 5.2 169 19.05% 

砂岩 1 3 2 61 7.50~も
6.1 1.2 85.3 92.6 10.44% 

涜融岩 1 1 、 31 3.75弘
61.1 2.8 8.4 72.3 8.15% 

|謹匝岩 1 3 41 5.0Qo/(。
13.5 12.7 26.2 2.95句。

建費買岩 1 1 22 5 291 36.25% 
14.1 6.4 110.1 2.4 133 14.99% 

メノウ 1 1 1 31 3.75'¥ゐ
13.5 52.7 5.3 71.5 8.06旬。

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

描品片岩 01 0.00号沿
o I O.OO~ 。

石英 2 1 3 r 3.75% 
153.5 0.6 154.1 17.37% 

合計(点数) 。 1 。 1 。 1 3 ア 46 16 。 。 。 5 80 I 100.00% 
合計(重量) 。 13.5 。 4.6 。 14.1 23.9 447.5 253 8.8 。 。 01 121.8 887.2 100.00% 

組岨成成比比 ((点重数量)) 
0.00% 1.25今も 0.00% 1.25今も O.OO~ 。 1.25ラb 3.75今ら 8.75% 57.50% 20.00% 0.00%。 0.00% 0.00%。 6.25% 100.00 
0.0001ら 1.52%。 0.00'1ゐ 0.52'¥ゐ 0.00% 1.59'¥ゐ 2.69'¥ん 50.44% 28.52'¥ら 0.99% 0.00号。 0.00% 0.00% 13.73%。 100.00 

第48表旧石器時代第10ブロ;'7石器組成表

高107ロyク 磨製石斧等 模形石器 ナイフ陪E器 台形石器 掻器 削器 U' R'剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融打器 台石 磨石等 嘩・嘩片 合計 組成比

チャト 1 5.88% 
12.5 12.5 5.64句ゐ

*)L-ンフェ"ス 01 0.00% 
01 0.00% 

宮山岩 1 1 5.88'¥ゐ
2.7 2.7 1.22% 

砂岩 1 1 1 31 17.65% 
9.8 0.5 34.4 447 20.17"，ゐ

流敏告 4 41 23.53% 
107.7 107.7 48.60% 

灘匝岩 2 1 31 17.65% 
3.8 1.5 5.31 2.39% 

珪質買岩 1 1 1 31 17.65弘
5 8 35.2 0.3 43.5 19.63% 

メノウ 1 1 5.88'¥ゐ
0.2 0.21 0.09% 

罵曜石 01 0.00"10 
01 0.00"10 

結品片岩 01 0.00"10 
01 0.00'1ゐ

石英 01 0.00"10 
01 0.00% 

合合計計 ((点重量畳)) 
。 1 1 。 。 1 1 1 4 2 。 。 。 6 171 100.00% 。 9.8 5 。 。 8 12.5 35.2 7 0.5 。 。 01 143.6 221.6 100.00'1ゐ

組組成成比比((点重置量)) 
0.00% 5.88"10 5.88今ら 0.00'1ゐ 0.00"10 5.88'1ゐ 5.88% 5.88~ら 23.53% 11.76'1ゐ 0.00% 0.000，ゐ 0.00% 35.290Ic。 100.00 
0.00%。 4.42"10 2.26%。 0.00%固 O.OO~。 3.61"10 5.640;'。 15.88% 3.16% 0.23'¥ゐ 0.00% 0.00'1ゐ 0.00'1ゐ 64.80%。 100.00 

第49表旧石器時代第11ブロック石器組成表

車11フロ yク 磨製石斧寄 模形石器 ナイフ酪石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石棺・原石 剥片 砕片 融打器 台石 磨石等 曜・瞳片 合計 組成比

チャト 1 1 1 31 8.57"10 
13.4 0.8 0.3 14.5 7.15% 

ホルンフ工"ス 01 0.00% 
01 0.00% 

宜山岩 3 2 51 14.29"10 
15.8 1.2 171 8.38% 

砂岩 1 1 2.86%。
2.7 2.71 1.33'1ゐ

理紋岩 1 1 2.86'1ん
49.3 49.3 24.31% 

躍匝岩 1 1 31 8.57% 
4.2 12.3 0.8 17.3 8.53% 

ま豊買買岩 1 1 14 161 45.71% 
2.5 4.3 74 0.5 78.8 38.86% 

メノウ 2 1 31 8.57% 
13.6 6.3 19.9 9.81% 

黒昭石 1 1 2.86% 
0.2 0.21 0.10% 

蛙敏岩 1 1 2.86'¥ら
0.6 0.61 0.30% 

石英 01 0.00% 
01 0.00号。

合計(点数) 。 1 1 1 。 。 2 。 22 5 。 。 。 3 351 100.00% 
合計(重量) 。 13.4 2.5 4.3 。 。 4.4 01 117.1 2.9 。 。 。 58.3 202.8 100.000;'。
組成比(点監) 0.00% 2.86今ら 2.86% 2.860;' 0.00% 0.00% 5.71% o.oo~ん 62.8601ゐ 14.29% 0.00'1-ら 0.00<;。 0.00% 8.57~ゐ 100.00 
組成比(重量) 0.00% 6.61% 1.23γ。 2.12'1-ら 0.00% 0.00% 2.17弘 0.00% 57.74% 1.380:.ゐ 0.00'¥ゐ 0.00'¥ゐ 0.00% 28.75% 100.00 

第50表旧石器時代第12ブロック石器組成表

車12ブロッ 7 磨製石斧等 模形石器 ナイフnlli器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕片 敵打器 台石 磨石等 曝・礎片 合計 組成比

チャト 1 1 6.25% 
2.6 2.61 1.28弘

本l'ンフェl'ス 01 0.00% 
01 0.00% 

富山岩 5 51 31.25% 
26.8 26.8 13.19% 

砂岩 01 0.00% 
01 0.00% 

涜紋岩 01 0.00% 
01 0.00%。

瞳匝岩 1 2 31 18.75弘
97.5 47.5 1451 71.36'1ゐ

建買頁岩 1 5 61 37.50'1比
12.3 14.8 27.1 13.34号令

メノウ 01 0.00可ぬ
01 0.00% 

黒晒石 01 0.00% 
01 0.00% 

蛇紋岩 1 1 6.25句ら
1.7 1.71 0.84% 

石英 01 0.00% 
01 0.00句ぬ

合計(点数) 。 。 。 。 。 。 1 1 14 。 。 。 。 。 161 100.00% 
合計(重量) 。 。 。 。 。 。 12.3 97.5 93.4 。 。 。 。 01 203.2 叩0.00%1
組成比(点数) 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00'1ゐ 0.00% 6.250:.ゐ 6.25% 87.50% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00ちら 0.00% 100.00 
組成比(重量) 0.00% 0.00'1ゐ 0凹 %1 0旦乏しi盟主I0.00% 6.05・ゐ 47.98% 45.96% 0.000:.ゐ 0.00% 0.00% 0.00'¥ゐ 0.00'1ゐ 100.00 
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第51表旧石器時代第13プロック石器組成表

車13ブロック 磨製石斧等 襖形石器 ナイフ酷石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融打器 台石 磨石等 磯・標片 合計 組成比

チャト 1 2 3 r 12.50% 
6.4 35.2 41.6 16.320;'。

本i'ン7工i'ス o I O.OO~ゐ

o I O.OO~ 。

富山岩 4 41 16.67% 
9.2 9.21 3.61% 

時岩 1 1 21 8.33旬。
29.3 32.6 61.9 24.28句。

琉敏岩 1 ' 4.1円。17.4 17.4 6.83'1。
躍匝岩 1 1 4.17% 

50.1 50.1 19.65% 
珪買頁岩 1 1 11 131 54.17% 

1.6 11.1 62 74.7 29.31弛

メノウ 01 0.00%。
01 0.000;'。

黒曜石 01 0.00% 
01 0.000;'。

蛇鮫宕 01 0.00'1ゐ
01 0.00':ゐ

石英 01 0.00句。
01 0.00'1ゐ

合計(点数) 。 。 。 1 。 。 1 1 20 。 。 。 。 1 241 100田弘

合計(重量) 。 。 。 1.6 。 。 6.4 11.1 203.2 。 。 。 。 32.6 254.9 100.00'¥ゐ
組成比(点誼) 0.00% 0.00% 0.000/0。 4.170，ん 0.00% 0.00% 4.17% 4.1nゐ 83.33ちら 0.00% Q.QC同 0.00% O.OO~ 。 4.17% 100.00 
組成比(量量) 0.00% 0.00% 0.00% Q.630Ic。 0.00% 0.00'¥ゐ 2.51% 4.35%1 79.72%1 0.00% 虫色LCl.主主 0凹 %112.79% 削凹

第52表 旧石器時代第14ブロッヲ石器組成表

車14ブロック 磨製石斧等 襖形石器 ナイフ帯石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石棺・原石 剥片 砕片 融打器 台石 磨石等 穣・穣片 合計 組成比

チャト 1 2 2 61 24.00% 
10.1 8.6 55.3 4.2 78.2 23.95% 

ホルンフェルス 4 1 51 20.00% 
93.4 0.2 93.6 26.67。ゐ

安山岩 4 41 16.00% 
14.6 14.6 4.47% 

砂岩 1 1 4.000;'。
70.6 70.6 21.62% 

波紋岩 01 0.000;'。
o I O.OO~ノ。

緩匝告 1 1 4.00% 
41.5 41.5 12.71叫

謹賀頁岩 1 21 8.000;'固
4.3 2.5 6.81 2.080/(。

メノウ 2 21 8.00"，{。
3.8 3.61 1.16% 

黒暗石 1 T 4.00% 
1.2 1.21 0.37% 

珪責務匝岩 1 1 21 8.00句。
3.6 1.5 5.1 1.56句。

石蔓 1 1 4.00% 
11.1 11.1 3.40・0

合合計計 ((点置融量)) 
。 3 2 。 。 。 2 2 15 1 。 。 。 。 251 100.0Qo/(。。 91.8 4.8 。 。 。 12.9 55.3 161.5 0.2 。 。 。 01 326.5 100.00~ 。

組成比(点数) 0.0明ら 12.00"1ら 8.00'¥ゐ 0.00今ら 0.00% 0.00% 8.00% 8.00・ゐ 60.00% 4.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00 
組底比(重量) 0.00"1'0 28.12% 1.47% 0.00% 0.00'¥ゐ 0.00% 3.95句。 16.94'¥ゐ 49.46・/。 0.06% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00 

第53表旧石器時代第15ブロック石器組成表

車15ブロ yク 磨製石岸等 模階石器 ナイ 7m石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石植・原石 剥片 砕片 融打器 台石 磨石等 曜・曜片 合 計 組成比

チャト 1 2 2 2 1 81 8.08句。
2.8 156.3 7.1 0.7 19.2 186.1 12.02~ 。

ホルンフ工Jレス 2 21 2.02% 
5 51 0.32~ 。

富山岩 1 1 4 25 5 361 36.36句。
8.6 7 48 68.7 1.2 133.5 8.62% 

砂告 1 1 1 31 3.03句。
0.6 66.5 263.2 330.3 21.34句。

流紋岩 2 21 2.02% 
11.4 11.4 0.74% 

凝匝岩 1 3 1 51 5.05弓ら
37.8 4.6 0.7 43.1 2.78% 

珪質頁岩 1 6 23 7 311 31.31% 
14.2 323 63.9 0.6 401.7 25.95% 

メノウ 1 4 1 61 6.06% 
37.7 90.3 1.31 129.3 8.35句。

車曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

蛇紋岩 1 1 1.01% 
181 181 11.69'¥ぬ

石葺 1 4 51 5.05% 
71.3 55.4 126.7 8.18・ゐ

合計(点監) 1 1 。 。 。 。 3 15 66 9 1 。 2 991 100.00% 
合計(重量) 181 8.6 。 。 。 。 24 674.1 307 3.2 66.5 263.2 。 20.5 1548.1 100.00"!01 
組成比(点誼) 1.01% 1.01% 0.00% 0.00% 0.00'¥ゐ 0.00% 3.03句。 15.15% 66.67% 9.09'¥ノ。 1.01弘 1.01% 0.00ち色 2.02% 100.00 
組成比(重量) 11.69% 0.56% 0.00% 0.00% O.OOO/(。 0.00% 1.55% 43.54ψ。 19.83% 0.21% 4.30% 17.00% o.om色 1.32'1ノ。 100.00 

第54表 |日石器時代 第16ブロック石器組成表

車16ブロ yヲ 磨製石斧等 喫形石器 ナイフ郡石器 台形石器 石刃 削器 U'R・剥片 石核・原石 剥片 砕片 蔽打器 台 石 磨石等 磯・磯片 合 計 組成比

チャト 、 1 6 8 16 
21950892%% | 

54.8 1.2 124.1 25 205.1 

ホルンフェi'ス 1 1 2 4 
7328M07%0ゐ| 

14.7 0.6 31.4 46.7 
安山岩 1 1 2 2 8 2 161 29.09% 

447 10.9 16.8 24 57.9 0.9 557.5 43.00'¥ゐ

砂岩 1 21 3.64'¥ゐ
57.3 174 231.3 17.84% 

斑紋岩 1 1 1 31 5.45% 
5.9 1.6 118.9 126.4 9.75'1ゐ

議匝岩 1 1 1 31 5.450/(園
1.2 1.2 0.2 2.61 0.20% 

謹賀頁告 1 1 5 1 81 14.55鳴
7 25.3 8.1 0.4 40.8 3.15% 

メノウ 1 1 21 3.64% 
67 75.7 82.4 6.36% 

黒隠石 01 0.00ちぬ
01 0.00% 

石匝岩 1 、 1.82% 
3.7 3.71 0.29% 

石突 01 0.00句。
21 0.15% 

合合計計 ((点重監量)) 
? 1 。 1 2 。 5 10 25 5 2 。 。 3 551 100.00% 

447 54.8 。 7 17.6 。 25.1 188.1 154.8 2.11 249.7 。 01 150.3 1296.5 100.00% 

組組成成比(点霊童) 1.82% 1.82% 0.00・ゐ 1.82% 3.640，ゐ O.OOO/(。 9.09'1比 18.18% 45.45今ら 9.09%。 3.640，ゐ 0.00% 0.00'1切ら 5.45'1ゐ 100.00 
比(重量) 34.48% 4.230;'。 0.00・/。 0.54号ら 1.36% 0.000/(。 1.94・ゐ 14.51喝 11.94% 0.16'ゐ 19.26・ゐ 0.00% 0.00% 11.59令。 100.00 
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第55表 |日石器時代 第17ブロック石器組成表

第177口 yク 磨製石斧等 裡形石器 ナイフ酷E器 台形石器 掻器 削器 U'R'剥片 右桔・原石 剥片 砕 片 融石 台石 磨石等 瞳・曜片 合 計 組成比

チャト 2 1 20 56 30 2 4 117 48.75% 
19.5 10.4 874.7 200.7 14.5 287.8 20.4 1428 49.17% 

ホルンフェ"ス 4 1 61 2.50弘
44.4 10 0.7 55.1 1.90% 

宮山岩 6 17 7 301 12.50% 
152.3 52.2 2.5 207 7.13% 

砂岩 1 3 2 3 91 3.75% 
90.8 194.6 4 0.9 290.3 10.00% 

波紋岩 3 3 9 1 161 6‘67% 
10.1 203.8 71.3 0.3 285.5 9.83% 

凝匝岩 t 3 2 61 2.50% 
23.6 49 0.7 29.2 1.01% 

珪貿頁岩 2 5 16 2 291 12.08% 
16.9 53.8 52.4 0.4 140.4 4.83'1ゐ

メノウ 1 1 5 11 6 24 
110007000% A| 

3.6 8 267.9 30 1.3 310.8 

珪質凝匝岩 1 1 0.42'1ゐ
4 41 0.14% 

蛇紋岩 2 21 0.83'1ゐ
158.2 158.2 5.45% 

E主主・<iJX岩 1 1 2 r 0.83% 
12.1 0.7 12.8 0.44% 

合合計計 ((点重数量)) 
3 5 。 。 。 。 5 44 124 53 2 。 。 4 240 100.00'1ゐ

249 40 。 。 。 。 28.5 1815.1 441.6 221 287.8 。 。 20.4 2904.4 100.00% 

組成比(点輩) 1.25% 2.08'1ん 0.00'1ゐ 0.00'1ゐ 0.00% 0.00% 2.08・ゐ 18.330/'。 51.67% 22.08'1ゐ 0.83% 0.00'1ゐ 0.00'1ゐ 1.67% 100.00 
組成比(重量) 8.57。ゐ 1.38'1ゐ 0.00'1ゐ 0.00% 0.00% 0.00% 0.98% 62.49%。 15.20% 0.76'1ゐ 9.910"。 0.00'1ゐ 0.00'1ゐ 0.70% 100.00 

第56表旧石器時代第18ブロック石器組成表

車18ブロック 磨製石斧等 模形石器 ナイフ酷石器 台形石器 損器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 韓・曜片 合計 組成比

チャ卜 1 1 4 10 2 181 23.68% 
4.1 3.4 225.9 69.3 16.3 319 38.69。ら

ホルンフ IIレス 4 41 5.26% 
36.9 36.9 4.48。ら

宮山岩 2 1 3 24 4 341 44.74ちら
11.4 3.4 157.1 90.1 1.8 263.8 32.00。色

桔宕 2 14 161 21.05% 
133.5 63.8 197.3 23.93% 

涜融岩 01 0.00% 
01 0.000，ら

灘匝岩 1 1.32~色

1 1 0.12% 
珪質頁岩 1 21 2.63% 

0.5 1.6 21 0.25今ら
メノウ 1 1 1.32。ら

4.4 4.41 0.53% 

黒曜石 01 0.00% 
01 0，00% 

結晶片岩 01 0.00% 
01 0.00% 

石英 01 0.00% 
o 1 O.OO~も

合計(点数) 。 2 1 1 。 。 2 9 52 5 。 。 。 4 761 100.00% 
合計(重量) 。 11.4 4.1 3.4 。 。 7.6 516.5 260，1 2.3 。 。 。 18.9 824.5 100.00今ら

岨組成成比比 ((点重数量)) 
0.00'1γ。 2.63%。 1.3巴ツ。 1，32'1ゐ 0.00% 0.00'1ゐ 2.63% 11.84句も 68.42% 6.58%。 0.00'1ん 0.00'1ん 0.00% 5.26。ゐ 100.00 
0.00門切ら 1.38ち弘 0.500;'。 0.41弘 0.00% 0.00'1ゐ 0.95% 62.64% 31.55今も 0.280;'。 0.00ちも 0.00今も 0.00':ゐ 2.29%。 100.00 

第57表旧石器時代第19ブロック石器組成表

第19ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイフ酷E器 台形石器 t蓋器 削器 U' R'剥片 石棺・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 曜・曜片 合計 組成比

チャト 1 2 10 19 6 381 23.46% 
26.1 12 396.9 136.8 4 575.8 30.14ちも

ホルンフェルス 1 1 2 25 2 311 19.140/，。
7.7 9.9 241.9 114.4 0.7 374.6 19.61% 

宮山岩 2 1 7 18 4 331 20.37% 
9.2 1.6 1.2 119.5 37.4 1.1 170 8.90% 

砂岩 1 1 2 14 1 1 201 12.35% 
55.2 9.1 169.9 93.9 0.51 110.7 439.3 22.99'¥ゐ

流線岩 2 2 1.23% 
9.6 9.61 0.50% 

緩匝岩 3 5 4 121 7.41% 
173.4 21.8 1.6 1971 10.310;'。

登質頁岩 3 4 9 1 171 10.49% 
6.9 64.4 22.1 0.6 961 5.02'¥ゐ

メノウ 3 1 41 2.47% 
2.6 0.2 2.81 0.15% 

泥岩 1 0.62% 
6.1 6.1 0.32。も

頁岩 1 1 0.62% 
1.5 1.51 0.08% 

石英 1 2 3 1.85今も
36.3 1.6 37.9 1.98% 

合計(点数) 1 5 3 2 。 。 6 29 96 19 1 。 。 。 1621 1凹 00%
合計(重量) 55.2 49.1 19.5 10.7 。 。 22.1 1202.3 432.1 8.91 110.7 。 。 01 1910.6 100.00% 
組成比(点型) 0.62% 3.09% 1.85% 1.23'¥ゐ 0.00% 0.00% 3.70% 17.90% 59.26% 11.73今ら 0.62・。 0.00% 0.00% 0.00% 100.00 
組成比(重量) 2.89ちぬ 2.57号沿 1.02% 0.56宅地 0.00% 0.00句。 1.16% 62.93% 22.62% 0.470;'。 5.79% 0.000;'。 0.00'¥ゐ 0.00'1ゐ 100.00 

第58表旧石器時代第20ブロッヲ石器組成表

草20ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイフ酷石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石棺・原石 朝j片 砕片 敵石 台石 磨石等 瞳・穣片 合計 組成比

チャト 2 3 5 2 1 131 14.77% 
20.7 131.8 23 1.1 0.81 177.4 12.910/，。

本l'ンフェルス 1 3 8 121 13.64% 
19.4 197 49.2 265.6 19.32'1ん

安山岩 、 、 3 25 11 1 421 47.73% 
7.2 7.4 54 62 2.5 133 286.1 20.82% 

砂岩 1 2 31 3.41% 
109.1 4.3 113.4 8.250;'。

流紋岩 2 1 31 3.41'¥ゐ
2.9 166 170.9 12.43% 

瞳匝岩 1 3 1 51 5.68句。
26.3 4.6 0.3 31.4 2.280/'。

謹買頁岩 1 2 1 41 4.55% 
29.3 24.6 1 54.9 3.99%。

メノウ 1 1 21 2.27% 
5.6 0.7 6.51 0.47% 

曲線岩 2 21 2.27句。
71.2 71.2 5.180/'。

黒曜石 1 1 1.14% 
1 1 0.07% 

石英斑岩 1 t 1.14% 
196 1961 14.26% 

合計(点数) 2 3 。 1 。 。 2 12 46 16 3 。 。 1 881 100.00% 
合計(重量) 71.2 27.9 。 7.4 。 。 25.2 547.5 191.8 5.6 497 。 。 0.81 1374.4 100.00% 
組成比(点数) 2.27% 3.41'¥ゐ 0.00% 1.14。ゐ 0.00% 0.00'¥ゐ 2.27% 13.64% 54.55句ゐ 18.180/'。 3.41% 0.00白色 O.OOO/，。 1.14% 100.00 
組成比(重量) 5.18% 2.03旬以b 0.00% 0.54'1ゐ 0.00% 0.00%。 1.83%1 39.制百 13.96%1 0.41%1 36.16%1 0.0時 1 0.00"/01 0.06%1 100.00 
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第59表 旧石器時代第21ブロック石器組成表

車21ブロック 磨割石斧等 模形石器 ナイフ階石器 台形石碑 掻器 削器 U'R・剥片 石棺・原石 自問l片 砕 片 融石 台石 膚石等 穣・樟片 合 計 組成比

チャト 2 21 3.33% 
2.9 2.91 0.28% 

ホルンフェルス 1 2 31 5.00% 
79.4 3 82.4 7.88% 

富山岩 7 11 181 30.00私
228.6 44.4 273 26.12% 

砂岩 1 2 2 51 8.33% 
84.4 14.6 104.4 203.4 19.46% 

jj[敏治 3 31 5.00% 
12.8 12.8 1.22% 

|瞳灰岩 01 0凹%
01 0凹%

建置頁岩 1 1 8 101 16.67弛
5.2 12 74.8 921 8.80% 

メノウ 2 9 111 18.33% 
91.2 55.8 147 14.06% 

|黒曜石 01 0.00% 
01 0凹%

苗晶片省 01 0田弘
01 0凹%

石英 1 6 1 81 13.33% 
176 55.1 0.6 231.7 22.17% 

合合計計 ([点重世量)) 。 。 。 。 。 。 1 13 43 1 。 。 。 2 601 1曲.00弛
。 。 。 。 。 。 5.2 671.6 263.4 0.6 。 。 01 104.4 1045.2 1凹 00%

|組制嘩比比((点重量量)} 
0.00% 0.00% 0.00% 0.00'弘 0.00% 0曲% 1.67% 21.67% 71.67% 1.67私 0.00% 。凹% 0.00% 3.33% 100.00 
0.00% 0.00% 0.00'切ら 0.00% 0.00% 0.00% 0.50% 64.26% 25.20私 0田% 0.00% 0.00令。 0.00% 9.99% 100.00 

第60表 旧石器時代第22ブロック石器組成表

車221口γク 磨製石葎等 模形石器 ナイ7悟石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石棋・原石 事l片 砕 片 融石 台石 磨石等 穣・穣片 合 計 組成比

チャト 3 1 4 1 91 15.25% 
53.6 42.8 15.5 0.8 112.7 14.11拡

ホルンフ""ス 1 5 61 10.17'私
42.9 46.9 89.8 11.24'ちら

宮山岩 1 2 7 14 1 251 42.37% 
6.0 49.3 123.8 94.8 0.3 274.2 34.32% 

|砂砦 1 3 2 61 10.17% 
41.1 40.6 2.1 83.8 10.49%1 

組融岩 1 7 81 13白%
55.1 26.3 81.4 10.19悦

車匝岩 01 0.00% 
01 0.00% 

|珪置買岩 1 1 2 3 1~::~1 6.2 117.4 6.3 123.7 
メノウ 1 1 1.69% 

27.2 27.2 3.40% 
黒曜石 g¥ g~~・ゐ| 

描晶片岩 01 0.00% 
01 0.00陥

石英 01 0凹%
01 0曲%

合合計計({点重融量)} 
。 4 1 。 。 。 3 12 35 2 。 。 。 2 591 100.聞協

。 59.6 6.2 。 。 。 76.5 423.1 230.4 1.1 。 。 。 2.1 799 100.00・ゐ

組組成瞳比比((点重融量)) 0.00% 6.78% 1回% 0回% 0.00% 0.00% 5.08% 20.34% 59.32% 3.39% 0.00% 0回% 0.00% 3.39% 100.00 
。叩% 7.46% 0.78% 0凹% 0.00% 0.00% 9.57% 52.95% 28.84% 0.14% 0.00% 0.00% 。00% 0.26% 1凹 00

第61表 旧石器時代第23ブロッヲ石器組成表

!l!23ブロック 磨製石葎等 襖形石器 ナイ7階石器 台形石器 掻器 再1]器 U'R・剥片 石棺・原石 刺片 砕片 融石 台石 庖石等 穣・礎片 合 計 組成比

チャト 3 6 11 36 1 571 32.76% 
66.5 32.5 477.7 74.1 0.5 651.3 22.27唱

ホルン7ェルス 2 4 10 T 171 9.n唱
5.2 65.6 71.1 0.3 142.2 4.86% 

富山岩 3 7 19 1 301 17.24% 
14.4 216.7 63.6 0.1 294.8 叩 四 %

砂岩 3 17 2 1 1 1 251 14.37% 
2曲2 85.8 0.8 296 57.8 36.9 686.5 23.47% 

速雄岩 1 2 1 41 2.30% 
24.8 12.4 5.3 42.5 1.45% 

躍匝箸 1 4 51 2.87% 
5.6 37.5 43.1 1.47% 

建冒頁岩 1 2 5 3 3 131 7.47% 
14.4 6.5 201.1 16.7 1.3 225.6 7.71% 

メノウ 3 2 1 1 81 4.60% 
4.7 215 3.7 1.1 16.3 240.8 8.23% 

結晶片省 8 81 4.60% 
465.1 465.1 15.90% 

魁献岩 1 1 21 1.15'悦
44.4 22.6 671 229'弘

石喪 1 3 41 2.30% 
47.3 4.5 51.8 1.77% 

合合計計 ((点重量量)) 
。 4 1 。 。 13 描 105 9 1 。 1 3 174 100.00% 
。 72.1 14.4 4.7 。 。 58.6 1田1.8 857.1 4.1 296 。 57.8 58.5 2925.1 100.00% 

岨岨民慮比比[{点量融量)} 0.00% 2.30同 0.57ちも 0.57弛 0.00% 0.00% 7.47% 20.69% 60.34% 5.1]0，ゐ 0.57'施 0.00% 0.57% 1.72・ゐ 1凹 00
0.00% 2.46% 0.49% 0.16% 0.00% 0.00% 2.00・ゐ 51.34% 29.30% 0.14% 10.12% 0.00・ゐ 1.98% 2.00% 100.00 

第62表旧石器時代第24ブロック石器組成表

車24ブ口 γク 磨製石葎等 模形石器 ナイ7鵬石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石核・廟石 剥片 砕 片 敵石 台石 麿石等 確・礎片 合 計 組成比

チャト 1 1 4 1 1 81 9.52% 

6.5 176 4.4 0.4 1.41 188.7 11.33% 

本"ンフェJ'" 4 7 2 131 15.48喝
272.8 47.5 1.7 322 19.34・ゐ

宣山場 1 1 6 16 4 281 33.33私
13.1 1.4 279.6 89.6 1.8 385.5 23.15% 

砂岩 9 2 1 121 14.29% 
97.7 0.7 1251 223.4 13.42% 

斑鍍岩 3 12 3 181 21.43% 
505.6 21.3 1.2 528.1 引 72%

|凝灰岩 1 21 2.38% 
13.2 13.2 0.79% 

珪質頁岩 2 1 2.38% 
1.2 1.21 0.07% 

メノウ 01 0.00・ゐ
01 0.00% 

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

l蛇舷岩 2 21 1.19% 
2.8 2.81 0.17'弘

石喪 01 0.00% 
01 0.00% 

合合計計 ((点重数量)) 。 1 。 。 。 。 2 14 51 14 。 。 。 2 84 叩0.00%
。 13.1 。 。 。 。 7.9 1234 276.5 7 。 。 01 126.4 1664.9 100.0Mゐ

組岨成成比比 ({点質量量)) 0.00% 1.19% 0.00・ゐ 0.00% 0曲% 0.00% 2.38% 16.67% 回.71% 16.67% 0凹% 0.00% 0凹% 2.38% 100凹
0.00% 0.79% 0.00・ゐ 0.00% 0.00% 0.00% 0.47% 74.12% 16.61'も 0.42% 0曲% 0.00% 0.00% 7.59% 100.00 
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第63表旧石器時代第25ブロック石器組成表

事257ロック 磨製石梓等 模形石器 ナイ7憎石器 台形石舞 掻器 開l器 U'R・剥片 石被・原石 剥片 砕片 融石 台 石 磨石等 様・磯片 合 計 組成比

チャト 6 1 71 25.93% 
33.1 0.6 33.7 34.85% 

ホルン7工"ス 3 31 11.11弘

22.1 2日2.1 22.85% 
富山岩 1 3 1 51 18.52% 

6.2 6.5 0.7 13.4 13.86% 
砂岩 2 21 7.41% 

7.7 7.71 7.96% 
造融岩 2 21 7.41% 

6.6 6.61 6.83% 
唖E砦 1 1 21 7.41% 

0.8 1 1.81 1.86'悦
瑳冒頁岩 1 2 1 1 51 18.52弘

2.6 4.1 0.4 0.7 7.81 8.07弘
メノウ 1 1 3.70・ゐ

3.6 3.61 3.72弛
黒曜石 01 0.00% 

01 0.00% 
描晶片砦 01 0.00% 

01 0曲%
石英 01 0.00% 

01 0.00・ゐ

合合計計 ((点重量量)) 
。 。 。 1 。 。 3 。 19 4 。 。 。 。 271 100.曲鴨
。 。 。 2.6 。 。 10.3 。 BO.8 3 。 。 。 。 96.7 100.00% 

組組属庇比比((点重量量)} 
0朗% 0回% 0曲% 3.70% 0.00% 0.00% 11.11% 0.00% 70.37% 14.81% 0.00% 0.00号沿 0.00% 0田% 100.00 
0.00% 0回% 0.00% 2曲% 0.00% 0.00% 10.65% 0曲% B3届% 3.10% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.0。

第64表旧石器時代第26ブロック石器組成表

軍267ロック 磨製石斧等 模形石器 ナイフ郡石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石核・原石 事j片 砕 片 融石 台 石 磨石等 聾・穣片 合 計 組成比

チャト T 1 5 1 81 23.53% 
8.7 2.1 28.1 0.1 391 5.58'lゐ

本"ンフェ"ス 01 0.00% 
01 0.00・A

|安山砦 1 2 31 8.82% 
5.2 84.4 89.6 12.83% 

車措 1 2 1 1 51 14.71% 
5.7 48.1 0.4 0.5 54.7 ア回%

漉輯砦 2 6 2 1 111 32.35% 
80 12.5 0.8 5.3 98.6 14.12% 

揖匝岩 1 1 2.94% 
84.1 84.1 12.04% 

建費頁岩 。 。∞%
01 0凹%

メノウ 1 市 2.94・ゐ
3.9 3.91 O.田%

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

蛇敏岩 2 21 5掴 %
62.8 62.8 8.99% 

石英斑岩 2 1 65.8 193.53% 
251.8 13.9 265.7 38.04% 

|合合計計((紬重量)} 
2 2 。 1 。 。 1 9 14 4 。 。 。 T 341 100.00% 

62.8 13.9 。 5.7 。 。 2.1 548.4 5B.8 1.4 。 。 。 5.31 698.4 100.00% 

組組成属比比({点重量量}} 5.88% 5.88% 0.00% 2.94% 0.00% 0.00% 2.94・ゐ 26.47% 41.18% 11.76% 0.00% 0.00% 0.00%。 2.94% 100.00 
8.99% 1.99'lゐ 0.00% 0.82% 0.00% 0.00% 0.30% I 78.52弛 8.42%1 0.20弛 0.00%1 Q.OMゐ 0.00%1 0.76'弘 100.001ーーーーー

第65衰旧石器時代第27ブロック石器組成表

車27プ口 γヲ 磨割石斧等 模形石器 ナイフ酪石器 台形石器 積器 削器 U' R'剥片 石核・原石 剥 片 砕片 融石 台 石 磨石等 様・穣片 合 計 組成比

チャト 2 5 2 91 10.59% 
76.6 16.5 0.7 93.8 9.64% 

ホルン7IJレス 6 61 7曲%
24.8 24.8 2.55咽ゐ

安山岩 1 1 20 6 281 32倒 %
17.7 431 100.3 1.7 162.7 時 72%

砂岩 6 13 1 201 23.53% 
342.4 59.1 49.8 451.3 46.39% 

斑値省 1 1 1.18% 
0.1 0.1 0.01弛

瞳灰岩 4 7 111 12.94% 
116.3 26.9 143.2 14.72% 

瑳置頁岩 2 1 31 3.53% 
38.8 0.7 39.5 4.06% 

メノウ 1 1 1.18・ゐ
1.7 1.71 0.17% 

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00"1ゐ

蛇融岩 1 1 1.18% 
47 471 4回%

石喪 4 1 51 61.18弘
8 0.8 8.81 0田%

合計(点量} 1 。 。 1 。 。 1 15 56 10 1 。 。 。 851 1曲凪弛
合計{量量) 47 。 。 1.7 。 。 17.7 617.1 2描 3 3.3 49.8 。 。 01 972.9 1田 00%
組証比(点量) 1.18% 0.00% 0.00% 1.18% 0回% 0.00% 1.18弛 17.65% 65田% 11.76% 1.18% o.oc陥 0.00% 0.00% 100.00 
岨成比(量量) 4.83% 0.00% 0.00% 0.17% 0.00% 0.00% 1肌 回 43%124.2同 0.34% ととは些 O凹%1 0.00%1 1凹叩

第66表旧石器時代第28ブロック石器組成表

車28ブロ γク 麿製石斧等 模形石器 ナイフ軒石器 台形石器 掻器 削器 U'R'剥片 石核・原石 剥 片 砕 片 融石 台 石 磨石等 醸・確片 合 計 組成比

チャト 2 6 3 4 151 15.96% 
73.9 11.4 1.6 13.4 100.3 8.81% 

ホルンフェルス 1 3 1 51 5.32% 
57.9 98 0.4 156.3 13.72~ゐ

宮山岩 1 1 3 6 2 131 13.83% 
5.9 3 42.7 44.4 0.9 田9 8.51% 

世砦 1 1 2 1 1 61 6.38% 
166 70.7 3.4 174 3.81 417.9 36.69% 

壇融岩 4 41 4.26・ゐ
33.6 33.6 2.95% 

揖庇岩 3 6 1 101 10.64弘
62.8 28.6 0.4 91.8 8.06・ゐ

珪質頁岩 1 4 8 4 1 181 19.15私
0.9 90.1 32.1 1.4 11.3 135.8 11.92% 

メノウ 2 8 1 111 11.70弘
15 27.7 0.7 43.4 3.81% 

黒曜石 01 0 凹 %
01 0.00・ゐ

結晶片砦 01 0.00私
01 0田%

石喪 2 9 1 121 12.77弛
42.6 20 0.3 62.9 5.52~ゐ

合計(点数) 1 1 2 1 。 。 1 16 52 13 1 。 。 6 941 100.00% 
合計(重量) 166 5.9 15 3 。 。 0.9 440.7 299.2 5.7 174 。 。 28.5 1138.9 100.00% 
組成比(点量) 1.06% 1.06% 2.13九 1.06~ゐ 0.00% 0.00・ゐ 1.06'・A 17.02私 55.32% 13.83% 1.06% 0.00% 0.00% 6.38'悦 100.00 
組成比{重量} 14.58% 0.52% 1.32% 0.26% 0.00・ゐ 0.00% 0.08% 38.70鴇 26.27% 0日% 15.28% 0.00% 0.00% 2.50% 100.00 
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第67表旧石器時代第29ブロック石器組成表

第29ブロック 磨製石斧等 模形石器 ナイフ冊石器 台形石器 掻器 削器 U'R・剥片 石核・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 様様片 合計 組成比|

チャト 、 2 3 1~:~~~:1 1.9 11 12.9 
ホルンフェルス ~I ~gg~:1 
宮山岩 1 1 5.26'1ゐ

72 7.21 3.83% 
暗岩 01 0.00% 

01 0.00・ゐ
流敏宕 1 1 5.26% 

45.7 45.7 24.33% 
凝灰岩 01 0.00% 

01 0.00'¥ゐ

E妻賢頁岩 1 1 2 6 10 ~~:~~~I 11.1 4 62.9 26.8 104.8 
メノウ 01 0.00% 

01 0.00'¥ゐ
車曜石 1 3 4 2910165% % 

13.6 3.6 17.2 
結晶片岩 ~ I g:gg~:1 
石蔓 01 O.O~ゐ

01 0.00弘 l

合計(点劃) 。 。 。 1 。 1 2 3 11 。 。 。 。 1 19 ~gg:gg~:1 合計(重量) 。 。 。 7.2 。 11.1 5.9 76.5 41.4 。 。 。 。 45.7 187.8 

組U成比(点誼) 0.00'¥ゐ 0.00% 0.00% 5.26% 0.00% 5.26'¥切ら 10.53% 15.79% 57.89% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 5.26同 100.00 
組U成比(重量) 0.00'¥ゐ 0.00% 0.00'¥も 3.83% 0.00。ゐ 5.91% 3.14% 40.73% 22.04% 0.00% 0.00'¥ゐ 0.00% 0.00% 24.33% 100.00 

第68表 旧石器時代第30プロッヲ石器組成表

車30ブロック 磨製石葎等 模形石器 ナイフ形石器 台形石器 掻器 削器 U.R・剥片一 石棺・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 穣・曜片 合 計 組成比

テャト 1 1 、 31 9.38%。
3.3 11.3 0.1 14.7 5.27'1ゐ

ホ"ンヌ工Jレス 2 31 9.38% 
12 135.7 147.7 52.94。ゐ

安山岩 2 1 31 9.38% 
6.8 0.2 71 2.51% 

砂岩 1 2 31 9.380;'。
18 43.6 61.6 22.08'1ゐ

涜絞岩 01 0.00% 
01 0.00'1ゐ

畢匝岩 01 0.00%固
01 O.OO"/，;。

珪置頁岩 1 2 8 1 121 37.50% 
6.9 9.8 12.7 0.3 29.7 10.65句ら

メノウ 01 0.00% 
01 0.00% 

黒曜石 2 4 61 18.75% 
7.6 5.7 13.3 4.77% 

珪買瞳灰岩 2 21 6.25% 
5 51 1.79% 

石英 01 0.00・Y。
01 0.00% 

合計(点数) 。 。 。 2 。 。 5 。 19 2 2 。 。 2 321 100.00% 
合計(重量) 。 。 。 10.2 。 。 28.7 。 60.3 0.51 135.7 。 。 43.6 279 100.00% 

組組成成比(点数) 0.00'¥ぬ O.OO~ 。 0.00句。 6.25% 0.00% 0.00% 15.63。ゐ O.OO~ゐ 59.38% 6.25ち色 6.25~ゐ 0.00% 0.00%。 6.25~ゐ 100.00 
比(量量) O.OO~ゐ 0.00句。 0.00・ゐ 3.66% 0.00・ん O.OO~ゐ 10.29% O.OO~。 21.61% 0.18~ゐ 48.64% 0.00% 0.00% 15.630Ic。 100.00 

第69表旧石器時代第31ブロンヲ石器組成表

第31ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイフ形石器 台形石器 掻器 削器 U.R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 磁石 台石 磨石等 確・穣片 告計 組成比

チャト 2 21 6.90% 
104.5 104.5 29.93% 

ホルンフェルス 01 0.00% 
01 0.00% 

安山岩 2 2 41 13.79% 
135.1 9.2 144.3 41.33% 

砂岩 1 1 3.45% 
0.5 0.51 0.14% 

流紋岩 1 1 3.45% 
21.3 21.3 6.10"Jら

灘灰岩 1 4 51 17.240Ic。
16.2 40.5 56.7 16.24% 

建質頁岩 01 0.00% 
01 0.00% 

メノウ 1 1 3.45~ゐ

2.2 2.21 0.63% 

黒曜石 3 2 1 3 3 3 151 51.72悦
3.1 5 2 6 2.8 0.7 19.6 5.61% 

暗品片岩 01 0.00句。
01 O.OO~ノ。

石喪 01 O.OO~。

01 o.omノロ

合合計計 ((点重散量)) 
。 3 2 t 。 。 3 5 10 3 。 。 。 2 291 100.00首。 3.1 5 2 。 。 6 255.8 53 0.7 。 。 。 23.5 349.1 100.00~ゐ

組組成成比比 (点盟) 0.00弘 10.34・ゐ 6.90句。 3.45~ゐ 0.00ち切ら 0.00% 10.34% 17.24% 34.48~ゐ 10.34司令 0.00% 0.00% 0.00% 6.90% 100.00 
(重量) 0.00% 0.89~ゐ 1.43% 0.57~ゐ 0.00% 0.00句ら 1.72句。 73.27~ゐ 15.18覧 0.20% O.OO~γ。 0.00% O.OO~ゐ 6.73% 100.00 

第70表 旧石器時代第32ブ口ッヲ石器組成表

第32ブロック 磨製石斧等 模形石器 ナイフ栴石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石核・原石 朝j片 砕 片 敵石 台石 磨石等 様・穣片 合計 組成比

チャト 01 0.00% 
01 0.00% 

ホルンフェルス 1 1 5.88% 
0.1 0.1 0.10句。

宮山岩 01 O.OO~。

01 0.00% 

砂岩 01 0.00% 
01 0.00% 

溌絞岩 、 1 5.88% 
24.9 24.9 25.51% 

凝灰岩 01 0.00% 
01 0.00% 

謹賀頁岩 21 11.76% 
1.8 3.61 3.69% 

メノウ 1 1 7 2 111 64.71% 
3.9 45.3 8.5 0.4 58.1 59.53句。

黒曜石 1 1 5.88% 
0.5 0.51 0.51弘

蛇敏岩 2 21 11.76% 
12.2 12.2 12.50~ゐ

石喪 12.2 71.76。ゐ
01 0.00%。

合計(点監) 2 2 。 1 。 。 。 1 7 3 。 。 。 171 100.00% 
合計(量畳) 12.2 2.3 。 3.9 。 。 。 45.3 8.5 0.5 。 。 。 24.9 97.6 100.00% 

組組成成比比 ((点重世量)) 
11.76%。 11.76・ゐ 0.00%。 5.88% 0.00% 0.00% 0.00% 5.88% 41.18% 17.65% 0.00% 0.00% 0.00% 5.88% 100.00 
12.50~ゐ 2.36% 0.00% 4.00%。 0.00% 0.00私 0.00% 46.41弘 8.71% 0.51% 0.00% 0.00句ら 0.00% 25.51% 100.00 
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第71表旧石器時代第33ブ口 yク石器組成表

第33ブロフク 磨製石斧等 細石刃 石刃 台形石器 掻器 削器 U' R'剥片 石核・原石 剥片 砕片 磁石 台石 磨石寄 瞳・曜片 合計 組成比

チャト
1 1 8.33% 

14.9 14.9 11.63% 

ホルンフ工1>ス
01 0.00% 
01 0.00% 

|宮山岩
01 0.00% 
01 0.00%。

砂岩
8 81 66.67% 

100.2 100.2 78.22% 

流敏岩
01 0.00% 
01 0.00% 

瞳匝岩
01 0.00%。
01 0.00% 

珪置買岩 1 
1 0.00% 

12.3 
12.3 Q.QOO/，。

メノウ
01 0.00% 
01 0.00判

黒曜石 1 1 21 16.67% 

0.1 0.6 0.71 0.55% 

結晶片岩
01 0.00% 
01 0.00弘

石英
01 0.00% 
01 0.00弘

合合計計 ((点重量量)) 
。 1 1 。 。 。 。 。 10 。 。 。 。 。 121 100.00% 

。 0.1 12.3 。 。 。 。 01 115.7 。 。 。 。 01 128.1 100.00% 

組掴成院比比((点霞数量)) 
0.00% 8.33% 8.33"/0 0.00% 0.00私 0.00% 0.00% 0.00':ゐ 83.33% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00 

0.00% I 0.08% 9.60γ。 0.00% 0.00句も O.OO~ 。 0.00% 0.00'% 90.32':ぬ 0.00% O.OO~ 。 0.00句ら 0.00'1。 0.00% 100.00 

第72表旧石器時代第34ブロッケ石器組成表

車34ブロ yク 磨製石斧等 喫形石器 ナイフ形石器 台形石器 掻器 削器 U' R'剥片 石棋・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 瞳・曜片 合計 組成比

チャト 3 12 161 5.76% 

12.2 17.7 129 158.9 2.15% 

ホルンフェルス 6 ‘ 
1 2 ア 、。 106 15 151 54.32円/。

30.3 25.3 6.9 54.7 66.8 380.5 826.8 8.8 14同00.1 18.92円V。

富山岩 2 1 1 3 6 18 1 1 1 26 回 21.58弘

37.7 3.6 10.2 25.2 139.9 67.4 0.6 2885 455 973.3 4597.9 62.12'1切ら

砂岩 1 2 4 2 1 6 161 5.76% 

12 64.7 35.1 0.5 162 295.5 5698 7.70'1ゐ

流紋岩
11 11 3.96%。

163.9 163.9 2.21% 

凝匝岩 1 2 2 5 1.80。ゐ

48.6 7.2 75 63.3 0.86%。

珪買買岩 ' 
2 4 61 2.16% 

2.2 26.9 14.9 41.8 0.56% 

メノウ
01 0.00。も
01 0.00% 

黒曜石 1 0.36句も
0.7 0.71 0.01% 

珪化木 1 1 21 0.72% 
18.7 4 22.7 0.31% 

石匝岩 1 0.36私
01 0.00% 

石英斑岩他 8 81 2.88悦
380 380 5.13% 

合合計計 ((点重数量)) 
。 2 7 5 4 4 13 19 139 19 。 1 10 55 278 100.00後。 37.7 32.5 28.9 44 122 111.2 597.3 973.4 10.6 01 2885 617 1941.7 7401.3 100.00% 

組組成成比比 ((点重数量)) 
0.000;'。 0.72% 2.52% 1.80・ゐ 1.440，ら 1.44% 4.6S号弘 6.83% 50.00%。 6.83% 0.00'lん 0.36'lゐ 3.60'::ゐ 19.78% 100.00 

0.00% 0.510;'。 0.44% 0.39'lん 0.59% 1.65ちら 1.50弘 8.07% 13.15% 0.14%。 o.oo~。 38.98% 8.34% 26.23句も 100.00 

第73表 旧石器時代第35ブロック石器組成表

第35ブ口 yク 磨製石斧害 模形石器 ナイフ酔石器 台形石器 揮器 削器 U' R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融石 台石 磨石署 嘩・瞳片 合計 組成比

チャト o 1 o.oo~ 。

o 1 O.OO~ 。

ホ1>ンフェ1>ス o 1 o.oo~ 。

01 0.00句。

宮山岩 01 0.00句。
01 0.00% 

砂岩 01 0.00% 
01 0.00'::ん

波紋岩 01 0.00九
01 0.00'lゐ

凝匝岩 01 0.00%。
01 0.00'¥ゐ

建冒買岩 1 6 12 1 201 100.00% 
6.8 519 41.2 0.5 100.4 100.00'¥ゐ

メノウ 01 0.00'¥ん
01 0.00'lゐ

累昭石 01 0.00% 
01 0.00% 

結晶片岩 o 1 O.OO~も
01 0.0伊も

石英 01 0.00% 
o I O.OO~も

合計(点数) 。 。 。 。 。 。 6 12 1 。 。 。 。 201 100.00% 
合計(重量) 。 。 。 。 。 。 6.8 51.9 41.2 0.5 。 。 。 01 100.4 100.00% 
組成比(点数) 0.00% o.oo~ゐ 0.00% o.oo~ら o.oo~ん 0.00% 5.00% 30.000;'。 60.00~ゐ 5.00% 000% 000% 000% 0.00% 100.00 
組成比(重量) 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%。 o.oo~ゐ 0.00号。 6.77% 51.69。も 41 04~ゐ 0.50% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00号。 100.00 

第74表旧石器時代第36ブロンク石器組成表

車36ブ口 γク 磨製石斧等 模形石器 ナイ 7酷E器 台形石器 掻器 削器 U' R'剥片 石被・原石 剥片 砕片 融石 台石 磨石等 瞳・曜片 合計 組成比

チャト 01 0.0001も
01 0.00令。

ホルンフェルス 01 0.00% 
01 0.00% 

安山岩 1 4 51 23.81% 
47.8 20.9 68.7 17.14% 

砂岩 1 1 4.76% 
190 190 4742% 

斑絞岩 01 0.00% 
01 0.00ちら

凝灰岩 01 0.00句。
01 0000;，。

珪質頁岩 3 3 7 2 151 71.43% 
20 68.1 53.2 07 142 35.44% 

メノウ 01 000% 
01 0.00弘

黒曜石 01 000ρ/。
01 0.0伊令

結晶片岩 01 0.00今。
01 0.00号。

石英 o 1 O.OO~も
01 0.00% 

合計(点数) 。 。 。 。 。 。 3 4 11 2 1 。 。 。 211 100.00% 
合計(重量) 。 。 。 。 。 。 20 115.9 741 0.7 190 。 。 01 400.7 100.00% 
組成比(点数) o.oo~ゐ o.oo~ん O.OO~ゐ 0.00句も O.OO~ゐ 0.00号。 14.29% 19.05% 52.38~ゐ 9.52% 4.76% 0.00% 0.00%。 0.00% 100.00 
組成比(重量) O.OO~ゐ O.OO~ゐ O.OO~ゐ 0.00% O.OO~ゐ 0.00% 4.99~ゐ 28.92~ゐ 18.49% 0.17% 47.42出 0.00% 0.00句ら 0.00% 100.0C 

- 337 -



第75表 旧石器時代第37ブ口ッヲ石器組成表

第37ブ口 yク 磨製石斧害 模形石器 ナイフ郡石器 台形石器 掻器 削 器 U'R・剥片 石核・原石 剥片 砕 片 融石 台 石 磨石等 醸・磯片 合計 組成比

チャ卜 01 0.00% 
01 0.00今も

ホ"ンフェルス 01 0.00% 
01 0.00% 

宜山岩 ? 2 31 10.34弛
15.9 8.9 24.8 13.55略

砂岩 01 0.00% 
01 0.00% 

理敏岩 01 0.00% 
01 0.00% 

灘庇岩 1 1 21 6.90% 
4.2 6 10.2 5.57ちら

ま量買頁岩 2 2 16 4 241 82.76~も

23.4 51.1 70.8 2.7 148 80.87今ら
メノウ 01 0.00% 

01 0.00弘

黒曜石 01 0.00% 
01 o.omゐ

結晶片岩 01 0.00%。
01 0.0001(。

石英 01 0.00% 
01 0.00% 

合合計計 ((点重数量)) 
。 1 。 。 。 。 3 2 19 4 。 。 。 。 291 100.00% 。 4.2 。 。 。 。 39.3 51.1 85.7 2.7 。 。 。 。 183 100.00% 

組組成庇比比 ((点重数畳)) 
0.00。ゐ 3.45% 0.00・ゐ 0.00% 0.00% 0.00%。 10.34'1ゐ 6.90~ 。 65.5自治 13.7go;ら 0.00% 0.00% 0.00%。 0.00% 100.00 
0.00% 2.30句。 0.00% 0.00% 0.00号沿 0.00'¥ゐ 21.48・ゐ 27.92% 46.83% L'c48喧 0.00% 0.00% 0.00'¥。 0.00% 100.00 

第76表旧石器時代第38ブロック石器組成表

車38ブロ yク 磨製石斧等 模形石器 ナイ7陪石器 台形石器 掻器 削器 U' R・剥片 石棺・庫右 剥片 砕 片 磁石 台石 磨石等 礎・懐片 合計 組成比

チャ卜 01 0.00% 
01 0.00% 

ホJレンヌ工Jレス 1 11 33.33% 
30 301 38.96弛

宮山岩 1 11 33.33弘
48 461 59.74% 

砂岩 01 0.000，色
01 0.00弘

流敏岩 01 0.00% 
01 0.00'¥ら

車庫岩 01 0.00% 
01 0.00% 

珪質頁岩 1 11 33.33哨
1 1 1.30% 

メノウ 01 0.00% 
01 0.00% 

黒曜石 01 0.00% 
01 0.00% 

結晶片宕 01 0.00% 
01 0.00% 

石英 01 0.00% 
01 0.00% 

合合計計 {(点重散量)) 
。 。 。 。 。 。 。 。 1 。 1 。 。 1 31 100.00% 。 。 。 。 。 。 。 。 1 。 46 。 。 30 771 100.00% 

組組成成比比((点重融畳)) 
0.00'1弘 0.00% 0.00句ゐ 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 33.33% 0.00% 33.33% 0.00% 0.00句。 33.33ロゐ 100.00 

0.00"/" o.o~ゐ o.o<r。 o.omゐ 0.00"/" 0.00% 0.00% 0.00%1 1.3mゐ 0.00%159.74%1 0.00%1 0.00弛 38.96%1 100.00 
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第 2節縄文時代

( 1 ) 遺構(第281図、図版47)

今回の調査では、縄文時代の土坑4基と形態・規模・検出面から陥穴と考えられる土坑を 3基検出した。

遺構に伴う遺物が出土しなかったため、時期を特定することはできなかった。

S K001 

本遺構は、 5H -27グリッドに位置する。規模は2.2x 1.6mの北側がややふくらむ楕円形を呈し、長軸

方向はほぼ南を向いている。掘り込みの深さは約O.4mで、底面は丸く掘り込んだ形である。北側に小ピ

ットをもっO ピットの深さは士坑の掘り込み面から約0.83mで、ある。

S K002 

本遺構は、 8H -95グリッドに位置する。規模は2.2mxO.8mの長楕円形を呈し、、長軸方向は北西を向

いている。掘り込みの深さは約1.40mで、南東部に一段テラスをもって北西部に深く落ち込む陥穴とみら

れる。

S K003 

本遺構は、 7H -67グリッドに位置する。規模は1.15x 0.85mの楕円形を呈し、長軸方向は西を向いて

いる。掘り込みの深さは約0.63mで、底面は丸く掘り込んだ形である。

S K004 

本遺構は、 7H -37グリッドに位置する。規模は1.5x 1.1mの楕円形を呈した陥穴とみられる。長軸方

向は南西を向いている。掘り込みの深さは約1.45mで、下半分が袋状に広がっている。

S K005 

本遺構は、 7G -01グリッドに位置する。規模は1.5x 10mの楕円形を呈した陥穴とみられる。長軸方

向は北西を向いている。掘り込みの深さは1.65mで、底面をほほ円形にして急角度に掘り込まれている。

S K006 

本遺構は、 7G -98グリッドに位置する。規模は1.65x 1.0mの南東側がふくらむ楕円形を呈し、長軸方

向は北西を向いている。掘り込みの深さは0.6mで、底面の形状は0.4x 1.2mの隅丸長方形を呈し、南東側

の下半分が袋状にひろがっている。

S K007 

本遺構は、 8G -97グリッドに位置する。規模は1.8x 1.15mの長軸方向を南東に向け、北西側がふくら

むやや不整形の楕円形を呈している。掘り込みの深さは約0.5mで、南東側から北西方向に向かつてなだら

かに深く掘り込まれている。

( 2 )遺物

1.縄文土器

調査区内から出土した縄文土器の出土量は少なく、土器の型式時期も前期・中期・後期・晩期にわたっ

ているが連続性はない。以下各時期を大きく 4群に大別し、各型式に細分していく。
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百

日
て三f

1 褐色上層

2 暗褐色土層

3 暗褐色土層

1 褐色上層 ロームブロァク径10
3 B音褐色土層

-70凹が混じる。

2 褐色士層 暗褐色 1:とローム粒
4 黄褐色七層

がわずかに混じる。

しまりゆるし。

3 褐色土層 粘りやや有り。しま

りややあり。

陥穴・土坑
。

第281図

004土坑
l 階褐色上層 ローム粒がわずかに混

じる。しまりゆるし。

2 暗褐色土層 ローム粒・ロームプロ

ァク径1O-50mmを主とし、暗褐色土

がわずかに混じる。しまりゆるし。

3 暗褐色土層 わずかにローム粒・ロームプロック径10

-20皿皿程度がr昆じる。しまりゆるし。

4 黄褐色土層 ロームプロァク径1O-50mmとローム粒を

主とする。暗褐色土層が混じる。しまり
ゆるし。

5 暗褐色土層 粘り強し。しまりややゆるし。

6 暗褐色土層 ロームブロック径1O-20mmが混じる。粘

り強し。しまりあり。

002 !二坑
11 1 褐色土層

2 褐色土層 ローム粒・ロームプロソク筏10-15mmが混じる。
しまりややあり。

3 黄褐色J:層 ロームプロソク径 5-50凹を主とし、ローム
粒・褐色士が混じる。

4 褐色土層 ロームブロック径 5-50mmが混じる。しまりゅ
るし。

5 黄褐色土層 ロームプロック径 5-20mmを王とし、ローム粒
が1昆じる。しまりゆるい。

6 褐色上層 ローム粒を若干混入する。しまりゆるし。
7 黄褐色土層 ロームブロック径 5-50mmにロームの粒が混じ

るを主とし、褐色土も混じる。しまりゆるし0

8 褐色土層 ローム粒・ロームブロック径 5-20mmがわずか
にr昆じる。しまりゆるし。

9 明黄褐色土 ロームに褐色十.がわずかに混じる。ロームブロ
yク径30凹程度もみられる。しまりゆるし。

10 黄褐色士層 ロームブロック径50-70mmを主とし、褐色 1:を
混入する。しまりゆるし。

11 褐色土層 わずかにロームプロックを混じる。

12 黄褐色士層 ロームブロック径 5-100mm程度が多く混じり、
わずかに褐色上がみられる。しまりゆるし。

② 

006士坑
ローム粒・ロームブロック径 5
-10mmカ汁昆じる。しまりゆるし。

ロームブロック{手 5-10mmがわ

ずかに混じる。しまりゆるし。

褐色上とロームブロックが径10

-50mmカ勺昆じる。

」ゴ 007土坑
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¥日

005t坑
1 黒褐色土層 階褐色土が混じる。しまりあり。

2 黒褐色土層 階褐色土が混じる。しまりあり。

3 暗褐色土層 壁面は、白色及び、黄色の粘土か

らなる。しまりあり。

4 黄褐色土層 粘り、しまりともに強し。

J . 

、ミグ
1 褐色土層

2 黄褐色 f層

001土坑
ローム粒が僅かに1昆じる。しまり

はややゆるい。

ロームを主とするが、褐色上を少

し含む。しまりあり。

3 黄褐色J:層 ロームプロック 15-50皿が多く混

じる。しまりあり。

⑮-(?) 

六三ず
003土坑

1 褐色 l一層 ロームブロック径20-50mm

が1昆じる。しまりゆるし。

2 黄褐色七層 ロームブロック径 5-50mm 

を主とし、褐色土がわずか

にY昆じる。しまりゆるし。

ロームがわずかに混じる。

しまりゆるし。

ロームプロック{壱 5-50mm 

を主とする。粘り有り。し

まりややゆるし。

4m 



第 I群前期の土器(第282図、写真図版48)

確認できた前期の土器はわずかに 2点にすぎなかった。 1. 2はともに胎土繊維を混入している。 1の

口唇部は角頭状を呈する。外面にLRの単節縄文を施している。内面の調整は丁寧である。 2は竹管によ

る刺突文から放射状に沈線が施されている。沈線は半裁竹管によるものである。 2点は黒浜式に比定され

る。

第E群中期の土器(第282図、写真図版48)

わずか 7点である。 4点を図示した。 3・4は、中期前半の阿玉台式である。胎土には雲母を混入して

いるが量的には少ない。 3は隆帯の側縁に押引文を施している。器面の調整は粗く、輪積痕を残している。

阿玉台 Ia式に比定される。 4は胎土が粗い。窓枠状の隆帯にはキャタピラ文を施している。阿玉台 Ib

式であろう。 5. 6は中期後半の加曾利E式である。ともに深鉢の胴部破片で、 RLの単節縄文を施して

いる。 5は沈線の間の縄文を摩消しているもので加曾利Ell-III式に比定される。

第E群後期の土器(第282-284図、写真図版48-50)

今回の調査で最も出土量が多かったのが後期の土器であるが、時期は加曾利B式と安行 1・2式が主で

ある。このうち加曾利B式の粗製土器が最も点数が多く出土している。

1 堀之内式土器 (7.8)

2点の出土で、同一個体とみられる。斜縄文を地紋に 7では口縁上端に刺突文、 8では半裁竹管沈線で

曲線文が施されている。

2 加曾利B式土器 (9-55) 

9 .10は横位の沈線区画内に縄文を充填している。加曾利B1式でも古い様相の土器である。

11-17は浅鉢であろう。口縁が内側に肥厚し、内面のミガキが丁寧に行われている。

18-27は朝顔形に口縁が外反する深鉢である。ほとんどが無文の口縁である。胴部は上段がふくらんで

下段でくびれ再び底部で外反する器形が主体であろう。沈線の区画内に縄文を充填するものもあるが、横

位乃至は斜位の沈線が施され、加曾利B2式が主体である。 18・22は縄文施文、 24は細めの沈線が雑に施

されるものである。

28-31は無文のものである。 28の外面は口縁を除き粗い調整痕である。 29は丸底の浅鉢であろう。

32-55は粗製土器である。口縁に紐線文を伴い、胴部には縄文を施している。半載竹管乃至は棒状工具

による斜位や蛇行する沈線を施しているものが多い。 1点のみだが43は格子状に沈線を施している。口縁

内面には横位の沈線を伴うものとそうでないものがあり、内面に明瞭な沈線を伴うものは加曾利B1式に

伴うものであろう。

3 曽谷式から安行 1式にかけての土器 (56-64)

56はくびれを伴い口縁が開く深鉢であろう。口縁に癌を伴い、地文に縄文を施して横位の沈線を雑に施

文している。曽谷式に比定される。

57は枠型の区画を太い沈線で施す。地紋に縄文を持つ。 58・59は同一個体である。胴部が最大径となり、

口縁が内傾する瓢形の深鉢であろう。帯縄文を数段施し、縦の連結した癌で窓枠状の区画を作り出してい
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突を加えている。67は痛状の貼付文浮文のものである。安行 2式に比定される。

第E群 晩期から弥生時代の土器 (第284~287図、写真図版50~53)

安行 3a 式土器 (68~77)

68は帯縄文が隆帯をなさない。さらに沈線文が加えられている。69は隆帯状の帯縄文である。70には貼
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付文がみられる。 71は深鉢の胴部である。 RLの縄文を地文とし、沈線を雑に施している。 72は横位の貼

付浮文に縦の深いキザミを施している。横位の沈線で区画した無文帯を伴う。これらは安行2式から安行

3a式にかけてのもので、時間幅があるが新しいところをとってここでふれておいた。

73-74は紐線文系の粗製土器で、削り調整の上に弱い条線を加える。 74の頚部には、下垂する 2条の弧

状沈線が認められる。また、 75は鋭く深い o状沈線を描いている。 76は紐線をもたないが、 o状及び

斜行する沈糠の特徴から本類に含めて考える。

なお、 77は安行式粗製土器の底部であるが、時期等の判別が不能であるため便宜上ここで報告しておく。

2 安行3b式及び姥山 E式土器 (79-87)

79は深鉢形土器で、頚胴部界に 1条の沈線がめぐらされ、胴部には連弧状の沈線2条が、頚部には斜行

する沈線が描かれ、頚部文様は菱形区画を形成するとおもわれる。また左方の斜行沈線の先に円弧を呈す

る沈線もうかがえる。縄文は施文されない。安行3b式に比定される。 80・81は波状口縁をもっ深鉢形土

器の口縁部である。波頂部に、粘土紐を帯状に巻きつけた突起を付し、内側で圧してとめている。波形に

あわせて 2条の沈線で区画された無文帯を挟んでLR縄文が施される。また、波頂部下には中心に刺突を

伴う円形の沈線が描かれる。姥山 E式に比定される。

粗製の深鉢形土器については、一括性が指摘できる出土状況ではないため、機械的に紐線をもたないも

のをまとめて報告する。口縁部破片に82-84があり、いずれも緩やかな弧状の条線を加える。また、 85・

ヤ以下ヤ \一九も~!J 望丸。
102 105 

106 

零B
108 

107 

d 
112 

111 

115 

113 

114 
。 10 
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86は胴最大径付近の破片で、頚部文様として枠状文が描かれ、以下右下がりのほほ等間隔の条線が加わる。

87は深鉢形土器で、口縁部に幅広い縄文帯をもち、その下に 2条の沈線をめぐらせて沈線聞に列点を加

えている。また口唇部には芋虫状の突起を付加し、口唇部及び裏面に沈線を加える。文様帯構成や器形が

安行諸型式に一般的なものではないが、北陸の御経塚 3式の影響を受けたものとして本期のなかで理解し

たい。

3 安行3c式土器 (88)

88は台付鉢形土器の脚部である。脚端に平行する 2条の沈線開に 2列の列点を加え、さらにその上に同

様の沈線区画を斜行させ、やはり 2列の列点を加える。

4 前浦式土器 (89~101)

すべて鉢形土器または深鉢形土器である。 浅鉢形土器や粗製の深鉢形土器は認められなかった。

89は太い沈線により文様が区画される口縁片である。 90は外面に縄文帯をもっ口縁の小片であるが、口

唇に小突起を貼り付け、内そぎ状となる内面側の突起部分に入組三叉文からの変化である弧状の沈線を描

いて口唇をめぐる沈線につなぐ。また内面口唇直下にも沈線をめぐらせる。 91は口縁の縄文帯下に「の字」

状文をもち、「の字J内部以外は縄文が丁寧に磨り消される。 92も「の字」状文が認められる口縁片で、下位

の縄文帯に接する部分である。 93 も「の字」状文の一部であろうか。 94~97は縄文帯による長楕円区画の一

部が認められるもので、 98も同種の土器の可能性が高い。 99・100は平行な縄文帯と磨消部分の破片であ

る。 101は沈棋が独立した縄文帝を区画しない。

これらの土器群は、「の字」状文が無文部のなかに形成されることや長楕円区画の存在などから、前浦E

式に相当し、大洞C2式、安行 3d式に並行するものであろう。

5 千網式及びその前後の土器(l02~115)

102は壷形土器口縁部片で波状口縁をなす。口端部と内面口端直下に沈線がめぐり、内面の沈線は波頂

部の下で三叉文状となる。その特徴から大洞A式段階の壷形土器と考えられる。 103は壷形土器肩部とお

もわれる破片で、赤彩が施されている。縄文を施す区画系工字文で、おそらく斜行する浮線によって単位

文様を連結するものとおもわれる。大洞A式前半に並行する資料であろう。 104は浮線網状文が施された

もので、三分岐ハンガー状浮線文の一部であろう。小破片のため器形が不詳であるが、浅鉢形土器の可能

性が高い。 105は沈線文をもっ童形土器または鉢形土器で、頚部の文様帯の上下に数条ず、つの平行沈線を

めぐらせ、その聞に横位の綾杉文を描くものであろう。 106は菱形土器の口縁部付近の小片で、口縁に指

頭押捺による刻日を加える突帯をめぐらせている。おそらく肩部にも同様の突帯をもち、その聞を平行沈

線で埋めるものである。

107~115は口縁部及び胴部に撚糸文が施される童形土器または深鉢形土器の破片である。 107. 108は口

縁部破片で、折返し状複合口縁の外面に横位の撚糸文を加え、頚部は研磨された無文帯となる。 109~115

は撚糸文の施文された胴部である。

上記のうち、 102に古い要素がうかがえ、逆に106がやや時期が降って荒海 1式に位置づけられる可能性

をもっO それら以外の土器群は、全体として千網式土器を構成するものと理解され、大洞A式後半に並行

する年代的位置を与えることができる。

6 弥生時代前期(荒海式}及びそれ以降の土器(l16~150) 

116は沈線文様を施す浅鉢形土器である。口端及びその直下に平行沈線をめぐらせ、その下に完結型変
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形工字文がアレンジされた文様が描かれる。その単位文様に沿って下位にある沈線は、沈線聞が幅広く扶

られているが、どのような構成で単位文様を繋ぐのか不詳である。

117は細密条痕を地文として連繋型変形工字文を描く童形土器である。この変形工字文は、 2条をー単

位とする沈線で菱形連繋文を描き、沈線の交点に縦位の短い沈線を加えるものである。 118は壷形土器と

おもわれる破片で、沈線で文様を描くが、小片のため構成は十分把握きれない。 119は斜沈線がみられる。

120は小波状口縁をもっ童形土器で、口縁直下の 2条の平行沈線の下に斜行沈線で三角及び菱形区画を形

成し、さらに内部に渦文を加える。いわゆる雑書文の系譜にある土器で、横芝町山武姥山貝塚に類似品が

ある(渡辺1996)0121はすぼんだ頚部をなす。外面に太い横位沈線文が口縁端と肩部に施文され、内面の

上端にも横位沈線がみられる。 122は縄文地文で、浅い沈線を描く土器である。文様構成を復元するのは

難しいが、 2条単位の沈線による三角連繋文の可能性がある。

123 も菱形区画をもつことでは共通するが、この場合 2 列~3 列の列点によっており、さらに列点によ

る渦文が加えられている可能性がある。 124も列点を用いるが、この個体では沈娘との組合せで側点状に

なる。 125は刺突充填文をもっ土器で、おそらく沈線によって三角形の区画が描かれ、その内部に充填さ

れるものと思われる。 126も刺突文で覆われる小片である。

127は小波状口縁をもっ聾形土器で、頚部が無文で研磨され、胴部には細密条痕が施されるものであろ

う。 128 ・ 129は条痕文施文の口縁部、 130~150が条痕が施される胴部破片である。茎束または木端を用い

た細密条痕がほとんどを占めるが、 130は不明瞭ながら貝殻条痕を用いている可能性がある。なお、茎束

状にみえる条痕の原体は撚糸条痕の可能性をもつものも含まれようが、その判断はできない。

上記の土器群は、 117に描かれる 2条の沈線による菱形連繋文に代表されるように、荒海 3式段階(鈴

木正博1981)のものが主体を占めているとおもわれる。雑書文も 1~ 2条の沈線で構成されるもので、山

武姥山貝塚の一部(鈴木公雄1963・1981)や四街道市御山遺跡第E地点(渡辺ほか1994) に代表される荒

海2式段階よりも後出的である。 125の刺突充填文の個体については、鈴木がいうように刺突充填文が荒

海4式の文様であれば、当遺跡出土土器の一部が荒海4式に降ることになる。しかし、刺突充填文は東北

地方では砂沢式の段階に存在し、関東地方でも荒海 3式段階に存在する可能性は十分である。実際、御山

遺跡では、荒海 3式を主体とする第町地点出土土器のなかに刺突充填文をもっ個体が複数存在している。

いずれにしても本群は、量的には少ないが、弥生時代前期後半に位置づけられ、同じ松尾町の名城遺跡、で

主体をなす荒海4式土器(石塚1998) に先行する土器群として、当地域のなかできわめて重要な資料であ

る。また、 122は沈糠の特徴などから、荒海式ではなく須和田式土器の可能性が高く、これも注目に値する。

土製品 (78)

土器片を円形に成形した土製品で周囲が擦られている。まばらに浅い条線が施文されており、安行 1式

頃のものとみられる。径は4.5cm、厚さ0.8cm、重量21.0gで、ある。
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渡辺修一・石橋宏克 1998 i成田市荒海川表遺跡とその周辺JW千葉県史研究.1 6 千葉県

2.縄文時代以降石器(第288図、第77表、図版54)

本遺跡から出土した石器は21点である。器種組成は石核 1点、模形石器 1点、敵石 1点、原石 1点、剥

片3点、砕片 1点、小磯10点、喋片 1点、砥石 2点である。

1は良質な玉髄の石核で最終的には両極技法により小形の剥離している。 2はいわゆる黒色敏密質な安

山岩の模形石器で、旧石器時代の遺物の可能性がある。 3・4はチャートの剥片である。 5は砂岩の敵石

で正面中央部にごく浅い敵打痕がみられる。 6はチャートの原石である。 7は赤色の粘板岩の砥石で大き

く表裏両面に砥いだ痕跡がみられ、縦断面は平行四辺形を呈している。

第77表縄文時代石器属性表

挿図番号 石材 器種 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 最大厚 (mm) 重量 (g) 遺物番号

玉髄 石核 18.5 23.4 16.3 6.4 1M98-2 

2 安山岩 襖形石器 18.7 20.6 7.5 3.4 7H59-1 

3 チャー卜 剥片 35.4 26.9 14.4 14.0 表係ー1

4 チャート 剥片 21.5 20.9 3.8 1.6 1 M79-11 

5 砂岩 融石 109.0 73.9 28.7 343.0 1M79-5 

6 チャー卜 原石 57.3 49.3 28.1 121.9 一括
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第3章千神塚群

第 1節古墳時代以降

( 1 ) 遺構(第288~293図、図版55 ・ 56)

今回の調査では、千神塚群のうち 15基の塚が調査の対象となった。干神塚群は、標高41~42mの台地の

奥部の平坦地に位置し、全部で30基の塚が確認されている。しかし今回の調査に際し、塚 9・10・11の3

基が消滅しており、また塚30は不明であり、それらしきものを確認できたが調査に至らなかった。塚の配

置は、松尾町谷津の集落から横芝町遠山の集落を結ぶ道路に面し、南側に 1基、北側に29基連続して並ん

でいる。その北側の塚群は、東から14基は一直線上にきれいに並ぶが、 15基目からは並び方がやや不規則

になる。この道路の拡張や杉の植林などによって、削平などの影響を受けている。塚の規模は最大で直径

7.8m、最小で直径 3m、平均して5.3mの非常に小型の円形塚である。両端の塚間の距離は163mを測る。

調査着手前の状況では山林中に低い地膨れが存在するという状況であった。
せんかみ せんかみ

千神塚群の名称と性格については、詳細には分かっていなし、。「千神」とは、「川上」をさしており、谷

奥に位置することをきしている。塚の築造については、江戸時代初期の慶安の「検地提」により、この周

辺では村境の野論が起こり、山室・遠山・谷津などで境界論を生じた。そのおり慶安 2年(1949)の裁許

を受け村境として塚が設けられたとしており、その塚と考えられている。それらの塚は、その後の境界争

いによりいくつかが切り崩されたりしている。天保8年(1837)に、再び同様の争論が展開したが、各村

の取扱人が入り決着した。その時にも、「境塚」として「…大小之塚往古御定置かれ候、境塚之儀は…」

と慶安期に築造された塚が残されており、その塚の中央を境としている。千神塚が、これらの争論に登場

している「境塚」と確認はできないが、塚の性格をとらえるに「境塚」と考えてよいかと思われる。

調査対象の塚を外観、断面観察から表にすると以下のようになる。

第78表塚一覧表

塚番号 グリッド 盛 土 断面観察部分 備 考

塚 1 7 1 -96 直径 5.7m~6.5m 遺存範囲 6m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.7m 高 さ 0.6m されている。

形 状 円 形

塚 2 7 J -05 直径 5.1m~5.4m 遺存範囲 5.2m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.5m 高 さ 0.7m されている。

形 状 円 形

塚 3 7 J -13 直径 3.9m~4.6m 遺存範囲 3.9m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.6m 高 さ 0.7m されている。

形状 0.7m

塚 4 7 J -22 直径 5.7m~7.5m 遺存範囲 5.8m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.8m 高 さ 0.7m されている。

形 状 円 形 -盛土が南方向にやや流され

ている。
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塚 5 7 J -30 直 径 3.4m-4.1m 遺存範囲 3.4m -南東面が道路によって削平

高 さ 約O.4m 高 さ O.4m されている。

形状円形 -盛土が南方向にやや流され

ている。

塚 6 6 J -49 直径 5.9m-7.1m 遺存範囲 6.7m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.5m 高 さ 0.5m されている。

形状円形 -盛土が南西方向にやや流き

れている。

塚 7 6 J -57 直径 4.6m-5.2m 遺存範囲 4.6m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.4m 高 さ 0.3m されている。

形 状 円 形 -盛土が東方向にやや流れて

いる。

塚12 6 J -81 直径 4.6m-5.5m 遺存範囲 4.2m -盛土全体がかなり平坦にな

高 さ 約0.3m 高 さ 0.2m っている。

形状円形

塚13 5 J -99 直 径 5m-5.8m 遺存範囲 5.2m 

高 さ 約0.5m 高 さ 0.4m 

形状円形

塚14 5 K -08 直径 4.7-5.4m 遺存範囲 5.1m -盛土が北東方向にやや流れ

高 さ 約O.4m 高 さ 0.3m ている。

形状円形

塚17 5 K -16 直径 6.6-7.4m 遺存範囲 6.2m -盛土上部の一部が削平され

高 さ 約0.6m 高 さ O.4m ている。

形状円形

塚20 5 K -35 直径 4.9-5.7m 遺存範囲 4.6m -盛土が南方向へ大きく流さ

高 さ 約O.4m 高 さ O.4m れている。

形状円形

塚21 5 K -43 直径 4.4-5.1m 遺存範囲 4.7m -頂上部に切り株があるもの

高 さ 約0.8m 高 さ 0.7m の、きれいな低円錐形を残し

形状円形 ている。

塚26 4 K -96 直径 5.6-6.1m 遺存範囲 6m -南東面が道路によって削平

高 さ 約0.7m 高 さ 0.6m されている。

形状円形

塚28 4 K -94 直径 4.5-5.9m
遺存範囲 3.8m 

-南西面が道路によって削平

高 さ 約0.6m
高 さ

されている。

形状円形
0.5m 

-盛土が北東方向へやや流れ

ている。
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また塚の土層堆積状態、については、どの塚もにかよったものと思われる。主に「腐葉土を主とする層J

「褐色土を主とする層JI褐色土と明褐色土を混じり合った層JI暗褐色土を主としローム粒などを混入す

る層JI黒褐色を主としローム粒を混入する層jが、上部から順にいくつかの組み合わせで堆積している。

全体的に堆積状態のしまりは弱く、多くの塚が削平などによってもとの形状を残しているものとは思えな

し、。

参考文献

松尾町史編纂委員会編 1984 r松尾町の歴史」松尾町

横芝町史編纂委員会編 1975 r横芝町史」 横芝町

鳴閏浩司 1996 r東上総の塚についてJr研究連絡誌j第45号 財 団 法 人 千葉県文化財センター

( 2 )遺物

1 塚出土遺物(第294図、図版57)

塚から出土した 2点の古銭を図示した。ともに寛永通賓で、出土地点は lが塚 1、2が塚13である。 1

は古寛永、 2は新寛永である。 1の外縁外径は24.5mm、外縁内径は20.0mm、内郭外径は7.0mm、内郭内

径は5.4mm、外縁厚は1.3mm、文字面厚は0.6mm、重さは3.0gで、ある。 2の外縁外径は25.3mm、外縁内径

は21.6mm、内郭外径は8.0mm、内郭内径は6.9mm、外縁厚は1.9mm、文字面厚は0.6mm、重さは3.9gで、あ

る。

。
第295図塚出土銭貨

2 遺構外出土造物(第295図、図版57)

(1・2)

(111) 

2 

5cm 

1は土師器杯である。口径値は推定12.8cm、現在の高さは3.2cmである。整形 ・調整技法は体底部外面

に手持ちヘラケズリが、内面にヘラミガキ・ナデが施されている。色調は樫褐色、胎土は砂粒 ・石英を含

み、焼成は良好で、ある。口縁部内外面に油煙が付着し、灯明具として使用されたことがわかる。そのため

に、底部内面はやや荒れている。残存度は約114である。 31 -59グリッドから出土した。扇平な丸底の

杯で、奈良 ・平安時代の土器と思われる。 2はロクロ土師器杯である。口径値は推定9.2cm、高さは

2.6cm、底径は推定6.2cmで、ある。整形 ・調整技法は体部・底部外面に手持ちヘラケズリが、内面にナ

デ・ヘラミガキが施されている。切り離し技法はヘラケズリのために不明で、ある。色調は外面がにぶい黄

褐色で、内面は黒色である。胎土はスコリア・石英を含み、焼成は良好である。残存度は1/2弱である。

出土地点は不明である。小型の土器で、平安時代以降のものと思われる。 3は土師器手づくね土器である。

口径は1 1.2cm、底径は7.5cm前後、高さは6.1cm~6.5cmである 。 体部外面は指頭によるナデが施され、凹

- 360 -



ヨ主三JJj

@ ⑤ ③ 

5 
4 

vベノ 6 

@ ① ⑥ 

10 ¥ i: ) ¥ijJ 12 11 

。
に~d2

e 
~ 

@ 

(1-3) 
=ニ

(1/3) 

7 

uυ13 

lOcm 

@ 

W 8 

の

14 

第296図 遺構外出土遺物

@ 

L↓/ 9 
。(4-15) 5cm 

(1/2) 

f ¥¥ 1" '/1 ¥ 

~ 

入i

、、';___j

15 

凸が著しい。内面はヘラナデ・ナデが施され、ヘラ当たりが顕著に残る部分がある。内外面の一部に輪積

み痕がみられる。底部外面は木葉痕が明瞭に残り、葉柄の痕跡が口縁部近くまで続いている。色調は暗赤

褐色で、胎土は淡黄色の粒子を多く含む。焼成は良好である。口縁部端部が約112欠損するが、全体とし

ては3/4強残っている。 1M-78グリッド出土である。図示できなかったが、 3と似た大きさの手づくね

土器が、同じグリッドから出土している。

4 ~14は土錘である。 3 は長さが4.4cm (計測値は最大長、以下同じ)、径が1.8cm、孔径は3.0~4.0mm、

重さが12.6gで、ある。 4 は長さが3.6cm、径が1.7cm、孔径は3.6~4.2mm、重きが8.3gである。 5 は長さが、

3.9cm、径が1.8cm、孔径は3.1~3.5mm、重きが1 1.7gで、ある。 6 は現存長が3.3cm、径が1.7cm、孔径は2.9

~3.8mm、重きが1 1.2gで、ある。 7 は長さが4.2cm、径が1.7cm、孔径2.8~3.8mm、重さが1 1.6gで、ある。 8

は長さが4.2cm、径が2.0cm、孔径は5.0~6.0mm、重さが12.0gで、ある。 9 は長さが3.6cm、径が2.0cm、孔

径は4.0~4.3mm、重さが13.2gで、ある。 10は長さが4.4cm、径が1.7cm、孔径は1.5~3.4mm、重さが12.5gで

ある。 11は長さが4.7cm、孔径は3.4~4.7mm、重さが12.8gで、ある。 12は長さが4.4cm、径が1.7cm、孔径

3.3~3.6mm、重さが12.4gで、ある。 13は現存長3.1cm、径が1.9cm、孔径2.5~3.8mm、重さが8.7gである。

6・13は一方の端部側をかなり欠損し、 11も一部を欠く。他は完形である。表面はナデ調整である。孔を

みると、適当な素材を心棒として粘土を巻き付けたものと思われる。色調は淡褐色・褐色で、一部に暗淡

褐色・黒褐色となるものが数点ある。出土地点は 1M-79グリッドが4点(7 ~1O)と集中している。ま
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た、他の 3点も、 11は1M-88グリッド、 12は1N-07グリッド、 13は1M-98グリッドと接近した地点

から出土していることから、これらの土錘は一括して廃棄された可能性が考えられる。

14は赤色の粘板岩の砥石で大きく表裏両面に砥いだ痕跡がみられ、縦断面は平行四辺形を呈している。

古墳時代以降の遺物と思われる。
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第4章まとめ

旧石器時代

本遺跡においては、 38か所以上の規模の異なる石器集中地点を検出することができた。ブロックを個々

に検討していくことで 2つの環状ブロックの存在及びその他のブロックとの関わりを検討してみたい。

まず接合関係から概観すると次のことが言えよう。東西の 2つの環状ブロック群同士の接合関係は以外

と稀薄であることがわかる。唯一第 6ブロックが東側の第15、23、26ブロックとの接合関係が見られる。

それとは好対照なのが東側のブロック群で、北側においては石材の移動が頻繁に行われていた模様である。

一個の石材が剥片剥離の途中の状態で他のブロックへ移動するという行為が頻繁に行われていたという

ことは、どういう行為を表現しているのであろうか。

大形の石斧が第27ブロックで製作された後、第16ブロックで使用されていたと考えられる状況で検出さ

れたということもブロックの棲み分けを考える上で貴重な資料と思われる。

大形の打製石斧系の石斧と小形の磨製石斧系の石斧がでているブロックも全体にまんべんなく出土して

いるのではなく、東側のブロック群の北側に集まる傾向がうかがわれる。(第 9図)

第3、第 4ブロックは石器の内容から考えると模形石器の比率が高いのが特徴である。また特定の石材

チャート、珪質頁岩の比率が高い。石材と石器技術が結び、ついている可能性は高い。

ブロックの時期を整理段階で内容等から再検討してこの時点である程度、整理しておきたい。東側で見

られる第14ブロック ~29ブロック環状ブロック群については接合関係等や石材の共有性等から判断して立

川ローム医層~X層相当に近い時期に形成されたものと思われる。西側の環状ブロック第 6 、 7 ブロック

についてはこれらのブロックと接合関係等からほぼ同時期に形成されたと思われる。西側のその他の環状

ブロック群及び第30ブロックについては、同じような石材等も見られることからほぼ同時期であるかもし

れない。しかしながら黒曜石なども見られる点や模形石器が多く見られることから若干新しい時期に位置

づけする事も可能かもしれない。第33ブロックの砂岩系の石材についてはこの時期に当たると思われる。

また、第31、 32、 35~37ブロック及び第38ブロックについては、 VI層下部~四層に相当する時期にあた

ると思われる。ガラス質の強い珪質頁岩など比較的石材がまとまりをみせる。小さな剥片は多いが、定型

的な石器は少ない。第33ブロックの石刃についてはこの時期に属する可能性が強い。

第34ブロックはブロックの中では一番新しく全体では皿層下部~町層にかけての時期のものと思われ

る。ホルンフェルスの石材が主体で、ナイフ形石器や削器、掻器等の石器もそろっており独立性が高い。

ただ単独に近い形での第 6ブロックとの接合関係も珪質頁岩の剥片岡士で認められる。それ以外の遺物に

ついてはレベル等では分離不可能と思われるが、内容的に見てもブロックを形成する程ではないと思われ

る。

環状ブロックの個々のブロックの内容は少数の規模のものは剥片主体で石材も点数の割に種類も多いも

のが多い。そういった空間はものを捨てる空間ではなく活動主体の空間、しかも継続的な利用すら考えら

れる。また、逆に規模が大きいブロックは内容的に見ると同じ石材が多用されていることが多く。しかも

石核が廃棄されている数も多い。廃棄か次のブロックへの移動までの遺棄の状態でおかれている状態であ

ったかは、意見の分かれるところであるが、現象的にはそうしたことが見られる。
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同じ石材を移動によって共有するプロックが幾っか見られるが、 1個の集団が持ち歩いたものと解釈す

ると当然長きにわたってプロックを使用しながらしかも、プロックをわたり歩くということが考えられる。

その結果ブロック群が形成されていくという構図が生まれる。

特定の器種の石器に限って見ると 3-4プロックに見られる模形石器、これらはチャート等の扇平な楕

円礁を両極打法で打撃して剥片を作出していく手法をとっている。 17、19、23プロックの石核あるいは原

石の多きが目に付く。これらの石核等は径 5cm前後のチャート、メノウ、安山岩、珪質頁岩の扇平楕円喋

を素材として、縁辺に沿って打点を移動させながら剥片剥離を行う、いわゆる盤状石核による剥片剥離が

主体をしめる。

このように環状プロック群が形成される過程で個々の石材が消費されていく様子の一端を表している資

料が接合資料として見られる。接合資料がブロック間で移動している様は一様ではなく、複数の集団が多

様な活動の関わりのなかで形成されていったのではないかと思われる。
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